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明治 三十 一 年 


日記より 四 句  一 H: 

木枯ゃ 故鄕の 火事 を 見る 夜 か な つ 

野に 老て 菜の 花の みは 見 飽か ざる 〔十日〕 

僧が 庵 菜の 花生けて 茶 も あ る ら し 〔同前〕 

梅 さくや 霜解け 道の わ る さ か な 〔同前〕 

「消夏？ n 錄」 の 中より 治 三十 一年 頃 

萩 芒 草 さま に 秋 立ちぬ 

夏目激 石へ. 途 りたる 句 稿 その  一 (Ig か sggto 石圈 
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年 一十三 治 明 


壇の 浦 を 船歌 哀れに 夕陽す r 初め 5 七 字 消 L あり〕 

〇〇 豆 畑に 吸 筒ぬ る み 夕 映す 

案山子に 似て 我 影 悲し^ 貰 ひ 

〇〇 梟 鳴 て 明 星 森 に かく れけ り 

つ 〇 螺鳴 くや 山 の 禿げた る處 々 

靑 草に 西瓜 枕す 西瓜 賣 

人 船出 船 帆 檣 かけて 夕陽す 

夜樱ゃ 中に 電燈の .1.1^  |1円 き 

0 つ 弦月 の 下 吹き通す 野ハ刀 力な 

蜩ゃ向 ひ の峯は 夕立す 

下駄 もぬ がす 足 を 人れ たる 淸水哉 

〔©〕 つるせる 

夥しく 唐黍つ るす 山家 力な 

「10^〕 す る 

箒 目-の 新 し き 上 を 落 紫^ 

鹿 g 一うて 責 公子 森に 黄昏る " r 初めの 四 字 消し あり 1 
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柹の 葉の 靑き ながらに 散て け 

〔原： - e 宠爺 

〇 蚊 遣 火 や 裸ながら に 網 をす 

〇〇 枯 野 行けば 道 連 は 影法師 か 

〔原〕 に  ありと 夢み る 

〇 故里 は 火を點 したる 夜寒 

〔原〕 守 

〇〇 鳴子 引 日 に 五 匁 の 麻 をう 

〔原〕 朝 寒 ゃ兵營 の喇 M 哀れな り 

〇 朝 寒の 喇叭 を 聞く や 城の 

蟬 取りに 出た 子 歸らす 日 午な 

〇〇 長 城を眞 十文字 や 天の 

ォ ー シスの 椰子 葉 招いて 月の ぼ 

と ピ ラ 


赤 々 

〔原〕 あはた， ゝ しく 

〇〇 あはた し つく 


ド かけて 月 上 

老 も！！ a  く 

ぽ ふしつく 法 

〔原〕 知らせ 

〇〇 姉 病む と 柳 散る こ ろ 便 あ 


な 

. 可 

る 


稻 妻に 盗人め ど を 付けに け 

〔180 あたり 

新 院の陵 ありて 稻妻 


る 

す 


〔反省 雜誌 十 一 月〕 


〔ネト トギス (十月) . 春 夏 秋る， - 


- 初めの 七 字 消し あり 1 

〔初めの 七 字 消し あり ，- 

〔反省 雜誌 十一月〕 


ギ 一十三 治 明 


〇 哨兵の 後 姿 を稻光 

馴鹿の 角 重たげ に 雪降りぬ 

〇 墓 守の 子 は蟲賣 りに 市へ 行く 

〇 天の川 艦橋の 上に 夜更けたり 

月の 甲板 旅僧 寐 ねす 語らざる 

薄 野 を 行脚 僧 一 人し ぐれた る 

〇〇 別れん と 的む 夜もすがら 蟋蟀 

鶏頭に 水 やる 者 は 老母な り 

朝霧 を つんざく 一  番 列車 哉 

落ち もやら. f- 骨 あら はなる 一 葉 哉 

〇〇 霧 晴れて 兀 とし て 近し 秋の 山 「-國 民 S 十月-一 .£8】 

〇 麻 畑に 行々 子 鳴て 黄昏る k 

-1 の 葉の 軒端 をな づる村 家 哉 

〇〇 靈 前にぬ か づ き 居れば 鶴の 聲 
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竹 枳 

を 殼 

植 垣 

ゑ を 
て 朝 
藪 額 
蚊 二 
多 三 

き の 
を ぞ 
啷 き 

つち け 

け 

哉る り 


高樓 の銀燭 見え かくれ 若葉 哉 

「原〕 江 も ： おりけ ろ 

〇〇 流星 一 道 斥候 秋の 江 を 渡る 

藥 瓶に 夕日 映 じて 落葉 哉 I： 終り ハニー 一字 消し あ 

〔原〕 ね 

〇〇 地蔵 堂に 子守 來る日 の 落葉 哉 g 省雜誌 十一 5 

〔原〕 並 ベ し 

〇 所 狭き 迄朝顏 並べ 屋根の 上 

〇 五月雨 や 窓 を 背に し て 物 田 ：3 ふ 


夏目漱 石へ 逢り たる 句 稿 その 二 

寅 彥 

<  „  -C  ,  h.,  〔漱石 評〕 此 句^の 凄し き 景色 を 云 ひ 

風 や 枯葉す るく と馳り 出す 得ず 或 人の 句に 

J  おる 木の 菜 風 は横縱 十文字 

〇 佛 壇の 萩に 何やら 蟲が 鳴く 

0〇 長き 夜の 行 燈に何 か 書いて 見ん 「% 石 Jl/:J§t ィ言 2 旅 


年 一十三 治 明 


r 、一風 や 怪しき 雲の た 、すま 

〔原〕 又  ， 

〇 鬼 灯 やどの 子に やろ と 吹 き 鳴ら 

〔原〕 B" よりも 

灯 や 振 分髮の 昔よ 


〇 鬼 

〇 一 


00  0 


群 は地藏 流し か 秋の 

火 や 思 ひがけな き 山の 

上りの ^  J^l^^i^—d 初 

はぬ 坂の 穴より 初 

氨靑 登^えん とす あまた 乂 


〇〇 藥 煎 る 鍋の 下よ 一 


〔原〕 初 E 

り き 


〇 初 

〇 卒 

〇 何 


汐ゃ 3 石 間々 々を 

rs〕  ばし 切つ おる 

汐ゃ あり 丈 延ばす 錯 


ひ 

す 


上 

び 


( す 


〔8 本 十月 十一 日〕 


r 漱石 評〕 中 七 字 初心の いひ 樣，/ 拙 句 

風呂に 入れば 衷の 山より 初 3® 

〔日本 (十月 十 一 日) • 春夏秋冬〕 

〔漱石 評〕 蕪 村の 句に 

高燈籠 消えな ん として あまた X び 

f 淑石評 1 初 3 風に て は 少し 不倫の 樣々 

或 人の 句に 大 寺の 扉 あくれば 初 2g 

是 なれば 初 嵐に てよ ろし 

〔日本 十月 二十 18〕 


ねて ぞ 〔漱石 評〕 此句 意味 句. 1 共に 拙々 

一 〔淑石 評〕 餘 りよき 見付虚 ならず 


堵婆傾 き 骨ば かりなる 燈籠 かな 

〔！ S 來ては 鳴く 

蟲ぞ 今宵 も贅戶 に來て 鳴く は 


〔In 本 十 H: 十一 日〕 
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〇 


一 夜 荒れて 晴 てし まひし 野 分 哉 

〔原〕 我 背 戶も瘦 せに やせお るへ ちま 哉 

面白し 北；： 戶の絲 瓜の 長短 

とへ ちま 


ぶ ら 


り / (,.-. r*. 


〔原〕 一 夜 

る 夜半 か 


〇〇 玻 璃 窓 に 霰た ばし 

「5 や 

行 秋 を 噹螂の 斧 

〔原〕 燈籠 もこれ はとば かり 高く つ る 

一 つ 家の 燈籠 高く つるしけ 


哉 

な 


f. 激石 評〕 中 七 字 改めた し 

ー漱石 評〕 少し 陳腐の 感ぁ" 


海原に 鄕里茫 たり 月 

〔原〕 明月に 琴彈の 祠 に詣 でけ る 

琴 彈の祠 の 上 や.^ r 日の 


げ なり 〔漱石 評〕 下 五 文字 如何 

〔漱石 評〕 中 七 文字 仰山，/ 

〔漱石 評〕 此 句意 も 語 も 共に 初心な" 

として は 如何 〔激 石〕 


千 


は 玉壺碎 

し 


靑簾內 に 

rl5SJ〕 我 宿 は 菊 も ゑお り 厠 口 

菊植て 厠. に 近 

「原〕 1^ 長 is ぬ 

〇〇 粟 の穗ゃ 案山子の 腰を沒 すべ 


る 

-き 


〇〇 さ ら く と 秋お とづれ ぬ 粟 

〇 悉く 稻 倒れ伏す 野 分 

故戰場 一句 


m 一一 

月 

庭 


哉 


〔漱石 評〕 厠 口と いふ 語 可笑し 

〔日本 十 H;  二十 一日〕 


1.1 


年 一十三 治 明 


奇靳  十 
拔新 


「原〕 は 何とか 

0〇 矢 は 尾花 丸 は 桔梗と なりけ らし 「日本 十き 

夏 瘦の我 影 長き 夕日 哉 

00 賫れ 淺るラ ムネに 秋の 夕日 哉 〔漱石 評〕 

〇〇 盜人 潜む 二百十日 の 緣の下 〔漱石 評. I 

痩 蜘蛛の 宿と なるべく 一  葉 哉 

〔原〕 四十 未だ 家 もな さ  る 歲の暮 

〇 四十に し て 未だ 家 をな さす 歲の暮 

〔原〕 軒端の  す- - けたろ 

〇 柳 散る 軒の 行燈 のす 、けたる 

琵琶 法師  一 

〇 語り 出す 明治 十と せ の 秋の 頃 

初-: 風 衝立 はたと 倒れけ る 

九月 十八 HI 夜 漱 石妄批 
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明治 三十  一 二 年 


夏目激 石へ 達り たる 句 稿 その 三 

大 正  寅 彥伏而 乞 

〇 官 を辭し て 犬なる 瓢を 愛す 哉 〔^srLi 事 Si かで ゃ種瓤 

目鼻 書て 衣服 着けた る瓢哉 

我 頭 程の 瓢を 作り 見ん 

赤蜻蛉の せて 流る &瓢 かな 

〔！ s_n 眞 只 中 

〇〇 蜻蜓ゃ 案山子 の 笠 の眞中 に 

〇 とんぼ とまれ 水 くら はせん 蔬の花 

〇〇 螽目 が け 投げ たる 帽の あやまた す 

—ピン セ」 ト のさ き に藻搔 ける 翁 哉 S 留石針 評 ゃー敌 pf 所の 蝶 
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i 


年 ニー 十三 治 明 


〇 


何 

〇〇 電 

蟲 

〇〇 破 

〇〇蜱 

妻 

〇 誰 

c  pi 

〇 秋 

〇〇 家 

〇〇 亡 


過の 體操場 をば つた 飛ぶ 

蟲ぞ 捕へ てた ベと 子の せがむ 

燈を おつ 取り 卷て 夏の 蟲 

装り 宣華 あり と て 立騷ぐ L 「立」 を 輪に て圍 みあ 

瓦 う づ 高う してきり A\ す 

ゃ溃物 仙の 小 影より 

もな し 父な し 母な しきり /i\ す 

、 、 

京に ちん /\ ちろ り厕か ふく 

蟬 の 惜しと も 云 はす 落て 死す 

が 墓ぞ猫 草狗草 名な し 草 

に 立てば 葬禮 通る 秋の 暮 

の暮 隣の 娘 寶られ 行く 

信 絶え て 暮れ行く 秋の しさよ 

妻の 琴撫 して 見る 秋の 雨 


I 漱石評 j 鳴く や 蝶 古白 は 留守と ちん 

. ち ろり II 子 


〔漱石 評」 蕪 村 Q 句に 

身に 人む や 亡妻の 節 を閹に ュむ 
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〇〇 早く 寐ん獨 見る 月の 淋し さ に 

獨 身の 膝 を 抱て 月見 哉 

十 里 堤上攄 悉く 紅葉す 

〇〇 とぎすます 敏 鎌の 上 や 二日 月 

0.0 鎌 の 柄 は ひたと ぬれたり 草の 露 

一 寸の水 三寸の 落葉 哉 

か さ こ そと 雉子 落葉に 餌 を あさる 

〇〇 初 嵐 香煙 急に 斜 なり 

〇 夕陽に 熟柹 いよ 眞 赤なる 

一： 原〕 八 柹 

〇〇實 ら ざる 事 八 季姊の こぼれ 種 

下 宿屋の 柹 熟せん とすれ 共 得す (呵々 ) 

風の 雨戶た ， ^くや 夜もすがら 〔初めの 二 字 輪 に て 圍 み あ り J 

〇 鳴かぬ 蟲ラ ンプの 笠に 飛んで 來る 

〇〇 毛布 外套な ん ど蒲圑 にかけ て寐る 
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年 ニー 十 s 治 明 


膝 

ハ 

r.hi 
トト J 

尺 

寒 

？ II 
ょリ 

ら 

の 

み 

ん 

薄 

肩 

と 

さ 

廿 

す 

曰 

せ 

iHJS 
頻 

の 

裳 

に 

ひ 

月 

さ 

\ 

を 

せ 

飛 

撫、 蟋 

づ、 

蜂 

夏目漱 石へ 達り たる 句 稿 その 四 

寅 彦 

0 背戶 の 川へ 来たよ 昨日の 蜻餘釣 

墨染の 名 を 問 へ ばお はぐろ 蜻蛉 哉 

© ふ ち缺げ し 鍋 に 切り込む 南瓜 かな 

今年 も 亦 爺が 南瓜 を 召されけ る 

0 缺 膳に の し を つ け た る 南 哉 

◎ 小包の 袷 着きけ り 稍 寒み 

あ をのけば 蛙 飛び付く 葡萄棚 

行 暮れて 鹿な く 里に 一 夜 哉 
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畴 


城 葉 
跡 隱 

の 


巴 

字 

の 

池 
を 


て 


れ 

荒 

れ の 

果熟ー 
葉 

ネ 流 
を 

ノ 


る 


の 
名 
所 
力、 
な 


せ 


◎ 
物 

や 
柳 
散 

込 
む 
炭 
依 


村 

の 

柹 
紅 

葉 
し 
て 
夕 

哉 


71^ 
を 
呼 

ぶ 

、'！ 3 
< 皿 

泉 
の 

階 
や 
秋 
の 
雨 


〇 

河 

崩 

鹿 

き 

れ 

嗚 

易 

た 

ぐ 

き 

る 

炭 

征 

水 

燒 

卑 

旅 

り） 

小 

の 

跡 

屋 

一 

ダ 

や 

の 

や 

河 

夜 

雁 

鹿 

明 

の 

鳴 

哉 

士 n* 

< 

〇 〇 
文 きす 


を' 


夜 け 

■ の 

m た 

鼠 文 -, 
穀 る 

引 ま 軒 


端 


行 

< 

夜 


. 散 
ら 

す や 


な 
す 
び 
長 蕃 
Ik 椒 


旅 

の 
袖 

さ、 
け、 
よ、 
と、 
野 
分 
力、 
な 


牛 お 
小 の 


雨 
力、 
柹 
の 
> 介 


の 
屋 
极 
を 
野 
分 葉 
に に 
さ 
ら 
は 
れ た 
つ る 


溜 


「漱石 評 一 瀾水？ 句に 

借家 Q 屋根 さ ら ひ 行 野 分 か な 
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年 ニー 十三 治 明 


薄氷 や 山茶花 散り 込む 手水 鉢 

〇 子 鼠 の 井戶に 落ちた る 霜夜 かな 

〔原〕 淋し さに 

© 栗 を燒く あ る 夜の 雨の つ れ ぐ に 

金 風 白露 い つ しか 雁 聞く 夜と なりぬ 

客 を 送る 潯陽 江の 秋の 暮 

〇 鳥 か 否か 落葉 か 窓に 影 さす は 

初雪 や！^ 賣 通 る 窓 の 下 

さして 行く 奉 天 城 は 時雨 哉 

別れ路 や 時雨れ くて 兩 となる 

脚 夫 一 人 木 曾の 山路の 落葉 かな 

〇 灯 もつ けす 何やら 思 ふ 秋の 暮 

S ぬ 

〇 管絃と 仰せ 出されし 夜長 力な 

よし さらば 泣き明 さんか 夜の 長き 

「 Is 我 1 おもと 書きて 紅 を卷， き； tQ めつ . -- „  „ 

文箱 とけば- 狀に 添た る 紅葉 力な 
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夏目漱 石へ 经 りたる 句 稿 その 五 

.  寅 彥 

© 監獄の 裏の 小 溝 や：^ 蚓 鳴く 

〔原〕 厨に は盜 人人り ぬ S 講 

盜 人の 厨に 人る ゃ夷講 

寒 さう に 犬 這 ひ 込む ゃ玻れ くど 〔5^.. 石 卜 五 文字 拙な り 塞 さうな 

〇 茶話 會な ん どす 習學 寮の 夜の 長き 

◎ 金屛の 紅葉に 秋の 夕日 哉 

◎ 風 ゃ飽屑 舞 ふ 普 請 小 屋 

© 唐紙に 鼠溺す 夜長 哉 

© 龍王 を 祭る 淵に 臨んで 紅葉 哉 

稍 寒み 修學 旅行の 掲示 出づ  ， 

〔原〕 進士も 送る 船に 飛 ii 入る a~ 哉 

© 月 に 行く 進士 の 船 に 鱸 哉 

喰 ひ 合うて 蜂 死んで 居る 落葉 哉 
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年 ニー 十三 治 明 


. ： 「软 5，， 一  比 句 趣味な きに あらず 只 

芋 食うて 仁 和 寺の 愤等 月見 哉 P 石 % し 方 i が ほ" 

夏目激 石へ 逢り たる 句 稿 その 六 

© 日 は斜粟 かり 居れば 陰が 鳴く 

ID 水門に 蔽ひ 重なり て 萩の 花 

〔ほ〕 0 

© ち よ ろ /\ と 水 潜りけ りぎ の 中 

「1R〕 か -1, りし 

©枯荻に流ね寄りたる卒堵婆^^  . 

〇 確 鳴く ゃラ ンプの 笠へ 文字 を 力く 

•◎ 初 汐ゃ百 八 廻廊 灯のと もる  . 

W 打つ 力 ン テラ の 影 法お 哉 

© し ぐる 、 や. 甘酒 ひさぐ 寺の r 

の演 をす、 つて 納豆 汁 

© 柳 散る 土橋の もと の 地蔵 哉 
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句 俳 


© 

中 

侘 

冬 

枯 

薛 

] 

し 

の 

ネ 

の 

や 

さ 

月 原の 

顔 

トト J 

よ 

火 火 

の 

折 

の 

の a 

れ 

の 

色- 

灰 

見 S 

重 

つ 

櫓 

力、 

の 

な 

に 

中 

に 

し 

打 

力 1 

の 

に 

て 

き 

爐 

1; 

蟹 

炬 

つ 

る 

け 

の 

健 

る 

炭 

0 

穴 

哉 

漱石 へ 達り たる 句 稿 そ の 七 


©鏈 なく 尾花の 奥 や 化 地蔵 

◎ 露 多き 土蔵の 影の 薪 かな 

〔1^〕 そ ぼ つ 

© 露 に 坐す 丈 八 尺， の 廬 舍那佛 

0 霜解け や 下駄の 緒 切れし 瞹道 

〔ls し 

0 稻妻ゃ 一 時に あかき 壁の 穴 

0 くづれ たる 凍 瓦の 稱ゃ 蔦紅葉 

〇 箍 はめし 小 使 部屋の 火鉢 かな 
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^|^ニー十2治明 


〇 〇 © 
庭 普 聞 s 管 

下請と 寂 ま 


し 
て 

鐵 

ェ 


駄' f;  % 
にへ の 

萩 ほ 丸 

蔽ひ太 

ひ に 

か 萩 場 

'、 の S の 
る こみ 

だ 仅 

茶緣 ぼれ 

室； 《寒 

か た か 
なるな 


の 

m 
を 

も 
が 
れ 

怨、 
ご、 
と、 

漱 
石 


〇 

危、 山 
ふヽ 賊 
さ ゝ の 


よ' 
檔 
螂 
蜂 

ね 
ら 
ひ 

る 

し 5 


毛 


き 
た 
る 
栂 
火 
哉 


す S ば 
り大 ら 
鉢 怖 

に 
す 

し 
ば 
力 1 

の 


子 
か 
な 


の 
根 

ノレ 
ク 
の 
鐘 
や 
梨 
の 
皮 


小 

屋 
の 
軒 
に 
つ、 

た' 
る 


〇 
冬; 5 

枯 S 

やれ 

の 

乞; S  , 空 


火 燃 
^え 

焚 居 

ろ 

ノ 

土 


熟 手 

柹 の 
哉 上 

漱 
石 

評 


◎ 

雨 g 消、 ぬ 

ふ 雨え、 か 
^催 

一 ひが、 る 

んの 7 
•  てゝみ 

し； に、 に 
て 火 風、 花 

連し に、 火 
り • [み、 の 
にな だ、 映 
揚る る、 る 
る た、 

I 花 い 
か ナ、 ぼ、 
な 哉 道、 

激 漱 
石 石 

評 評 


五 字 可 易 

上 中た るみ あ り w 考 すべ し 

重複せ = 


蜂と は 如何 上 K 卞もゎ 7- 

不可 
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句 俳 


雨滴れ の 下 やた、 けし 萩の 花 

禪寺ゃ 白 萩 緣に這 ひ 上る t 終りの 五 字 消し あり I 

〇 取り散らす 新聞の 上 や 初 嵐 

古びた る拂 子の さき や 冬の 蠅 

〇 銅の と ゆ にたばし る 霰 かな 

〔& 0 かやる 

世 をす ねて 日影の 絲瓜 そり かへ る 

初 汐ゃ强 土 舟 を 浮ぶ ベ う 

〇 經誦 めば 椎の實 た、 く 板び さし 

〇 椎 の實ゃ 石の 鳥居に はね かへ る 

〇 柳 散る 公園の 隅の ベ ンチ哉 

〇 歸る燕 電信 線に 憩 ひけり 〔镦石 評 1 陳，/ 

の 煙突に 鳴る 夜半 哉 

0>繩 な ひ 居れば 砧打 出す 隣 かな 

© 汽車 道の 廣吿札 や 薛麥の 花 
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■'f- ニー 十三' 冶 明 


@    ©          0 〇          @  ◎ 

病 繪; i 舞 積；?: 

J  U 

；ひ +  ^ 

I むよ 


古、 

黍 

紀 

蟥 

森、 

枯 

余、 

殼 

念 

も郎 

m^、 

蓮 

犬 

に 

碑 

の 

や、 

や 

の 

に、 

踏 

壁 

や 

ぐ 

く 

鼻 

枬 

の 

柵 

み 

さ 

づ 

づ 

の 

は 

び 

れ 

ら 

だ 

ら 

れ 
ぺ レ 

め 
ン 

か 

力、 

カュ 

HE. 

を 

つ 

わ 

ふ 

し 

て 

え 

包 

し 

く 

み 

さ 

に 

何 

ぎ 

ね 

馬 

し 

秋 

た 

け 

し 

ら 

の 

角 

の 

る 

ィ匕 

ふ 

櫓 

風 

の 上 り 

內 にて 

つ 

にも /J ヽ 


ひ'': を 


落 右 
m 

葉の 

曰. 《i 

疋積 

トも' 
■ ^落 

, 葉 
し 


わ 込か撫 

な 

む で 左 

落し 奥 
葉 紅 

か 葉の 

風な 哉 院 


夏目漱 石へ 遼 りたる 句 稿 その 八 

寅 S 

◎  g〕^ しに 山茶花 散-し 小 溝 かな 


句 俳 


© 鐘樓の 瓦に 露の 萚 哉 

〇 小 泰の緣 に 障子 轄ふ 比久 re- 哉 

〇 あか 桶の 萩 こぼれけ り 竹の 緣 

「Ig〕 おる 金 SS 

〇 雜巾 の 水り つ きけ り 流 元 

〔原〕 追 ひ 

◎ し ぐる 、 や^ 原 もどる 兎 狩 

かれぐ の 朝 額から むれん じ 窓 

〔原〕 垂れ こけて  く、、 

© 長 過て 肥 手桶た 、く 絲瓜？ 

波 は 洗 ふ 舷側 砲の 氷柱 哉 

〇 其 儘に ー委 びし 菊 や 手水 鉢 

破れ 甕の 中 や 蝉 鳴き さかる 

C 原 J 秋の 水 

〇 段々 の 山 田 を 下 だる 落し 水 

〔原〕 河岸の 町  、  r  P 

© 居留地 の 電燈に 散る 柳 哉 

船 門 司に 人る 時 一句 

rlao や  滑え か. -る 

〇 朝霧に 燈臺の 火の 殘り けり 
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年 ニー 十三 治 明 
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©砧 打てば 力 ン テラ の のまた、 きぬ 

〇 蓮の 實の 飛び そこなう てし なびけ り 

太平 記 を讀む 一 句 

S 夜ぞ S きさても 其 後 さる 程. U 

〇 衣 を 長 み讀み もて 行く やさる 程に 

何蟲ぞ こ ろく じいと 緣の下 

池の 水 障子に 映る 小 • 春 哉 

〇 藪 かげに 野菊み だる 、小徑 かな 

白砂青松 礫に 群がる 麟引 

〔原. 一 も 呼ば ひけり 

〇 過る 雁 御堀の 雁 や 丸の 內 

山 はげて 所々 のす 、き 哉 

〔s 荒野 e 菜に 

〇 芒 野に す 、き戰 いて 月の 出る 

S 見え や  ， 

山 もな く 尾花の 中に 入る 日 哉 

〔原」 a の i? 

OE^ や 枯葉の 走る 塔の 屋权 

◎ 野葡萄に 小鳥 群がる 小春 哉 


句 俳 


人 群がる 動物園の 小春 哉 

夏目激 石へ 達り たる 句 稿 その 九 

寅 彥 

〇 霜枯の 練兵場 や 町 はづれ 

〇 庵室の 庇 を 沒す芒 かな 

© 夕 映 や 沙魚釣 もどる 土 堤の 上 

霜月 や 下駄の 音 冴 ゆる 大通り L 漱石 評」 冴る の 字な むべ L 

〇 柳 散る 市役所の 門の 人力車 

© や 、 あ り て ぼ んと 鳴りけ り is 花火 

〇 風 や 練丘ハ 場の 砂け むり 

◎ 日 の あた る 風呂屋の 屋根の 炭團哉 

〇 蔦紅葉ず 注 連 を はりた る大復 

〔原」 に 

◎ 藪麼 の 浮 草 赤き 冬 田 か な 〔s 本 三十 1； 年ーヌ 十六 日〕 
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年 ニー 十三 治 明 


獵 秋 

人 の 
の 水 

野 底 

太 に 
刀 飛 
を 洗 鳥 

ふ 

洗 や の 


〔ls 地 藏 尊 

© 懸崖 や 氷柱の 下の 不動 尊 

〔原〕 ばた.. （1 

©枯 蘆 や はた /\ - と 立つ 何の 鳥 〔ホト トギス (三十 三年 一二  H) . 春 さ 

山巔ゃ 氷柱に 閉ぢし 溯 候 所 

〇 鍋燒 の 小暗き 路地 を は いりけ り 

©柹 漉し あはう と 嗚て稳 去る 

◎ 石垣の 鼬の 穴に 野菊 かな 

影 うつる 

ふ 秋の 水 集」 

〔原〕 秋 e 水底に 

〇 秋の 水の 底に 光る や 缺け德 利 

女生徒 はくさ びら 狩に 裏の 山 

〇 板葺の 屋根 を こ ろ が る 霰 哉 

© 灯のう つ る 永 車の 軒の 氷柱 哉 

©餓 を 洗 ふ 土橋の 下 や 秋の 風 

あ を の いて 足 ふんばる や 大根 引 
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句 俳 


◎ 

〇 

初 

ok 

寒 

ひ 
込 

=fc-n- 

や 

め 

の 

輕 

ば 
-/ft 

下 

葡 

圑 

菊 

つ 
め 

( 

熟 

た 

と 

す 

し 
力、 

川 

Ik 

た 

の 

の 

ぐ 

し 

土 

中 

て 

手 

1 


夏目漱 石へ S りたる 句 稿 その 十 

0 枯蘆ゃ 朽ち 盡 したる 潯標 

©枯 蘆 や 網 を 干した る 河の 岸 

〇 枯蘆ゃ 白き 鳥 一 羽 舞 ひ 下りる 

〇 埋もれし 古 井の 跡の 芒 かな 

〔原〕 兔追 ふや 

◎ 妹 許 や 露 の往原 踏み分け て 

© 秋の 雨 の 朽樹の 洞 に 溜りた る 

栗の いが 鬼の 森 や 所々 

〇 ふら と 蝶 飛び出で しす、 き 哉 

阿蘇山 下にて 一句 
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年 ニー 十三 治 明 


〇 © 〇 
こ 秋 漁 

ろ 風 歌 

柹ゃ止 

とや 匕 ん 

草 首で 

鞋 を 只 

と&抱 汐 

r^fi い 風 
すての 

山店秦 荻 
の 

の 先 に を 


夏目漱石へ途り-^：-る句稿 その 十一 

〇 敎 會の 塔の 上な り 春の 月 〔漱石 評 1 春の 月の 感 適切なら ず 

© 高樓 に 鼓 打つな り 春の 月 f 漱石評 1 m タ句 t もべ シ 


0 山 あれて 灰の 降りた る 枯野哉 

〇 水鳥の 何に 驚く ぞ けた i まし 

糠の 大口 あいて 笑 ふ 哉 

0 頭巾 着て く にり 戶出づ る 女 かな 

◎ 風の 裏の 山から 鳴いて 來る 

〇 船 を つ なぐ 牡蠣の つきた る 石燈籠 

吹 ノ  - 

に 5  〔漱石評〕 此 句に 似た る 句 ある 樣に記 

T/ る 慮す 

茶 屋 nggG 

〇 食卓 や 菊 を 圍んで 五六 人 
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ら〕 俳 


〇 練 街の 上に 散りた る 椿 かな 

〇 菊亭 のおと 牧馬 を彈す 春の 宵 

〇 目白 折々 椿の 露 を 吸 ひ に來る 

〇 肘の あたり シ ャッ ほころびし 餘寒哉 

水盤の 石菖 きたなく 末枯れぬ 

門 付の しば/ \來 けり 朧月 

しぐ る &ゃ 隣の 隱居念 弗す 

◎ 裏白の 岩の われ 目 に 燒け淺 る 

© 電線に 服の か k りて 春の 風 

〇 角燈の 柳の 辻 を まがりけ り 

〇 ご み を か ぶ る 柳の 下の ボス ト かな 

,  「原〕 ほかす みけり 

〇 揚 雲雀 奉 天 城の 眞上哉 

©{41 の 雲雀 畑 の 雲雀 を 呼ぶ らく 

© 春雨 や 到来の 海苔の しめりた る 


〔漱石 評- 寒さ 哉と する も妨 なし 如何 


〔5^ 石 評 1 來 けりと 云 ふ 語 如 


一，？ S 石 評. - ごみ を かぶる は 夏の 感じな 

では 如何 〔5S 石 1 

〔5^ 石 評〕 呼ぶ らく は變 なり 

〔漱石 評， - 一寸 面. R し 


3 


〇 待合の 門 を 出 づれば 朧月  ^ 

花が 散る ニコ ライ 堂の 鐘が なる 

ゝゝ  -  r:!KG¥,- つら. H  t. チ.. M る も ^は浮 き 

浮 草 や 蛙の つらの 浮上る fi!^  ' 

夏 目漱石 へ 途 りたる 句 稿 そ の 十二 

黄 

© 刈 株に 鶴银 下りる 冬 田 哉 

垣の 根に 土瓶の 缺けゃ 水仙 花 S 石 評〕 I ハ好シ 句法 ハョ カラ ズ 

〔原〕 赤 き 

箱庭の 南天 赤し 窓の 下 

◎ 玄關脇 に 藁圍ひ せ る E 蒸 哉 

- 5 し - 尔,， 占 も i 匕 ー漱石 評〕 お 山の 崩れし 跡と は 如何な 

岩山の 崩れし 跡 やお f る贵 色に や 

© 冴 ゆる 夜の 欲に ひ 、v  く 汽笛 

© 日 は斜枯 野 を 北 へ 走る 汽車 

泥沼の 岸に 倒れて 枯れ 柳 


句 俳 


〇  © 
山 谷 一 蘭 何 

腹 河 面の や 

ののに 鉢ら 

大 ボ f  , 

冬  南に 

岩の：^ 
田  入鸦 

の ふの 

の  群 

根り 實 

上に たのが 
ゃ涸る こる 

ほ' 

fc れ 燒 I  枯 

ォ ん I れ 
の淺 野： た 野 

月る tjj^ な eij 


夏目漱 石へ 達り たる 句 稿 その 十三 

寅 

〔原〕 紅梅の 

0 枸 の 技に 小鳥 をつ けて 贈りけ り 

御手洗に 白梅う つる 小 {0^1^  〔漱石 評〕 五 文 可 易 

白梅 や 皇族 下馬と 筆大 なり 

〇 今朝 もな きに 目白が 來 たよ 背 戶の梅 

◎ 刺 多くて 花に もなら す 背 戶の梅  - 

〔js 雨 に 逢 ふ *  土 坂 や むらつ - じ 

赤土 や 坂 新ら しき むらつ 、じ 〔漱石 評〕 雨に 逢ハ 人力 坂 力 
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年 ニー 十三 治 明 


◎ 〇 
縣 藪 

廳. 力 1 

の げ 
柳 や 
芽 馬 
を m 

と cn 


©  ◎ 

苔; S 鮫 思 55 屋 國 

1_/  リ 

の卵赚 ^ ひ ^ 根 亡 
ぉょ U ら 
二 もの きばの 

丄基 ハ獨 
河 っ活上 


に g 


豚 


て' 


に 


し も r の 大蓬 

落て 腹活 

落 喰も丄 T 萌 
ち 捲 人と 

ふみ 木 ゆ 


び 
て 


を 


◦ 陽炎 も ゆ る 練兵場 をよ ぎりけ り 

 く ふ 狭間 哉 

る や 碗 l^J: 〔漱 石；^〕 寧ろ 寺の 名 を もって 來 るべ 

となつ て 見よ 

なり 年の 暮 

け り 五 輪 塔 とで もす るか 〔漱 石〕 

》 上に 落 椿 

かく 廣 小路 

南天 や 黄 南天 も 交りけ り 

〇 杉 は綠 南天 赤き ァ ー チ哉 

蓬萊に 名刺き たなき 三日 かな 

〇 輪 飾の ランプの 鈞 にか、 りたる 

〔lg,l の 鹿ち び けたる 

〇 藪 蔭に 梅 一輪の 餘 塞かな 〔漱石 評〕 少し 陳腐./ 

S も かじ h- 

〇 搔 餅に 新聞 を讀 む火缝 かな 
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句 俳 


火缝 して アル バ ムを 見る 女 哉 

燈臺ゃ 千鳥め ぐって 鳴いて 行く 

© 流 元に 茶 かす 菜 屑の 氷り 付く  石 評〕 氷り 付く と 結ぶ 處 少しよ か 

〇 隨道 を濱邊 へ 出づ る 月夜 哉 

〇 柴 こ り の 涸れ 殘る瀨 を かち わたる 

夏目漱 石へ 達り たる 句 稿 その 十四 

寺 寅 

I  S  H- れ火 のちい さ-つなって 枕 F 

©埋 ダ や 煙管 を 探る 枕 もと 〔B 本 1 一一 十五 年 二  HJWno 

〇 初霜 や 藁 燃え て 居る 土手 の 上 

〇 初霜 ゃ犬溺 する 橋の もと 

初霜 ゃ麥の 芽ニ寸 ばかりな り 

〇 ねころんで 新聞 を 見る lg| 爐哉 

◎ 日 は 西へ チ 、 ッと 鳴く や JW '千鳥 
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年 ニー 十三 治 明 


◎ 鬼 蔦 や 仁王の 足に 這 上 る 

〇 姬蔦ゃ 地蔵の 膝へ 這 ひ 上る 

© 禿捥 に 風呂 吹ば かり うづ 高き 

〇 木 鬼の 赤 い 頭巾 を かぶりた る 「ネト トギス 三士  一一 I 月 ：- 

〇 炭 取ゃ淺 屑な ん どらち もな L 

明け方 や 風と ぎれ /\ 吹 く 

W の 庭の 折戶を あほる 音 

〔1510 あへ す 

〇 手拭に 包み もなら す 栗の いか 

© とひ 竹に 柳 散りけ り 積り けり 

〇 枯菊ゃ 墓 原 道の 草の 中 

〇搰 く ベ て 足 を 投げ出す 圍爐裏 哉 

© 敷石に 紅葉， 散りけ り 門の 內 

〇 軍艦 の 浮標 に 下り る 千鳥 哉 

つ 水 島の JS- やら あさる 蘆の 中 
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《 
I 


句 


夏目漱 石へ 達り たる 句 稿 その 十五 

.  寺 寅 

0 雜 桃 さ く 水車の 裏の 桑畑 

© 墓 守 の 落葉 掃き 居る 頭巾 哉 

◎ 墓 守 の 娘 に 逢 ひ ぬ 冬木立 「B 本 111 十 £ 年  一 s: 一 卜 1 蓄〕 

©  二 段ば かり 桑 芽 を 出しぬ 屋敷 跡 

〇 星 冴 ゆ る 枚を銜ん で 六百騎 

夜が 明けた 川 添 柳 門 柳 

〇 藁屋根に 合羽 干しけ り 桃の 花 

◎ 寄宿 舍に賊 を 捕へ し朧哉 

〇 二 階から 山火事 見る や 宿 はづれ 

© 山火事 や 乾の 空の 雪 曇 り 

山火事の 北へ くと 廣 がりぬ 
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年 二一 十 s 治 明 


© 傘 干せば 傘に 櫻の ちり か X る 

〇 われ 鉢に さまぐ の 草 芽 を 吹きぬ 

われ 鉢 並ぶ 庭 三尺に して 殘る雪 

敷 砂 ゃ玄關 脇に 殘る雪 

つ くぐし 彼岸 坊主 は 渾名な り 

紀元節 一句 

つ！ II* の 窓に 祝砲 ひ く 日向 It* 

朧夜 やお 小夜 狐 は 嫁入す. 

つ 柳の 下に 物 ありと 思ふ朧 かな DH 本 ミ 十七 年 £0; 十 I  B:- 

© ねころんで ぺ んく草 をむ しりけ り 

おら 力 

背戸 犢鼻襌 干せば 櫻 散る 

花 散る や 色卽是 空と 觀 すべ し 

花ち る や 南無 阿 彌陀佛 あみだぶつ 

つ 移り香に 小紋の 梅 をな つかしむ 
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句 俳 


〇 〇  ◎ 
耳 壁 S ぬぬ 


摘 草 や 向 ふ の あねさん こちらむ け 

〇 妹 は 嫁菜 われ は 汀 の 芹 を 摘む 

夏目漱 石へ 绘 りたる 句 稿 その 十六 

寅 亲  . 

〔原〕 冀火 おく 

◎ 篱 焚く 函谷關 の 霜夜 かな 〔B 本 (一一 一十 a 年 1 月 三十 I 日) . 春夏秋冬 ：_ 

◎ 寒月 や 擊柝ひ く 監獄 署 

か るみの ほのかに 白し 星月夜 

OS 小路 地 哉 

かるみ に迎 火う つる 庵 哉 

冬 籠 新 閉 に 壁な ど K る ベ く 

張る や 古新聞に 冬 籠 

うとき^ 僧と 冬 を 籠りけ り 

〇 靴み がく 馬丁 部屋の 寒さ かな 

〇 堀端 や 柳 散 り 込む 幌車 

© 水仙の 黄なる を 愛 す 宜 敎 師 
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年 二一 十三 治 ii 
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よ 

や 
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流 
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< 

だ 

土 

地 

銀 

れ 
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极 

さ 

れ 

手 

杏 

大 れ 

れ 

か 

の 

藏 

か 

か 

寄 

根 し 
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霜 

堂 

な 

な 

る 

哉 菊 

や 
霧 
吹 
き 
め 
ぐ 
る 

石 
の 

角 


〇 

水 S 十 

仙煙ギ 

や： 架 
お ノ 
白り や 

磁磁援 

》 

の 


瓶 
水 
瓶 仙 
化 

に 


の 


上 


の 
二 水 
三 仙 
本 花 


〇 

燒 

菊 

け 

形 

殘 

の 

る 

バ、 

案 

不 
J 

山 

賜 

子 

は 

の 

足 

し 

や 

/ 

p- 宴 
の か 

下 な 


〔漱石 評〕 朝 霜 や 今 一 工夫 あるべ し 

〔日本 三十 £ 年 十二月 十一 1IB〕 
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句 俳 


懸崖 や 圑栗落 つる 驀地 

〇 葡萄酒 の 瓶に さしけ り 赤き 菊 

〇 香水 の 瓶 に さ し-け り 黄な る 菊 

© 兎 を 得すく さ びら なんど 得て 歸る 

〇 干 か ら び し 絲瓜 をつ るす 納屋の 軒 

^柹の 下 や 茶畑 大极畠 

©揚 泥に 栴 擅の 實の こぼれた る 

〇 小 松 小 i 讥所 々 の攄 紅葉 

水仙 を 赤く 塗りた る 子供 哉 

秋の 雨から りと 晴れて 夕 映 す 

© 行 秋 や 門札 か はる 筋 向 ひ 

〔原〕 足袋の 紐いた く ゆるみたり 

◎ しばし 待て 今 足袋 を はくと こ ろな り 日本 三十 11 年 I  H; 三十 33 

しばし まて 僕 燒芋を 買 はんとす 呵々 

© 門札 は 女の 名な り 散る 柳 
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年 二一 十 s 治 明 


散る や 柳 門札 古く 貧兒寮 

复目漱 石へ 经 りたる 句 稿 その 十七 

夏季 廿 四時 

〔ls  S しさ や 抆屋ハ 釣 手の 螢 

1 時 白き 紗に螢 を 盛る や 蚊帳の 上 

1 一時 〇〇 紙 燭 して 蚊 を 燒く妻 や 蚊帳の 內 

三時 そぼ ふるやと ぎれ /\ に 水 鶴 鳴く 

〔ほ〕 南 窓 も 青梅た >  く 薄明り 

四時 〇〇靑 梅の 窓に 落つ る や 薄明り 

五 時 〇〇 紫 陽 花や 女 米 磨ぐ 井戶の へ り 

六 時 瑞垣ゃ 杉の 花 はらり く 落つ 

七 時 つと 立て 鹿の子 庫裏の 方へ 行く 

八 時 〇〇 そ ぼ ぬれて 毛蟲這 出す 日向 哉 

九 時 五月^ ゃ寫し 物す る 北の 窓 
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十 時 〇〇 早 乙女の 日足 を 見る や 笠の 內 

3S 南緣に 移す， 合 蒙 花  、 < 

十一 時 〇 鉢 植を床 に 移す や 合歡花 

S  i  .K  ti< の 下 や 5： 蟻の 詳 がれ， る  , -C 

十一 一時 〇〇 大 鐘に 羽蟻 群がる 野 寺 哉 

午 後 

一時 〇 靑 5^ 兵營 の 門 を よ ぎ り け り 

「氨〕 お ：K 听 へ 

二 時 〇 水 ：冰に 太郞 二 郞を誘 ひ け り 

「15  S の峯鐵 ゃ峯に 0 ちか、 る  -  ： 

三時 〇〇 鐵 拐の 眞 上に 出たり 雲の 峯 

四時 寺の 門に 镜曳憩 ふ 百日紅 

五 時 眞帆片 帆 湖の 南 は 夕立す 

六 時 〇 行 々 子 あはた. 2 しげに 鳴て 居る 

七 時 〇〇 移 散る 下 を柩の 通りけ り 

八 時 〇〇 河 骨の 池に 映る や 岐阜 提燈 

〔ls  ffi  , つつ  f 

F 九 時 〇o 玉 盤の 鮎う つ 音 ゃ靑簾 

句 十 時 下 闇 を ころばぬ やうに 行き 玉へ 
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^二一 十三 治 明 


〇 


後 

脂 IS 人 

願 

宮 

M 
下人 去 

ふ 

に 

の 

る 煙 つ 

管 

ら 

四 

朝く て 
は 

は 

千 

鮮; 牙 鳥 
人ぞ 來 

輕 
羅 

の 

永 

のき り 

と 

妃 
m 

日 ぬ 
永 花 

な 
ら 
ん 

更 

i>、 の 

更 

衣 

な 山 

衣 

十一 時 〇〇 雨 乞の 太鼓し ばらく 打 止みぬ 

十一 一時 〇〇 ひ た 鳴て 南し 去りぬ 杜宇 

夏目漱 石へ 達り たる 句 稿 その 十八 

寅 彥 

〔ls 暗 れんと す 

〇〇 晴れん とし てな ゐ ふる ひけり 春の 雨 

ぬかるみに 馬の 草鞋 や 春の 雨 

〇 朧夜 や 狐 嫁 人なん どす る 

〔原〕 門に 桃村醫 種痘と 張 札す 

桃の 門 種痘と 書て 張 札す 

〇 ヒ ー。ー の 廣吿札 や 春の 山 
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句 俳 


〇〇 白 百 合に 眞黑き 蝶の ねむりた る 

〇 味 t 曰 漉に 蝶 を ふせたり 女の子 

〇 捕ら ん とす 蝶 は 小川 を 飛び越えぬ 

〇 蝶よ 昔莊 周と 云 ふう つ け あり 

蝶々 の 鬚 を ひつば る 面白 や 

〇〇 陽炎 や 蝶の いきす る 石の 上 

蝶 去つ て 其 時 早く 蜂の 來る 〔中の 七 字 消し ぁリ〕 

とも すれば 蝶に 怨のぁ ぞ 〔漱石 評〕 少しく たるみ あり 

夏目漱 石へ 達り たる 句 稿 その 十九 

,  寅 

〔原〕 下る 江の S かな 

〇〇 場 帝の 御座 船 浮ぶ 春の 潮 

〇〇 バ イブ ル に董茱 一 輪插 みたる 

〇 井戶 端に 米 磨げば 桶に 李 散る 
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年 二一 十三 治 明 


〇〇老 

〇 刺 

〇 靑 

〇 暮 

fed 

奪 

〇〇 陽 

〇〇 門 

0〇 橋 

〇〇 召 


子 虚無 を 海鼠と 語る 魚の 棚 


史 淵に 鱷 

毛布 赤毛 

六つ ゃ番 

立に 線香 

炎 や 廐 

前に 泥 

折って 一 

を 越せば £ 

臺の柳 


W を 田ぬ 

〔原〕 はなる 

蝠の軒 を はな 


魚 を 祭る 霰 かな 

〔sr」 雜 ならぶ 

布 さま の 雛 哉 

所の 柳 風が 吹く 

立てたり 水仙 花 

の 軒の 古 合羽 

舟 つ なぐ # 哉 

鞭 あて ぬ 東門 外 

の 柳の 見えすな りぬ 

れぬ柳 かな 


集の 揭示を 撫る柳 哉 

〔原〕 垂る 、 柳宗 褐 集 . つて 小雨 降ろ 

〇 雨 の家鸭 柳の 下につ どひけ り 

〔原〕 立 つ 

〇〇 依々 たり. 柳 楊 氏の 娘 門に 倚る 


〔日本 三十 g: 年 二  H! 五 no 

〔B 本 三十 一 11 年 五 H; 一一 一十 1=0〕 

〔漱石 評」 景色 マト マリナ シ 

「漱石 評〕 出來 損ナリ 


〔日本 1 一一 十一 一一 年 五 nr  二十 五 mj 
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句 俳 


水、 固れ て 橋 番小屋の 冬 ざれぬ 【漱石 評〕 重複の 感 あり 

病院の 門 を 出 づれば 冬の 月 

藍關へ 二三 騎ぃ， そぐ 吹雪 哉  . 

〇 牛肉の 看板 赤き 柳 哉 

© 桃の 花 劉 氏の 裔 と名乘 りけ り 

〇 おびた しき マ ッ チの屑 や 破れ 火鉢 

中庭に 昨日の 雪の 淺 りたる 

夏草 や 巡狩の 車鄒に 人る 

侘し さの 蚊帳に 放つ t お 哉 

吁と 呼て 螢撲 ちたり 女の子 

天幕 や 砲車 引き出す 雲の 峯  - 

晝顏 の！；： に 馬 を 洗 ひけ ゥ 
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年 二一 十三 治 明 


ま 

き 
< 

て 

蓬 

の 

桃 
と 

實 

る 

へ 

し 


夏目漱 石へ途 りたる 句 稿 その 二十 

寅 彦 

© ば ら に 芭蕉 さけた る 野 分 哉 

© 芭蕉 折々 石燈 籠に さはる 音 

御料地の 名馬 嘶く 枯 尾花 

寐そ びれ て 風 を 引きた る 夜寒 哉 

◎ 刈 り殘す 一 畝の 粟 や 秋の 風 

〇 南 殿の 御 格子 か k ぐ 小春 哉 

Q 柴 こ り 居れば 鴨が 鳴くな り 冬木立 〔漱石 評〕 冬木立 更ふ べし 

藪 藤に 棄子の さけぶ 霜夜 哉 〔漱石 評〕 さけぶ と は 赤子に 用ゐ 難し 

E ^〈入 ( C  0  、-  3 フ tj- 〔漱石 評〕 如何にも 粟と 邯鄲を 取り合 

粟 炊 レ て 甘 „ui;  ;ifB ふ 男 梟 せた る樣  ー| テ 自然 ヲ失ス 

黍殼 布いて 牛の ねて 居る 瀘の影 〔漱石 評 ：- 此 句景ハ ヨシ 句 調整 ハズ 
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够 


©攄 紅葉 刈 田の 中に 小 き 

六 人の 書生に 一 つの 火鉢 か 

◎ 其 中に 淵 明と- 銘す 白き 

垣の 板の 黄菊 白菊ち びけ た 

天長節 

ノま：  〔原〕 唱歌 かな 

© 講堂に 菊の 香滿 ちて 君が代 

P 外, 少事 

S 松と もす 

© 松明と もす 主 殿 寮の 夜寒 

&  0 し て ii 草紙 見て 居る 女の 

透 垣 を 縫うて 小 萩の み だ れ 

上方の 芝居 下りぬ 赛麥の 

i 庫 酒 山門に 人る を 許 さ す 紅 葉 

是 よ り 西 J ハ 同 ^  ^ や 粘 


沼 

、 

子 

4.匕 

T ィ 

花 


〔淑石 評， ヒ 

〔漱石 評〕 一 


〔漱石 評〕 

シ 


好景 V 

々人 トハ餘 リナ リ 

ちび けたる ノ語變 ，7  =i  is ナ 


〔漱石 評〕 此句モ 調整 ハズ 

〔漱石 評〕 此句氣 取 過 タリ 

「上方 ノ 芝居 下ル」 ト ハ變 

山門に 楚洒を 許す 花見 哉 

〔漱石 評〕 此句調 ハ ズ 


〔 漱石 評〕 

卜 フ 

〔漱石 評〕 

ト云 フ句ァ 
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年 二十 三 治 明 


明 

年 


手 (春季 結) 二 句 三月 「ホ 卜ト ギス」 

搦手の 岩山つ 、じ 盛りな り 

櫻 散る 堂の 裏手 は 墓場な り 


「ホト 卜 ギス」 應募 二 土ハ句 L 原句 傍註〕 

章臺ゃ 柳に 妓樓朧 なり 

菜の 花や 東へ 下る 白拍子 「-ホ トト. ギス 五 a ；〕 

頃， っ苞 奢う ゑる 日永 かな 〔. ホト トギス 同前〕 

春^ や 遊女 屋 並ぶ 向 ふ 河岸 2 トぶス 同前 U 

朧夜 や 侍 侯の 官妓 誰れ/ \ ぞ 


句 俳 


酒 蜆 妹 

買 A 訪 

力、 
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に 


く ば 


女 妹 
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が の 
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中 
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一哉 


足 
な 

の 

妻 
所 
在 
な 
や 
春 
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革 妹 
が 

る 

力、 

妻— 妹 ぶ 
る 

が 手 

病 拭 
白 

や し 

~+ レ 

代 

霜 田 


行 
春 
や 
妻 
が 
額 
の 
卽 
效 
紙 


炎 
に 

ら 
か 
並 
ぶ 
や 
遊 
女 
町 


傾 
城 
の 


ふ 
と 
は 
何 
事 
ふ' 


階 
力、 

ら 
女 
郞 
が 
手 
招 

く 

柳 
か 

な 


傾う 船 

城た を 
ひ 繫 


に 


歌 


心 


め ぐ 
の 妓 


車 樓 
あ 通の 

I；  i ク 裏 
ぬ や 

春 

の 雲の 
宵 雀 角 


〔ホト トギス 五 a:〕J 


〔ネト ト. キス 五 tHO 


5 


二十 三 治 [!M 


おが 墓に 捲 落ちたり 士饅 S 

手す さみに 糟糠 の^の^ 飼 ふ 

磯 i^p: む 志士が お-子 を^  0 よ り 

韓人の 妻と 畑 打つ ものうげ や 

雛 ひや ハ 人の^に 人た かる 

.T ^火に 手鍋 ふや 戀女^ 

亡妻の 四十 九 = や 花^り 

夏 RI 漱 1^ へ 这り たる 句 稿 その 二十 一 

ネ  J 

〇 關颇ゃ 朱塗の 門に 牡丹 さく 

〇〇 訪 ひ よれば 貧丄が 庭の... ■  +  —- 

〇 中： M や 牡丹 に つ るす 鐵燈籠 

〇〇 韓 客 の^を 題し 去る 牡丹 かな ミト トギス 六" U 
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句 ff: 


卓上に 牡丹 活けた る名醫 哉 

〇 夜會し て 使節 を變す 牡丹 哉 

たづ 藥を牝 丹と 息 ひ 誤りぬ 

牡丹 く 牡丹と 號 す 旗 お， M 

〇〇 唐 人の 棄駝と 語る 牡丹^ 

拜觀を 許す 離宮の 牡丹 哉 

0-0-  R 長の： g 牡丹と 名け 、り 

齊機、 茨 十 句 

〇 贝 殼 に 茨 花 散る 蟹が 門 

〇〇 十 字 架 や 野 茨 空しく 生 ひ 茂る 

道端に 野 茨み だる 、ごみ 捨場 

〇 ま •：！ 薇の 板に 蟥の 群る n 向 £^ 

〇〇 切 開く 墓 道の 茨 かな 

〇 窓褂に 風が 吹くな り 紅 一水 S 激 
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年 ニナ s 治 明 


00 伴天連の 墓 "てりて 野 茨- か な S ト トギス き 

0 う づ 高 き 石炭 かす や 白 き 薔 薇 

〇〇 自 轉 車の 立て かけて あり 薔薇の 門 

蜘蛛の 圍に 風が 吹くな り 薔薇の 垣 

〇〇 狡 兎 死し 良狗 煮られて 春 行きぬ 

. 自广 々に 日永の 句な どよ かる パ く 

敎會の 塔 聳えた る 茂り 哉 

庭の 柘榴 床の 柘檔を 笑 ふらく 

. つ 鉢 直の 柘榴少 き實を 持ちぬ 

n 鹿の子の 庫 裏 に 群る " や 文珠寺 

0 鮎 釣の 簑脫. ぎ捨 つる 岩の 鼻 

ー鄕は 平氏の 裔 ゃ赤喊 

〇 門前に 鮮 賣 る 店 や 門徒 寺 

0 山門 や 栗の 花 散る 右左 
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句 俳 


〇 更闌 けて 蝙蝠 飛ぶ や 屋敷町 

朽ち たれ ど佛國 製の 夏帽 なり 

〇 雨と なりて 背戶の 水. 鶏の 鳴き 止みぬ 

〇 諒闇の 都 大路 や 杜 宇 

葉 柳に 牛 をつな いで 眠る 人 

退廳ゃ 門の 葉 柳 風が 吹く 

〇〇蓴 茱ゃ筧 の 石に 注ぐ 所 

紫陽花 や 筧にロ を そ 、ぐ 

釣 殿へ 廊下 を 通 ふ杜若 

〇〇 日傘して 琉球 人の 妻な らん 

韓 信の 漂 母 を 語 る 蚊 遣 哉 

仙臺へ 行く 友に 

〇 夏草の 夢の 跡な ど 見て 來玉 へ 

友 を 宿す 


年 二十 三 治 明 


〇〇 貧 


ぃ匕 

T ィ 


「ほ〕 造 .に て も 焚き 中 す ベ し 

しさの 蚊帳の 設も候 は 


故郷の 友に 

「原〕 得意の 句 ある ベ 

袖に 松 魚に 句 ある 頃 


す 


な ら ん 


手帳の 中より 二 HZ 九十 三 句 明治 亥 f 

七月 十四日 一 句 

歸^ し て 十； £  E をめ ぐる 

茂 助 田 に 石灰 ふるや 

炎天 や 裏町 通る 

張の；^ 幅伞ゃ 

朝顔に 水 を やりけ り 

晝顏ゃ 物干 臺 に 這 

秋 立つ や 富 山へ 歸 


藁 帽 

雲 の 

雲 の 

ひ 上 

る 藥 


子 

峯 


る 


短夜の 須 磨に 明けけ り 殘る月 
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句 俳 


曰 TmL 

一 

寢 

綺 

r セ 
円 
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炎 
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:4+ 
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丰 TO 
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^  リ） 
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4*- 

jifc) の 
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ほ 

人 
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が- 

It 
に 

マ 

ひソ 
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や 窓 

野 
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こつ 

1： 

れ 
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ゑ 
た 

る 
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獄 
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納 

1 J  レ 

菊 

耳 

人 
マ 

わ 

村 

竹 

ノ, 
ユ、 

rrf 

の 

薛 

戶 

レソ /介 

I ァ 
« 一 

卞 

i) 

干 

VA 
J 1 

れ 

を 

枕 

風 

の 

の 

にち 

矢 ち 

四 

と 

上 

寢 

し 

き 

軒 
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來 け 

插 

の 

ふ 

つ 

落 

ぐ 

に 

け 

行 

の 

な 

む 

ひ 

Jinl 

る 

に り 
桐 桐 桐 

の 

や 

の 
男 

る 
石 

や 
竹 

の 

に 
竹 

砲 

古大 

藥 

葛 

― 7b 一 

JUL. 

と 

の 

の 

林 

鳴 

獄 

車 

草 

師 

极 

葉 葉 

す 

子 

上 

な 

< 

人 

署 

鞋 

堂 

揚 

〔.l^al 集〕 


〔；. SSI 集〕 


OH 本 三十 H 年 十一 R:  二十 一日〕 
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年 二十 三 治 明 


文 掌 稻ゃ梁 稻稻稻 山 參滿稻 宿 さ 物 


願 


身 


の 


稻 


上 


や 


の 石 


妻 虬 


上 
に 


玉 喝 


は 
せ 

ハ す 

名 円 折 

なしし 

り も 

^ 稻' ^ 

け  あ 

り 光 れ 


上 


妻 妻 妻 陵 籠 妻女 


の 


あ 
り 

て  ' ' 

又 君の 

す 芭 

. 子 
さ 蕉 

ま危 Y の 

J し: 風 


の  やの 

< 

岩 稻夜 
をき 妻す 

つ 佛 し が 
ん のきら 
ざ A る 淋 


稻 


も 


ぐ 


ち 
た 


石 し 


郞 


や 


に 


て 


の 

盜 晴 
人 衣 


力 

な 宿 

る を 

？ 出 


走 


早 

け 場 れ 
る た あ ば 

野'）' ク砍 


稻 稻 


妻 な 梢 まの 稻 末の のの 

す 光 し 哉 ふ 上 光哉 花 花 花 


霞 集〕 

G 浴 箱 集〕 
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句 俳 


59 


稻 妻に 讀 得たり 伏 魔 將軍廟 之 碑 

稻妻 やかくても 廣き土 佐の 海 〔落拷 集〕 

稻妻ゃ 荒野の. 果の 一 軒屋 

稻妻ゃ 五位 鷺」 羽 鳴いて 行く 

もの けの 枕邊 去らす 稻光 

稻妻ゃ はや 三七日の 御惱 

稻妻ゃ 宿場の 鍛冶が 夜 もす がら 〔*„5 集〕 

哨兵に 誰何 せられぬ 稻光 

落人の 顏 そむけけ り稻光 

稻 妻に 闇の 破る 、聲 すなり 集 ：- 

稻 妻の 雲から 雲へ 走りけ り 

稻 妻の 行處 なき 月夜 哉 g 接 集〕 

桃 靑が不 破の 關の 句の 向 ふ を はって 此の 通り あな かしこ 

稻 妻の ぴ かりとし 我 ひやり とす 


く 1-: 二- - 十三 治 明 


佛 壇に 鼠 さわぐ や！^ 光 

不動 岩の 稻 妻の 中に 隱 見す 

稻 妻す 箱极 のおの つれぐ に 

戀 此顷. 秋の 伙： に 句 多 かり 〔ii 

秋の 風の^に • 飛び もやら す 〔落 稗き 

ゅらくと秋のぉ^！の水に落っ 〔落 I〕 

朝 嵐 に^の 灯籠の ゆられけ り 

K 門に 流れ か 、りし 燈籠： asB 

そぼく 灯籠の 灯の 朧な る 

； i "人の 卷 物見る や 蘭の 鉢 

蘭の 根に 茶 かすき たなく ひからびぬ 

黑 擅の 机に 對す 蘭の 鉢 〔I き 

初 タの澄 ヽ 1 や を 浸しけ り .  H 木 (一-: ト-: 尔 十一：^. H 一 =) 

^しほ 勿 ゃ初汐 M る 蟹 の 穴 W 本 同前 ii 
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句 俳 


初汐 や 白魚 躍 ね て 船 に 人 る. 〔T.SS お〕 

十六夜 を 宵より ねたる 男 哉 

雲 黄色く 十六夜の 月 出で ん とす sgrt〕 

十六夜の 芋 汁 殘り少 かり 

八月 や 男 生みた る 佛師が 妻 

欄干に 紅！^ 生 ふや 古 御殿 

掃 溜に 名 もな き ij:^ の 生 ひ 出で ぬ 

具 や 卵塔 並ぶ 苔の 上 r> 本  一二 

椎 の 實 は ねて 人間な り 〔一 き 

レ^ 蟲な くや 夕月夜 〔ss〕 

や 道 極つ て 河の 岸 

レ ー ル 朽 ち て 鈴 嗚 く ゃ舊 線路 

黍 殼ゃ+ を 引出す 北 = 戸の 口 

席泰ゃ 庄屋が 藏の 白い： 


椎 の 

炮 格 

空 境 

鈴 蟲 


$^ 一  パ七 no 


SS  .  n 本 (三十 3： 年 卜 H 三十 =!)〕 
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年 二十 三 治 明 


徒に 唐黍 長び て 歳饑た 

岩瘦 せて：： 之 下に 秋の 水 細 

石 門 や 蔦紅葉して ぶら 下 

餅 を賨る 茶店の 軒 や 柹垂る 

つくねん として 秋の 夕 を更し け 

鷄頭ゃ 村 學究の 狭き 

鵡 飛んで 路 夕陽の 村に 人 

客 僧 の 言 葉 少き衣 寒 か 

風 yi: に 人れば 小 窓 に 秋の 海 寒 

大鑌に 薄亂る &野寺 

犬なる 栗 一 つ 飛んで 失せ にけ 

朝霧 や 鳥 羽 を 入り 來る八 反 

煙 草 十 句 

山賊の 煙草く ゆらす 夜長 か 


i 集〕 


マ „? 

庭 

哉 


B 本 a  二十 s 年 十 H:  二十 gIB)  • 春夏秋冬」 


〔落 穂 集〕 

〔落 i〕 

〔B 本 (三十 四 年 卜 一 nr 十一 一一 B)  • 春夏秋冬〕 

ssi  • 日本 (十 ほ 二十 一 一一 日)〕 

〔落穗 集〕 

〔落 集 •  H 本 (十 W  二十 B)〕 

〔落 穗 隼〕 


な 〔？^ 接 集 • 日本 (十 12 一十 六日)〕 


旬 俳 


中 刈 

庭 株 
や や 
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に' 


雨' 
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田 
の 
鳴 
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る 
正 
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の 

筒 

に 
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杉 

垣 
に 
眼 
白 
飼 
ふ 

家 
を 

き 
け 
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莨 煙 消 

草 

刻 も 淺 
切 

Lf るる 
音 火 
や 串 
戶 に 
を 點 
漏 す 
る や 
夜 煙 
寒 草 
の の 
灯 火 


茸 
狩 
が 

人 

拾 
ふ 
石 
の 
上 


灰 

に 

ろ 
は 


< 

や 
夜 
長 
の 
煙 
草 


夜 栗 


さ 
や 
煙 
草 


た 
る 
汽 
車 
の 
中 


て 


を 
刻 
む 


柴 

垣 
に 


干 
し 
け 


に 


の 

殼 

の 

も 
え 
て 


や 
火 

の 

用 
心 

の 


哉 花る 人 


〔落德 集 • 日本 (十 H;  二十  一 B)〕 

〔落 集 •  B 本 (十 H: 十三 B)：l 

〔落 招集〕 

〔落 穂 集 . 日本 (十 B:  二十 三日〕) 

集 • 日本 (三十 四 年 十 一 aj 十二 8)〕 


i 集〕 
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'K 太 水 朝 

^  ipL  ^  m 

に  や 

に  や 

m 欄 
水 塞 

を 干 

は 曰 日 に 水 
め 瓶 盤 よ 石 


引越して 野 分 淋し や 野せ の 衣 

水. (秋季) 十二 句 

行水し 居れば 緣の 下より 初 嵐 

灰汁？， ra こ 栴 ® の 實 の こ ぼれ たる 〔括 -〕 

屋根に 並ぶ 天水桶 や 星月夜 

水 じくく 岩の iii- みに 栗の いが 

水盤の 小き 連の 實も 飛び にけ り 

の 手水 鉢 8 き 

れ ば 遠 花 火 〔i ^"お S 

を 洗 ふ 秋 〔落拷 き 

秋のお 

けり 暮の秋 〔 落穣き 

K 甕 こ 柳 & りけ りく さりけ り 

朝 寒の 疏水 を 下る ボ ー ト哉 -1^ 

欠 汁の 垂る 、音 や 夜 实ー の 臺 所 "^落 接き 
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句 俳 


山 山 
腹 犬 

のに の 


山 (秋季 結) 十一 句 

行 秋 を 案山子 遂 に 焚かれけ り §0^ 

鹿 笛と 山刀と を ほした る 

山門 や 紅葉 散りし く甓 

迎火ゃ あちらこちらの 山の 上 

山- }f に^ 焚き 居る 夜寒 哉 

朝霧に 山 寨の門 鎖した る 

里 へ 吠え 寄る 夜寒 哉 〔落 as:l 

赤い 華表 や 麥の花 〔I 集〕 

山廟ゃ 露の 潷に 鬼瓦 〔落 J« 集〕 

禿山の 月の 夜す がら 寒さ かな 

山崩れ 石 あら は に芒處 々 

秋 冬亂題 十三 句 

砂利の 上に 樓 落葉す 校の 庭 
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年 二十 三 治 明 


草蠛 本道 

原 塚 堂 傍 
に に  ， 

へ に 

蜻 萩 杉 

• の ^1 /J、 
艇 こ 5 

の ぼの ふ に 
羽 るぼ廊 祠 


泥 川に 古 足袋 沈む 小春 哉 000 

蔦紅葉す 岩に 白き は 鳥の 糞 

頭巾 着て わり ごくひ 居る 木 樵 かな 

木祜の 上野の 山 を 鳴て 來る 

杉垣に 襁褓 干した る 小春 哉 

や 鷄頭花 

下 や 初 嵐 

れ おる 

\ や 庭の 隅 

： _  の 光りけ り 

枯梅 ゃ零餘 子の 蔓の這 ひ 上る 

掃 溜に 鶴 頭 赤し 納屋の 口 

藁屋根の 柹の 落葉に 夕日 哉 

十月 七日 暴風雨 卽與 九 句 

吹き まくや まも 芒 も あ ら ば こ そ 〔落穗 集〕 


〔落稷 集 


〔t 浴 链集〕 


〔落榜 集」 


J 本 (三十 三年 二月 十 一 日)〕 
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散々 に卒堵 婆. 倒れし 野分^  i 穂き 

本堂の 瓦 はがれし 野 分 哉 

汽笛 高く 野 分の 汽- 車の 通りけ り 

毬栗の 吹き ちぎられて 石の 上 

瓦 落ち 軒の 蓬 も 飛びに けり 

にけ り 

此夕 蓮の 實 みなに なりけ らし 〔落 猪き 

野 分 止んで 夕日の 富士を 望み け り 

鶴 頭い かに 获と 芒に 事 無き や 

所 感 一句 

行 秋 を 遂に 喪家の狗 となりぬ 

蓮の 池に てりつ く 夕日 哉 

終夜 柩を 守り て 

夜 寒 

もな き 壁 や 霜夜の 影法師 • =氺0"ド§； 年, „« ぺ 《=)〕 

漱石師 に途る 寫眞の 裏へ 一句 
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年 二十 三 治 明 


犬藝味 

の 

汀 

末 

不' ■A 

露 

ま fS  pfi- 

に 

特 

枯 

の 

草 

や 

漉 

浸 

の 

の 

實 

ャ 

米 

チ * 

ど 

こ 

す 

ィ匕 

芝 

の 
馬 

露 

ぼ 'あ 

清 

山 

に 

の 

坐 

れ ふ 

物 

/ 

上 

道 

し 

た 汀 

桶 

窓 

に 

た 

る や 

や 

や 

や 

こ 

る 

井 

龍き 3 ぼ 

行 秋 や 芒 痩せた 

仕置場の 裏 を 通れ 

燒跡 ゃ井戶 は埋れ 

<弭 箱の 蚯^ 鳴く 

風呂の 湯 をぬ けば 蚯蚓 

どぶく さき 路地 を 這 人 

大极 切る 音 や 夜 


る 影法師 〔落德 き 

ば蛇蚓 鳴く  〔落 sso 

て蛇蚓 鳴く  集〕 

なり 流 元 〔落！ 《 集〕 

の 鳴き 止みぬ 〔sslo 

れば 蚯蚓 鳴く 

寒 の 臺 所 

地藏尊 CSSJ 

た る 

れ けり 

e さく 

瞻 花 m& ま〕 

〈ま Asa 

黎の花 

II の 花 R!^ 移 集 J 

戶の緣 〔*is&5 
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お 


力 

浸 


泥 

乾 一 


掛 


ら に 桐の 實 かれし 小 窓 哉 il^ 

萸の 根に あくた か 、 りし 磧哉 mso 


したる 洗濯物に 柳 散る 

洗 ふ 音 や 木槿の 垣の 內 

元に^ 荷の 花の こぼれた る 

舟に 常 山の 花の こぼれけ り rsj き 

姊ゃ藁 星の 軒の 桔椁 

寒 や 車 引き 込 む 大根 畑 〔落 JSi き 

寒 や 富 士を向 ふに 大根 畑 

稻ゃ 水田に 映る 白き 雲 0;^ 拷き 

一-つ 家の 二 本 杉 や-霧の 中 

柚 味 と 新酒 二十 三 句 

柚 味 嗜 あり 酒な くんば あるべ からす 

す は 今 歷 庵の 柚 味 t 曰 蕃椒 . ホ-ト ギス： 二十 ナ-年 一一 DC) . 眷夏 る I 


禿 椀 に 慰 斗 をつ けたる 相 味噜哉 

出 の 造り 損ねし 柚 味嗜哉 

到 來の味 i 曰に 添へ たる 柚の 實哉 

晨に 起て 主客 基 を 打つ 柚 味嗜哉 

すり鉢に 殘り少 き 柚 味 i 曰 哉 

禪 儈と禪 庵に 語る 柚 味 t 曰 哉 

客 15 に 柚 味噌 振舞 ふ 山家 哉 

小坊主の 柚 味 喰 すりけり か はる 

古 妻 の 柚 味 i 曰 作る や 里心 

鰻 を 得て 厨に 搜る 新酒 哉 

盜 みたる 新酒の 味 や 唐辛子 

浮世 いかに 貧乏 德 利の 新酒 哉 

力 ン テラ に 新酒 を あぶる 夜長 哉 

ズ うとし て 新酒の 醉 のさめ やらす SS 


70. 


句 俳 


柹 むいて 新酒の 醉を醒 すべく 

新酒 責る 茶店なら ぶ や 二 三 軒 

わら ぢ賣る 店 に 新酒 を たづね けり 

靈 前の 柳に そ. -ぐ 新酒 哉 

新酒 問 へ ばな しと 答へ て 麻 をう む 

馬方に 價問 ひけり 今年 酒 

朝 寒 や 鳩に 餌 を 撒く 寺の 庭 

神 佛 十七 句 

% や 土橋の 元の 立佛 


祜蔦ゃ 繒馬は 古り たる 神の 

草枯 の道鄒 に 人る 道 翻 

氏神の 屋根 新しき 冬 木 

龍神 を 祭る 岩 頭の 霰 

神橋 は朽 て 久しき 芒 


杉 

哉 


i 集〕 

〔落 as〕 

〔落 稳集〕 

asiss 集 . ネ. 


-ギス (十二月)〕 
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ff:  二  t 三 治 明 


や^の 


複" 汁ゃ祌 

つ 


祖 母 

人 の 


神 さ び し 宮の木 立 

さり ませ 

神棚 やっかね 上げた る 古 

乾 鮭に 弓矢の 神 を 祭りけ 

冬 蘢析 るべ き 神 もなか り け 

大佛の 胸 あら はなり 冬 木 

佛舍利 を 祭る 卓 や 水仙 

沸 骨 を 洛に迎 ふる 小春 か 

腹 食て 佛 にな ろ と 思 ひけ 

隧道 や 水柱の 下り 石 


聲 〔落 置〕 


を 病 


立 

な 


む 

に 


肺&忠 ふろ 佛師が 0 

寒菊 ゃ销^ が の 肺 


六月 や 柹の靑 葉の ばら 

ぼの 白洲 や 

うづく まる 關听の 前ゃ靑 


本丸 の 櫓 普請 ゃ靑 嵐 


i 集〕 

〔落德 集 • ホト トギス (十二月)〕 

〔み穗 集〕 

a.s^m  . オト.、 -ギス (十二 1«)〕 

〔溪链 集〕 

i 集， J 

〔^糖 集〕 

〔s 集〕 

〔i 集〕 
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'«] 俳 


新 き 湖 白 

茶 

道 茶？ に 鷲 

や 7 茶 臨の 
主 、す 

円  >     む 胸 

田 る 5 

や 石 毛 

をの llir 

中 のち 
はも の 


傳敎 一句 

オルガ ンゃ縱 の 木蔭の 靑嵐 sss〕 

山 道 や 葛 の う- ら葉 に靑嵐 「isl」 

らす ゃ靑嵐 

華表 ゃ靑嵐 

茶 屋ゃ靑 嵐 〔《！ sfeo 

すに 一文字 〔；i 猪 集〕 

一 面に 石灰 ふりし 靑田哉 

？ a 示 あり て 

榜示 杭に 道の ハ 刀る 、靑田 哉 〔落 德集」 

太 液ゃ攔 によれば 風薰る 

其 il に 

さながらに 薰風亭 と 名け ^ り 〔紫 S 集 

夕立 や 我 罪 ゆるせ 天つ 神 

青色の 眼鏡した 女 夏痩す る 

束髮に 眼鏡 かけし が夏瘦 する 「- iiiSi 集」 
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パ 1三 二 十三 治 w 


夕 闹雨 夕 
立 

立に 立 
や 


に 


の 


つ 


齡 


光 

號 

Jfe お K 

草 や 

の靑な 
上 芒る 


山 
北 


信る 句 


夕 

の 
中 
を 
汽 
笛 
の 
吼 

て 
け 
る 


風 


る の 


生 
殿 
を 
眞 
中 
に 


に 
侘 
し 
や 
洗 


看 

此 

夏 

護 

夏 

痩 

婦 

を 

や 

や 

看 

夕 

夏 

護 

瘦 

曰 

に 

せ 

に 

や 

た 

せ 

長 

る 

が 

し 

き 

美 

女 

影 

し 

房 

法 

さ 

哉 

flip 

夏 夏 夏 夏 
ま； It 痩瘦 

ややの の 

心つ 顿 .— 


な 


女 


に 


のこ か 當 

名 W 田 

世 にん て 

に  た 
で 

歌  る 
は 小 團 


を 
吹 
か 
れ 

て 


れ 傾 扇 涼 
て 城 哉 哉 


G 洛 集〕 


〔落 稗 《0 

.〔^1拷集〕 
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句 俳 


武 

幻 

灯 

藏 

取 

取 

待 

野 

琵 

戀 

に 

琶 

つ 

丁 

一 

草 

で、 

子 

句 

は 

は 

と 

Try. 

て 

來 

ん 

云 

で 

へ 

る 

し 

ば 

は 

ま 

灯 

何 

ひ 

取 

の 

け 

虫 i 

1； 

化 力 

物 T 

の く 
ふ 

no 

火 

にな m 

5...  ffi. 

なす に 
れ 

は' は 
じ 
< 

灯 や 
灯 
取 


る' 
や 


取 


水 

心 

晝 

夕 

夕 

飯 

太 

額 

や 

と 

や 

や 

や 

石 

ラ 

石 

鴉お 白 

に 

ム 

飛 

旗 

はん 

跟 

ネ、 

橋 

で 

飛 

ぬ 

し 

の 

越 

た 

瓶 

ん 

れ, 

せ 

る 

と 

で 

足 

浸 

ば 

牛 

哀 

の 

し 

牛 

ぬ 

れ 

冷 

け 

の 

る 

な 

免 

1; 

1； 

句 


背 
戶 
川 

やに 

m 
洗 
ひ 
居 
れ 
ば 
夕 

す 


〔落 接 集： 一 

〔落 JSSi 集〕 

〔落 穣集〕 

〔落 移 集〕 

議き 


75 


年 二十 三 治 明 


額 額 顏 


や の 

船 

引 中 


上上 は 

げ 

ぐろ 田 


水 


る と 
砂 な 石 
のり 地 

上ぬ 藏 


や 

パ 害 

に 句 

埋 
れ 

し 


や 
こ 
ろ 
が 
る 

貧 
乏 

1' じ、 

利 
哉 


杣 
人 
の 

斧 

の 
柄 

洗 

ふ 

淸 
水 

哉 


あ 


る 
所 
淸 
水 
わ 


草 
刈 

の 

足 
を 
つ 

け 
た 
る 

淸 
水 
哉 


伏 

姬 

の 

御 

せ 
し 
と 
ふ 
淸 
水 
あ 

や 


ズ 
口 

< 円 

水 

の 

ぶ 

け 
ば 
ラ 
つ 
る 

の 


仙 握 力 侘 


の 


人 飯 
の 

投 

込 

ん 

で 

あ 

る 

淸 淸 


洗 
ひ 
居 
る 


ン し 
テ さ 
ラ や 
に お 


物 
を 

拽 


せ 


け 
て 
は 
灯 
取 


ば 蟲 
灯 も 
水 水取來 

哉 哉蟲す 


7 


「落 一  集， I 


旬 俳 


晝顏ゃ 手 创を洗 ふ 女 武者 

晝顏ゃ 水に 背いて 陣を 布く 

土手 越せば 晝顏 這 -ぅ て道盡 きたり 

レ ー ル 朽ちて 晝顏這 ふや 舊 線路 

漉圑 扇に 贊す 一句 

八 厘と 云 ふ も 可笑し き. 圑扇哉 

見 下 す 

蝙蝠 や 闇 を にらむ る 鬼瓦 L 落 ali:l 

突榨 に蝙 幅と ぶ や 辻 番所 「落 as〕 

蝙幅ゃ 松明 ふりて 入る 洞の 口 

蝙蝠の 低う 飛ぶな り 羅生門 

大賢 は 愚 に 近う し て 蟇 

掃 溜 やみ 、十 掘り 居れば 蟇 

這 出しぬ 

蟇し ばらく ありて 這 出 る 一， 薄 箱 集」 

妻の 病に 特 して L 句  .  . 
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'や 二十 ざ 治 明 


太 SE 雲 葉 須 阿 姊' ffi 取 


かゆ る 氷袋 や 明け ：：^^ き 「落 接 集〕 

色  着物 

色の 囚衣 干しけ り 雲の 峯 〔落 穂き 

無 常 一句 

房宮は 灰になり けり 雲の 峯 き 

彌 山の ゆるぎ 出しけ り 雲の 峯 

がくれ の蟬 をね らふ や 雲の 峯 〔落耱 集 ：3 

の峯 見る 雲 を 吐かん とす 

速 

閤は 土に なりけ り 雲の 峯 穣集」 

蔚 山城 一句 

S の峯援 e の沙； S はな かりけ り 

援兵の 沙汰 も 聞え す 雲の 峯 「*s き 

蚊 遣 火 や 軒の しのぶ にきり を 吹く 一： 落穗 集〕 

蚊柱 や 八幡 不知の 藪の 蔭 〔i 集〕 


仲秋 寫眞臺 紙 裏に 


ゥ 8 


貧に 處す 壁に 夜寒の 影法師 

「東上 記」 の 中より - 九 H  〔第一 卷 10 頁參 照〕 

蟬な くや 小 松 まばら に 山 禿たり 

十 H; 十三 日 「口 本」 

寺小屋の 門 を 這 人れば 雞頭花 

佛 (冬季 結)  十二月 r ホトト ギス」 

怫 壇の 障子 煤けて 水仙 花 


句 


年 = 十三 治 明 


明治 三十 三 年 


玄 


四：；： J 「ホ トト ギス」 二. S- 

草屋の 娘う つくしき 柳 かな 

上 はおせ て 牧場の 朧月 "春瘦 秋 冬〕 


窓 

背 


「日本」 七 句 

當り や 手桶の 蛻 や：！ を 吐 

番の 娘な りけ り蛻 

廳と巿 役所と 並ぶ 柳 か 

に垂る 、柳 や 河岸の 活版 

戶 川に 泥 船 i=S ぐ 柳 か 


な 

な 


「五月 一 一十三 t 

〔五 H;  二十 三！ 

〔二十 五 ns」 

〔一 二十 一 B:J 

〔同前〕 一 


春夏秋冬 • 現代 B 本文 墨 全集： J 
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旬 俳 


不忍池 一句 

池の 鴨 森の 鴉 や 夕 時 

人間の 海鼠と な. りて 冬 籠 

手帳の 中より 八十 句  秋 

未だ 秋の 句 にもなら ざる 殘暑 

藁 帽の緣 ぼ ろ /\ に 秋 暑 

ズ 痛み 出す 

吹出物の 痛み 出した る殘暑 

化鷺を 五位に 敍す 夜ゃ稻 

C  飛 付く 

後 朝の 袖に すがりし いなご 

足の 出る 夜 著の 裾より 初 

夕 ffi- の 草に 寐に來 る蜻： ^か 

うちの 南^ 隣の 垣の 朝顔 

標本 ゃ稻を 添へ たる 稻の 


雨 r 十二：；；： ト 七日； J 

る 「一 一十 六 B  . 舂 a 秋 冬： 一 

哉 

し 〔*sl 稗镇〕 

哉 〔日 SJ (八 151 ト AB-  • 落 種 集 ij 

光 1: 薄穩 集」 

0 「1^ 穗集 . B 本 (一一 一十 六 年 九 H: 十一 Ino* 續 春夏秋冬， 一 

な ^00^  .  B 本 a 一一 十 ra 年 十 H- 十九 B)，J 

や 〔日記 (九 ！  3  • 落 種 集〕 

蟲 薩き  S 


年 三十 三 治 明 


犬 

紫 

5ife 

朝 

抱 S 麟 

あ 

小 

S セ 

m 

き 

關 

塚 

ら 

屋 

の 

+曰 

や 

> 

に 

壁 

ソ 

ブ 

-ft: 
化 

7 レ 

ノ JV 

や 

つ ： お 
«： 抱 ち 
開 つか 

柝 ぺ- 

に 

リ 

引 

足 

を 

ソ 

キ 

の 

つな 

こ 

-++- 

化 

す 

と 

ぶり 
し 

の 

の 

めり 

ま 

屋 

と 

上 

し 

込 

さ 

れ 

根 

印 S 

る 

た 

に 

む 

し 

にや 

る 

夜 

る 

fisJ 

し 

桐 

壁 

葉 葉 

け 

の 

寒 

葉 

葉 

哉 り 


穴 哉！^ 哉 


秋 

つ 

< 

ほ' 

や 

"ゝ 

し 

订裏 

の 

親 

の 小 

が 

川 な 

草に 

と 

に 

て 

鎌 

子 

が 

を 

な 

と 

と 

ぐ 

て 

や 
消 
え 
力 1 

ゆ 

た 
る 
天 

の 

川 


沈 
み 
も 
や 
ら 
す 


の 


本 せ 
草 ん 

を も 
調 な 

や 


に ベ 


葉 

カュ 

て 

に 

流 

見 

は 

る 

る 

舞 

し 

や 

あ 

ひ 

な 

稻 

が 

葉 

の 

の 

ら 

哉 

2 

8 

接 《〕 

〔菌 S 

〔落 猪 集〕 

i 集〕 

qs き 

i 集〕 

〔落 接 集〕 

〔i 集〕 


句 俳 


ブリキ 屋根に へばり付 たる 一 葉 哉 

に I 葉 哉 

そぎ 竹の しのび 返し ゃ柷 


茶畑に 隣の 桐-の 一 葉 

IILW 溜 や 一 葉に 白き 鳥の 

西 向の 解剖 窒ゃ桐 一 

白 塗の 門番 小屋 や 桐 一 

あらぬ 方へ 迷 ひ 人り けり 墓 

墓參 道草 食うて 歸 りけ 

墓參 野良犬 あ 〔と〕 を つ け てく 

齒朶原 を 通って 行く や 墓 

墓參御 墓に 鳴く は 何 の 

姉樣を 誘うて 行く や 墓 

姪の 墓に て 一句 

穗 芒の 月の 夜 頃 は 淋し か 


葉 

ろ 


糧集〕 

〔落 集 〕 

〔落 i 

画集〕 

osi 穣集 •  B 本 (三十 E 年 十 H; 二 ±1 日)〕 

醒集〕 

i き 

RSSt 接 集」 
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三十 三 治 明 


燈籠ゃ 草に すゑた る 灯の しめり 接き 

見て^る よその 燈籠ゃ 籬の內 gsf  〕 

行 秋 を 銀の 茶 签 の 賫られ けり 

月 今 宵 茶 釜に 化けし 狸 哉 

「■ 原 〕 

^紙の 藥藥 しゃ 秋の 風 

鬼 の ふみつぶされて 閫の上 

鬼 灯に 千代紙き せ て 人形 哉 §0^ 

^ir や 男 だてら に 鳴らし 見る L ま稱き 

鶴 頭 や 小 使 部屋 の 狹き庭 tB+  l-M-Tn,^ 

寄宿 舍ゃ 便所の 脇に 鳳仙花 

赤 鏽しブ リキ の 屑 や 鳳仙花 一： 落穣 *〕 

注 連繩 S り拽 ゆる 

燒米ゃ 棚の 御： 汪連を 張り か へ る 〔落 is^ お〕 

燒 米に 少し 交る ゃ靑 い 粒 

土器の 燒 米に ちる T. 子 かな f, 落 稼き 


■84 


句 俳' 


低い 垣 

垣 越に 鳴子 引きけ り 川 向 ひ 

背の 子の ひつば りたがる 鳴子 哉 

總領の 甚六と 申す 鳴子 引 

夕 鳴子 雀 御寺 へ 飛んで 行く 

溢れ 蚊 や 隣に 更 くる 百萬遍 

溢れ 紋に厠 いぶせき とまり 哉 

沙魚 釣の 籠 を^く ゃ藥寶 

沙魚釣 や 同じ 處 に 小半日 

沙魚 釣の 川 を 隔て 、語りけ り 

沙魚釣 やす そ を か 、げ て 蘆の 中 

沙魚 にげて 燈心 草の ゆ らぎ けり 

鹑 鳴く あ こら あたり は 三等 田  一： 

朝 寒 や 鞭 ふりなら す 羊 飼 

口笛 や 白に 鞭 置く そ ろ 塞 


i«  .  B 本 (三 卜31 年 十 H; 六 H  . 二 

〔$^ 穗集 ：| 

i 集」 

〔落穣 集 ：| 

i 集，〕 

•  HI;f 附 週報 0 一一 十 i" 年？： U 

一，^ s^in 
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年三卞 s 治 明 


朝 寒の 家鴨 流る 小川 哉 

蜻 挺の 首 傾けて 飛ばん とす 

緣に 干す 蝙蝠 # や 赤靖餘 集 •  S 本 3 一十 I： 年 十 H; 十九 51 

ふいと 飛ぶ 草の 蜻艇ゃ ふ い と來る R8D 

^^艇の羽根ゃ主の蜘蛛は留守 

く る と 眼 玉 を ま はす 蟒艇哉 80^ 

ビ ー ド Q の 皿に 盛りた る 葡萄 哉 〔落穣 集〕 

木鼠の 葡萄棚 這 ふ 月夜 哉 〔落 稗 集 〕 

蟲 のっきて 目 も あてられぬ 山 田 哉 

隅々 ゃ稻蟲 除の 護符 

振り 照す 松明 ゃ亂る & 稻の蟲 

稻の蟲 川 向 ひ へ も擴 がりぬ 

後 朝 や 袖に 飛 付く 稻の蟲 

稻の蟲 せん 方 もな く 殖えて けり 


86 


句 {/f 


う 曙 
き や 
人 霧 

の に 

額 > 

つ 

あ 

つ' 

て 

ま 

居 

< 

る 

火 鐘 
桶 の 
哉 聲 


「落 穗集」 より 七十 句 

濫房ゃ 格子に 落る 桐 一 葉 

稻妻ゃ 波に 拋っ普 門 品 

稻 妻に 玉 を 搜るゃ 龍の 聰 

刈 株に 倒れ伏し たる 案山子 哉 

秀 山に 松 疎らな る 月夜 哉 

藁屋根に 幾 鳴く 姊の 落葉 か な IB 本 (一月 三十 i? 現代 B 本文 藥全集 ：_ 

無花果 ゃ藥を 刻む 緣の先 

燜 もせぬ 新酒の 味 や 唐辛子 

氏神の 御 屋根 普請 や 冬 木 立 

白鷺の 並み居る 松 ゃ靑嵐 
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年 三十 三 治 明 


歌 ひ 女と 名に 歌 はれて； 复瘦 

水 飯の 腹 をた k けば 鳴て け 

食 ひこ ぼす 握飯 白き 淸水 

苔 清水 靈芝 など 生 ひて 土 かほ 

晝 顏ゃレ ー ル さびた る舊線 

北 n 水陣 一句 

晝顏ゃ 汀に 据 ゑる 大 

編 幅 やしんかん として 羅生 

白壁の 焰硝藏 や 

-:g れ 易き 豆腐に 夏の 

秋 五十一 句 

立秋 や 銀の 茶釜の 市に 出 

^紙の 藥袋ゃ 今朝の 

野良犬が つ いて 来るな り菓 


^ の 

名殘哉 


る 

る 


力 な La 記 八月 二十 七日.」 


る 

秋 


らク f.B 本 (三十 S: 年 十月 二十 i  iB.>  • 現代 B>f 文擧全 

集 •  n  I マ字世界(.*^正ニ年卜1«-).1 


88. 


句 俳 


明月 や 茶签に 化ける 古狸 

寄宿 舍 一句 

我窒ゃ 便所に. 近く 鳳仙花 

草 刈の 鎌に こぼる、 野菊 

隊 小屋の 屋根に 垂れた る 熟柹哉 

牛 追の 鞭 を 鳴らす やそ *v ろ 寒 

朝 塞の 池に 浮べ る 鵞鳥 かな S 本 --; 十 ヰト I  ITAHl 

曉ゃ靑 に 鞍 置く 露の 廿戶 

口笛 を 吹 く ゃ脣そ 2>- ろ 寒 |8本(ト一;11;ニ士ニ0:>.«5代《"も文©全集」 

旗竿 や 旗に 風な く 赤蜻蛉 

ぶら 下る とんぼの 羽根 や 蜘蛛 は 留守  ， 

蜻艇の 頭 動かす 日 午な り 

藝 の 穗の風 や 鶉の 夜明顏 一日 本 - 一- 卡 11 年トヌ i 十九 日 I 

略 わな や 鳴 はさ やらす 蒙の 花 


89 


年 三十 三 治 明 


蜂 

野 

飛 

ぶ 

ん 

だ 

で 

や 

St 

筧 

葡 

朽 

萄 

ち 

多 

た 

る 

き 

崖 

徑 

の 

哉 

下 

ぶ 
だ 

や 


竹 

原 
の 
そ 
こ 


大 
熱 
の 

脊 
ひ 
や 
す 
葡 
萄 
哉 


山 

石 

茸 
の 
干 
力、 
ら 
び 
て 
居 
る 

U-t 

石 

間 
哉 


狩 
喇 
叭 

提 
げ 
た 
る 
男 
デぉ 


狩 

や 
若 

女 
の 

白 
脚 


林 

唐 

椎 

二 

TOP 

舷 

鶉 

間 

辛 

茸 

界 

底 

に 

網 

や 

マ 
子 

の 

に 

に 

鱗 

に 

1 公 

取 

条 

引 

-it: 

マ 

子 

> 
ら 

を 

を 

を 

掛 

应 

ん 

求 

動 

り 

散 

ITS.'* 

ほ 

m 

や 

め 

か 

ら 

た 

る 

に 

ラ 

て 

暮 

す 

る 

遠 

な 

す 

菌 

か 

き 

る 

野 

の 

ら 

枘' 

か 

鱸 

菊 

飯 

す 

哉 

秋 

な 

哉 

哉 
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句 俳 


仅 

曰 

石 

荒 

秋 

黍 

突 

m 

蝕 

に 

き 

風 

敦 

さ 

の 

せ 

踞 

や 

や 

を 

ん 

や 

ま 
'じ、 

し 

焚 

と 

鼬 

鼬 

く 
ヽ 

や 

仰 

ノ  tfi 

野 

し 

で 

の 

の 

や 

て 

仅 

八 

分 

秋 

秋 

道 

通 

露 

行 

の 

の 

の 

に 

ふ 

營 

の 

森 

の 

萩 

鎗 

を 

黄 

を 

泰 

卷 

見 

な 

見 

の 

の 

の 

物 

る 

19 

る 

花 

穴 

飯 

泰唐薄 新 


北 ほ 人 神 
去 

に ュ „n 


の 
五 

右 

If; 

門 
風 
呂 

の 

下 

に 

爐 

る 


の 


低 
き 
や 
垣 
の 

外 


を 
枕 

に 
つ 

め 
る 
夜 

寒 
哉 


を 
貼 
る 
や 
夜 

寒 

の 

壁 

の 

穴 


る の 
ぶ 
だ 
ラ 
の 

の ふ 

お さ 
'じ、 

を 
分 
ち 
け 


や 
稍 


9) 


年 St 三 治 明 


今 

親 

機 

渡 

連 

は 

關 

守 

ォし 

は 

車 

つ 

の 

つ 

芋 

< 

の 

ば 

ね 

湯 

妻 

や 

々 
る 

か 

ん 
と 

を 

が 

は 

り 

拔 

し 

< 

M 

食 

て 

知 

ひ 

更 

や 

ら 

し 

に 

の 

III 

す 

坊 

愚 

夜 

秋 

主 

な 

寒 

向 

の 

り 

哉 

ひ 

人 

改 稍 
^ 寒 

逆 

を き 

旅^ 我 

M 渡 
さ 


れ 
て 
稍 


は 
天 
下 
の 
浪 
士 


寒 な 
き り 


92' 


句 俳 


明治 三十 四 年 


手帳の 中より 三ト句 

遊 就 館 

分捕の 大砲に ちる 櫻 哉 

大砲の 役に も 立た す 櫻 散る 

正宗の 村 正と 並び 春寒し 

早 稻田某 寺 一句 

鰐口の 靑 さびた る 木蓮の 花の 白き 

蛇 柳の 葉 越の 月と なりに けり 

朧夜 や？ t 殿の 窓の 磨 硝子 

葉 柳 や 肉賫る 軒の 色ガラ ス 


.93 


'1i 四十 三 治 明 


湯煙り の 白粉 臭き 朧哉 

桃 活けて 鏡に ひげ を 剃る 男 

獨活の 芽の 三寸に して 其氣 あり 

流れ込む 溫泉壶 の 中の 落 花 哉 

休暇に して 體操 場の 櫻 哉 

大佛を 七 度め ぐる 櫻 哉 

本箱に 立て かけて ある 樓哉 

赤十字の 總會が ある 樱哉 

人形の 髮 にさした る董哉 

人形の 笠に きせた る 椿 哉 

大學の 櫻 一句 

めぐり さく 運動場 の樱哉 

圖書 館の 窓から 見 ゆる 楼哉 

ro^t-  くし だれ 樱は 葉と なりぬ 


I 


44 


句 俳 


名 

落 

休 

殘 

鳴 

椿 

次 

の 

な 

て 

に 

良 P 

髑 

h 

夕 

道 

丘 

m 

曰 

分 

と 

秦 

の 

る 

の 

嶺 
の 

頭 
大 

る 

に 

頭 

な 

曰 

に 

人 

觀 

る 

永 

人 

る 

世 

蜆 

哉 

る 

一 「 

-rr. リ 
臼. • 

： 哉 

山 

放 

山 

團 

鐵 

吹 

吹 

子 

砧 

や 

や 

や 

屋 

に 

る 

め 

表 

17' 
に 

櫻 

に 

し 

の 

逢 

散 

力、 

ひ 

小 

着 

け 

の 

川 

し 

た 

布 

た 

に 

や 

ぐ 

る 

鍋 

り 

石 

に 

を 

化 

ェ 

の 

人 

洗 

の 

場 

橋 

る 

ふ 

雨 

哉 

日記の 中より 十五 句 

聖堂の 森の 時雨 や 夕 鴉 〔一月 二十 六日」 

緣日ゃ 人 散り か 、る 冬の 月 〔二十 七 B〕 


年 四十 三' 冶 明 


入の il を 河豚の 眼 玉 の にらみけ 

霜 やけの かゆき を かく や 足袋 の 

設も なや 霜 やけ かゆき？ Sf の 

枭ゃ ロ眞似 すれば 杜の 

.k^ 鬼の 考へ 込みし 眞晝 

ホ ー と 呼べば ふうと 應へ て 小夜 

寒月 や 谷に！^ 卷く溫 泉の 

寒月に 腹鼓う つ 狸 

寒月 や 更けて 物 洗ふ臺 

揚げ 泥 に 白梅 散る ゃ裤の 

靑梅 のた くく や 雨の 石燈 

素 跣の 新 茶 賣ゃ 宵の 

新茶の 買 入 ありと も 見えぬな 


穴 

外 


「§ 

〔一 1; ino 

「同前〕 

〔同前〕 

〔§ 

〔同前〕 

〔一 一一 日〕 

〔同前，」 

〔同前〕 

〔二十 八 HO 

〔六 《?-•;- BI- 

〔同前〕 
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tr 

句 


姪 を 失うて  ニ月，=^日 『日本」 二 句 

舁き 下す 柩ゃ 落つ る 寒椿 

俚 言  . 

炭 はぬ る 山で の 事 を 申さう か 

手帳の 中より 四十 六 句 

夏 

女の子 生れし と 聞きて 

幸 ありて 桃の 若葉と 照り映えよ 「i。 五 sll 十六 t 

花なら ば^ 子の 花に 似た るべ く 「日記 六月 1： 日」 

夏椎 子より 「團扇 賣都仕 人と 申しけ り」 の 

句よ こせ たれば 

都に も 瓜 やなす びの 花 は 候 

叉夏椎 子へ 一句 
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1 


年 四十 s 治 明 


人の 世の 我に 友 あり 柹の花 

十字架に 旭 の^る 茂り^ 

三十 四 年 六月 六日 三 句 

ゆの 奠 のはら z^."  ..g や ほと、 ぎす 

家して  ， ， 

時 鳥 京 に， W たる 三 年 目 

造 物 者 の を す る や 栗 の 花 

時鳥 一 寸 先の 闇の 聲 

時^  くらがり 坂 を^ 歸る 

れ逝 けり  1 

時 烏劍を 按じて 失せ 玉 ひぬ 

子 や 三つ紋に して 大きなる 

帐子 やや 、 とも すれば 膝頭 

取次の 肩 いかめしき 黄 帷子 战 

五月. W や 朽ち 盡し屋 板の 草 

五月雨の 町 掘り かへ す 工事 かな 「B 本  一二 十六 年 S1: 日〕 
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句 俳 


溜 

鬼 

白 

百 

百 

め ' 
へ 

ん 

ん 

レ_メ 

m 

IV.- 

架 

翠 

れ 

飛 

な 

の 

ん 

ん 

像 

で 

と 

と 

し 

し 

さ 

て 

る 

ら 

々 

れ 

波 

し 

し 

白 靑 

梅 


百 


や 


の 


の 


や 
た 


落 

し 
て 

桶 

に 
み 

つ 


城 
跡 

の 

に 
上 
る 
や 

の 
月 


水 

と 
云 
ふ 

と 

て 
宿 
場 
女 
郞 


の 
— I 匕 

厂 
を 
水 

に 
叩 
力 1 
れ 
し 


力 1 
み 
破 
て 
ま 

だ 

-ぉ 

梅 
の 
に 
が 

さ 

田 
心 


柹 

の 

ィ匕 
金 
ft 

の 
鉢 
に 
と 
ら 
れ 
け 


墓 水 
原 飯 


や 


や 


蟥 5 沖 

の 刈 

1, に 

引 居 

れ 雲 
* ば 

行 


ぐ 

蛇 て 

の i5i 

皮 雷 


蝙 五 

虫 M 月 

や や 

電 土 
佐 

信 

は 

柱 石 

河 原 
小 

^ 石 
柳 原 
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年 四十 s 治 明 


ft 睾ニ 

2i 丸胶 
む にの に 
や 似 好な 


はで 過る と 人に 云 はる 、浴衣 哉 

せ や 蜘蛛 や 朽ちた る 緣の穴 

竹 若き 朝の しづく や 蟥の穴 

虻 飛んで 栗の 花 散る 小道 哉 

と大な 茄子 を 洗 ひけり 

りか，^ りたる 茄子 哉 

て 居る と 云 ふ 茄子 哉 噴飯 

茄子の はみ出る 鍋の 蓋 ■ 

ご た /\ と 煮て しま ひぬ 茄子 胡^ 

心太 水晶 簾と 贊す ベ く 

涼し さの 心太と や 凝りけ らし 

栴檀の 花 散る や 桶の 心太 

可 骨に まひ - (- 蟲 もま ゐり けり 

jH- 骨に 衣 をぬ ぎた る 蜻蜓哉 
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句 俳 


I 

f 


玉 蟲ゃ朽 木の 洞に 戀も あらん 

夕まぐれ ごみ 燒き 居れば こ がね 蟲 

日記の 中より 二 句  十月 

犬 た 女 通る ゃ薔麥 の 花 〔十五 日〕 

故 里 や 六 年 ぶ り の 風呂 の 秋 2.H 日〕 

明治 一一 一十 四 年？ 「日本 附錄 週報？」 十五 句 

蓮 ひえて 蚯蚓 鳴き 出す 別れ かな 〔春夏秋冬〕 

蕪 大根 時 羞の食 を 具へ けり 春夏秋冬 iJ 

波 四 句. 

荒波の 何に 驚く 月夜 かな 

野 分 やんで 波 を 見に 出る 濱邊哉 

朝 寒う 波打 際、 を あるきけ り 
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ザ-四十 三 治 明 


ネ 糸 

朝 

次 

洗 

髮 

や 

し- 

め 

ふ 

髮 

- 广 
し 

m 
nR 
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撫 
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を 

呂 

で 
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Jit 
道 

病 

上 

の 

と 

む 

ぐ 

P 

る 

妻 

や 

艳 

し 

秋 

の 

洗 

西 

露 

頭 

曰 

築 

禿 

ィ义 

螭 

山 

山 

m 

ノ ヽ 

山 

螂 

を 

を 

引 

の 

師 

や 

—句- 

亂 

巳 a 

-tin. 

走 

そ 

に 

の 

び 

ムマ 

好 

->  - 

む 

築 

町 

ら 

に 

き 

Z ヽ 

に 

し 

小 

下 

重 

も 

さ 

あ 

け 

山 

ら 

月 

1; 

刀 

す 

*w の 

や -ぶ 波 

娠"" "に 

毒^た 

を よ 

說 ふ 
く  卒 
堵 
婆 

ま か 
り な 
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句 俳 


明治 三十 五 年 


日記の 中より 五 句 

南 窓 や 梅 一 

書初 や^ に 

庭先に 服 

檐 近き 夕 映 

擔の雨 柳の 


さ 


の 初日 影 

じ 梅 薫す 

る 夕日 哉 

や ii- 歸る 

の 行燈哉 


〔 一 月 三 no 

〔同前〕 

〔二月 十七 no 

〔十九 日， J 

「同前〕 


在英の 人に 寄す 一句 

辛子 絲瓜 の國 

大 石の 浪宅跡 や 


十 H;  rH 本」 二 句 

を 忘る、 な 

百舌鳥の 聲 


〔一 一十 to  .  :® 春 夏 冬〕 

〔二十 八 B〕 
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年 六十 三 治 明 


明治 三 十六 年 


六月 「n 本」 

五月雨 や 根 を 洗 はる V 屋根の 草 

日記の 中より 五 句  六月 

午後 夏 目先 生 を訪ふ 一句 

竹隱の 君子 を訪 ふや 五月雨 〔二十日〕 

噴水 も 濡れた る 岩 も 涼し かり 〔二十 一日〕 

霧 を 噴く 鶴の 鑄 物 ゃ靑嵐 〔同前〕 

上げ 汐ゃ 涼しき 風 をの せて 來る 〔二十 二日〕 

待ち 合 はす 涼みの 連 や 橋の 上 〔同前し 
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句 俳 


十月 二十 九日 「日本」 

$11 一端 や 草の 花と も. 實 とも 知れす 

スケッチブックの 中から 四 句 明治 三十 六 年 ザ 

>  ： しヒ コ巨 で、 3 翁 # し 〔國民 新 8™ 1： 十一 年 十 一 月 一一 百〕 

歳饉 ゑて 庄屋 力 p-rf 牙 ™^ 

故 鄕ゃ菊 芳しく 父母 在す 

豆 菊の 盛 久しき 明 家 哉 

店先の 菊 美： しゃ あづま 脂 is  i 
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めレヒ 十三 治 叨 


W 治 三 十七 年 


「H 本」 二 句 

戦友 や 垣根に 白き 牡蠣の 殼 SD; 十 i〕 

そぐ ろ寒鷄 の 骨 打つ 臺 所 〔十一 二十 a〕 
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句 俳 


明治 三十 九 年 


日記の 中より 二 句  一 H: 四 21 

達して 鏡. に對す 夫婦 哉 

睦 じき 顏 をな ら ベて が-達 ， 哉 

十一月  一 ：：！ 野 村 傳四氏 宛搶端 害の 中よ リ 

思 ふ 事の { 〈ェ にく だくる 花火 哉 

十一：：：： ru 本」 二 句 

i 意 j:?^ の實も 何とかに きく さうな 「五日〕 

曼珠沙華 二三 本 馬頭 觀世 音 〔セ =.新春| き 
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年 十四 治 明 


明治 四十 年 


一月 一日 「國民 新聞」 

御 降 や 寂然と して 神の 鶴 

一月 「ホ トト ギス」 二 句 

御 降 や 月 代 寒き 朝詣 「新春 雇 秋 冬〕 

^降に 尻ぞ 濡れ 行く 草履 取 
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句 俳 


明治 四十 一 年 


日記の 中より 三 句  九月 十四日 

夏 目先 生より 猫 病死の 報 あり。 見舞の 端 書 

認む 

蚯蚓 鳴く や 冷き 石の 枕元 

土 や 寒き もぐらに 夢ゃ騷 がしき 

驚くな 顔に か i る は 萩の 露 
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年 四十 四 治 明 


明治 四十 ra: 年 

一月 十四 H r 東京 朝 U 新聞」 二 句 

霜柱 獵人畑 を 荒しけ り 

小 笹原 下る 近道 霜ば しら 
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句 俳 


大正 四 年 


I ホトト ギス」 二 句 

曾遊の 友と 憩 ひし 茂り かな C 七 5 

山 かげの 蟲田も 今 は 刈 田 かな _: 十 5 
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年 六 正大 


大正 六 年 

七月 二十 五日 小 宮璺隆 氏 宛鎗端 書の 中より 

相 逢うて 話し て 見れば 絲瓜哉 

日記の 中より 二十 句 

十一月 廿 八日 亡き人の 着物 を 選り 分つ 

觸れて 見れ ど 唯つ めた さの 小袖 哉 ？ー？屮^  LJ 焚 七 年 一 Ins 

羊齒の 鉢植を 得て 燈 下に 置く 

一 星の 綠 うれしき 冬 夜 かなつ .  ？ K 焚 同前 XI 

大學 構內の 池に て 水の 溫度を 測 る 

推の 影 蔽ひ盡 して 池 寒し S+B.iss 
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句 俳 


月末 決算 をし 乍ら 自ら 憫む 

先生の 錢かぞ へ ゐる 霜夜 かな ！： 同前 3 

親の な い 子 は 大人しき 火鉢 哉 つ 一一 +B -」 

案內 により 大 塚の 山 崎 邸 を 訪ふ畫 家 上 原 桃 

畝 女史 も來り 現代 畫家 の 作に なれる 所藏畫 

幅 を 見せら る、 栖鳳、 玉 堂、 春擧、 棋仙、 

關雪、 大觀、 寛齋 等の 作多數 あり。 

雪山の 畫 〔玉 堂の 畫に〕 「甘れ 博士 所 花 藏畫幅 を 見て Oi 柿- 四 句の 中 1 

起 る 

舒べ 來れば 脚下に 寒き 雲 湧きぬ 〔 士ー  g  一  B  二？ 柿 (セ年  一一 

枯柳 寒 鴉の 畫 〔大觀 の 柳〕 〔同前〕 

雪 さ の 擴 がり 行く や 湖の 上 

栖 鳳の 狐 二 句 

美 し き 女 に ひ し 野 i ^〔士 一"  IH〕 

落人の 心 戰く枯 野 Ij^  〔M〕 


113 


/•I 二 六 正大 


楳 仙の 畫 

大 江の 水に 根深 を 洗 ひけり s@ 

關 雪の 畫に 

水鳥の 夢 驚かす 驟雨 哉 38 

栖鳳 九十 九 山 

御代 なれ や 霞の 奥の 幾の 聲 「同き 

栖鳳醉 墨 〔某 博士 所 花 藏畫幅 を 見て (S 柿) 四 句 2 中〕 

,t  trj  ：  二き 0  S, レ去. W  〔±inr  一  B  • .11 怖 (七 年 二  《s 

京 +6 艰園女 は 着 C  BID, お ft^ 厂 H  i 

根津 神社 に 宫西 社主 を訪 ひ 五十 日 祭 及 御 魂 

移しの 事 相談す 

神主の 玄關廣 き 寒さ 哉 〔十二き 一日〕 

山 崎 氏へ 一昨夜の 禮狀 に贊句 認め 達る 

母な き 子の 父に 親しむ 炬煃哉 〔一一 一日 U 

陽 Bn の 工合 少し 惡し 
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食 ふ は 憂し 食 はぬ も 腹の 鳆汁 S 前〕 

不治の病 にか k らば 如何に 

此病藥 が あらば ふぐと 汁 〔一一 ¥〕 

眼鏡 かけて 老 いた 姉に 行く 年 や 〔SIB〕 

順より 美事なる 白 茱澤山 届く 

塵の 世に 淸 きもの あり 白菜 〔六 no 

雪の 中に 生 ひて や 壁の 雪の 肌 C 同前〕 

十二  H: 二 トー 日 松根豊 次 郞氏宛 端 書の 中より (歸鄕 の 途上) 

骨 を 抱い て 家 を 出 づれば 寒き 霧 Hi 七 年 i〕  . 

日記の 中より 二 句 

出迎 ふる 人 亡くて 門の 冬の 月 〔十二  H!  二十 SB〕 

5 

今 そこ に 居た かと 思 ふ 火撻哉 〔同前〕  1 


年 七 正大 


大正 ヒ年 


十二月 廿 五日 歸京  二 S 「溢 柿」 

亡き魂 も出迎 へよ 門の 欠 A の 月 

日記の 中より 六 句  一月 

福 野の 五島 氏より 干柹 一 箱 届く 

蓋 取れば 藁 の 下より 越の 雪 〔土ハ a  . わ tB£ 島寬 平氏 宛 端き 

東洋 城より 端 lis にて^ 柹 にて 前置 付 句の 募 

集 をす る 故 選 をせ よとの 事な り、 柄に なき 

故斷る 事と す 

春 風が 吹 いても 石 は 石 1： ニト fj 
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句 俳 


高 橋 君 結婚 

可なら す ゃ炬燒 して 聞く 竹の 雪 「二十 SB〕 

立 人君の 結婚 を 祝して 二 句  く 

玉の 如き 人窒 にあり 寒 紅梅 0 一十 五日〕 

君と あらば！^ の 世 も 面白 や C 同前 ：1 

. 悼 西 森 鐵硯翁 

徒に 凍る 硯の水 悲し 〔同前〕 

五島 寛 平氏の ために 「漱石 仝 集」 初版 本 第一 卷の 見返！ に 

先生と 話して 居れば 小春 哉 

某 博士 所 花 藏畫幅 を 見て (四 句の 中) 二月 「溢 柿」 

黑 猫の 畫 

草 紅葉 何に 飛び立つ 雀 かな 


U7 


年 一 h 正大 


大正 十一 年 


日記の 中より 一一 句  一 £1 十一 日 

小宮 君へ の 端 書の はしに 

物 言 へ ど 猫 は 答へ ぬ 寒さ 哉 

冰る夜 や 顔に 寄り 來る 猫の 鬚 
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句 俳 


大正 十二 年 


.  三月 小 宮豐隆 氏 送別の 句 (錦 水に て) 

春の 江 は 靄に 暮れ行く 別れ 哉 


119 


年 四十 正大 


大正 十四 年 


九月 三 十日 小宫豐 隆氏宛 手紙 の 中よ" 

葉が くれに 秋 をうな づく 柘榴哉 
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句 俳 


大正 十五 年. 


1 月 十四日 小 宮璺隆 氏 宛 端 書の 中より 

狼の 群に 入らば や 初 時雨 

手帳の 中より 

八月き 一 日 九月 一 日 鹽原溫 泉 六 句 

夕立 ゃ忽 にして (介の 音 

夕立 や 浮きて 向 ひの 峽の松 

稻妻ゃ 谷 の 深 きに 湯船の 灯 〔浩柿 (十 Ho  . 現代 B 本文 as き 

稻妻ゃ 湯船に 人 は 玉の 如 〔IB 

山 の 湯 や 霧に 蒸されて 木々 の 苔 〔同© 
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年 五十 IE 大 


釣 橋の 下 は { 仝なる 蜻检哉 

慮猫兒  九月 二十日 松 根璺次 郎氏宛 端 書 Q 中より 二 句 

緣に 小春 柱に 殘る 爪の 痕 

猫の 墓に 

枯芒 霜の 夜 頃 は 寒から め 


俳諧 手帳の 中より 二十 句 

漉姊庵 一句 

山 牛蒡の 葉 蔭 ほのか や 楚の紅 

秋 立つ やまだき の 窓の 隙 明り 

隙間 もる 朝日に さめて 今朝の 和 

コ ス モ スゃ 束ね 上げても からめても 

朝 額の 唯 一 色に 淋し さよ 


〔現代 B 本文 S 全集 〕 

〔九 H:  二十日 松 根 暨 次 郎宛宛 端 書〕 

〔九 H; 二十日 松 根 as 次 郞氏宛 端 害 • 現代 B 本文 學 

全集〕 

〔九 B:  二十日 松 根 重 次 郞氏宛 端 書〕 
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句 俳 


裴 翠ゃ亭 をく  りて 次の 池 〔現代 B 本文 ® 全集〕 

春草黑 猫の 畫に _ 

鳴子 引きに 出れば 背戶の 小春 哉 

玉 堂 牧童の 畫に 一句 

此 村に 聖 在し て 桃の 花 

鴛鴦の 遲々 たる 影 や 水の 底 

兀 として 凍て \ 居る 哉 犬の 糞 

褂 乞の 鬚な ど 立て- -を かし けれ 

孤 兒の枕 並べ て 夢 凍る 

賴 みある 仲の 交り 河豚 汁 

l^T も 無 く ェ 場 建 て け る 冬 田 哉 

谷 を 出れば 城下が 見 ゆる 冬 田 哉 

冬 川 や 朽ちて 渡さぬ 橋 長し 

河豚 食 はぬ 君 は 沸と なり つらむ 


年 五十 正大 


年の 戀ゃ 果して 知 打つ 

「吾輩 は 猫で ある」 の卷 頭に 二 句 

乾 鮭. や 苦 沙彌は 遂に 冬の 人 

り 茶 I 匕 I や 君 在し ， ^日 さながら に 
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句 俳 


手帳の 中より 五 句 

tM 呂祇候 二 句  一 S 九 H 

只 寒し 白き 御 帳 黑 き 椅子 「漉 柿 0 1) . m 代 B 本文 擧 全き 

ゆ 、しさの 夜 はしら じらと 園 生の 霜 

七月 十九 日 松 島 三 句  . 

島 は 暮れて 殘る 明りの 海と 空 

鹽竈は 夕立す らん 沖 夕 映 

涼風 ゃ寢 起の 心よ みが へ る 

松 島より 一句  「澀 柿」 二 句 
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年 ニ和昭 


波に 飛ぶ 螢を 見たり 五大堂 〔丸. S 

文 鳥 や 籠 白 金 に 光 る 風 〔+ー  現代 B 本文 場 全集〕 

手帳の 中より 二 句 

或 宵の 卽景 

5  rj  b 糸 r> 复 つ.. V ぉリ 〔&柿 十一 HJ  (第 六卷  <  九頁參 照) . 現代 B 本文 

名月 や 膀 の：：！： 力り 蓽 全集〕 

小宫 君に 

稍 寒く 餘 白の 出来し 手紙 哉 〔九 十五 Bisigs 宛 手紙〕 
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句 俳 


手帳の 中より 二十 九 句 〔四 ニー  頁參 照. 1 

飛行機と 見えし は 紙鳶に 人る 日 哉 21 柿 五 5 

谷 底 

山の 根の 雪の 根 を 嚙む燭 り 哉 〔浩柿 S 前： >  . 現代 H 本文 擧全き 

照 り て 

庄內の 野に 日 は 照れ ど靈哉 08 柿 (同前)〕 

し ベ り あの 雪の 奥から 吹く 風 か 〔同前； 1 

象 潟 は 陸に なりけ る 冬 田 哉 〔同前し 

有耶無耶の 關は 石山-嵌 ffB 

モンべ に ゴム 靴 一句 

雪國 やさす が 女 はし ほらし く 

あるの 

雪の 1?^ 穴の 見 ゆる は 川なら め S 柿 (同前 ^  . 現代 B 本文 8» 全き 
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年 三和昭 


溫 話 や 
泉 し よ 
の に m 
町 は 汝 


は 


つ 
る 
も 
の 
を 

旭 雪 
曰の 旅 
哉 國 か 


に 
眠 

て 


も 
し 
/、- 

れ 
て 
居 
る 


蚶 
滿 

寺 

句 


し 
ば 
ら 

ノ 

の 

ぶ" 
田 

守 
を 
た 
づ 
ね 
て 

來 
た 
春 
力 1 力 


あ 
の 
や 

に 
曲 
り 

て 
風 
の 
氷 
柱 
哉 


眠 
る 
カュ 
や 
湖 
'を 
め 
ぐ 
ら 

す 
牵 

の 
山 


猪 

田 
代 

句 


御 
山 

裾 
野 
芝 
原 

の 

化 


梯 


し 粉雪 驛 
ん雪 のの 
力 1 ゃ國名 
ん い W も 


慮 


の 


山 と づの / 

n 七 ん 峠 
tK? こぺ 

雨  と 
' 隙 の 

る  呼 
間 國 

^ 〜をに へぶ 

松  j 

や '；曳 く 參 や 

ilrif- るりり ま 

滿 レ-け の 
風 る 聲 


「同前〕 

〔同前〕 

S 柿 (同前)〕 

「.11 称 (同前) . S 代 B 本文 ®. 全 ftrj 

〔同前〕 

〔sl 柿 (同前)〕 

〔溢 柿 (同前) . 現代 日本 文 a.<-an 

Oi 柿 (同前)〕 

柿 f 同前 ：- . 現代 日本 文擧全 お」 

r^iii  (同前〕〕 
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句 俳 


蜘客遠 う 珍 珍 三 雪 あや 渡 

ら 

跦觀 花なら t 毛 霰のう 船 

のの 火 だしよ 帆 机 島/ はの 

圍コ 開れ ゃ+  ^に \ 帆 

に 1           て  住に 

い， 風歸 はレを 

m      V              灰  つす 》  Z 

ダ て 汁呂っ し舟卷 

(D 1            び  _P 人 

A     、消 桶 もた 芹き 

白 王  さあ 

玉觀ぇ = 、我ぞ り に あ、 
明の し； 家門ぬ てつ J ろ 
け 新元拓 のの 海 吹 く';^ す 

為 酒の； }： 留 朧月 淋雪霰 霰 

き 哉 闇 哉 月 朧し哉 哉 哉 


五 n: 「溢 柿」 六 句 〔£  ニー  頁 q-so 

自動車の ほこり 浴びても 藤の 薹 「s. 五月 (第 六卷九 六頁參 照)； J 

雪の 汽車 北と 西と へ 別れ 哉 


〔同 lao 

〔同前〕 

「同き 

〔港 柿 (同前) . 現代 _H 本文 擧 全集〕 

〔同前〕 

011 柿 (同前)〕 

1： 現代 B 本文 擧 全集〕  , 

〔 現代 B 本文 墨 全集〕 

「ま？沛 十 一 月 (第 六卷  一 0£ 頁參 照) . 現代 日本 

文擧 全集〕 

「現代 日本 文！！ i 全集〕 


年 三和昭 


サ E 波に 消え 人る 雪の 何ともな 

殘雪ゃ 名のない 山の 美しう m 

牛の 角がなければ 長閑 哉 

つ 牛 は 角が あ つ て も 長閑^ 


ヒ月 一一 一十  一 H 宇田 道 隆氏宛 及 八月 七日 小 宫璺隆 氏 宛 手紙の 中よ 一 
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句 俳 


昭和 四 年 


俳諧 手帳の 中より 四 句 夏 

盛夏 銀座 街頭 雜咏 

カフ H 1 にて 

ブ ン と 器械 圑 扇の 暑さ 哉 

デバ ー トメ ント ストア 

懷の やうに 出て 入る 人に 暑さ 哉 

交 通 巡査 

ら し 

生きな がら 雲 の峯 とやな りぬ らん 

モダン ガ— ル 

槍 日傘 や 媚び を 踏 出す 裾 短 か 
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か: 四和昭 


七 二十へ：：； 松枞遞 i 次郎 氏^ 給 端 書の 中より (千 倉〕 

荒海 や こ、 に靜 かな 草 の 庵 

追 愤ニ句  へ HJ 中 谷 綾子 氏 追 te- 錄 「あやめく さ」 

ありし 日 の 若葉に あらたなる 思 ひ 

忘れめ や^れ を 吹きし 靑嵐 

手帳の 中より 二 句 

夕立 や 上總へ ぬけて 虹の 橋 

萩 芒うな づ き 合うて 露の 秋 
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句 俳 


昭和 五 年 


日記の 中より  二：：^ 三 = 

ill や 通ひ跻 細き 猫の 戀 31 柿. 一一 1A 第 六卷ニ  ioltsgD〕 


朧 夜 を 流 す ギ タ 

アメリカ は 人 


五 「^8柿」 二 句 

1 や サタン. ルチ 

皆 踊る 牡丹 か 


〔第 六卷 一 ニニ-上 ニ頁參 昭；」 

な 


手帳の 中より 三 句 

秦野震 生 池 行 三 句 九：：：： 七 B 

裂けて 成しけ る 池 や 水す ま 


し 21 柿 十月 (第 六卷 一二 七 lE$yD〕 
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年 五和 昭 


穗芒ゃ 地震に 裂けた る 山の 腹 S き 

そば 陸穗 丸い 山 越す 秋の 風 〔丸 SB 松 ii 氏 宛 i き 

墜上 納涼 園 (東京 會館 にて) 二 句 十" 「^«柿」 

:2^^上の灯ゎたる風ゃ靑薄 

京し さや ジャズに 星 降る 樓の上 

十二 パ 二十四日 松 极覺次 郎氏宛 封絨端 書の 中より 

t しゃ 金が 人る 出る 歳の 暮 
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句 俳 


昭和 六 年 


十 一 月 「澀 柿」 〔第 六卷ー rail 一貢 參 照〕 

栗 一 粒 秋 三界 を藏 しけり 


十二月 十八 日 小 宮璺隆 氏 宛 手紙の 中よ = 

小春 日 やにげ た 小鳥 は 何 處の空 

霜の 朝 鳥 は 逃. げたる 小鳥 籠 


二 句 


十二月 二十 六日 小 宮璺隆 氏 宛 搶端書 の 中よ： 

子供 等に 歳 聞かれけ り クリス マ ス 
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年 七和昭 


昭和 七 年 


一：：： 七 H 小官 璺隆氏 宛 手紙の 中よ リ 三 句 

山茶花の 散る とし もな き 別 哉 

木 枯に耳 鼓て る 夜半 も あり 

木枯に 散る とし もな き刖 哉. 

日記の 中より  六 =" 五日 

大洋 丸の 藤 岡 君へ 無電 送る 

短夜 や 明 n は 故 鄕に薰 る 風 

七 =; 「i« 柿」 〔第 六卷 一 五 一 頁 参照〕 
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句 俳 


參 らせん 親 は 在さぬ 新茶 哉 

スケッチブック (北海道 行 日記) の 中より 十五 句 

學 校と 見えて 力 ンナを 土手の 內 「九 H: 一一 十九 日： 

崎 蜓ゃ實 り 伏す 稻 まだの 稻 CSSJ 

薄麥疾 くや い つかの 旅の あの 時 も S 前： J 

松の 影の 墨 終に にじむ 沼の 秋 「-同© 

紅 や 土 よ り 出 で し 紅葉 廣 〔同前〕 

小 山 一句 

秋風 や あれ は 都へ 歸る 汽車 「同き 

秋 西日 赤松 並ぶ： の 朱 C 同前〕 

下黑く 上夕燒 けの 雲の 秋 〔同前」 

秋 g.^ き 花 も 飾 る や 食堂車 〔塱 iO 

さ 高く 林檎 を 守る 案山子^  〔二十 =»」 
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年 七和昭 


樹 

秋 

秋 

朝 

北 

か 

暑 

草 

霖 

緯 

ら 

さ 

や 

や 

四 

樹 

函 

土 

消 

十 

館 

手 

'Til 

•iW. 

X- 

度 

の 

の 

-i- 
9 

町 

み 

に 

紅 

る 

近 

葉 

を 

殘 

や 

歩 

る 

灯 

し 

山 

き 

五 

の 

稻 

葡 

け 

稜 

港 

の 

萄 

郭 

町 

秋 

十二月 十 H 松极鱟 次 郎氏宛 及 十 一 日 小 宮璺隆 氏 宛 給 端 書の 中より 

折れ もなくて 嬉しき 旭 哉 


〔同前 • 同日 松 根 豐次郎 氏 宛雜端 書〕 

〔十月 一 日〕 

〔同 © 

〔六 B〕 
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句 俳 


昭和 八 年 


二  W 「溢 柿」 〔第 六卷 一 五六 貢 I^SD 

哲學も 科學も 寒き 嚏 哉 

四 =J  二十 二日 松 根 登 次 郞氏宛 S 端 書に 

〔前文 略〕 友人の 葡萄の 畫に 贊を賴 まれ 考 

案 中 

淸け さや 色 さま ん\ に 露の 玉 

など は 如何 や 御 斧正 を 乞 ふ。 

叉 學士院 受賞者 に 祝の 色紙 を賴 まれ 苦吟 中 

薰風ゃ 玉 を 磨けば おの づ から ， 

では 何の 事 か 分かる まじく 哉、 御高 見 御：^ らし 被 下 度 祈 候 
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手帳の 中より 六 句 

昭和 九 年 四 H 句 

ま や- /\  -ー  slv フ こ iv,- 一  1J  く  ijn  ^  i  〔§:=; 二十 九 H 七條 JlKiK 子 氏 宛 手 羝 • 迁 ニ郎 の 

ま さ と？ の にけ f  く： F ま棄： HS ために 「縛 冬彥 集」 の 見返しに，」 

0 翹 や is 一  の う しろに 殘る闇 「同前 • 辻； 一郎 氏の ために 「冬 *J きの A 返しに ：- 

束 京 もこの 界隈の 土靖： f;^ 

通されて ニ附眩 ゆき 若葉：！ 一十；？ n 七條 子 ti.g.* 紙〕 

一 口に 若葉と 云へ ど樹々 の 映 〔昭 5 九， f  .〕 , 

すき 者の 大臣 氣辣き 月の 宴 

六月 三 B 七 條富美 子 氏 手紙の 中よ リ 六 句 


句 ひト 


〔前文 略〕 一 例と して 貴 句 「山脈の 描く ま 

るみ も朧 なり」 の變 奏曲 を 左に 

野の 果に 山々 まろき日-水^^ 

まんまるな 山 々 なら i  Is 

角の な い 山ば かりなる 朧哉 

朧夜 や あるとば かりに 丸 い 山 

朧夜 や 河の 向 ひに 丸い 山 

此國の 山 皆 まろき 朧哉 

ベ =J い ん n 小せ：； 魔；； 隆氏 宛〉； li 端 書 力 中よ リ 

螺 鳴く や：^ ム の^に 千 曲 川 I>s 十二  nrl: 第 a 卷 一八 九貢 .SDJ 

十 n 一  ：= 松 根 豊次郞 氏 宛 給 端 書の 中よ リ 

峯 すで に 麓へ ぼ. かす 紅葉 
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年 十和昭 


昭和 十 年 

七 r^iw」 〔第 六卷 1< 三貢參 照〕 

なつかし や 未 生 以前の 青嵐 

手帳の 中より  _ 

十 年 八月 一日 グ リン ホテル 三 句  . 

鶯ゃ 夏を淺 間のから 松に 〔5 一日 松 糧| 氏 is  SI より ヒ 

白 、樺 の 窓 松 の 窓 風 黧 る SB 

萱草ゃ 淺間を かくすち ぎす 雲 

七 藤 原 千尋 氏へ 譴呈の 「螢光 板」 の 見返しに 

通されて 二階 眩し や 五月 晴 
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句 俳 


年月 不詳 


手帳の 中より 二 句 

元旦 や 子供 等 は 皆 人となり 

雪の 上に 星 降る 夜半 や クリス マ ス 
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#  J? (季題お 


別題季 


季題 別 目次 


時 
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初日 影 
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時 
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春の 宵 


新 

候 
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あ 
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打 
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： 五六 
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句 
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五 七 
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一 五 九 

1 五 九 

： 五 九 
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桑 
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の 花 

の 花 

の 芽 

の 芽 


時 

月 
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し 


夏 
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1 五 九 

1 X ル 

一 五 九 

一 山 0 

■1 六 0 


蓬 

蘆 


の 都 


每 

の 薹 

の 角， 


M 雜 


天 文 


靑 

薰 

炎 

M 


風 

月 雨 

月 晴 

の 峯 


1 六 1 

1 六 一 

1 六 I- 

一 六 二 

1 六 二 

1 六 二 

1 六 二 

一 六 二 
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題 


夏 の 


淸 

.靑 


火 

浴 

夏 

竹 


地 理 

人 事 


衣 

帽 子 

伞 

扇 

0 人 


六 三 


六= 一 


六 四 


遣 


ま 

ぎ 


岐阜 提燈 


蚊 

靑 

泳 


斩 茶 

心 太 

竹梳 うる 

早乙女！ 

0  ；, 乙； 

動 一 

鹿 ハ子ー 

時 M 

夏 鷥 


物 


一 六 四 

1 六 四 

一 六 四 

1 六 四 

1 六， i 

1 六 五 

1 六 五 

1 六 五 

一 六 五 

1 六 S 

一 六 五 

1 六五 

1 六 五 

1 六 五 


翡 翠 

行 々 子 

水 m 
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螢 
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夏の 蟲 

金龜子 

玉 蟲 

鐵楚 

蟻 

羽 蟻 

蚊 柱 

蛇脫衣 

蟇 


六 五 


I, 、七 


k 、七 


牛 

m 物 


葉 

架 


若 

靑 

葉 柳 

杉 ハ 花 

秭 ハ 花 

栗 S 花 

合歡花 

栴槽の 花 
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紫陽花 

薔 薇 

茨 力 花 

牡 丹 

藥 

百合 ハ花 

杜 若 

晝 額 


萍 

導 


骨 


茱 


句 


藝 の 花 

靑 薄 

夏 草 

若 竹 

靑 梅 


I 六 八 

I 六 八 

一 六 八 

一 六 八 

一 六 八 

一 六 八 

一 六 八 

六 九 

六 九 

六 九 

六 九 

六 九 

六 九 

六 九 

六 九 

六 九 


柚の 花 一 

麻 一 

茄子の 花い _ 

茄 子 _ 


時 

立 秋 

今朝の 秋 

二百十日 

秋 深し 

行 秋 

t# る 、秋 

暮の秋 

秋の 夕 


候 


六 九 


六 九 

六 九 


一七 0 

一七 0 

七 0 

七 0 

七 0 

七 〇 


瓜の 花 

胡 瓜 

山 牛 蒡 


の 都 


秋の 暮 

夜 長 

殘 暑 

秋 暑し 

稍 寒 

そ , ろ 寒 

0  奢 

夜 寒 

ひ や か 

秋 雜 


1 七 0 

1 七 0- 


天 文 


0 

風 

の 雨 

の n 

の 雲 


初 

大 

二  Mr  ：：：: 

名 月 

H: 今宵 

1 人 夜 

星 B: 夜 

天 S  m 


七 四 


七 五 

七 五 

_ 七 五 


七 i 
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き 


I 


鹿砧花 まる 燈迎 


別題季 

秋 树 刈 m 秋 秋 秋 稻 

ノ）  し の リ） 


人 'ノ  し  地 

笛       火 參籠火       海汐 in 水 川 水 [1| 

事  理 


新 酒 

燒 米 

鳴 子 

案^子 

蟲 送 


動 物 


鹿 


0 


眼 白 

歸 る 燕 

蜻 蛉 


一七 八 一 

一 七 九 一 

一 七 九 

一 七 九 - 

一 七 九 一 

一 七 九 一 

一 七 九 一 

I 七 九 

一 AO 

I 八 0 

I 八 0 一 

1 八 0 

I 八 〇 

一 八 0ー 

I 八 0ー 


秋の 螢 


づ， 

輝 

ば 


. 法師 


坟 

鹿 


蟲 


た 
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蚯 ig 鳴 

鱸 


八 0 

八. 一 


八 一 

八 二 

八 二 

八 二 

八 二 


沙 魚 

一 葉 

杠 葉 

a 紅葉 

« 紅葉 

蔦紅葉 

木 槿 

常 山の 花 

萩 

菊ハ花 

朝 顏 
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鳳仙花 

.1J.JB み 一一-! I  it 
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物 


八 二 

八 三 
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赛麥の 花 

若 荷の 花 

末 枯 

0 頭 

草杠菜 

I 

薄 一 

0 薄 

0 野 一 

1 花 ， 


八 五 

八 五 

八 五 

八 五 

八 五 

八 五 
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一 八 九 

1 八 九 
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一 九 0 

1 九 0 

一 九 0 

1 九 0 
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一九 0 
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一 九 0 


冬 の 都 


151 


别題季 


0 


時 候 
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初 冬 
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一 九 七 

一 九 b 

！ 九 七 

一 九 七べ 


152 


燒 芋 


木 

し、 

千 

河 

寒 


動 物 

烏 


鼠 


化 


植 

紅 梅 

茶 花 


物 


九 七 

九 七 

九 七 

九 七 

九 七 

九 七 

九 七 

一 九 七 

一 九 七 

一 九 八 

I 九 八 

一 九 八 

一 ズ 

一 兀八 


柊 の 

歸 リ 

枯 

冬 木 

枯 


花 

TV 


葉 

芒 


枯 尾花 


九 八 

九 八 

九 八 

九 八 

九 < 

九 八 

_ 九九 

一 力， 九 

一 九九 

九九 

一 九九 

_ 九九 

一 九九 

一 九九 

一 九九 


枯 

大 


荻 


一九 九 

I 九九 

二  00 


葱 


茱 


無 季 


二  0O 

二  00 一 


二  00 


前書 を^ 略せ る もの。 

季語の 二つ 以上 あ る 場合、 そ の 主な る も 

のに 從 つて その 箇所の みに 出し、 他に は 

^略せる もの。 


枯 
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别題季 


角 * ま * 湯 章 柳 


ぎ 年の 

時 候 

元 a 元旦 や 子供 等 は i};: 人と なリ 00 

天 文 

初日 影 南 窓 や 梅 一 輪 3 初日 影 I 一 5 

御 降 御 降 や 寂然と して 神の 鶴 四 0 

御 降 や 月 代 寒き 朝詣 85 

御 降に 尻ぞ 濡れ 行く 草履 取 四 0 

入 事 

輪 飾 輪 飾の ランプ 5 釣に か \ りたる 111/ 一 

蓬 莢 蓬萊に 名刺き たなき 三日 かな 111/ 一 

書 初 書初 や 現に 映 じ 梅薰ず 三 W 


春の 都 

時 候 

彌 生 章 臺の柳 を 思ふ彌 生の 顷 ！ 11 一一 一 

行 春 行 春 や 妻が 額 ハ卽效 紙 i 

狡 鬼 死し 良狗 煮られて 春 行きぬ 三-一 

春の 脊 菊亭 のおと 牧馬 を彈ず 春の 宵 ！ 1 一一 1 

傾城に 心 あり 春 S 宵 i 

足な えの 妻 所在な や 春の 宵 一一 一一 1 

矓  寄宿 舍に賊 を 捕へ し朧哉 i!l 一一 一 

の 下に 杓 ありと 思ふ朧 かな • la 一一 一 

薹ゃ 柳に 妓摟朧 な り • 三 一一 

想り の 白粉 臭き 朧哉 三 H 

ん まるな 山々 ならぶ 朧哉 昭丸 

のない 山ば かりなる 朧哉 昭丸 
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句 俳 


天 
文 


此國 の. E 皆 まろき 朧哉 BS 九 

臑 夜 朧夜 やお 小夜 狐 は 嫁入す 

騸夜ゃ 狐 嫁入なん どす る 

朧夜 や 侍 侯の 官妓 誰れ/ \ ぞ 

縢 夜 や 湯殿の 窓の 磨 W 子 

朧夜 や ほ： 拫に C き 牡 耩の鼓 ミ七 

朧夜 を 流す ギタ I や サン タ • ルチア 昭 i 

膽夜ゃ あ るとば かりに 丸い 山 昭九 

朧夜 や 河の 向 ひに 丸い 出 昭九 

春寒し y 宗の村 正と 並び 春寒し 

0 き 肘の あたり シャツ ほころび L 餘寒哉 

藪-蔭に 梅 一 輪の 餘寒 かな 

H 永 脂 下る 朝鮮人の 曰 永 かな 

傾械の 癍瘡ぅ ゑる 日永 かな 

追々 に 日永の 句な どよ かるべく 

一 休の 閥髏と 語る 日永 哉 


春の 風 電線に 瓶の か、 リて 春の 風 ！11/ 一 

春風 や 遊女 屋 並ぶ 向 ふ 河岸 ミニ 

春風が 吹いても 石 は石佛 七 

風光る 文鳥 や 籠 白金に 光る 風 昭二 

淡 t* 淡雪 や 通 ひ 路钿き 猫の 戀 • 昭 五 

春の 雨 春雨 や 到来の 海せ 口の しめりた る 一一 一 

晴れん としてな ゐ ふる ひけり 春の 雨 .111 一一 一 

ぬかるみに 馬の 草鞋 や 春の 雨 ！1ーー1 

別 霜 革る 妻が 病 や 別 霜 III 一一 

0  御代 なれ や 霞の 奥の 鶴の 萆 六 

^ 暴 亡妻の 四十九日 や 花 曇 リミニ 


野の 果に 山々 まろき 日永 哉 K 九 

春 雜京は 祇圃女 は 春の 影法師 六 

しばらくの 留守 を たづね て 來た春 か 昭ミ 
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別學季 


春の 敎會？ 塔？ 上な り 春，， ： H 

高 樓に鼓 打つな り 春の H: 

M  H: 門 付 5 しばく 來 けり 朧 n 

待合の 門 を 出 づ れば朧 M 

IS 置 ひ に 女 &3 出て 行く 朧：： ：： 

玄 h は 失せて 牧場の 朧： z; 

三毛よ 今歸っ たぞ 門の 月朧 

珍ら しゃ 風呂 も 我家の 朧リ 

地 理 

殘 雪 われ 鉢 並ぶ 庭 三尺に して 殘る雪 

敷 砂 や 玄關脇 に 残 る 零 

中庭に 昨日の 雪の 残りた る 

殘. 雪 や 名？ ない 山の 美しう 

春の 山 ヒ ー。| の 廣吿札 や 春ハ山 

陽 炎 陽炎 も ゆる 練兵場 をよ ぎりけ リ 


1 

—二 


二 

一一 一三 

昭 一一 I 


ほ/一 


昭 三 

一一 一 一 

I  二 


の 江 

の 潮 


—二 


陽 炎 や 蝶？ いきす る 石？ 上 

陽炎 や IK の 軒 3 古 合， 羽 

陽炎に い" りか 並ぶ や 遊女 町 

春の： id は 露に 暮れ行く 別れ 哉 

妹が かぶる 手拭. R し 苗代 m 

場 帝， >: 御 船 浮ぶ 春の 潮 

人 事 

出 代 ゃ鑛 毒を說 く^ 訛リ  一 

靑毛^ 赤 布 さま の 雛 哉. 1/ マ 

雛 市 や 異人 S 妻に 人た かる - 一一 一一 

庭先に » 落 か、 る 夕 R 哉 S 五 

飛行機と 见 えし は 紙 に 入る 日 哉 昭 I 一 i 

摘 草 や ，M; ふ 2 あねさん こちらむ け ^一一 

韓人 5  !ls=i- と 畑 打つ ものうげ や. 三ー1.- 

何 ir-  戀 や 果 し て 畑 打 つ： 5 


句 俳 


桑 摘む 

茶 歸 

磯？ 《 摘む 


鳥4ー！1 に 入 


妹訪 へば 背戸の 畑に 桑 を 摘む 

其 中に 妹 も 」 父 リ て 茶 摘 哉 

磯茱摘む志士 が1^„„-子を訪ひょりぬ 

動 物 


-三 二 


放ち やる めし ひ の や 雲 に 入る 

ft? 鳴て 夕日 S  t!t に 入る 別 

名 残 な り 秦 親 の 雲 に 入る 

<s る 橹 近き 夕 映 空 や 鳥歸る 

S 子 かさ こそと 雉 子 落葉 に 餌 を あ さ る 

驟雨 到 ら ん と す 燕頻； 1 ひ く X 飛ぶ 

N 亡 び て 燕 巢 をく ふ 狭間 哉 

雲 m 揚 雲 雀 奉 天 城 S 眞上哉 

空 の 雲雀 畑 5 雲 雀 を 呼 ぶ らく 

うたひめ の 車 通 り ぬ 楊 雲.： 雀 

蝶  味嗜 漉に 蝶 を ふせたり 女の子 


捕らん とす 蝶 は 小川 を 飛び越え ぬ ！ 1. /一 

蝶よ 昔莊 周と ； ふうつ け あり 

蝶々 の 鬚 を ひつば る 面.！ n や 

とも すれば 蝶に 怨の ある 事ぞ 

m  蝶 去って 其 時 早く 蜂の 來る 

蠶  傾城の 蠶飼 ふと は 何事 ぞ 

手す さみ -」 糖の 妻の 蠶飼ふ 

§ 蜆 かく 妹が 赤 帶赤櫸 

日 當りゃ 手桶の 蜆 舌 を 吐く 

橋番 Q 娘な りけ リ蜆賫 

與次郞 兵衞？ 頌大 たる 螝哉 

植 物 

m  梅 さくや 霜解け 道 S わるさ かな  一一 二 

梅の 枝に 小鳥 をつ けて 贈りけ り ！！！ 一一 

今朝 も 鳴きに 目白が 來 たよ 背 の 梅 ^一一 
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別題季 


梅 


刺 多くて 花に もなら ず 背戸 の 梅 

梅の 窓-」 祝砲 ひ く  H 向 哉 

移リ 香に 小紋の 梅 をな つかしむ 

御手洗に 白梅う つ る 小宮哉 

a 梅 や 皇族 下馬と 筆大な リ 

揚げ， 泥に 白梅 散る や 群の 外 

木 蓮 口  5 靑 さびた る 木蓮の 花の 白き 

0  練稱の 上に 散りた る 椿 かな 

H 白 折々 椿の 露 を 吸 ひに 来る 

苔の 上に 椿 落ちけ り 五輪 塔 

妹が 墓に 椿 落ち た り 土饅頭 

人形の 笠に きせた る 椿 哉 

落 権 かげ や 馬糞の 上に 落 椿 

落 椿に 道 分る 馬頭 觀世音 

&  夜樱ゃ 中に 電燈の 赤き 靑き 

傘 干せば 傘に 櫻の ちり か. <  る 


111 


おらが 背戸 犢鼻揮 干せば 樓 散る 

樓 散る 堂の 裏手 は 墓場な リ 

分捕 Q 大砲に もる 櫻 哉 

大砲の 役に も 立たず 櫻 散る 

休暇に して 體操 場の 樓哉 

大佛を 七 度め ぐる 櫻 哉 

本箱に 立て か けて ある 櫻 哉 

赤 十 字 S 總會が あ る 櫻 哉 

めぐ リ さく 運動場の 樓哉 

阖 書：^ の 窓 か ら見ゅ る樓哉 

櫻 、くし だ れ櫻は 葉と な り ぬ 

鐵砧に 櫻 散り 布く 工場 哉 

花 散る 花が 散る-一 n ライ 堂の 鐘が なる 

花 散る や 色卽是 空と 觀ず べし 

花ち る や 南無 阿 彌陀佛 あみだぶつ 

落 花 流れ込む ？ i 泉壶？ 中の 落花 哉 


I  二 

i. 
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句 俳 


159 


Jit* 桃 


莹 草 

べんく 

草 

翁 草 

^の 花 


豆 の 花 

柳 


人形の 髮 にさした る 董 哉 一 

萱草ゃ 淺間を かくすち ぎれ 雲 一 

ねころんで ぺ ん/ \ 草 をむ しりけ り 

誰が 墓ぞ猫 草狗草 名な し 草 

野に 老て茱 の 花の みは 見 飽かざる 

僧が 庵茱 の 花生けて 茶 も あるら し 

菜の 花や 東へ 下る 白拍子 

豆 畑-. i 吸 筒ぬ るみ 夕 映す 

角燈の 柳の 辻 を まがりけ り 

ごみ を かぶる 柳の 下の ポスト かな 

縣廳の 柳 芽 を ふ く廣 小路 

夜が 明けた 川 添 柳 門 柳 

慕 六 つ ゃ番所の柳風が^^-く- 

門前に 泥 舟つな ぐ 柳 哉 

柳 折って 一 鞭 あてぬ 東門 外 

橋 を 越せば 門の 柳の 見えず なりぬ 


花の 雨 圑子屋 に 逢着したり 花の 雨 三 S 

花の 山 人 去って 鴉來 りぬ 花の 山 ！Ii  一一  I 

桃の 花 緋挑 さく 水車の 裏の. 桑畑 一 一 

藁 屋极に 合羽 干しけ り 桃-の 花 ！ll/i 

桃の 門 種痘と 書いて 張 札す は 一一 一 

桃の 花 劉 氏の 裔と 名乘 りけ り ilVi 

活けて 鏡に ひげ を 剃る 男 三 S 

村に 聖 在して 桃の 花 一 五 

李の 花 井戸端に 米 磨げば 桶に 李 散る ！11/ 一 

群 躍 赤土 や 坂 新ら しき むらつ、 じ ！ 11へ一 

溺 手の 岩山つ、 じ 盛りな り  一-一  一 

連 翘連翹 や 垣のう しろに 殘る闇 H 九 

山 吹 山吹に 手鍋 洗 ふや 戀 女房 一一 一一 一 

山^ ゃ裹の 小川に 鍋 を 洗 ふ 三 S 

山队ゃ 池に かけた る 石の 橋 三 SI 

堇  バイブルに 蓳菜 一輪 插 みたる 1!!/ 一 


別題季 


せ 十の 芽 

_a の 芽 

土  a 

0 の 整 


召集の. 褐示 を 撫る柳 哉 

雨の 家鴨 柳み 下につ どひけ り 

依々 た リ柳楊 氏？ 娘 門に 倚る 

牛肉 の 肴 板 赤き 柳 哉 

I- 草屋の 娘う つくしき 柳 かな 

縣廳と 市役所と 並ぶ 柳 かな 

窓に 垂る V 柳 や 河 211^ ハ 活版 所 

货戶 川に、 泥 船 繁ぐ柳 かな 

槍？ 雨 柳？ 雨？ 行燈哉 

われ 鉢に さま ^JL^ の 草 芽 を^き ぬ 

二 段ば かり 桑 芽 を 出しぬ 屋敷 跡 

屋根の 上に 蓬荫 ゆる や 破れ 寺 

つ く-^ し 彼 311^ 坊主 は 渾名な り 

東京 もこの 界隈？  土筆 哉 

自動車の ほこり 浴びても 薛の 鑒 


S 一 

丄ー 

3 一 

—  二 

三 二 

三 一一 1 


一一 ニニ 


1ー1五 


I 二 

一一 一 一 

—  二 

昭九 


描 活 思 ひ き つ て 獨沽 大木と なって 見よ ； 一一 一 

獨活の 芽の 三寸に して 其 氣ぁリ ミ a 

妹 は 嫁菜 われ は ぼ？ 芹 を 摘む • ほ/一 

の 角 船 を繁ぐ 妓撐？  _sij! や 逮の角 HI 一 
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句 俳 


夏の 都 

時 候 

六 s 六月 や 姊の靑 葉のば らくに  一-ニー 

短 ® 短夜の 须 磨に 明けけ り 殘る月 一一 一一 一 

短夜 や 明日 は 故 鄕に薰 る 風 • 昭 七 

明 易き 取 かゆる 氷袋 や 明け 易き  一一 ニー 

； i 蛛の圍 に 夢の 白玉 明け 易き 昭三 

署 し 圓 タクに 乘らぬ 日 もな き 暑さ 哉 昭ョ 

ブ ン/^ と 器械 國 扇の 暑さ 哉. 昭 3 

蟻の やうに 出て 入る 人に 暑さ 哉. 昭 31 

S し 白き 紗に螢 を 盛る や 蚊帳の 上 • 111 一一 一 

噴水 も 濡れた る 岩 も 涼し かり  一 IH ハ 

涼 し さ や ジャズに 星 降る 樓の上 昭五 

夏 雜 此夏を 看護に やせし 女 屠 哉 ミー 一 


崩れ 易き 豆腐に 夏の 別 かな • 三 - 一- 

天  文 

靑 5風 靑 嵐兵營 の 門 をよ ぎりけ り 111/ 

う づ くまる 關 所の 前 ゃ靑凰 一 11 1 

本丸 S 挖 普請 ゃ靑嵐 ミー 

オルガン ゃ縱の 木蔭の 靑嵐 ミー 

山道 や 葛の うら 葉に 靑嵐 1111 

白繁の 胸毛 ちらす ゃ靑嵐 -1 一一 

湖に 臨む 石の 華表 ゃ靑凰 一-一一 

^8茶す i る t- の 茶屋 ゃ靑嵐 I  一二 

白鷺の 並み居る 松 ゃ靑嵐 ミー 一 

霧 を 噴く 鶴の 鑄 物 ゃ靑嵐 5 ハ 

忘れめ や 別れ を きし 靑嵐 昭四 

なつかし や 未 生 以前の 靑嵐 f  0 

薰 風 太 液 や 欄に よれば 風薰る 一- 111 
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別題季 


さながらに 薰風亭 と 名け けり 

風薰る 長生 殿 を 眞 中 に 

薰風ゃ 玉 を 磨けば おの づか ら 

白摊？ 窓 松の 窓 風薰る 

S 風 門 を 人れば 涼風 ふく や 竹林 寺 

上げ：^ や お しき 風 をのせ て來る 

涼風 や 寢&の 心よ みが 

五月雨 五：：：： 雨 や 窓 を 背 に し て 物 思 ふ 

五月雨 ゃ寫 し 物す る 北 の 窓 

五月雨 や 堂 朽ち 盡し星 根の 草 

五月雨の 町 掘り か へす 工事 かな 

五月雨 や 土 佐 は 石 原 小石 原 

五月雨 や 根 を 洗 はる  > -屋极 の 草 

竹隱の 君子 を訪ふ や 五月雨 

五月 喷 通されて 二  眩し や 五月 晴 

タ 立 眞帆片 帆 湖の 南 は 夕立す 


三 二 

三 二 

昭八 

昭 

„  0 

一二 一 


る 昭 


一一 一 

I- 二 


一一 六 

一一. R 

昭 


夕立 や 我 罪 ゆるせ 天つ 神 

夕立 S 中 を 汽笛の 吼 えてけ る 

夕立 や 鲊賣る 男し と V な る 

夕立に 缣の 光り や 草の 上 

背 戶川ゃ 娥洗ひ 居れば 夕立す 

夕立 や 白旗ぬ れ て 哀れな リ 

夕立 や .m は 飛んで 牛ぬ る、 

夕立 ゃ忽 にし て 谷 5 音 

夕立 や 浮きて 向 ひ 5 峽の松 

鹽竈は 夕立す ら ん沖夕 映 

夕立 ゃ上總 へぬ けて 虹の 橋 

炎 天 炎天 ゃ裹町 通る 藥賣 

炎； 大ゃ 1^ の 軒の 古 草鞋 

炎天に 獄衣 干しけ り 監獄 署 

炎天 やゑた 村の 上に ず？ の 鳴く 

S の 鐵枴の 上に 出たり 雲の- 乂小 


五 

昭ニ 
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天 慕 や 砲車 引き出す 雲の 峯 111/ 一 

茂 助 m に 石灰 ふ る や 雲の 峯  一-一一 

朝 額に 水 を や リけリ 雲 S 峯 111 二 

神色の 囚衣 干し け 5 リ 雲 の 峯 ミニ 

阿 募 宮は 灰に な.； りけ Y 雲 の 峯 一 11 一一 

須彌 山の ゆるぎ 出しけ リ 雲の 峯  一一 一二 

葉が くれの 蟬 をね ら ふや 雲の 峯. H  二 

雲の 峯 見る/ \> 雲 を 吐かん とす 三 一一 

太簡は 土に な リけリ 雲の 峯 三 一一 

接 兵 の 沙 汰も閗 え ず 雲 の 峯 三 一一 

白壁の 焰 W 蔵 や 雲の 峯 三三 

生 き な が ら 雲 の峯 とやな リ ぬらん 昭 a 

夏の HJ 械^ ハ 岡に 上る や 夏の 月 ミ ™r 

地 理 

句 

清 水 下駄 もぬ がず 足 を 入れた る 淸水哉 1 一一 一 


握 飯の 投 込んで あ る 淸水哉  一一 一二 

仙人 5 鬚 洗 ひ 居る 淸水哉 三 一一 

せ 口  水の ぞ け ば う つる 笠の 裹 三 11 

伏姬の 御祓せ しと ふ淸水 ぁリゃ 一一 一一 一 

草 刈 の 足 を つ け た る 3^,5 水 哉 三 一一 

靈芝 ぁリ苔 香る 所 水 わく 一一 一一 一 

籼 人の 斧の 柄：^ ふ 淸水哉  一一 一二 

食 ひ こぼす 握飯. H き 淸水哉 一一 一一 一一 

せ 口 淸 水 靈 芝 など 生 ひて 土 かほ る 一一 一 三 

靑 田 歸赏 して 靑 E をめ ぐる 藁 帽 子 三 一一 

新道 や 靑田を はすに 一 文字 ミニ 

一 面 に 石灰 ふ リし靑 田 哉 一一 一一 一 

榜 示 杭 に 道 の 分る &靑 E 哉 一一 一一 一 

人 » 

ー鄕は 平氏の 裔ゃ赤 幟 一一 一一 一 
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帷 子 


浴 衣 

夏帽子 

日 傘 


0 扇 


消殘 る 火 串に 點すゃ 煙莩 の 火 

願 ふらく は輕糴 とならん 更衣 

後宮に 四千の 妃擯 更衣 

帷子 や 三つ紋に して 大きなる 

帷子 やや.^ とも すれば 膝頭 

取次の 肩 いかめしき 黃 帷子 哉 

はで 過る と 人に 云 はる \ 浴衣 哉 

朽ち たれ ど佛國 製の 夏 帽なリ 

E 傘し て琉球 人の 妻な らん 

槍 日傘 や 今年 四 つ の 男の子 

繪 日傘 や 媚び を 踏 出す 裾 短 か 

夏瘦の 頸に 常て た る 圑扇哉 

八 厘と 云 ふ も 可笑しき 圑扇哉 

夏 瘦の我 影 長き 夕日 哉 

靑 色の 眼鏡し た 女夏瘦 する 

束髮に 眼鏡 かけし が夏瘦 する 


一一 三 

三 二 

昭四 

三 二 

三 二 

一一 一 一 

一一 一一 1 


夏痩 ゃ脣 かんで 小傾械 

夏瘦ゃ 心なの 世に 歌 はれて 

夏瘦ゃ 夕日に 長き 影法師 

看護婦 や 夏痩せた るが 美しき 

夏 瘦の顿 に ire しゃ 洗髮 

歌 ひ 女と 名に 歌 はれて 夏瘦る 

竹 婦人 ころがる や 竹の 寢臺に 竹 婦人 

岐阜 提燈 河 骨の 池に 映 る や 岐阜 提燈 

蚊 遣 蚊 遣 火 や 裸ながら に 綱 をす く 

韓 信の-漂 母と 語る 蚊 遣 哉 

貧し さの- 蛱 帳の 設も候 はず 

蚊 遣 火 や 軒の しの ぶに きり を^く 

蚊 帳 紙燭 して 紋を燒 く 妻 や 蚊帳の 内 

靑 紫 靑簾內 にに 玉壶碎 くる 音 

玉 盤の 鮎う つ 昔 ゃ靑簾 

納 ： ほ 夏 瘦の顿 を^ かれて 涼 哉 


三 二 

三 二 

三 II 


三 二 

三 I 


三 二 
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茶 


心 太 


竹植. つる 

早乙女 

雨 乞 


待ち 合 はす 涼み の 連 や 橋の 上 

水泳に 太 郞ニ郞 を 誘 ひけり 

水 飯 や 石に 踞 したる 足の-冷え 

水 叙の 腹 をた >1 けば 鳴て けり 

水 飯 や 沖に 雲 湧 い て 遠 雷 

門前に^ 賣る店 や 門徒 寺 

素跌の 新茶 賣ゃ 宵の 雨 

新茶の 買 人ぁリ とも 見えぬな リ 

參 らせん 親 は-在 さ ぬ 新茶 哉 

心太と ラ ムネの 親と 浸しけ り 

心太 水晶 簾と 贊 すべ く 

JKi しさの 、い 太と や 凝りけ らし 

竹を植 ゑて 薮蚊 多き を 唧っ哉 

早乙女の 日足 を 見る や 笠の 內 

雨 乞の 太鼓し ばらく 打 止みぬ 

雨 乞の 太鼓 打つな り 藥師堂 


三 六 

三 二 


三 二 


昭七 

=ニ一 

三 四 

三 四 

三 一 

三 一 

I 二 

三 I 

—二 

III  二 


動 物 

鹿の子 つと 立て 鹿の子 庫裏の 方へ 行く 

鹿の子の 庫裏に 群る &ゃ 文珠寺 

時 鳥 ひた 鳴て 南し 去リぬ 杜宇 

諒闇 S 都 大路 や 杜宇 

秭の 葉の はらく 雨 や ほと X ぎす 

.  時 鳥 京 に .5!;^; た る 三 年 目 

時鳥 一 寸 先の 闇 5 聲 

時鳥 くらがり 坂 を 君歸る 

時鳥 劍を 按じ て 失せ 玉 ひ ぬ 

夏 營鶯ゃ 夏 を 淺 問のから 松 に 

0  r+ 溜池 ゃ裴翠 飛んで さ \ ら 波 

薪 翠ゃ亭 をく  りて 次 5 池 

行々 子 麻 畑 に 行々 子 鳴て 黄昏る X 

行々 子 あはた しげに 鳴て 居る 


-ニ 

三ニ 


三 二 

三 四 


三 四 


三 四 


1 二 
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水 0 そぼ ふるや とぎれく に 水鶏 鳴く 

雨と なりて 背戸 S 水藉の 鳴き 止みぬ 

逢戀の 背戸 を 水 鶴に 叩かれし 

水 藤と 云 ふ 鳥と 答 へて 招 場 女郎 

0  0 編 蝠ハ軒 を はなれぬ 柳 かな 

s 闘け て 蝙蝠 飛ぶ や 屋敷町 

編 蝠ゃ閱 を にらむ る 鬼 冗 

突 榨に蝙 幅と ぶ や 辻 番所 

蝙蝠 や 松明 ふりて 入る 洞の n 

If 蝠 の 低う 飛ぶな り 羅生門 

蝙蝠 やしんかん として 羅生門 

蝙蝠 や 電信柱 河 5^ 柳 

揮  禪鳴 くや. S の秀 げたる 處々 

0 取 りに 出た 子歸ら ず：！： 午な リ 

啞蜾の W しと も 云 はず 落 て 死 す 

蜾鳴 くや 小 松 まば ら に 山秃 たり 


！ 11 一一 一 

一一 ニー 


蝉 鳴く や 松の梢に 千 曲 川 

榮  恃 しさの 紋 帳に 放つ 螢哉 

吁と 呼て 變撲 ちた リ女 S 子 

波に 飛ぶ 螢を 見た り 五大堂 

灯 蟲 カチ， /,\> と 火屋に はじく や 灯取蟲 

化^-:; 話になる や 灯取蟲 

灯-取 蟲 丁子 は 飛んで しま ひけり 

灯 取蟲っ いて 來るは 何の 蟲 

武蔵 野に 草 はと 云 へ ば 灯取蟲 

侘し さや 更けて は 灯 取 蟲も來 ず 

力 ン テラ に 物を搜 せば 灯取蟲 

夏の 蟲 常燈 をお つ 取り 卷て 夏の 蟲 

金覯子 夕まぐれ ごみ 燒き 居れば こがね 蟲 

玉 蟲玉 蟲ゃ朽 木？ 洞 に 戀 も あ ら ん 

鐵獎畸 蛇 墨 染の名 を 問 へばお は ぐろ 鯖 ^ 哉 

纖  竹 おき 朝の しづく や 蟻の 穴 


昭九 

% 一一 

I- 
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^ 嬢大 鐘に 羽蟻 群がる 野 寺 哉 

K 柱 蚊柱 ゃ八蟠 不知の 藪の 蔭 

te 脫衣 墓 原 や 蟻の 引き 行く 蛇.？： 皮 

募  大賢 は 愚に 近う し て 蟇 

掃 溜 やみ X ず 掘り 居れ ば 蟇 

蟇し ばらく ありて 這 出 る 

m 牛 蝸牛り ^ がなければ 長閑 哉 

蝸牛 は 角が あっても 長閑 哉 

毛 蟲 そぼ ぬれて 乇蟲 這 出す 日向 哉 

水 馬 山 裂けて 成しけ る 池 や 水す まし 

鮎  鮎 釣の 簑 脱ぎ 捨 つる 岩？ 鼻 

植 物 

若 葉 高楼の 銀燭 見え かくれ 若葉 哉 

幸 あ りて 桃の 若葉と 照り 映 えよ 

ありし日の 若葉に あらたなる 思 ひ 


丄 1 

三 二 


昭 111 

陌 三 

一一 一 一 

I  二 

昭五 


まざく と 夢の に げ ゆく 若葉 哉 昭九 

通されて 二  肢 ゆき 若葉 哉 昭九 

一口に 若葉と 云へ ど樹々 3 映 昭九 

青 葉 称の 葉の 靑 きながら に 散て けリ 

茂  敎會の 塔 聳えた る 茂リ哉 

十字架に 旭の 光る 茂り 哉 

曾遊の 友と 憩 ひし 茂り かな 

下 Ml 下 闇 を ころばぬ やう ！.i 行 き 玉 へ 

葉 柳 葉 柳！ 一  牛 をつな いで 眠る 人 

返 まや 門の 葉 柳 風が 吹く 

菜 柳 や 肉賣る 軒の 色ガラ ス 

杉の 花 瑞垣ゃ 杉 S 花 はらり/, \> 落つ —一. 一 

百 B 紅 寺の 門に 猿 曳憩ふ 百日紅 . 

® の 花 人？ 世の 我に 友 あり 姊 5 花 

柹の花 金魚の 鉢に とられけ り 

栗の 花 山門 や 栗の 花 散る 右左 
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造 物 者の 話 をす る や 栗の 花 

虻 飛んで 栗の-花 散る 小道 哉 

合默花 鉢植を 床に 移す や 合歡花 

S 撩の花 栴檀の 花 散る や 桶の 心太 

紫陽花 紫陽花 や 女 米 磨ぐ 井戸のへ り 

紫陽花 や 1 に 口 を そ X ぐ 尼 

0 凝 截^の 极に 蟻の 群る R 向 哉 

窓掛に 風が^  くな り 紅 蓄^ 

うづ 高き 石炭 かす や 白き 截^ 

自轉車 の- 立 て かけて あり 薔^の 門 

蜘珠 の鬧に 風が 吹くな り 薔^ の 垣 

茨の 花 貝殼に 茨 花 散る 蟹が 

十字架 や 野 茨 空しく  A ひ 茂る 

道端に 野 茨み だる、 ごみ 捨場 

切 く 墓 原 道の 茨 かな 

伴天連の 墓 を めぐりて 野 茨 かな 


牡 丹 關廟ゃ 朱塗の 門に 牡丹 さく 

訪ひ よれば 貧士が 庭の 牡丹 哉 ミー 

中庭 や 牡丹に つるす 鐵燈籠 ミー 

韓 客の 詩 を 題し 去る 牡丹 哉  一一 二 

卓上に 社 丹 活けた る 名醫哉 

夜食して 使節 を 饗す 牡丹 哉 

牡丹" く 牡丹と 號す 旗亭 哉  一一 二 

唐人の 泰驼と 語る 牡丹 哉  一-二 

拜觀を 許す 離宮の 牡丹 哉 

アメリカ は 人 皆 踊る 牡丹 かな 昭 

苟 藥^ 藥を 牡丹と 思 ひ 誤 リぬ.  一一 二 

百合の 花 白百合に 眞黑き 蝶の ねむりた る ：： 

a 百合 や 尊 の 露の 淺綠 一一 一四 

白 la 合 や 聖母の 像と しるされし 三 四 

鬼百合の 枯れなん として 鬼々 し 三 四 

杜 若 釣 殿へ 廊下 を 通 ふ杜若  一一 二 1 
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書 顔晝額 汀に 馬 を 洗 ひけり 

晝額ゃ 物干 薹に這 ひ 上る 

晝籙の 河原 引き 行く 砲 IBl- 哉 

晝額ゃ 石橋 越せば 牛の 糞 

晝鎮ゃ ころがる 貧乏 德利哉 

晝額ゃ 砂に 埋れし 石 地蔵 

晝 額の 庚申 稼 は E とな り ぬ 

晝額ゃ 船 引き 上ぐ る 砂 の 上 

晝鎮ゃ 手 創 を 洗 ふ 女 武者 

. 晝 額 や 水に 背いて 陣 を 布 く 

土手 越せば 晝顔 這うて 道盡 きたり 

レ— ル 朽ちて 晝 S 這 ふや 舊 線路 

晝 鎮ゃレ ー ル さびた る舊 線路 

晝籙 や.  汀に 据 ゑる 大鼎 

河 # 河 骨に まひ /\ 蟲も まゐ りけ リ 

萍  浮 草 ゃ娃の つらの 浮上る 


二三 


」 一一 1 


！ «  S ^蓴菜 ゃ筧の 石に 注ぐ 所 

B の 花 犬 蓼 や 米 こぼれた る 井戸の 緣 

靑 S 雨に 立つ 信號 德 ゃ靑芒 

卓上の 灯 わたる 風 ゃ靑薄 

夏 草 夏草 や 巡 守の 車鄴に 入る 

夏草 5 夢の 跡な ど 見て 來玉 へ 

若 竹 若 竹 や： i 珠ゃ 朽ちた る 緣の穴 

靑 梅 靑梅 8 窓-」 落つ る や It 明り 

靑槔ゃ こつり と 落る 石の 上 

靑梅 のた X  くや 雨の 石燈籠 

かみ 破て ま だ 靑 梅のに が き 思 

靑梅 やた \ き 落して 捅 にみ つ 

袖の 花 花 柚-」 松 魚に 句 ある 顷 ならん 

麻  麻の 葉の 軒端 を な づ る 村 家 哉 

* 加 子の 花 花なら ば 茄子の 花に 似 たるべく 

茄 子 ぷリ くと 大な 茄子 を 洗 ひけり 


三 二 

1 

三 一- 

昭 五 
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ニ胶 になり か、 りたる 茄子 哉 一一 一四 

睾丸に 似て 居る と 云 ふ 茄子 哉 I  一一  SI 

詰 込む や 茄子 Q はみ出る 鍋？ 蓋 三 四 

瓜の 花 都に も 瓜 やなす びの 花 は 候. 三 四 

胡 瓜 ごた/^ と 煮て しま ひぬ 茄子 胡瓜 • 一 一一 四 

.S 牛 募 山牛勞 の 葉 蔭 ほのか や ェの紅 1 W 


秋の 都 

時 候 

八 ベ：：：： や 男 牛； みたる 佛師が 妻 一一 一一 一 

立 秋 萩 芒 草 さま/ぐに 秋 立 ち ぬ.  一一 二 

秋 立つ や 富 山 ； 、歸 る藥賣 三 一一 

立 秋 や 納 戸 に 搜 る 根 湯  一-一一 

秋 立つ や， b の 草に 缣 を と ぐ -- 二-一 

立秋 や 銀の 茶 の 市に 出る 三 三 

秋 立つ やまだき の 窓の 隙明リ 一 五 

今朝の 秋 ffi 紙の 藥袋ゃ 今朝の 秋 M 

隙間 もる 朝 n にさめ て 今朝の 秋 ！五 

一 一 百 十日 盗人 潜む 二  十日の 緣の下 三 一 

秋 し 秋. 化 i£ き 花 も 飾る や 食堂車 昭七 

行 秋 行 秋 を 媳螂の 斧 重げ なり.  一一 二 
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行 秋. や 門札 か はる 筋 向 ひ 

行 秋 を 案山子 遂に 焚かれけ り- 

行 秋 を途に 喪家の狗 となりぬ 

行 秋 ゃ芒瘦 せた る 影法師- 

行 秋 を 銀の 茶釜の 賣られ けり 

行 秋の 波に た よ ふ 卒踏婆 かな 

家信 絶えて 募れ 行く 秋の 侘し さよ 

一一 一 界に家 を 求めて 募る 、 秋 

S* の 秋 水 幾に 箍 を はめけ リ慕ハ 秋 

秋の タ つくねん として 秋の 夕を更 しけり 

K の暮 門に 立てば 葬禮 通る 秋の 甚 

秋の 暮隣 Q 娘 賣られ 行く 

客 を 送 る潯陽 江の 秋の 暮 

灯 も つけず 何やら 思 ふ 秋の 暮 

夜 長 長き 夜の 行 燈に何 か 書いて 見ん 

文 殼を鼠 引き 行く 夜長 哉 


管 欲と 仰せ 出されし 夜長 かな 

よし さらば 位 き 明さん か 夜の 長き 

茶話 會な ん どす 習學 寮の 夜の. 長き 

唐紙 に 鼠溺す 夜長 哉 

夜 を 長み 讀み もて 行く やさる 程に 

.E 賊の 煙草く ゆらす 夜長 かな 

灰に いろは 甞 くや 夜長の 煙 草 盆 

力 ン テ ラ に 新 is; を あ ぶ る 夜 長 哉 

殘 未だ 秋の 句に も な ら ざる 残暑 哉 

吹出物の 痛み 出した る 殘暑哉 

教 暑し 藁 精の 緣 ぼろ/ \ に 秋 暑し 

秋 暑き 函 館の 町を步 きけ り 

稍 寒 小包の 洽 着きけ り 稍 寒み 

稍 寒み 修學 旅行 Q 揭示 出づ 

北 向の がらすの 窓 や 稍 き 

稍 寒き 我 は； 大 下の 浪士 な り 


ill 一一 一 


三 二 


昭七 
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改 易 を 云 渡されて 稍 寒 き 

稍 寒く 餘. S の 出來し 手紙 哉 

そ マろ 寒 口笛 や 白に 鞭 置く そ ろ 寒 

牛 追の 鞭 を 鳴らす やそ e ろ 寒 

u 笛 を^く ゃ脣そ i.- ろ 寒 

そ ろ 寒 幾の 骨 打つ 臺所 

® 寒 朝 寒の 喇叭 を閗 くや 城の-下 

朝 寒 や 寒 水 石の 手水 鉢 

朝 寒の 疏水 を 下る ボ I ト哉 

朝 寒 や 車 引き込む 大极畑 

朝 寒 や 富 士を向 ふに 大根 畑 

朝 寒 や 鳩に 餌 を 撒く 寺 の 庭 

朝 寒 や を つめ 込む 壁 の 穴 

朝 寒 や 鞭 ふ りなら す 羊 飼 

朝 寒の 家鴨 流る \ 小川 哉 

朝 寒の 池に 浮べる 鵞鳥 かな 


三三 

昭ニ 


sill 

三  一一 I 


三 二 

三 二 

ー1ーニ 

三 二 

三 一一 一 

11 一三 

三 三 

一一 I 一一  1 


朝 寒う 波打 際 を あるきけ り 

夜 寒 故里 は 火を點 したる 夜寒 哉 

閬 として 鐵 工場の 夜寒 かな 

寐そ びれ て 風 を 引きた る 夜寒 哉 

松明と もす 主 殿 察の 夜寒 哉 

貧に 處す 壁に 夜寒の 影法師 

客僧の 一 百 葉少き 夜寒 かな 

, 夜寒 さや 煙草盡 きたる 汽車の 中 

蔑 刻む 昔 や 戸 を 漏る 夜寒の 灯 

灰汁の 垂る X 音 や 夜寒の 臺所 

山 寨に篝 焚き 居る 夜寒 哉 

山犬の 里 へ 吠え 寄る 夜寒 哉 

大根 切る 音 や 夜寒の 臺所 

抱關と 擊柝と 語る 夜寒 哉 

新聞 を 貼る や 夜寒の 壁 の 穴 

蓄麥殼 を 枕に つめる 夜寒 哉 
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秋 * そ * 秋 秋 


夜寒 さや 百鬼夜行の 稳卷物 ミー 一一 

機關 車の 湯 を拔く 音の 夜寒 哉  一一 i 

ひや、 か 寢が へりの 耳に 枕の ひやり とす 一一-一一 

秋 雜 語り 出す 明治 十と せの 秋の 顷 一一 一一 

太 液に 水晶 漑を洗 ふ 秋 三 一一 

連れ立つ や 名 は 相 知らず 秋の 人  一一 i 

故里 や 六 年ぶ リの 風呂 の 秋 三 S 

松の 影の 墨搶 にに じむ 沼 ァ.： 秋 昭セ 

天 文 

初 3 風 湯 上 リの溢 茶す \ れ ば初嵗 一一 1 I 

繕 はぬ 垣の 穴より 初 嵐 一一 一一 

初 凰靑燈 消えん とす あまた &び = 一一 

初 嵐銜立 はたと 倒れけ る ！！ 1 一一 一 

初 嵐 香煙 急に 斜 なり ill 一一 一 

取り散らす 新聞の 上 や 初 鹿 111 一一 1 


行水し 居れば 緣の 下よ リ初嵐 "ニー 

本堂 へ 通 ふ 廊下 や 初 嵐 i 

足の 出る 夜 著の 裾より 初 凰 -- 一一-一 

秋 風 病 犬の 鼻づら かわく 秋の 風 ml 一一 

激を； „K ふ 土橋の 下 や 秋 の 風 i^ーー 

秋風 や 七 首 を 抱いて 秦に 人る j!l 一一 一 

刈り 残す 一 畝の 粟 や 秋の 風. ほ 一一 一 

溢 紙 カ藥藥 しゃ 秋の 風 -ー 一一-一 

風 や 鼬の 通 ふ 稱の穴 一一 一-一- 

風  や  眼  を  病む  妻が  洗髮  一一 一四 

ば tei 德丸 い 山 越す 秋 の 風 .1 

風 や あれ は 都へ 歸る 汽車 昭七 

野 分 弦 =: の 下 吹き通す 野 分かな •-- 一一 

一夜 荒れて 晴 てし まひし 野 分 哉 - 一-一 

悉く 稻 倒れ伏す 野 分 哉 一二 

牛小屋の 屋根 を 野 分に さら はれつ il! 一一 一 
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汽 * 本'' 散 * 引 


山の 湯 や 霧 に 蒸 されて 木々 の せ 口 

朝霧 や 消え 殘る灯 5 港町 

秋の 雨 亡妻の 琴撫 して 見る 秋の 雨 

洒 を^ぶ？，！ 泉の 二  Jra や 秋の 雨 

秋の 雨？ 朽樹の 洞に 溜りた る 

秋の 雨から りと 晴れて 夕 映す 

0  鎌の 柄 は ひたと ぬれたり 草の 露 

露 多 き土藏 5 影 Q 薪 かな 

露に 坐す 丈 八 尺 5 魔舍那 W 

妹 許 や 露の 笹原 踏み分け て 

山廟ゃ 露の. に 鬼 冗 

露草 や 露に 坐した る 地 藏 t サ 

嘵ゃ靑 に 鞍 置く 露 の 背 戶 

後 朝ゃ髮 撫で 上ぐ る笹 の 露 

获 芒 う な づ き 合 -ソ て 露の 秋 

淸 けさ や 色 さま に 露 の 玉 


！ 五 

昭七 

土 


-ニ 

I  二 

ニー 

ニー  一 

昭 四 


旅 lis  5 細 もさけ よと 野 分かな 

ばらく に 笆蕉 さけた る 野 分 哉 

越して 野 分 淋し や 野 寺の 夜 

々 に 卒^婆 倒れし 野 分 哉 

堂の 冗 はがれし 野 分 哉 

:ij 山 高く 野 分 S 汽車の 通 リけリ 

野 分 止んで 夕 3 の富士 を 望 みけり 

雪 隱 の 窓 や 野 分の 森 を 1^ る 

野 分 やんで 波 を 見に 出る 濱邊哉 

霧  朝霧 を つんざく 一  番 列車 哉 

朝霧に 燈臺の 火の 残リ けり 

燈臺ゃ 霧^きめ ぐる 岩 2 角 

朝霧 や 鳥 羽 を 入り 来る 八 反 帆 

朝霧に 山 寨の鬥 鎖した る 

一 つ 家の 一本杉 や 霧の 中 

曙 や 霧に うづ まく 鐘の 聲 
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秋 


秋 * 髮 

西 洗 

日 ふ 

風 

赤 呂 
松 場 

並 の 


ぶ 

幹 

の 

朱 


P 

や 

秋 
西 
曰 


金 
昇 

の 

紅 
葉 

に 
秋 

の 

夕 

哉 


賣 
れ 
殘 
る 

厶 
ネ 
に 
秋 
の 
夕 

哉 


木鼠の 葡萄棚 這 ふ =： 夜 哉 • 一一 一一-一 

秃山 に 松 疎らな る：；：： 夜 哉 11 

明月 や 茶釜に 化ける 古狸  一二三 

蛇 柳の 葉 越の 月と なりに けり lis 

荒波の 何に 驚く 月夜 かな 三 S 

すき 者の 大臣 氣 疎き HJ の 宴 昭丸 

二  B 月 とぎすます 敏缣の 上 や 二： wr;::  ！! 1-ー 一一 

名 H; 名 ：：；： や 絲 瓜 腹 の 片 光 リ • 昭ニ 

H: 今脊 月 今宵 茶釜に 化けし 理哉 5 

十六夜 十六夜 を 宵よ リ ねたる 男 哉  一一 一二 

雲黃 色く 十六夜 S 月 出 でんと す ミー 1 

十六夜の 芋 汁残リ 少かリ 一一 一 一一 

星 H; 夜 ぬかるみの ほのかに 白し 星： H; 夜 .^1 一一 

屋根に 並ぶ 天水桶 や 星月夜  一一 一二 

天の 5 長 城 を 眞 十文字 や ；大 の 河 一一 一 一 

天の川 鑑撟ハ 上に 夜更けたり ミ 1 


秋の 雪 石に 踞し 仰で 秋の 雲 を 見 る 

日蝕 せんとして 秋の 雲 黃 な リ 

下 黑く上 夕燒け の 雲の 秋 

at ォ， - シスの 挪 子葉 招いて 月の ぼる 

赤々 と ビラ ミ にかけ て 月 上る 

HJ の 甲板 旅僧 寐 ねず 語ら ざ る 

海原に 鄉里茫 た リ= ^千里 

琴 彈の祠 の 上 や 今 3 の H: 

早く 寐ん 獨リ 見る 月 の 淋し さに 

獨 身の 膝 を 抱て 》: 見 哉 

芋 食うて 仁 和 寺の 僧 等 月見 哉 

隧道 を濱邊 へ 出づる 月夜 哉 
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引窓 や 消え か、 りたる 天 s 川  一一 i 

稻 妻. 稻 妻に 盗人め ど を 付けに ける 三 1 

新 院の陵 ありて 稻 妻す =ー 一 

兵の 後 姿 を 稻 光 I 一二 

稻妻ゃ 一 時に あかき 壁 の 穴 111 一一 一 

稻 妻に 盗人 走る 野末 哉 - ニー 

參 籠の 夜す が ら 淋し 稻光 一一 一一 1 

山陵 ゃ稻 妻し きる 石の 上 一一 1 一一 

稻妻靑 く 黑き佛 の 立ちた まふ 三 二 

稻 妻の 岩 を つんざく 枬哉 一一 一一 一 

稻妻ゃ 軒の 芭萍= の風も な し. 三 一一 

梁 上 の 君子 危し稻 光 一一 三 

や 1< ありて 义 すさまじき 稻 妻す 三 二 

稻妻ゃ 石 上に 喝す 折し も あれ =1 一一 

掌 上 の 虬玉靑 し稻光 一 11 一一 

文身の 稻妻は 其 名な りけ り ョ 一一 


稻 妻に 讀 得たり 伏 魔 將軍廟 之 碑 一一 一： 

稻妻 やかくても 廣き土 佐の 海 三 一 

稻妻ゃ 荒野の 果の 一軒屋 -- 一一 

稻妻ゃ 五位 驚 一羽 鳴いて 行く 一一 一 

もの i けの 枕邊 去らず 稻光 三 

稻妻ゃ はや 三七日の 御惱 三 

稻妻ゃ 宿場の 鍛冶が 夜もすがら 三 

リ W 兵に 誰何 せられぬ 稻光 三 

一 5^5 人の 額 そむけけ り稻光 三 

稻 妻に 闇の 破る. -音 すなり 三 

稻 妻の 雲から 雲へ 走りけ り 三 

稻 妻の 行 處 なき n: 夜 哉 ニー 一 

稻 妻の ぴ かりとし 我 ひやり とす 三 

佛 壇に 鼠 さわぐ ゃ稻光 ミ 

不動 岩の 稻 妻の 中に 隱 見す 

稻妻す箱根の宿のっれ/^^に 一一 一 
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化繁を 五位に 叙す 夜 ゃ稻光 三 三 

稻妻ゃ 波に 拋っ普 門 品 一一 一三 

稻 妻に 玉 を 搜るゃ 龍 の 腮  一二三 

稻妻ゃ 谷の 深き に 湯船の 灯 S 

稻妻ゃ 湯船に 人 は 玉，. -如 一 五 

地 理 

秋の 山 霧 晴れて 兀 として 近し 秋の 山 

秋の 水 秋の 水底に 飛 為の 影う つる 

獵人？ 野太 刀 を 洗 ふ 秋 の 水 

秋の 水の 底に 光る や 缺け德 利 

岩瘦 せて 足下 に 秋の 水 細し 

秋の 川 一群 は 地蔵 流し か 秋の 川 

流星 一道 禾候 秋の 江 を 渡る 

落し 水 々 の 山 E を 下 だ る し 水 

刈 田 山 かげの 蟲田も 今 は 刈 田 かな 


初 汐初汐 や 岩間々々 を 尋ねて ぞ 

初汐ゃ あり 丈 延ばす 錯網 

初汐ゃ K« 八 廻廊 灯のと もる 

初 汐ゃ狸 土 舟 を 浮ぶ ベ う 

初汐 5 燈心草 を 浸しけ リ 

. 渡し場 や 初 汐逼る 蟹の 穴 

初汐ゃ .3 魚 躍ね て 船に 人 る 

教の海 風呂に 入れば 小 窓に 秋の 海 寒し 

人 事 

迎 火 迎火ゃ 思 ひがけな き 山の 上 

ぬかるみ に迎 火う つ る 庵 哉 

迎火ゃ あちらこちらの 山の 上 

燈 籠 卒踏婆 傾き 骨ば かりなる 燈籠 かな 

一 つ 家の 燈. 籠 高く つるしけ り 

朝 嵐に 宵の 灯籠の ゆられけ り 
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水門 【； 流れ か、 リし燈 籠 哉 

雨 そぼ/、、 灯籠の 灯の 朧 なる 

燈籠ゃ 草に すゑた る 灯 2 しめり 

見て 通る よその 燈籠ゃ 籬の内 

# あ らぬ 方へ 迷 ひ 入リけ リ墓參 

墓參 道草 食うて 歸 リけリ 

墓參 野良犬 あ I： と」 を つけて くる 

齒 朶 原 を 通 つて 行く や 墓 參 

墓 參御墓 に 鳴く は 何の 鳥 

姉 樣を誘 う て 行く や 墓 參 

野良犬が つ い て 來 るな リ墓參 

火 ぬかるみに 花火 力 映る たんぼ 道 

消えが てに 風 に み だる X 花火 哉 

雨 ふらんと して 連り に揚る 花火 かな 

や、 ぁリ て ぼ んと 鳴りけ リ遠 花火 

水 樓ゃ櫊 干に よれば 遣 花火 


思 ふ 事の 空 にく だくる 花火 哉 一一 一丸 

遠 花火 開いて 消えし 元 S 闇 昭ョ 

砧  砧 打つ カンテラの 影法師 哉 ： 

繩なひ 居れば 砧打 出す 隣 かた 

砧打 て ば 力 ン テラの 灯の また. < きぬ 

渡 守の 妻が 砧ゃ川 向 ひ 

鹿 笛 鹿 笛と 山刀と を 吊した る 

新 酒？ お を 得て 厨に 捜る 新酒 哉 • 三 一一 

浮世い かに 貧乏 德利 Q 新 fS 哉 三 一一 

ばう として 新酒の 醉 のさめ やらず 一一 一一 一 

秭 むいて 新酒の 醉を醒 すべ く  • 一 一一 一一 

新 15 賣る 茶店なら ぶ や 二 一一 一軒 H 一一 

わら ぢ賣る 店に 新？ 5 を たづね けり  一一 二- 

靈 前. - 榊に そ.^ ぐ 新 IS 哉  一-ニー 

新 }^ 問 へ ばた しと 答 へ て 麻 をう む 

馬方に F 問 ひけ リ. 4 マ 年 IS 三-. 1 
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客 觀のコ I ヒ ー 主觀の 新酒 哉 

燒 米 燒米ゃ 棚の 御 注 連 を 張り かへ る 

燒 米に 少し 交る や 靑ぃ粒 

土器の 燒 米に ちる 丁子 かな 

柚味唱 柚 味 t" あり 酒な くんば あるべ からず 

秃椀 に 慰 斗 を つけた る 神 味嗜哉 

出 代の t-Jl リ损 ねし 柚 味喈哉 

晨に 起て 主客 碁 を 打つ 柚 味^ 哉 

す り 鉢に 殘リ少 き 柚 味噔哉 

禪 僧と 禪 庵に；^ 5 る 柚 味^ 哉 

客僧に 枘味噔 振舞 ふ 山家 哉 

小坊主 の 柚 味 す りけ りか はる ^ 

古 妻の 袖 味^ 作る や m 心 

鳴 子 鳴子 引 日に 五 匁 S 麻 をう む 

橋 守の 鳴子 引き ほる 正 午 哉 

刈 株 や 山 W 5 鳴子 倒れ伏す 


昭三 

三  一二 

三 一一 一 


三 二 


三 二 

三 二 


坦 越に 鳴子 引きけ り 川 向 ひ 三 三 

背の 子の ひつば リ たがる 鳴 子 哉 三 一一 一 

總領の 甚六と 申す 鳴子 引 三 三 

夕 鳴子 雀 御寺へ 飛んで 行く 三 三 

鳴子 引きに 出れば 背戸の. 小春 哉 1 五 

案山子 案山子に 似て 我 影 悲し^ 貰 ひ 一一 一一 

燒け殘 る 案山子の 足 やく どの 下 ヒー 

刈 株に 倒れ伏し たる 案山子 哉 ミヨ 

空 高 く 林檎 を 守る 案 山 子 哉 昭七 

送 蟲ぉー リ喧華 あ リ とて 立 騒ぐ 三 - 一一 


蟲 


羅 


勖 物 

鹿追うて 貴公子 森に 黄昏る I 一； 一 

行 暮れて 鹿な く 里に 一 夜 哉 ほ 一 1 一 

驚き 易き 征 旅の 夢 や 雁 の 聲 一!i /一 

金 風 白露 い つし か 雁閗く 夜と なリぬ •ill 一一 一 
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雁 鳴く ゃラ ン。 フの 笠 へ 文字 を か く 

過る 脈 御堀の 雁 や 丸の 内 

0  鹑 鳴く あこら あたり は 三 等 田 

蓼の 德の風 や 鶉の 夜 明 額 

嶢  鳴 飛んで 路 夕陽の 村に 人る 

鳴 わな ゃ嗨 はさ やらず 藝 の 花 

0 日 は斜粟 かり 居れば 鳴が 鳴く 

大 石の 浪宅跡 や 百舌鳥 の. 萆 

鴨  靈 前にぬ か づ き 居れば 轉の萆 

神 さびし 宫の 木立 ゃ鷓 の 萆 

眼 白 杉垣に 眼 白 飼 ふ 家 を 視 きけ リ 

歸る燕 歸る燕 電信 線に 憩 ひけり 

^ 始蟒蜓 や 案山子の 笠の 眞 中に 

赤鳙蛉 5 せて 流る かな 

とんぼと まれ 水 くら はせん^の 花 

背戸の 川 へ來 たよ 昨日の 蜻^ 鈎 


草原に 赜 挺の 羽の 光りけ リ 

夕 W の 草に 寐に來 る iiw かな 

蜻 挺の 首 傾けて 飛ばん とす 

緣に 干す 蝙蝠傘 や 赤蜻蛉 

ふいと 飛ぶ 革 の 赜挺ゃ ふいと 來る 

蜻 挺の 羽根 や 主の： i 珠は 留守 

くる/ \ と 眼 玉 を ま はす 蜻挺哉 

媒竿ゃ 旗、 に 風な く 赤婧鈴 

ぶら 下る とんぼの 羽根 や 蜘跺は 留守 

赜 挺の 頭 動かず 日 午な リ 

河 骨に 衣 をぬ ぎた る蜻挺 哉. 

釣 橋の 下 は 空なる 蜻鈴哉  一 W 

蜻蜓 ゃ實リ 伏す 稻 まだ の 稻. 昭七 

秋の 螢 戀此頃 秋の 整に 句 多 かり コニ 1 

秋の 螢 風の 芒に 飛び もやらず • ーーョ 

ゆらくと 秋の 螢の 水に 落つ 三 一一 
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蜘ゃ向 ひ 5 峯は 夕立す 

く，^ あ あはた しつくく ぼ ふしつく 法師 

つ くく ぼ ふし 親がない とて 子がない とて 

秋の 蚊 溢れ 蚊 や 隣に 更 くる 百 萬遍 

^れ欧 に 厠 いぶせき とまり 哉 

河 鹿 崩れた る 水車の 跡 や 河鹿 鳴く 

河鹿 鳴く 炭燒 小屋の 夜 明 哉 

a  墓 守の 子 は蟲賣 りに 布へ 行く 

佛 壇の 获に 何やら 蟲が 鳴く 

何蟲ぞ 今宵 も 簀戶 に 來 て 鳴 く は 

何蟲ぞ 捕へ てた ベと 子の せがむ 

鳴かぬ 蟲ラ ン。 フの 笠に 飛んで 来る 

城跡の 荒れ果て i 蟲の 名所 かな 

何 蟲ぞこ ろ じいと 緣の下 

蟲賣ゃ 火の 用心 Q  i 良人 

0  ^ 別れん と 酌む 夜もすがら 1^ 蟀 


藥 煎る 鋼の 下よ リ きり 

破 冗う-つ 高 う し て き リ 

妻 もな し 父な し 母な しき： 


稍 寒 み 肩 さ せ 裳 させ 蟋蟀 

0  蟀ゃ 漬物 桶の 小 影よ リ 

破れ 甕の 中ゃ蟀 鳴き さ か る 

鈴 蟲空壕 に鈴蟲 鳴く や 夕月夜 

鈴 蟲ゃ道 極って 河の 岸 

レ ー ル 朽ちて 鈴蟲 鳴く ゃ舊 線路 

^  危 ふさよ 檔鄉蜂 を ね らひ よる 

嫦螂の 踏み はだか つ て 何ね らふ 

嫦 螂の亂 を 好む にし も あらず 

af  翁 目が け 投げた る轜の あやまたず 

ビン セットの さきにおめ 後け る 愈 哉 

後 朝？ 袖に すがりし いなご 哉 

ばった 晝 過の 體操場 をば つた 飛ぶ 


】81 
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蚯^ 鳴く や 冷き 石 Q 枕元 四 一 

0  =： に 行く 進士の 船に 鱸 哉 ！！ I 一一 一 

舷 に m を 散 ら す 鱸 哉  一 i 

船底に n を 動かす 鱸 かな  一一 ニー 一 

^ 白砂 靑松 磯に 群がる ii 引. 

沙 魚 夕 映 や 沙魚釣 もどる 土 堤の 上 ほ 

沙魚 釣の 籠を視 くや 藥 賣 三 三 

沙魚釣 や 同じ 處に小 半： " 三 三 

沙魚 釣の 川 を 隔て >| 語 リけリ 1 一 i 

沙魚釣 や す そ を か、 げて魔 S 中. ー1ーーーー 

沙 魚 にげて 燈 心草ハ ゆらぎけ り 三 =1 

植 物 

1 .m 落ち もやらず 骨 あら はなる 一葉 哉 三！ 

瘦^ 珠の 宿と なるべく 一  葉 哉 1- 二 

巴 字の 池 を 一葉 流る、 舞 ひながら ill/i 


稻の蟲 標本 ゃ稻を 添へ たる 稻の蟲 

せん もな や 家に は 鼠 あり 稻の蟲 

本 を 調 ベ て 見る ゃ稻 の 蟲 

蟲の つきて 目 も あてられぬ 山 田 哉 

隅々 ゃ稻蟲 除の 護符 

振リ 照す 松明 ゃ亂 る、 稻の蟲 

稻の蟲 川 向 ひへ も擴 がりぬ 

後 朝 や 袖に 飛 付く 稻の蟲 

稻の蟲 せん 方 もな く 殖えて けり 

W  ^  € 監獄の 裘の小 溝 ゃ蛇蚓 鳴く 

仕置場の 裏 を 通れば 蛇蚓 鳴く 

燒跡ゃ 井戸 は埋れ て蚯朗 鳴く 

餌 箱の 蚯蝴 鳴くな り 流 元 

風呂の 湯 をぬ けば 蚓の 鳴き 止み ぬ 

どぶく さ き 跻地を 道 入れば 鳴く 

塵 ひえて！ ^ 蚓 鳴き 出す 别れ かな 
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植 房の 窓 に 落 ち けリ桐 一 葉  一一 ニー 

普請場 や 竹の 矢来に 桐 一 葉  一二 一一 

雪 隱 の 窓に か 、りし 一， 葉 哉 三 一一 一 

沈み もやらず 一葉 流る 舞 ひながら 三 三 

あら 壁に 塗り こまれた る 一葉 哉 三 三 

蟻 EIJ^ にう つかぶ さりし 一葉 哉  一-ニー 一 

普請場 や 足場の 上！； 桐 一 菜 置 

犬小屋の ブリキ 5 屋根に 一 葉 哉 三 三 

ブリキ 屋根に へ ばり 付た る 一 葉 哉 三ミ 

そ ぎ 竹 Q し ， つ び 返 しゃ 桐一葉 一一 一一 一一 

茶畑に 隣の 桐の 一葉 哉 ミー-一 

掃 溜 や 一 葉に 白 き 鳥 " 糞 ミヨ 

西 向の 解剖 室 や 桐 一 葉 一一 一三 

白 塗の 門番 小屋 や 桐 一 葉 ミー 一一 

挖 や 格子に i!^ る 桐一葉 三三 

« 葉 文箱と けば 狀に 添た る 紅葉 かな ！！ 1； 一一 


龍王 を 祭る 淵に 臨んで 杠葉哉 • 1!!/ 一 

舞 ひ 下リて 小琴 を 撫でし 紅葉 哉 ill 一一 

敷石に 紅葉 散 リけリ 門 の 内 ！ HI 一一 

葷酒 山門に 入る を 許さず 杠葉哉 ！ 11 一一 一 

山門 や 紅 菜散リ しく 甓 一一 一一 一 

樹か ら樹 へ 渡す 紅葉 や 山葡萄. 昭七 

峯 すでに 麓へ ぼかす 紅葉 哉 f 

t»< 紅葉 十 里 堤上楹 悉く 紅葉す 1!1ーー 

小 松小笹 所々 の攄杠 葉！ 11/ 一 

攄 紅葉 刈 田の 中に 小き 沼 ！ 11  一 I 

柹 紅葉 一村 q 姊杠 葉して 夕日 哉！ 11 一一 

蔦紅葉 くづれ たる 煉 S  Q 稱ゃ 蔦紅葉 Hi 一一 一 

蔦 杠 葉 す 注 連 を はりた る大锓 111 一一 一 

石 門 や 蔦紅葉して ぶら 下 る 三 一一 

蔦 紅 葉す 岩に 白き は 鳥 の 糞 一一 一一 一 

木 接 杓：^ ふ 音 や 木槿 2 垣の 內 一一 三 
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常 山の. 花 泥 舟に 常 山の 花の こぼれけ リ 

0  水門に 蔽ひ 重なりて 萩の 花 

ちょろく と 水 潜りけ り 萩の 中 

普請場の 丸太に 萩の こぼれた る 

庭下駄に 萩蔽 ひか 、る 茶室 かな 

雨滴れ の 下 やた、 けし 萩の 花 

禪寺ゃ 白 萩 緣に這 ひ 上る 

あか 桶の 萩 こぼれけ リ 竹の 緣 

透 S を 縫うて 小 萩の みだれ 哉 

蟻 探に 萩 こぼる i や 庭の 隅 

^きまく や 获も芒 も あらば こ そ 

荒 庭 や 駒の 道に 获の花 

驚くな 額に か、 る は 获の露 

菊の花 菊植て 厠に 近し 狭き 庭 

其 儘に 萎びし 菊 や 手水 鉢 

食卓 や 菊 を 園んで 五 六 人 


0 


朝 


. 菊 形の 菓子 賜 はりし 御宾 かな 

竹筒に 夥しき 菊 や 地蔵 堂 

葡萄 洒の. 敏 にさし けり 赤き 菊 

香水の 瓶に さしけ り 黄なる 菊 

. 其 中に 淵 明と 銘す 白き 菊 

"： 垣の 根の 黃 菊 白菊ち びけ たる 

講堂に 菊の 香滿 ちて 君が代 や 

靑 竹の 筒に さしけ り 赤 い 菊 

- 歳饉 ゑて 庄屋が 門の 菊悲 し 

故鄕 ゃ菊芳 L  く 父母 在す 

豆 菊の 盛 久しき 明 家 哉 

店先の 菊 美し や あづま 餹 

唐人の 卷 物見る や 蘭の 鉢 

蘭 の 拫に茶 かすき たなく ひからびぬ 

黑檀の 机に 對す 蘭の 鉢 

顔 枳鼓垣 を 朝 額 二三 のぞきけ り 
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听狭 きまで 朝顔 並べ 屋根の 上 I 一二 

かれ の 朝 額から むれん じ 窓 ill 一一 一 

朝鎮カ 唯一 色に 淋し さよ 1 五 

秋 海 堂 中庭 や 小 窓に 雨の 秋 海棠 三 一一 

鳳仙花 寄宿 舍ゃ 便所の 脇に 鳳仙花 三ミ 

赤鏽し ブリキの 暦 や 鳳仙花 ミー 一一 

我 室 や 便听に 近く 鳳仙花 三 一一 一 

龍蹈花 末枯 力 芝 山道 や 龍 膽 花丄 一一 一一 

コスモス コスモス や 束ね 上げても からめても 一 五 

攬特の 花 檀特の 花 さく 窓 や 敎師： 一一 二 

學 校と 見 え て 力 ンナを 土手の 内 昭七 

曼珠沙 誰 曼珠沙華 二 一一 一本 馬頭 觀世 音 ミ丸 

草の 花 道端 ゃ莩の 花と も實 とも 知れず -5 ハ 

秋 草 秋草 や 土手の み殘る 五稜郭 昭セ 

野 菊 藪 かげに 野菊み だる、 小徑 かな ！！！ 一 

石垣の 趱の 穴に 野菊 かな ！^ーー 


一 輪 Q 野菜 を 插む畫 盤 哉 三 一一 

草 刈の 謙に こぼろ i 野菊 哉 -霊 

誇 網に 引掛 りたる 野菊 哉 • 三 三 

S の 花 に 浸す 漬物 桶 や 蓼の 花 三-一 

味^ 漉 を 洗 ふ 汀 や 蓼 の 花 三 二 

善 麥の花 汽車 道の 廣吿札 ゃ蕃麥 の 花 111 一一 一 

上方の 芝居 下リ ぬ薷麥 " 花 は/一 

山腹の 赤い 華表 ゃ薷麥 の 花 一-三 

犬 良た 女 通る や 舊麥の 花 --ョ 

蓄麥 くやい つかの 旅の あの 時 も 昭七 

の 花 流 元-」 若 荷の 花の こぼ れ た る 一一 一一 1 

末 枯 水盤の 石菖 きたなく 末枯れぬ. ！ iVi 

鷄 頭 鶴 頭に 水 やる 者 は 老母な り =ーー 

寺小屋 の 門 を 這 入れば 雞頭花 - 一二 一 

萬 頭 や 村 學究の 狭き 庭 一一 一-一 

紫 垣に 煙草 干しけ り 雞頭花  一一 一二 
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道 傍に 小き 祠ゃ 接頭 花 

掃 溜に 舞 頭 赤し 鈉屋 の 口 

鵜 二 m いかに 获と 芒に 事 無き や 

幾 頭 や 小 使 部屋の 狭き 庭 

草 紅葉 草 紅葉 何！！ 飛び立つ 雀 かな 

薄 六尺の 薄 廿日の 月を撫 づ 

山 はげて 所々 の 薄 哉 

庵室の 庇を沒 す 芒 かな 

埋もれし 古 井の 跡ハ芒 かな 

ふらく と 蝶 飛び出で し 薄 哉 

大 鐘に 薄 亂る& 野 寺^ 

山崩れ 石 あ ら は に 芒虚々 

神橋 は朽て 久しき 芒 哉 

0 芒 線 芒の 月の 夜 顷は淋 しかろ 

德芒ゃ 地震に 裂けた る 山の 腹 

0  0 薄 野 を 行脚^ 一人し ぐれた る 


三 二 

一一 1 二 


三 三 


—  二 

三 一 


一一 1 1 

I  二 


ーー1ニ 


芒 野に 芒戰 いて 月の出る 

尾 花 矢 は 尾花 丸 は括梗 とな リ けらし 

鼬な く 尾花の 奥 や 化 地蔵 

山 もな く 尾花の 中二 人る E 哉 

萱  萱 原に ちん /\ ちろ り 風が ふく 

芭 蕉 中庭 や 雨の 芭蕉に 灯のう つる 

芭蕉 折々 石燈 籠に さは る 音 

0  鬼 蔦 や 仁王 5 足に 這 上る 

姬甚ゃ 地蔵の 膝へ 這 ひ 上 る 

銀杏 散る 本堂の 屋根に ちらが る 銀杏 かな 

柳 散る 姉 病む と 柳 散る ころ 便 あり 

柳 散る 軒の 行燈 のす 、けたる 

物置 や 柳 散り 込む 炭俵 

柳 散る 土橋 2 もと 5 地蔵 哉 

柳 散る ヘム 園の 隅 S ベ ン チ哉 

居留地の 電燈に 散る 柳 哉 
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柳 散る 市役所の 門ハ 人力車 

とひ 竹に 柳 散りけ リ積リ けり 

堀端 や 柳 散り 込む 幌車 

門札 は 女の 名な リ 散る 柳 

散る や 柳 門札 古く 貧兒寮 

水 甕に 柳 散りけ リ くさりけ リ 

浸した る 洗濯物に 柳 散る 

實 ら ざる 事 八 季姊の こ ぼれ 種 

下宿屋 の 神 熟せん とすれ 共 得ず 

姊 ^il しあ はう と 鳴て 鴉. 去る 

ころ 称と 草鞋と 吊す 山の 茶屋 

餅 を賣る 茶店の 軒 や 柹垂る 、 

^ 夕陽に 熟姊 いよく 眞 赤なる 

葉 隱れの 熟 稗 を 視く媳 哉 

豚小屋の 軒に つえた る 熟秭哉 

熟姊ゃ 藁. 屋 の， ilg  M,  m 


豚小屋の 屋 极に垂 れ たる 熟秭哉 

ffi 柹溢神 S 下 や 茶畑 大根 畠 

栗 栗 を燒く ある 夜の 雨の つれ に 

栗の いが 鬼の 糞 や 所々 

手拭に包みもならず栗^- いが 

大 たる 栗 一 つ 飛んで 失せに けり 

栗燒て 煙草 を 刻む 老婆 哉 

水 じくく 岩の み に 栗の いが 

鍾 栗の^ き ちぎられて 石の 上 

栗 一 粒 秋 一一 ー界を 蔵し けり 

梨 ばらの 拫に ミルクの 鑌ゃ 梨の 皮 

古 傘 に 稍の 梨 を 包みた る 

桟の實 まさきくて 蓬瀛 の 桃と 實 るべ し 

W 萄 あ を のけば 蛙 飛び付く 葡萄棚 

ビ—. ド C の 皿 に盛リ たる 葡萄 哉 

大 熱の 脣ひ やす 葡萄 哉 
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野葡萄 


柚の 實 

柘 IS 


無花果 

推の 實 


0 


1; 棚の ぶ だ うに 映る 灯 哉 

人に 贈る ぶ だ う の ふ さ を 分ち け り 

野ぶ だう やす，. - 竹 原 の そ こ か し こ 

野ぶ だう ゃ宽 朽ちた る 崖の 下 

蜂 飛んで 野葡萄 多き 徑哉 

到 來の味 喰に 添へ たる 柚 5 實哉 

庭の 柘榴 床の 柘棍を 笑 ふらく 

鉢 植の柘 榴少き 1=; を 持ちぬ 

葉が くれに 秋 を う な づく 拓榴哉 

う なだれて 灰汁 桶の ぞ く 柘榴哉 

無花果 ゃ藥 を 刻む 緣の先 

經誦 めば 椎の實 た.、 く 板び さし 

椎の赏 や 石の 鳥！ W に はね か へる 

推の 實ゃ 卵塔 並ぶ 荅 の 上 

炮恪に 推の- 實 はねて 人 閒なリ 

懸崖 ゃ圑栗 落つ る 驀地 


掠の 實 椋の實 の 馬 S の 上に こぼれけ り 

桐の 實 から く に 桐の 實 かれし 小 窓 哉 

格 a の實 揚 に 梅 檀の赏 の こぼれた る 

灰汁 桶に 栴檀の IK の こぼれた る 

采 お； 荣英の 根に あくた か 、りし 碛哉 

南天の 實 箱庭の 南天 赤し 窓の 下 

蘭の 鉢に 南天の- 實の こぼれた る 

.  南天 や 黄 南天 も 交りけ り 

杉は綠 南天 赤き ァ I チ哉 

鬼 灯 鬼 灯 やどの 子に やろ と 吹き 鳴らす 

鬼 灯 や 振 分髮の 昔より 

鬼 灯？ ふみ つぶされて 閫の上 

鬼 灯に 千代紙き せ て 人形 哉 

电灯ゃ 男 だてら に 鳴らし 見る 

絲 瓜 面白し 背戸の 絲 瓜の 長短 

日  一 口 ぶら り ,( と 絲瓜哉 


188 


句 俳 


i をす ねて： H 影 の 絲瓜 そり か へる 

長 過て 肥 手桶た &く絲 瓜 哉 

干からびし 絲瓜 をつ るす 納屋の 軒 

相 逢うて 話して 見れば 絲瓜哉 

0  官 を 辭 し て 大 なる 瓢を 愛す 哉 

目鼻 書て 衣服 着けた ■ る瓢哉 

我 頭 程 S 瓢を 作り 見ん 

南 瓜 ふち 缺 げし 鍋に 切リ 込む 南瓜 かな 

今年 も 亦 爺が 南瓜 を 召され け る 

缺 膳に のしをつけ たる 南瓜 哉 

うち 3 南， 瓜 隣の 垣の 朝 額 や 

西 瓜靑 草に 西瓜 枕す 西瓜 賣 

0 苡 薏苡 の實も 何とかに きく さうな 

W. 森 影 やくさ びら 生 えし 馬の 1^; 

女生徒 はくさ びら 狩に 裏の 山 

鬼 を 得ず くさ びら なんど 得て 歸る 


111 一一 一 


三 一 

—II 

i 

三 一 

三 九 

ill/ 一 

ほ 一一 


稚 

稻 の 


稻 の 

掛 ： 

栗 


欄干に 紅 茸 生 ふや 古 御殿 

掃 溜に 名 もな き 茸の 生 ひ 出で ぬ 

茸 狩が 茛入拾 ふ 石の 上 

林間 や 松葉 こぼる X 茵 の 钣 

茸 狩 や 若い 女の 白脚粹 

菌狩 喇叭 提げた る 男 哉 

岩 茸の 干からびて 居る 岩間 哉 

椎茸の 取らん やうな き 梢 哉 

物 買 て 宿 を 出れば 稻の花 

さ、 やかな る 停車場 あり 稻 の 花 

宿 女 郞の晴 衣つ けたり 稻の花 

北緯 四十 一度に 近し 稻の秋 

褂稻ゃ 水田に 映る 白き 雲 

粟の 德ゃ 案山子の 腰を沒 すべく- 

さらく と 秋お とづれ ぬ 粟 畑 

粟 炊いて 邯鄲謠 ふ 男 哉 


三 二 


三 一一 一 

三 三 


三 三 


昭七 

三 二 

三 I 
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0  黍 鼓に 壁の 破れ をふさぎ けり 

黎穀布 いて 牛 S ねて 居る 攄 の 蔭 

黍 穀 や 牛 を 引出す 背戶 の 口 

泰殼に 煙草の f4M の もえて 居る 

黍殼 S 五右衛門 風呂の 下 に a る 

黍 鼓 を 焚く や 露 營の 1^ ゆの 飯 

玉蜀黍 夥しく  泰 つるす 山家 かな 

廣泰ゃ 庄屋が 蔵の. E い 壁 

徒に 唐泰 長び て歳饑 たり 

唐 一泰 の 高 き 低き や 垣の 外 

芋  親 芋 はっく ねんと して 更に 愚な リ 

今 は 昔 芋ば かり 食 ひし 坊 主 哉 

薙髮 して 人道と 號し芋 頭 

零餘子 すり鉢に すこしば かりの 零餘子 かな 

枯梅ゃ 零餘子 2蔓 の 這 ひ 上る 

紫 S の 花 紫蘇の 花 水引の 花と 印る しけ リ 


蓬 m す、 けたる 軒端 やなす び 蕃椒 

京 は 今 愚 庵 Q 摘 味 蕃椒 

盜 みたる 新酒の 味 や 唐辛子 

燜 もせぬ 新酒の 味 や 唐辛子 

唐辛子 君子 慰 厨に 遠 か ら ず. 三 一一 一 

唐辛子 絲 瓜の 國を 忘る I- な， 一一 IS 

蓮の 實 蓮の 實の 飛び そこなうて しなびけ り ： 

水盤の 小き 蓮の 實も 飛びに けり  一一 ニー 

此夕 蓮の 實み なにな リ けらし 三 二 

M 杠ゃ 土より 出で し 紅葉 蘆 昭セ 

i 狄 漁 歌 止んで 只汐 風の 荻 を 吹く  ！！ 1 一一 
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冬 の 郜 

時 候 

霜 n« 霜月 や 下駄の 音 冴 ゆる 大通り ！11ーー1 

0 走 秃山を 師走の 町へ 下リ けり 1ーョ 

初 冬 初冬 や 野葡萄 熟 す 鼓の 中 ！ 11 一一 一 

冬の 夜 一握の 綠 うれしき 冬 夜 かな 六 

冬 ざれ 水 個れ て 橋 番小屋の 冬 ざれぬ. 1^/ 一 

寒 さ 寒 さ うに 犬 這 ひ 込む や 破れく ど ill 一一 一 

靴み がく 馬丁 部屋の 寒さ かな 111 一一 一 

禿山の H: の 夜す が ら 寒さ かな 一一 一 一一 

土 や 寒き もぐらに 夢 や 騒がしき 四 一 

椎の影 蔽ひ盡 して 池 寒し 六 

神 生 5 玄關廣 き 寒さ 哉 六 

骨 を 抱い て 家 を 出 づ れ ば 寒 き 霧 六、 


物 一一 ほ へど 猫 は 答へ ぬ 寒さ 哉 二 

只 寒し.！ II き 御 帳 黑き綺 子 昭 一一 

つめた さ 觸れて 見れ ど 唯つ めた さの 小袖 哉 六 

a ゆる 冴ゅる夜の欲にひ^-く汽笛哉 一一 一 

星 冴 ゆる 枚を銜んで 六 百 騎 H 一 一一 

凍 る雜 巾の 水リ つきけ り 流 元 〖一一 一 

流 元に 茶 かす 菜 履の 氷リ 付く  ！！ 1 /一 

徒に 凍る 現の 水 悲し 七 

冰る夜 や 額に 寄り 來る 猫の 鬚 二 

孤 兒の枕 並べて 夢 凍る 5 

凍てる 兀 として 凍て X 居る 哉 犬の |^ハ - 

小 春 小春の 緣に 障子 辯 ふ 比 久尼哉 ill/ 一 

池の 水 障子に 映る 小春 哉 ill/ 一 

野葡萄に 小鳥 群がる 小春 哉 1!1 一一 一 

人 群がる 動物 阅の 小春 哉 ！ 11_ 一一 

南 殿の 御 格子 か、 ぐ 小春 哉 は/一 
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泥 川に 古 足袋 沈む 小春 哉 一-一一 1 

杉垣に 強 蹄 干した る 小春 哉  一一 一二 

弗 骨 を 洛に迎 ふる 小春 かな 三 一一 

築山 を 巽 に 築き 小 六月 i 

先生と 話して 居れば 小春 哉 

緣に 小春 柱に 残る 爪の 痕 「九 

小春 日 やにげ た 小鳥 は 何 處の空 

歳の S 四十に して 未 だ 家 をな さず 歳 の 幕 

敌糠も 河豚 も ふなり 年の 暮 

忙し や 金が 人る 出る 歳 の 暮 

行 年 眼鏡 かけて 老いた る 姉 に 行く 年 や 六 

天 文 

M  木枯ゃ 故鄉の 火事 を 見る 夜 かな E 

» や 枯葉す るく と馳り 出す 11 一一 

^や 怪しき 雲の た >t ず ま ひ 三 一 


昭六 

三 一 

三 1 

—二 

i 


取の 雨戸た 乂  くや 夜もすがら 

夙 や 鈎 屑 舞 ふ 普請 小屋. 

WQi- 突に 鳴る 夜半 哉 

取 や 枯葉の 走る 塔の 屋极 

取 や 練兵場の 砂け むり 

W の ^^4、 の 山 か ら 鳴 て 來 る 

明け方 や W とぎれ /\  ^  く 

^  S 庭の 折戶を あほる 音 

木枯の 上野の 山 を 鳴て 來る 

や 土橋の-元の 立佛 

君と あら ぱ 取の 世 も 面白 や 

木 枯に耳 3^ てる 夜半 も あり 

木枯 に 散る とし もな き 別 哉 

時 雨 さして 行く 奉 天 城 は 時雨 哉 

別れ路 や 時雨れ くて 雨と なる 

しぐ る、 や 甘酒 ひさぐ 寺の 門 


三 一 

丄 I 

三 1 


昭七 

昭七 

H 一一 

2 一 

I 二 
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, -」 ぐる、 や 笹原 もどる 兎 狩. 一一 一 

しぐ る，, や 隣 q 隱居 念佛亍 111 一一 一 

池の 鴨 森の-. SI や 夕 時雨. 一一 一三 

聖 堂 の 森の 時雨-や 夕媳 s.ra 

しんかんと 時雨る X 松 や 蚶滿寺 昭ー 一一 

やよ §1 汰も しぐれて 居る 旅 か 昭ー 一一 

時 K 狼の 群に 入 ら ば や 初 時雨 一 五 

.0  馴鹿の 角 重たげ に 雪 降リぬ 三 1 

雪 空 の 擴. が リ行 くや 湖 力 上 六 

雪 の 中に 生 ひて や 塞 の 雪 の- 肌 六 

蓋 取 れ ば 藁 5 下より 越 の ■ 雪 七 

可. ならず や 炬链. L て 聞く 竹の 雪. 七 

山の 根の 雪の 根 を 嘴む 濁 リ 哉 I 

し ベ リ あ の 雪の-奥から 吹く 風 か g 三 

雪國 やさす が 女 は し. ほ ら し く 昭三 

雪の 原 穴の 見 ゆる は 川 な ら め 昭三 


驛 の名ハ 峠と 呼ぶ や 雪の 聲 昭三 

雪の 國 もんぺ の國 に 參 りけ る 昭ー 一一 

粉雪 や いづこ 隙間 を洩 る、 風 昭ー 一一 

御山 雪 裾野 芝原路 の 花 昭三 

眠る かや 湖 をめ ぐらす 雪の-山. 昭三 

話しに は 聞きつ る もの を 雪の 國 昭三 

？ i 泉の 町 は 雪 に 眠 リて旭 R 哉 I 

■ 雪 霰 帆 一 つ 見えぬ 海 淋し ノ昭 一一 一 

雪 の 汽車 北 と 西 とへ 別れ 哉 ® 三 

荒波に 消え入る- 審-ハ 何 と も な 昭ー 一一 

雪折れ もなくて 嬉しき 旭 哉 昭七 

雪 曇- 山火事 ゃ乾ハ 空 の 雪 曇 リ ！！ 1 一一 一 

初 雪 初雪 ゃ乳賣 通る 窓の-下 ヒー 

吹 ホ* 藍關へ 二三 騎ぃ そ ぐ^ 雪 哉 ！1! /一 

あの 島に 法む 人 ありて 吹雪 哉 K 三 

m  被璃 窓に 赛たぱ L る 夜半 かな 
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銅のと ゆにた ばし る 霰 かな ill 一一 一 

板葺の 屋根 を こ ろ が る 霰 哉 ^一一 一 

刺史 淵に 鱷魚を 祭る 霰 か な ほ 一一 

龍 祌 を 祭 る 岩 頭の 蒙 哉 三-一 

庄內 の-野に 日 は 照れ ど 霰 哉 昭三 

有耶無耶の- 關は 石山 霞 哉 昭- 一一 

渡船 は 帆を卷 きおろ す 霰 哉 I 

やう/ \ に 舟 岸に つ く 霰 哉 壓 

竊 解け や 下駄の 緒 切れし 啜 道 ^11ーーー 

一面に 霜の ふりた る 燒野哉 illi 一一 

雨 ざれ 馬糞の 上 や 土手の 霜 111 一一 

朝 霜 ゃ無緣 地蔵の よだれが け ！ 11/ 一 

朝 霜 や 木 部屋の-裏の くされ 繩 ほ/一 

ゆ、 L さ q 夜 はしら じらと 園 生の-霜 賠|ー 

霜の-朝 鳥 は 逃げた る 小 rtl! 籠 昭みハ 

t.s 初霜 や 藁 燃 えて る 土手の 上 ほ 一 


初霜 ゃ犬溺 す る 橋の-も と ili.? 一 

初霜 ゃ麥の 芽ニ寸 ばか リ なり. ほ/一 

霜 夜 子 鼠の 井戸に 落ちた る 霜夜 かな 111 一一 一 

篝 焚く 函谷關 の 霜夜 かな ヒー 

一一 鼓 蔭に 棄子 の さ けぶ 霜夜 哉 一 ヒー 

何もな き 壁 や 霜夜の-影法師 I 一三 

先生の 錢かぞ へ ゐる 霜夜 かな 1  パ 

霜 柱 霜柱 稳人畑 を 荒しけ り HI 四 

, 小 笹原 下る 近道 霜ば しら 

冬の ot 冬の nc 火の見 捲に か、 りけ り 丄 一一 

病院の 門 を 出 づ れ ば 夂. 一 " 月 ilM 

緣日ゃ 人 散り か 、 る夂. 一 の H ョ S 

出迎 ふる 人 亡くて 門の 夂. 一の 月 六 

亡き魂 も出迎 へよ 門 Q 冬の- «" 七 

<*  寒月 や 擊柝ひ 5-  く 監獄 署 ほ 一 

寒 K- や ：！^! に .渦 く  S 泉 の 一- ヨ 
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枯 野 


冬 の」 


寒 H に 腹鼓う っ理哉  一- S 

寒 H や 更け て 物 洗 ふ臺所  一-一 a 

<is ベ 來れば 脚下 に 寒 き 雲 きぬ 六 

地 理 


仅 

. 句 


枯野 行けば 道 連 は 影法師 か な 

山 あれて 灰の 降りた る 枯野哉 

日 は 斜枯野 を 北へ 走る 汽車 

何やらに 鵜 群がる 枯野哉 

美しき 女に 逢 ひし 枯野哉 

落人 " 心 戰く枯 野 哉 

冬 川 や 朽ちて 渡さぬ 橋 長し 

谷 河ん- 大 岩 力 根に. 個れ 殘る 

柴 こりの 涸れ 残る 瀨を かち わたる 一一 

教蔭 Q 浮 草 赤き 冬 田 かな 

刈 株に 鶴鵠. 卜り る乂. 一田 哉 


H 一 一一 


I  二 


メ 

一 五 

三 一 

-ニ 

一一 一 一 

I  二 

三 一 

—二 

H 1 


山腹の 冬 田の 上ゃ畫 の； T 

持 も 無く 工場 建てけ る 冬 田 哉 

谷 を 出れば 城下が 見 ゆる 冬 田 哉 

象 渴は隆 になり ける 冬 田 哉 

0 氷 薄氷 や 山茶花 散り 込む 手水 鉢 

氷 柱 波 は 洗 ふ 舷側 砲の 氷柱 哉 

懸崖 や 水柱 S 下の 不動 尊 

山 fiS や 水柱に 閉ぢ し 測候所 

灯の- 0 つる 水車の 軒の 氷柱 哉 

隧道 や 氷柱 ハド り石佛 

あ の やう に 曲り て 風の 氷柱 哉 

人 事 

0 違 盗人の 厨に 入る ゃ夷講 

つ： 子供 等に 歳 聞かれけ り クリスマス 

雪の 上に 星 降 る 夜半 や クリスマス 


H 1 

I  二 


三 一 

—一一 
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冬 , 籠 


躉 31 ひ 

頭 ， 巾 


足 袋 

蒲 團 

IS やけ 

火 0 


壁 張る や 古新？ S に 夂. 一 籠 

耳う とき 禪 |5 と夂. 一 を 籠りけ り 

义ー籠 祈る ベ き 神 もなかり けり 

人間の 海鼠と なりて 夂. 一 籠 る 

玄 關 脇に 藁圍 ひせる ffi 燕 哉 

頭巾， ぷ 5 て く  -.、 リ 戸 出 づ る 女 かな 

墓 守の 落葉 掃き 居る 頭巾 哉 

.^-^0 て わ り ごくひ 居る 木 樵 かな 

しばし待て^^マ足袋をはくと ころな り 

乇布卟 套. な ん ど 蒲 M にかけ て寐る 

這 ひ 込 め ば蒲簡 つめたし かたくして 

哲學も 科學も 寒き 喧哉 

霜 やけの かゆ き を かく や 足袋 ハ穴 

^もな や 霜 やけ かゆき 靴の 中 

雜 はめし 小 使 部屋の 火鉢 かな 

おびた ぐし き マッチ Q 屑 や 破れ 火鉢 


-: ハ 人の 書生 に 一 つ ハ 火 鉢 か な 

親の な い 子 は 大人しき 火鉢 哉 

火 桶 うき 人の 額 あて：； IP る 火桶 哉 

埋 火 埋火ゃ 煙^ を 探る 枕 も と 

炬 健 姑ハ鎮 むつ かしき 炬健. 哉 

-„tf 餅に 新開 を 讀む火 健 か な 

火 縫して ァ ル .;, ム を 見る 女 哉 

ね こ ろ んで 新聞 を 見る 炬撻哉 

炬 健し て 給 草紙 見て 居る 女 の 子 

炬 健して 鏡 に^す 夫婦 哉 

睦 じき 額 を な ら ベ て 炬燧哉 

母な き 子み 父に しむ 炬縫哉 

今 そ こ に 居た かと 思 ふ 火链哉 

炭  侘し さよ 養 灰？ 中に 爐る 炭 

炭 はぬ る 山で 力-事 を 申 さ う か 

炭 取 炭 "おや 殘暦 なんど ら ち もた し 


三 1 

—二 

三 一 

—二 

三 九 

一一 一九 


丄ー 


—二 
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-ニ 

三 一 

1 二 


炭 圑 H の-あたる 風呂屋の 屋根の 炭圍哉 

圍爐裏 滑く ベ て 足 を 投げ出す 圍爐裏 哉 

山賊の 毛腔燒 きたる 火 哉 

夜 興 引 夜 興 引 や そ び ら に 重き.^ 刀 

* 聲 寒 It の 下 へ /、と 川の 土手 

お 暦 神棚 やっかね 上げた る 占 脣 

掛 乞 掛ヒの 鬚な ど 立て \ を かし けれ 

風 iKi 吹 秃 椀に 風 ^ばかり う づ 高 き 

納豆 汁 老^の 漢 をす X つ て 納 豆 汁 

鍋 燒鍋燒 の 小 哈 き 路地 を はいりけ リ ill 一一 

乾 e 乾 独に 弓矢？ 祌を 祭りけ リ 一一 一一 

乾 鮭 ゃ苦沙 彌は遂 に 冬み 人 U 

燒 芋 しばし まて 僕燒 ir を 買 はんと す ^ 一一 

動 物 

木 兎 木 鬼の 赤い 頭巾 を かぶ リ たる • ほ 


1 五 

三 1 


I  二 


冬 の 蠅 

河 豚 


木 *! の- 考 へ 込 み し 畫 哉 

梟 鳴て 明星 森に かくれけ リ 

梟 や n  US; 〈似 すれば 杜 の， 中 

ホ  i 呼 ベ ば 、；， う とお 5  I て 1:; 夜 R 

水鳥の 何に 驚く ぞ けた 、まし 

水鳥の 何やら あ さ る 藍の 中 

水 5 夢 驚かす 驟雨 哉 

鴛 鸯 運 々 た る 影 や 水 の 底 

リ 明し 鳴 影黑く 千鳥な く 

燈臺ゃ 千 めぐって 鳴いて 行く 

H は gi へ チ 、 ッ と 鳴く や 河 千 烏 

軍艦の 浮標に 下リる 千鳥 哉 

古びた る拂 子の さき ゃ夂. 一の 離 

胺錄ハ 大口 あ い て 笑 ふ 哉 

艇 汁 や 祌さリ ませし 人の 籙 

艇 食 て 佛 にな ろ と 思 ひけ リ 
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人の 世 を 河豚の 眼 玉の にら み け り 

食 ふ は 憂し 食 はぬ も 腹の 艇汁 

此病藥 が あ む ば ぶ . ぐ と 片 

賴 みある 仲ハ 交り 河豚 汁 

河豚 食 はぬ 君は佛 となり つ らむ 

0 鼠 老子 虚無 を 海鼠と 詰 る 魚 力 棚 

种 0 船 をつな ぐ牡鹏 のっきた る 石燈籠 

植 物 

寒 紅梅 玉 如 き 人 室 に あ り 寒 紅梅 

« 栴舁き 下す 柩ゃ 落つ る 塞 椿 

山 茶 花 垣 越しに 山茶花 散りし 小 溝 かな 

山茶花 や 君 在し 乂日 さながらに 

山茶花？ 散る と L も なき 別 哉 

柊の 花 51- 散る 下 を柩の 通りけ り 

歸 ； り 花 紀念碑 や 柵，.^ めぐ リに 歸リ ii^ 


1 五 

ニー 一 

I  二 


枯 菊 


坂の 极に土 親の 缺けゃ 水仙 花 

水仙 5 黄なる を 愛 す 宣 敎 帥 

I 半 架 や 援爐？ 上 5 水仙 花 

小 仙 や 白磁 ハ 瓶に ニー 一一  本 

小 仙 を 赤く 塗りた る 子供 哉 

筆 立 に 線香 立てたり 水仙 花 

沸 墳，， ： 子 煤け C ル仙 花 

佛舍利 を 祭る 卓 や 水仙 花 

枯菊ゃ 墓 原 道 ハ草ハ 中 

鼻缺 げし 地蔵の 御手 や 枯れし 菊 

寒菊 や 佛師が 妻の 肺 を 病む 

罄； E  Q 新しき 上 を 落葉 哉 

藥 瓶に タ日映 じて 落 菜 哉 

地藏 堂に 子守 來る H の 落葉 哉 

一 寸ハ水 三寸 力. 落葉 哉 

宵の 雨 か姊の 落葉に？ § りたる 
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鳥 か 否か 落葉 か 窓 に 影 さ す は ill 一一 一 

脚 夫 一人 木. 曾の 山路の 落葉 かな ほ 一一 1 

喰 ひ 合うて 蜂 死んで 居 る 落葉 哉 111 一一 一 

積. む 落葉 是 より 左 奥 の- 院 一 

Is 馬 堂の 内に 舞 ひ 込む 落葉 かな _ ^一一 一 

砂利の 上に 櫻 落葉す 校？ 庭  一一 ニー 

藁 屋根の 秭の 落葉に 夕日 哉  一一 ニー 

藁 屋极に 鵜 鳴く 姊 の-落 菜 かな 三 三 

冬 木 立 墓 守 の 娘 に 逢 ひぬ 冬 木 立 J!V 一 

柴 こり ほれば 耱が 鳴くな り夂. I 木立 ！11 一一 一 

氏神の 屋根 新しき 冬木立 一一 一一 一 

大佛の 胸 あ ら はた リ 冬木立 一一 一一 一 

氏神の 御 屋根 普請 や 冬木立 =ーミ 

枯 S 泥沼の 岸に 倒れて 枯れ 柳 ！！ 1 一一 一 

冬 枯 冬枯ゃ 乞 食 火 を 焚く  土手 の 上 ！ £| 一一 

枯霖枯 の 練兵場 や 町 は づ れ だ 一 


草 拈草枯 ？道鄒 に 入る 道狐祌  一一 一二 

拈 M 枯蔦ゃ 搶馬は 古り たる 神 „ ^杉 一一 三 

枯 蓮枯蓮 やく づれ か、 りし.？： 格！！ 1, 一一 

枯 蓮の 池に てりつ く 夕日 哉 ミニ 

枯 芒枯芒 霜の 夜 頃 は 寒から め. S 

拈 尾花 岩山の 崩れし 跡ゃ枯 尾花 ！ 11 一一 一 

御料地 名馬 斬く 枯 尾花 ！！ 1/ 一 

是 より IS 共同墓地 ゃ枯 尾花 ほ, 一一 

枯 蒽枯 蒙の 折れ 重なり 二」 蟹 S 穴 ヒー 

枯蘆ゃ はたく と 立つ 何の 鳥 ヒー 

枯蘆ゃ 朽ち 盡 したる 爾檩 だ 

枯蘆ゃ 網 を 干した る 河の-岸 だ 

枯蘆ゃ 白き 為一 羽 舞 ひ 下りる ま 

枯 お 枯 荻に 流れ 寄りた る卒 婆 哉 だ 

大 m あ を 力 い て 足 ふんばる や 大根 引 だ 

拔て 見れば 二股な リし 大极哉 ほ-一一 
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瘦 馬の 背に う づ 高き 大极 かな i!l 一一 一 

0 蕪 大根 時 羞ゥ奠 を 具へ けり 置 

葱  水門 や 菜 展葱展 流れ 寄る ほ 一一 1 

大. y  Q 水に 裉深を 洗 ひ け リ 六 

白 € 塵の 世に 淸 きもの あり 白菜 哉 六 


無 季 

境み 浦 を船馱 哀れ： 夕陽す 一一 一 一 

入船 出船 帆掊 かけ て 夕陽す 一一 一一 

W ま き 鬚 を もがれし 怨ご と 111/ 一 

鐘樓ハ W に 露 の- # 哉 i!l 一一 一 

裹 白の 岩の われ 目に 燒け殘 る ！ 11 一一 一 

二階から 山火事 見る や 宿 はづれ 卜 一一 

山火事の 北へ/ \  i 廣 がりぬ |^ーー 

酋長の 娘 牡丹と 名け & リ i 

白 張. 5 蝙蝠 拿 ゃ藥賣 一一 三 

瓦 落ち 軒の 蓬 も 飛びに け リ  一-一一 

嶋は 暮れて 残る 明りの 海の. R ぶ 昭 一一 

荒海 や こ、 に かな 草の 庵 昭^" 
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連 
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i 
I 


仙 歌 


義 


、大" i-.f-SKf ト；： ：：、 ^ 


水 團扇鹈 ^の繪 なる 篝 かな  東洋 城 

旅の 話. の 更けて i?i しき  寅 日子 

緣柱 すがる ところに.！^ ありて  城 

半分と けし あと 解けぬ 謎  子 

吸物 を あとから 出した 月の 宴  城 

庭の す、 きに 風 渡る 頃  .  子 

山里 は 洗足の 水 も 秋：： 十く  、 

只 だ 飼 ふま、 に 鯉の-せせ やう  城 

たまさかに 內に 居る 日 は 不组ハ にて  子 

もの 烹き ながら 結 ひい そぐ 髮  .  城  ^ 


土 

の 

ひ 
の 

{ ち 

し 
な 

か 
し 


降 

す 
ぐ 
る 

時 

に 
闩 
の 

あ 
I； 

て 


を 

祭 
る 
大 
杉 

の 


持 
山 

の 

奥 
も 
見 

知 

ら 
す 
代 


不 


の 

■It 
久 
離 
勘 


定 
め 
と 
て 

月 

の 

朔 
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刺 


に 當 く 


の 

春 

の 

御 
子 

棚 


五 
加 
木 

垣 
都 
の 

化 

に 
北 

を 
向 
け 
て 


唯 


軒 


の 


む 


提 

の 

も 
長 
押 
に 
年 
さ 

ぬ 


は 

，3 

な 
れ 
ど 

も 

の 
み 


お: よ 
の 

實 
の 

色 

づ 

< 
II 
々 

の 
翳 
者 


草 ぎす 

來 

ベ 


く ひ 


紙 
の 

中 

の 
世 
さ 

悲 
し 


し 
る 
し 
な 
れ 
ば 
や 

の 


子 城 子 城 子 


城 子 城 子 城 子 城 子 
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朧 花 め 

^見 か 

を の 

i« け 
刻 勿- 
舞 の 

む臺數 
m 

杉 れ に 

の ば 殖 

も え 
四 の 

る 

五 び 训 

本 て 莊 


安 

用 

や 

本 

は 

ラ 

を 

な 

1 

あ 

け 
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に 

h 

野 

：き: 

ど 

分 

> 
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け 

の 

す 
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も 

も 

の 

癖 

出 

の 

あ 

る 

き 

づ 

\ 

て 

犬 年 死 

, 囘 ん 
に 

に た 

〜女 

田 

言ら 房 

の 

ふ ぬ 

襤 

年 

緣  褸 
の 

の ― 干 

益. し 

白の ゐ 

月 る 


n 子 城 子 城 5^ 子 城 子 


淋 

ラ 

薪 

し 

1 

し' 

小 

ろ 

屋 

は 

の 

マレ 

の 

薪 

奄 
平 

も 

の 

の 

ぎ 

屋 

た 

极 

折 

る 

の 

黄 

石 

の 

昏 

叩 

に 

城 子 城 
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^  ^  (大正 十五 年 三 ：H、. 溢 怖」 


昔から 名. H: 屋の 城の 長閣 かな  東洋 城 

赤土 山に. 燃 ゆる 陽炎  寅 日子 

陶 竈のう しろの 藪に 难子 鳴いて  城 

大きな 1^ のから か鹽. 餡，  子 

彼 一 と ：5^ー  彼 作る H: もけ ふ  城 

出水の あと をつ ぐく 秋晴  子 

ぎ 杭に か、 る 芥の草 紅葉  " 

飛脚の 足の 七， 日 高 き  . 

いつの 間に ii^ 替 りたる： t 茶屋  子 

も の 言 ひかけ て痘 面眺 むる  M 


仙 歌 


押寶は 支那 人な りし 晝寢起  子 

金魚の 赤の^ 戶 越しな り  城 

物干に ならぶ 襁褓の 隣 同士  子 

生れたら やる 犬の 約束  城 

送り出て 勝甚の あとの 機嫌よ く  子 

ひとり ほ& ゑむ 婚 の才覺  域 

時 もよ し 思 はぬ 里の 花に 來て  子 

田螺 は 針で 掘って 食 ふなり  城 

. 霞 汽車の 出て 行く 里 小さく  " 

隊を飼 ひ 居る 學 校の 庭  子 

聾の 爺とば かり 名 も 呼ばす  械 

竹の 茶筒に しま ふ橋錢  子 

も てあそび 

力 ラ と 报れば 鳴りけ る 玩具  域 

飴屋の 影 か り— る 蟲 寶  II  I 子 
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力 1 
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六 Z 
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を 
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の 
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の 

l-.t 
ノ  J 

餘 

方 

趣 
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所 
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向 

時 

事 

み 

と 

め 

と 

詠 

に 

れ 

よ 

1； 

》、 

つ 

ill) 

へ 

< 

て 

ノ 

城 子 城 子 城 ^ 子 械 子 城 子 城 


208 


r 


^  (大正 十五 年 八！ 《、 溢 柿) 


炭 竈との み 道 もな き 深雪 かな 

枯 野の 果て に黑き 海原 

里人の 知らぬ 高さ を 驚 飛んで 

むすびの 飯に 光 降り 来る 

ほ の と 曙つ くる 桃の 月 

芹の 根 洗 ふ 水の せ 、らぎ 

ヮ  すゑ  ， - 

落人の 裔の 族と うら 、力に 

椿油 を 買 はされ に けり 

後 朝の 湊 といへ ど 荒磯に て 

はかなく 白む 沖の 明星 


東洋 城 

寅 日子 

城 

子 
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葛 胡 先 鶴 道 初 ナょ取 ぁひ處 III 御 こ 

梔 磨 の 


よは 

生 

嘴 

は 

孫 

ぎ 

ほ 

こ 

す 

の 

歌 

揚 

レ、 

か 

力 1 

顔 

一- 

の 

の 

も 

文 

ふ 

ひ 

V 八 

v/、 

つ 
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掉 

に 

だ 

が 

書 

名 

川 

ふ 

人 

あ 

群 

の 

て 

み 
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れ 

の 

ら 

大 

し 

し 

り 

聲 

麥 

出 

古 

け 

高 

土 

円 

行 

し 

曆 

り 

に 

手 

葉 

春 

出 た も 


だ が 探 子 

■ ^まり  く 
す      てし の y 

蝶の  花 さ 

ふて1 。今遂 

い  は 

の 


鈿 丸 


さ 


と 


械 つと 


に 

援 


か 


の 


薛 消 

琶 h を 

にの た 

■■" る 

影 宵 > ^合 
ぞノる  ぬ 

り C 法 闇 は 


泣 

な 間 

する きに 


ち 


丸 


さ 


子 城 子 城 子 城 子 城 子 城 子 k 城 
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&  rH  (大正 十五 年 十 =^、 澀 柿) 


奪の 蓑 一つ 見 ゆる や 峽の橋  東洋 拔 

{ 仝 はからり と 晴れ 亙る^  蓬" 里 に 

人營を 見送る 群の 旗 立て "  寅，〕 日 子 

fsn にあり つく 人の いやしき.  城 

まの 月 用 もない のに 臺所  . 雨 

，んで 出で し は 竈 馬な りけ り  ヨ 

7 古寺の 疊 を 踏めば 冬 近く  城 

石ば かり？ はく- M の 荒れ やう  雨 

何となく 心の 騒ぐ 黄昏に  子 

紫 金 錠嚙む 眉のう つくし  城 
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ま じ /\ と晝の 鼠の 額 を 出し  城 

繭 買 二人 休む 板 敷  雨 

山梔子の 花 を 釣瓶に 汲みう けて  子 

そろく 風に 移る 白雲  城 

起きた る を あやして 見す る 三日の 月  雨 

汐 待つ 蟹 も 磯の 初秋  子 

名ば かりの 廓の 軒の 夜寒に て  城 

m ぇ燈 消せば 蠟の 香の する +  雨 

し はぶきの 漏る、 奥の間な つかしく  子 

九官鳥に 數寄 凝らす 籠  城 

花々 を 見下ろす 崖に 築 立て ふ  雨 

1,,- の 唸りの 風 眠る 午  子 
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仙缺 


^  ^  (大正 十五 年 十一月、 溢 柿) 


け ふ あすの け ふの 中なる 胡蝶 かな  東洋 械 

いつはえ ると も 瓜の 種 蒔く  寅 日子 

掘り起す 土の 紫春闌 けて  、 

やし さ 

邸ば かりに まだ 建たぬ 門  城 

や ごとな き 人の 車 もけ ふの 月  、 

浦 名物の 鱸獻上  子 

踊り子の 揃 ひの 小袖し つらへ て  >^ 

男 嫌 ひの よき 嫖致 なり  城 

百の 歌 千 束の 文の 矢繼早  k 

立ち 盡せ ども あかぬ 丸窓  子 
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悲し さは 謠の 中の 秋の 風 

義理 立たねば とあかで 別る 、 

腰掛に 一 夜假寢 の夢覺 めて 

朝のう ちから わかる 雷 

先づ 孫に 月見 阐子を わけて やり 

白い 紅い は おしろいの 花 

秋の さ 丘の 丸き に 家 建ちて 

踏切 越せば 稅關が ある 

夜もすがら 何處の 毅冶屋 の 鎚 の 音 

幾日の 果て の 葬 悲しき 

此度は 花見に さとの 母 連れて 

小 鮎の 緒に いさ & かの 色 


子 雨 城 子 雨 城 子 雨 城 子 雨 城 


仙欽 


0  ^  (昭和 二 年 三： 《、  ffi 柿，) 


(旺 鎖し たれ ど 流石に 春 や 通り 町ゥ  蓬 里 雨 

天水桶に 浮ぶ 輪 飾  寅 日子 

二の 替 切りの 藝 題を搗 きかへ て  東洋 城 

閑な からだ を 浸 かる 溫泉  雨 

門 付に もの 言 ひかくる 樓の月  子 

キラ リ と^に 置き あます 露  城 

ノ音を あてに 松蟲 さがす 庭の 奥  雨 

親の ない 子と 生れ 合せて  ， 子 

頑丈 は： H せ S せの 厚司 瀧 縞に  城 

精 荷す ませて 日和 待つ 舟  雨 
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^  ^  (昭和 二 年 四月、 ^1|柿) 


霜降りる5^ょり里の土橋かな  東洋 城 

刈 田の 末に 眠る 山々  寅 日子 

運上が 辛い と瘦 せし 鸦 にて  城 

もの \ 足しに はならぬ 瓢攀  子 

破れ 庇いく 秋の 月 打 こぼし  城 

串に さし /\«. 黨を燒 きゐる  子 

宫 角力の 關 もとりた る 男に て  \ 

口 さへ 出せば 嘲 はれに けり  城 

お 局に 召されて 馴れぬ 更衣  子 

許せし 人に 縫へ る 紙 人  城 
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^  ^  (昭和 二 年 十 一 月、 溢 怖) 


文鳥 や 籠し ろかね に 光る 風  寅 日子 

解の 上より 春の 遠山  東洋 城 

爐 の名殘 都の 檎師に 宿 かして  子 

網の 袋 を 下ろす かき 餅  城 

追剝の 出る て ふ 月の 原 中に  子 

葛 荻 芒 これ は 桔梗  城 

縦横に 御陵 を 劃す 繩の露  k 

新に 出来た 驛の名 は 何  子 

水の やうな 酒 を あびる も愁 にて  城 

我が 飼 ふ 犬に 吠えられに けり  子 
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In  ^  (昭和 一一 一年 二  =:、 澀柿) 


(Ml© 露け さの 屋根に は 藁の 小馬 かな  蓬 里 雨 

ふすまで 腹， を あた、 める 秋  寅 日子 

取 込の 中に 朝の 月 落. て  東洋 城 

下りの 汽 率の 通る 物音  r 

川尻の 干潟に 白き 鳥の 群  子 

遠い 陽炎 近い かげろ ふ  ^ 

ゥ 菜の 花の 近 江の 國は 目の 下に  雨 

たは ごとい うてつ まむ 草 餅  子 

名 玉の 娘 を 品す 二 千金  城 

二百 廿日 も 無事に 過ぎた る  雨 
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さう めん を 一把 五 厘で 賣り 出して  雨 

か ひ しさの 似合 ふ 丸 髭  子 

家に ある 伯母の 二人の 芝居 好  城 

古い 柱に うつる 搰の火  雨 

佳 伐って 明るき 月の 裏山に  子 

野 分と いへば 雲の ころがる  城 

鶄 鴇の 飛石った ふ 尾の ひねり  雨 

木賊に こぼす 筆洗の 水  子 

無くなれば 無くなる ま、 に 金 借りて  城 

物 は 本場に と 1^ めさすな り  雨 

傘 を 土間に 疊 めば どこの 花  子 

遠見の 橋の 霞 一筋  城 
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仙駄 


^  ^  (昭和 三年 八月、 溢 柿) 


(飾 M) 簾 越に 綠吹 人る 溫 泉の 二階  蓬 里 雨 

葉 を 折り そへ て 盆の 枇杷の 實  寅 日子 

口上 は 使者ね も ごろ を盡 すらん  東洋 城 

物 賣 通る 路地の 八ッ時  雨 

有 合で 汁 は 事足す 月 今宵  子 

出水 を 誘 ふ 秋の 霖  城 

吊って 行く 玉蜀黍の 長短 力  雨 

曰 借りながら ひ よんな 事い ふ  子 

岩田帶 道の 地 藏も拜 まれて  城 

くの 字 崩しに 坐る 座布圑  雨 
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城 子 雨 城 子 雨 城 子 雨 城 子 雨 城 子 


煮つ まりし ま、 に 冷え 行く 鍋の もの 

どこで わいた る 羽蟻な るら む 

雨し ばし 月 は 葉 毎に 滴りて 

坂ば かりなる 町の 送り火 

高嶺より 高 嶺づた ひに 渡る 鳥 

病の 後の 食す 、みけり 

屋根 葺の花 さく枝 を いた はりて 

囉 子の 會の暮 遲き館 

-覺 めて 夢の あと 追 ふこと も 長閑なる 

山の 溫泉 のかり そめの 戀 

今 立った 虹の 七色 あざやかに 

虻の 出て くる 唐茄子の 花 

なり は ひと 名の つく ほどの 紙 漉 い て 

寂 力の 果て の 虎落笛な り 
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6 

^  ^  (昭和 三年 十月、 溢 柿)  . 


うなだれて 灰汁 涌覼く 柘榴哉  寅 日子， 

晝 鳴く 蟲の 一つ 靜 けき  東洋 城 

三日の 月 村 は 海 嘯に さら はれて  子 

脚の 無い 子が 能く 文字 を 書く  ■  城 

長き 日の 人 笑 はせ の 居合拔  子 

正 德ニ年 蝶々 の 春  拔 

靜け さは 金 座 銀座の 晝霞  \ 

胸算用で わける 暖簾  子 

この ぢ うの 嫁の 話 もこ だはり て  城 

油擒 かくと あても なき 旅  •  子つ 
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仙默 


^  to  (昭和 三年 十 一 月、 溢 柿) 


コスモス やつが ね 上げても からめても  寅 日子 

猫 さまたげぬ 籬の 秋風  東洋 城 

月の 鎌 隣 は 永い 空 家に て  子 

水 甕の 事 を 申し越さる \  城 

帷子に 昔ながら の紋 太く  子 

川の 渡船 は 丁度 眞ン 中  城 

ま ざ ./\- と 松の 靑 きを 過ぐ る 雨  k 

一き わ 高く 籠の 力 ナリヤ  子 

獻 上の 菓子の 箱より 國の亂  城 

惜 火に 創の 見 ゆる 面體  子 
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その後の 道の 埋 もりし 雪の 嶺 

米と 昧 t 曰と は事缺 かぬな り 

月の 人る 方を淨 土と 心得て 

夜長の 人の ほむる 手-の 筋 

靜 まりし 野 分の 果を 海の 音 

彈き 進み ゐる 曲の 名 は 何 

自動車の 花の 朧に押 並び 

まつりと 後 トを只 春の 雨 

燕 3 鳴け る戾 りし 親なら む 

提燈 箱の 丸に 橘 

貸. ン借リ の 貸の 話の むつ かしく 

いはれ て 見れば 尤も あり 

き 篤く 今 唯 だ賴む 博士の 名 

東 瓦 に 蔦の 門 を 目 じる し 
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R 山 (昭和 一一 一年 十二  =、 溢 柿) 

哥  /1 


(鹽) 旅 なれ はふ どし 洗 ふや 秋の ズ 

くわ つ とあかる き稻^ の庐裏 

古い 月 を どり の 太鼓 はす むらむ 

け ふ にか ぎらぬ もの 買 ひに 出る 

三德の 名に ほ ださる、 人、 七 

蚊 遣に むせて 淚 ふくな り 

ゥ葛水 をお 口直しに まゐら せて 
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短冊の も ゆるば かりの 朱. >  色 
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才 あれば 才に埋 もる" 人の 世に  ？ 

摴花 ちる 宿と 答 へん  ® 

あからさまな 羽の 透き やう も衣嬋  、 

手いて 流れて 消 ゆる 白雲  子 

かほ どまで 近年 稀な 望の 月  城 

盤の 棊 石に 昆 ゆる 露け さ  子 

ソ此 秋の 正倉院 にさ そ はれて 

靜 八丁 は 大幅 ぞ よき  城 

筏乘 あれ も 人なる 頓 1 杖  子 

二日 足ら ひし 行 平の 飯  城 

雀 子の 生れ 合 はせ て 花の 春  子 

土筆た. ん ほ、， 蕨 ぜんまい  I 城 
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子ね 弱 痒 
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^  ^  < 昭和 四 年 九月、 溢 柿) 


(g き 花 蘇枋曙 町に 住 ひけり  東洋 城 

猫の 子 吳れる «: の 張り紙  寅 日子 

名の 何と うら、 つ- >  きの 日和に て  城 

古い 句 帳 を かりそめの 選  子 

草 むらの 底まで と^く 月の 影  城 
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刻から 降り出で し 雨  械 
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8 

^  to  (昭和 五 年 十月、 ^§柿) 


か は/,, ^と 蛙 妻よ ぶ 夜と なりぬ  蓬 里 雨 

水草 生 ふる 沼の そこ こ i  東洋 城 

春雷 は 隣の 國へ 行きぬ けて  寅 日子 

眼鏡 拭きく 細工 ものす る.  雨 

二階から. 掃 出し 窓の 市の 月  城 

魚の 骨 切る 音の ゃ&寒  子 
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茂 

力 1 

で 

映 

『お 

リ 

せ 

合 

時 

て 

裏 

を 

計 

す 

ム\ 

ゐ 

る 

の 

そ 

た 

野 

淋 

や 

は 

し 

け 

の 

さ 

る 

せ 

る 

水 

よ 

恋 

月 

る 

隣 押 文 
か さ M 

へ の 

し 嘴 

M の 
を 色 
叉 な 
逃 る 
し 爪 
し け 紅 
て り に 


ら 
隣 

と 
犬 
の 

え 
出 


了- 城 ゆ j    f 城- 了-  i^"  I: ぼ 子 城 1:1:1 
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仙 3 た 


(昭和 六 年  一 =;、 ^佈 


に 色 負け 碟馴 

昔 K の寸の 

の ft 川 を 拔 き 

力 下 力る ニグ 

- すし 參 りし 卜 三 

玉の 光る 稻 

つ 越え 來し 夜長に 


如月 や 海 

防 風 の ■ 

寒 き 臉 

!■ 箸 もつ 

例 なれば Z 

眼鏡の 

隨 道 を いく 

リ府は 山のと り 圍む市 や 

攻め 難き 地の 理の 故の 謀 

テ ン ト ゆる. がす 夜半の 木； tm 


. 、へ 

て 


東洋 城 

寅 n 子 


子 


子 
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の 

涼 
し 
さ 
も 

田 

の 


々 れ 
は て 
光 腰 
の を 
海 か 
と け 
黄 る 
§ 長 


親 

片 

は 

春 

ほ 

Ira 

た 

を 

ど 

お 
な 

の 

/ 

年 

娘 

と 

V  J 

の 

よ 

疊 

し 
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を 

が 

ひ 

は 

る d" 

越 

の 

た 

量 

の 

恥 

し 

な 

門 

ビ 

< 

1； 

柳 

ラ 

谷 鶄 

13, も 

花 

見 來 

に れ 
來 

る ば 

人 下 

に 

茶 り 


出- 


る 


石 


し 

て 角 


芒 
の 

浪 
の 

果 

な 
る 
海 
の 


に 

き 

淚 
ぐ 
み 
ゐ 
る 


の 
來 
た 


ら 

店 
の 

不 


犬 

誰 

さ 

や 

ら 

の 

鳴 

寢 

力 ^ 

も 

す 

止 

本 

ん 

で 

町 

凍 

石 

る 

町 

城 


チ 


城 


子 


城 


子 


城 
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仙 歌 


家 

化 

石 

正 

め 

の 

も 

直 

萬 

や 

山 

ラ 

長 

兩 

力 > 

神 

は 

ら 

1 

閑 

聞 

\ 

の 

の 

越 

に 

授 

免 
て 

の 

け 

て 

飛 

此 

犬 

の 

び 

あ 

落 

は 

の 

よ 

や 

ど 

し 

ラ 

こ 

顔 

物 

き 

名 
寳 

の 

唯 
ひ 
や 


と 
な 
ら 
び 
け 
る 


紺 

も 

も 

め 
た 
秋 
風 


月 

封 

看 

折 

の 

さ 

m 

々 

旅 

へ 

紅 

切 

の 

炭 

棠 

風 

の 

ら 

呂 

の 

す 

に 

は 

旅 

の 

添 

ね 

る 

曰 

削 

間 

を 

の 

の 

ほ 

七 

重 

ね 

句 

心 

Ira 

だ 
む 

き 
に 
帆 

の 

利 

ノ 

で 
を 

漕 

出 
だ 

し 


城 


子 


域 


子 


城 


子 
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4 

^  ^  (昭和」 ハ年 一一 一：：：；、 澀柿) 


i^;? 翠 や 亭 を く  りて 次 の 池  {5：  n 子 

iFi しく 一つ 甚を 打つ 音  東洋： 

用と いふ 程 は 電話に 事足して  子 

名の 間遠 を ひたと 詫び ゐる  城 

W: の 化に 出船の 銅 纖 の 鳴り渡り  子 

蘆の 械綿は 岸の どこまで  城 

ついくと 皆 風へ 向く 赤^;^  、 

刺 がれた 軒の： 儿かぞ へる  子 

殘り乇 の ありと は E えて 盆の 建  城 

が 生んだ る 娘 十八  子 


仙欽 


今 さ 清 
し 

や  水 
in 

灯る め 
曰 
限 
守 り 
に 

お 事 

9 

せ 

宮き き 


を 


る 
行 


の 


寸 


て 


ぐ 

て 
埃 

ぐ 
草 


山 

石 

山 

の 

石 

吹 

ら 
す 
風 


打 
伏 
す 
獅 
子 
の 
頭 
毛 
の 

-; ほ 


難 買 

有 


つ 
お 
は 
し 
ま 
し 
け 
る 

槃 
像 


0 

た 
田 
螺 
を 

掛 

の 

下 


. I  - 

ち 
去 
れ 
ば 
ま 
ど 
か 


の 

化 
の 

山 


ふ 
ぐ 

ベ 

並 
ベ 
て 
面 
白 
の 

世 
や 


よ 

外 
は 
用 

な 
さ 


人 


の 
奥 
に 
こ 
も 


山 

の 

端 
の 

利 


月 
缺 
げ 
て 


將 傾 
國 

星 

の 

隕 怪' 

し 
き 

し ま 
で 
な 
る 
あ 

の て 

や 
夜 、 
か 

半 さ 


ち 


木 
枯 


城 子 城 子 誠 


子 城 子 城 子 城 子 城 


毛 

光 

冷 

氈 

る 

え 

力 1 

し 

の 

と 

排 

か 

茶 

ぐ 

を 

に 

や 

/、' 

m 

ん メ、> 

力、 

い 

し 

さ 

と 

る 

の 

飮 

み 

陽 

の 

干 

炎 

花 

す 

子 城 子 


追 

ひ 

薏で 

秋 

ひ 

よ 

以ま 

n 円 

込 

ん 

の 

ん 

な 

in 

れ 

で 

仕 

生 

、 

來 

掛 

リ 

て 

で 

と 

な 

八 

米 

れ 

早 

州 

搗 

の 

t、 

ば 

れ 

露 

の 

田 

ノじ、 

居 

繁 

案 

る 

ノ 

天 

城 

子 

城 

貰 

似 

耳 

炬 

往 

ひ 

た 

朶 

燧 

き 

泣 

る 

の 

の 

か 

ヽ 

を 

小 

1 

上 

ひ 

さ 

の 

女 

人 

ぎ 

間 

の 

も 

に 

里 

遠 

戀 

あ 

子 

に 

ひ 

を 

P 

な 

し 

わ 

レ、 

の 

と 

濡 

し 

H 
ズ J 

/ に 

不目 

し 

の 

る 

が 

れ 

の 

宿 

罪 

色 

橋 

子 

城 

子 

城 

子 
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仙默 


^  ffl: (昭和 六 年 五 H、 溢 柿) 


(？成 上 g」 あの やうに 曲り て 風の 氷柱 かな  寅 日子 

見る から 色の 寒い 岩叽  東洋 城 

黄 金 掘る 人む くつけ き 國に來 て  子 

もの、 用に は 立たぬ 辯 巧  城 

葛の 葉の 只 だうな づ いて ゐ たりけ り  子 

原の どこまで 露 重き 月  城 

捕 はれの 身に 雁 を 聞く 馬の 上  ^ 

草鞋の 裏で はたく 鉈 S  子 

ど 忘れ はけ ふの 夕の 講の事  城 

干 菜に 殘る 軒の 薄れ 日  子 
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紺 ^ の 遠 山々 を 描きな して  城 

唄 朗らかに き ほふ 雛段  子 

誰彼 を妓の 噂の 茶屋の 月  城 

生 玉 祭 忘られぬ 戀  子 

太り肉 秋 暑から ぬ 程 は 好く  城 

藤 椅子で 海の 見える ベランダ  子 

虛 {4- より ふり かぶりた る 花の 枝  城 

盆の 黄粉 を^る 春風.  子 

の 日 里の 弟の 來 合せて  V 

のさし 

器用に 箱 は 作る 尺  城 

幾 月で 何 層 倍の 烏金  子 

ひき  あて 

石燈篛 も抵當 の內-  城 

古い 巢の蜂 は 留守なる 淋し さよ  子 

晴 をつ けし 大寒の 內  城 
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仙默 


陽 
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咼 

炎 

佰 
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と 

低 
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口 
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中 
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し 

餅 
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― 
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落 

大 
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我 
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切 
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唐 

見 

里 
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m 

は 
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根 

山 

の 
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よ 
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本 

お 

に 
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子 

ま 
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と 

水 

根 
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愛 

流 

野 

る 

で 

れ 

ふ 

分 

雨 

浮 

ら 

の 

小 

に 
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名 

れ 

け 

不 

狐 

て 

草 

月 
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て 
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子 

城 

子 
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子 

359 


い 緋 一 せ""' ぎ 4 砂 飛 あ 芽 谈 
ら 鹿 座りの 山 行 了し の 雪 

へ！ の吳群 に 機 よ (ま や 

： 块太服 レ海來 きつ 通 

程  の ， し 

の 夫 秋 焚 風 I ひ 
^  る \ 

—振 犬の 去き 吹 路 

り で 祭 たゐ とくの 細 

へ に丄か ■ ^人 方 枝キ 

あ を       な  d 
と 色  ぬ  を 1+ 

恥 見り 逸 . 海の 南 は 猫 

ら せけ 早 幾の 出に 述の 

て -力 く     .H 月 て 翹 戀 
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叉 櫛 
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齒 
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れ 
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ね 、 

る る 
髮 

粉 寒 
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今 
や 
妬 
み 
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を 
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る 


お 
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力） 
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力 1 
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つ 
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ふ 
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魂 
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I； 
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瀧 
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治 
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力 1 
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ば 
か 
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花 
の 
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あ 
と 
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別 
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城 
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の 
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込 
よ 

に 
松 


き' 
の 

駕 
は 

ノ 

す 
し 
な 
る 
ら 
ん 


し 
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の 
更 
け 
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a: 
戶 


父 


倉 思 
ふ 


の 
あ 
は 
ひ 
を 


ノじ、 

る 
人 
に 


ひ 

-■4 ゝ 

出 

蝠 れ 


子 


城 


子 \ 狨 \ 子 


械 V 子 


26J 


蛙 

あ 

磨 I 山 

力、 

蟥 

針' ま 

の 

ろ 

の 
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峠 

形: 

け 

《し 
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來 

合 
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の 
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曙 

爺 

- / レ 
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帆 

上 

ン 
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の 
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/ ギ 
は 
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の 

り 

だ 

ゐ 

の 
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レ、 

け 
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松 
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仙駄 


^  ^  (昭和 六 年 十 H、 溢 柿) 


短夜の 旅寢 なりし が 別れ かな  蓬 里 雨 

蚊帳の 釣 手に 濱の 朝風  寅 日子 

長文に 積 荷の 事 も 書き そへ て  東洋 城 

將 拱に 聲の つのる 辻 待  雨 

色々 にもの なまぐさき 河岸の 月  子 

あれほどの 蟲 鳴かすな りけ り  城 

汽車の 中 夜寒の 人の 寄 合うて  雨 

熊に とられし 女う つくし  子 

輿入れの そ の 白 無 の • 潔 く  城 

障子に 映る 影の さま， 雨 
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雲 鳴 
さ 


り 

下 


つ 

れ 
し 
千 


の 


も 
し 

雪 ば 
し 

の 絶 
荒 て 
波 き 
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細 
り 
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つ 

む 
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乎 
の 

手 


に 
も 
ゆ 

る 
胸 


し 
ぶ 
さ 
の 
玉 
を 
散 
ら 
す 
力 
ナ 

ャ 
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伞 
干 
す 
庭 
の 
陽 
炎 
ひ 
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朝 

寢 
を 

起 
さ 
れ 

て 
ゐ 
る 


先 
生 
を 
花 
見 

に 
さ 
そ 

ふ 

は 
か 

と 


手 
拭 
掛 
の 
た 

ぐ 
戶 


な 名 ど 人 水 


な 


の 


こ  の 
物 若 


か な で 力 1 質- 
に  t 菰 
塗れ も りの 

h  — ■  ■ 

ば  し 里 

た 筋 . 

と 

る 鮎 j^-  M  、 


<n の 葉 た 

#• 夏 は 

早  の 

禿-の れ 
げ 蘇 月 頃 て 


城チ雨 城チ 雨 城 -f 雨 城 f 雨 城 子 
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仙 孰 


絶頂 の^の 窟の 夜もすがら 

鹦鹉 石と はこれ をい ふらん 

聞き及ぶ. 十八番の 七ゾ面 

あ いた 片手に 尻 を からげ る 

宿まで はつ： い 一 足の 月の 土手 

暗い ところで 秋の 行水 

コスモスの 姿 さま 花つ けて 

日限 間近き 仕事 もちけ り 

ベた くた と 口の まめなる 家の 老 

雀く はへ て 歸り來 る 猫 

絲櫻根 岸に 寮 をし つら ひて 

網 代 垣と は 春 深 き 厢 


子 


チ 

子 
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6 

6 

2 

0 山 (昭印六年十 一 月、 ^§怖) 


きつに く 躑躅が 上の 薄 暑 かな  東洋お 

通りすがりに ふ褂香  寅 日子 

川風の 橋の 擬齊珠 を 吹き 吹 い て  梭 

一つ 五錢に 負けた 石龜  子 

ありと いへば あるが 淋しき 夕月に  城 

夜寒の 早寢 一 德の內  子 

. 身上 を 競馬 相撲と 入れ 上ぐ る  " 

峯 から 谷へ 百年の 杉  城 

もてなし は 岩魚 づ くめの 汁膾  子 

實 かりてぬ るき 湯 を 出かね ゐる  拔 


仙^ 


子 城 子 城 子 X 城 子 城 子 城 子 城 子 


婿 殿と 我 名 呼ばる 、を かし さに 

南瓜の 肥の 干溺 そこば く 

笹 分け て 狐 罵-張 る 宵 の 月 

露し つ とりと 葉 を こむ る樹々 

百 地藏. どれ も 大悲の 御 姿 

脚 群の 脛の 細き すたく 

牡丹餅に 盛りの 花 を 折 添て 

春も彌 生の はや 盡 くる 頃 

，木地 壚緣池 へ 突き出た ート搆 

鶴の 振舞 靜 なる 朝 

いつの 間に 細うな り 行 く 雲の 條 

か . ^る 小島に 人 や 住 むらむ 

飛行機の 上から 撮りし フィ ル ム にて 

闇に ほつ かり 撗顏の 君 
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と 
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後 

て 

み 

の 

の 

バ 

つ 

/、 

も 

、 

上 

に 

ラ 

あ 

と 

の 

赤 

ノ 

ら 

土 

レ、 

、 

ぬ 

に 

罪 
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に 
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言き ^  f 弱 
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か 

契 

け 
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恥 
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ば 
か 
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上 朝 く 
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城 /• 城 子 城 


子 城 子 城子械 
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1 


(昭和 六 年 十二：：；、 溢 怖 y 


敞 


杉 


は 


こ 


ぶ 蝶 ゃ片羽 立てた る 風の さ 

菜に 落ちて 煙る 吹 

々 の 春 を あつめし 大河に 

造 り は械 を. 眞ン 

日月 巽の 空 の仄. 暮れ 

ゃ寢靜 まる 塒の や 、 

漁の 裟を 小鉢に 盛 り 分 け 

ごくと 見れば 蟹の こそ 

晴に下 枝 伸した る 松の 皆 

、 一. 谷 を 仕 切る ゴ ルフ 場 


ま 

て 


東洋 械 

.M 日 子 

子 

. 城 

子 


,1. 
つ、 

L 

c 

、ハ 

霄 

春 

一 
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を 

や 

で 

羽 

ラ 
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高 
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ネ、 
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耳 
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町 
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る 
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ラ 
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ヂ 

文 
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ぬ 
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^  < 昭^ 七 年へ H;、  iil 柿) 
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0  rH, 一  昭和 七 年 九 8、  ^柿) 

葭切， ゃ筑 波の 形 湖 こ&に  東洋 城 

楝 こぼる、 短夜の 宿  寅 日子 

紙 漉の 細い 渡世 を 受け 繼 いで  、 
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6 

^  ^  (昭和 七 年 十二月、 ffi 柿) 


夕立 や 裏 反る 葛 山 牛 東洋 城 

(介 底ば かり 茂る 街道  " 
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^  (昭和-へ 一  月、 溢佈 
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け ふば かり 待ちて うれしき 身 だしな み  坡 

！^?  士に 出た る 娘う つくし  子 

いはれ なき 浮 名な りけ る 月の 宿  " 

ず"^ は 皆 逃げし き 野  城 

草の 實の 裾拂 へど もく  ザ 

0 の 饗 を 吹き h げ の 風  お、 
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やす/ \ と關 越え 來れば 小春 風  M 
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0  ^  f 昭和-へ 年 三月、 溢 柿 i 

牡丹 や 風. まの 屮の の {；；^  東洋 械 

碎 風の 影 を 迷ふ紋 一つ  寅 日： 卜 

力 ラ と 引き上げ 窓に 夜の あけて  、 

一番 早い 賫聲は 何  城 

蓑の 市人々 月 を 忘れけ り  、 

露の 千草に 焚.^ 踏み消す  子  ， 

一 ぱいに ふくれて 風の 小，； iT 網  k 
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仙馱 


^  ^  (昭和 八 年 四月、 ffi 柿) 


白露 や 草 それく の 名に 千草  東洋 城 

秋の あはれ を總卷 一 卷  寅 日子 

夕 さに 握飯の やうな 月 置いて  城 

背戶 のし、 t まに 馬 洗 ふ 昔  子 

又して はいく さあるべき 世の 噂  城 

鯽が 上がった 賑 ひの 濱  子 

五六 軒別 莊 ならん 寒椿  、 

狹庭眞 中に 据わる 大石  城 

手飽 のし やち こばり たると ころ 禿  子 

證 書の 上の 文字の 物 言ヒ  械 
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^  :g  (昭和べ 年 六 巧、 滥柿) 

す る - (- とましら なりけ り 冬木立 

屏風の 山の 寒い 岩肌 

へ 介々 の盡 くると ころ に溫 泉： 15 き て 

藥賣と は 見 ゆ る 物腰 

板の よい こと を 奉公 第一に 
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木 厚の 花 昔め く門搆 
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荜も 木も枯 一色の 何もな し  .？ 

疲れに 重い 肩の 鐵砲  う 

あつら へ て 辛き 目 見つ るう どん 力け 

箸 も 放た す 論の かれこれ  $ 

宰相の器 足ら はぬ 月の 宴  . - 

腐されて つえし 唐茄子の 腹  子 

ゾ果も なく 降りつ ぐ 雨の きりぐ す 

义筆 人る、 奥の 細道 *  ： 

鹽味 i 曰と 人の 情の たのもしく  ョ 

靡く 玉藻 も 淸き小 流  " 

國 原の あした 待たざる 花 盛  城 

霞の 上に 一文字の 雲  子 
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0  ^ 一  昭. 和 八 年 八 nr、  柿，) 


晴れ まさる 襻 高木 や 菴 二月  東洋 城 

屋根の どこなる 轉の聲 

水ぬ るむ 朝 を 豆腐の 眞白 にて  寅 日子 

海笞も 山椒 も， 0- こぼる、  V 

斷りは 誰と 誰 やらけ ふの 月  城 

葉末 をつ る 芝草の 露  子 

どうと 吹 く 音 を 野 分の 後ト もな く  城 

拾 ひ 集めて 風呂の 焚 物  子 

愚かと や 呆けと や 見る 顏容 一-  城 

芥子の 坊主の 振れば カラく  子 
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女ネ 二道 晝見絕 起 心中 
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山 (昭和 八 年 十 一 月、 溫柿) 


一 浦 や 貼りつ くやう に紙寫 

け ふも晴 れゐる 春寒の 浪 

B 脏窒の ガラス 拭 きゐる 日永に て 

都と いへば 芝居 戀 しき 

i  二つ 越して 明るき 辻の 月 

3" う 小さう わたる 雁金 

ゥ、 in 從 の う な づき 合うて 草 の 露 

おんいた はしの 有様と 泣く 

玉章 を 帳の 蔭の 几 
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^  ^  (昭和 九 年 一 月、 澀 柿.) 


屬の琴 母 亡き 庵の 獨 かな  東洋 城 

萩の 若葉に はっかなる 雨  寅 日子 

撰 集 も遲れ 次第の 春 暮れて  城 

二度の 使に 溢 茶す、 める  子 

月 あれば 小 峠 越の 》 ^々と  城 

動く もの 只穗 芒の 風  子 

, 秋 暑う 貸 舟 は 皆出拂 うて  、 

宴. ァ まだなる 摟 の廣々  城 

金异は 松ケ枝 描きし ばかりな り  、 

知れ や 恨みと 打 下ろす 太刀  子 
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r 昭和 九 年 四 fl、  ^||柿) 


(gl) 靜 けさ や タ霧釀 す 池の 面 

家鴨 追 込む 露草の 花 

ベ ラ ンダ はさし 放 题の月 さして 

北から 西 へ 消 ゆる 大船 

商標の 冠 印 も 世に 廣ぅ 

新開 町の 霜 解の 道 

ゥ 焚く 反古の 灰 ふり か k る 枇杷の 花 

蛇になる までと 恨む つ れ なさ 

魂 を 女の 抱く 鏡な り 

子に ひかされ てこ 、な 年月 
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仙駄 


^  (昭和 九 年 六月、 溢 柿) 


秋風 ゃ淺 間の 見えぬ 見 ゆる 時  東洋 城 

垣の 紅葉の 早い 錦 木  寅 日子 

薄墨に 月の 光 を 出し かねて  城 

獨り 立ての む 茶 こそ 淋しき 

いつも 來る耱 まだ 來ぬ 小糠雨  子 

かすかに 煙る スト ー ブの灰  i 

■ 冬 籠 分厚 見え ゐる もの \ 本  城 

鬼と 佛の隣 同士な り  子 

何事 も 廓 は 金の 廻る うち  城 

憂き ふし 永う 馴れし 古 妻  子  ^ 


とかくして 末. の 娘 を片づ かせ  拔 

花の 絲 瓜の 葉が くれの 月  子 

踏んで 見る 風 0.:! の贅の 子の そ ろ 寒  、 

秋 山" 川 は 水の 險 しき  城 

つけこんで 高い 酒錢を はたるな り  子 

手毬の やうに 一人 投げられ  城 

山^の 消えて 跡な き 花吹雪  子 

霞 暮れ行 遠 * の 山門.  城 

さきからの 雲资は どこへ 下りた やら  子 

一里 ート時 野路の 旅 笠  城 

追 付いて 見れば 思 はぬ 人逮ひ  子 

か ら風 寒う 點る 街の 灯  \ 

歲稀 有に 家を埋 むる 雪遲し  城 

^e-のぁそぶ雞の屮  X 
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仙 歌 


さ ん に 都 女に なぶられて  子 

眼ミ 好 もしく 靑き月 代  城 

涼風の 窓へ 心-の 通 ふらん  子 

鐵線葛 活けし 船 形  城 

黑漆" に 映れば 月の 照り まさり  チ 

露の 御堂の 佛戀 しき  城 

ざ ジ テ は 芒 の あ な め /\ にて  、 

嵐 の ひま を 人よ ばふ聲  子 

なか/ \ に 狂へ る 浪に打 日射し  城 

空のう つろ を にらむ 鑊の目  子 

買 出し も 花の 宴の 品の 數  城 

蓋と る 椀の 松露 蓴菜  子 


5 

2 

3 


6 

^  ^ ハ. 昭和 九 年 十 H:、  &柿) 


十ば かり 端の 梯 さへ 干 茱 かな  東洋 城 

あるひ はくら み 時雨す る 軒  \ 

ばったりと 藪の 雀の 音 を 止めて  寅 日子 

こ \ の 渡し は 車 渡さぬ ，  、 

何とな き 忍び 心の 有 明に  城 

しっとり 濡れし 下駄の 緒の 露  子 

菊 切って 紫苑は 切らす 四 ッ目垣  城 

&ひ 出しても 負け 基く やしき  子 

眼 も 鼻 も あばたの 中の 老の顔  城 

金魚す くへば 楝花 散る  子 


仙馱 


涼し さの 絲を盡 して 俄か雨  城 

坂道 か i る 女乘物  子 

いはれ なき 浮 • 名に 下がる 宿の 月  X 

ひけ： H の 秋 を 人の 恨めし  城 

忘れた か 知らぬ顔して 踊り ゐる  子 

诸の 朝の さて はさす らん  城 

石段の 高い 空なる 花 盛  子 

提げ 七輪 を あ ふる 春風  城 

が ら /V と 崎 は 鍋に ぶちまけて  子 

內證話 も 物置の 蔭  、 

常 始終 犬と 猫との 一一 タ 屋敷  城 

宵 白う 池 を 出る 水  i 

霖の あす はどう やら 晴れさうな  子 

芝居 を 止めて キネ マ 見に 行く  狨 
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可 可  /1 


まざく と 夢の 逃げ 行く 若葉 哉 

彩 を 刻める 杭の 顯翠 

に は か |g 大きな 池 も 無くなりて 

もの.、 香 ひのこ もる ート里 

うくに おくれて 着きし 月の バ ス 

夜寒 は 虱 „^ と 酒と いづ^ ぞ 

ゥ心 引く 長 鳴蟲の いと V しく 

又讀 みかへ す をと.^ ひの 文 

女房の 穴 ェ返辭 なる 朝 ぼらけ 

蒂も 指環 も 要ら ぬ うらはら 
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ま ひ >/\ の 大きく 小さく 廻 はるな り 

松を拂 つて 吹き 落つ る 風 

から  i 

音に 鳴け る 梢 渡り の 雀 か 否 力 

秘めし 寶も 千秋 古る 宫 

上げ 汐の 見る ~  く 月 を 浮べ 來て 

南圖 ると 造る 大船 

，人柱 悲しき ことの 傅へ られ 

過ぎた 辛子 にむ せる 煮う どん 

兩 足に 大きな 豆 を こしら へ て 

川べ りの 溫泉 へつ^く 廻廊 

ふり かぶる 崖の 松より 上の 花 

關 越え 來れば 八州の 春 


子 


子 


子 
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仙 it 


^  ^  (.眧 和 十 年 四 R:、 滥柿) 

(gg) 螺鳴 くや 松の梢に 千 曲 川  寅 日子 

お 見 ゆる 氷屋の 旗  . - 

格子から 物賣 遠う 呼びかけて  東洋 域 

手の つけられぬ 鍋の ひた 沸き  、 

天心に 被 歌た よふ 月の. 1^  子 

穗 葦の 靡きし るき 一 岸  城 

椋鳥の つく かとすれば 又 立ちて  下 

たしかに あれ は 護摩の灰 なり  城 

氣散 じな 湯壺の 中の 高話  子 

わが 事に して 探す 子の 嫁  城 
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3 

^  # 广 昭和 十 年 六月、 漉 柿) 


(き 域) 冬空 や 白木の 柱 押し立て-  東洋 城 

心靜 まる 石 上の 霜  寅 日子 

半日の 損得 客に 量 るら む  城 

締切 翌 7. と 急ぐ 版下  子 

あしら ひの 芒 は 黄金 銀の 月  " 

ほと び もやら す 濡れて 鳴く 蟲  城 

y 冷 かの 笠 を 背高き ぉ駕側  " 

遠 a- の 不二に 床几 召さる、  子 

醒き 磯風 崖 を 吹き上げて  、 

梳りゎ づ らふ 海女の 長髮  城 
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ま 、 なら ぬ も の を譬は v 針の めど 

無 き 柄 を すげ る緣の さまたげ 

もの 、ふの 矢 竹 心に 戀 ひわたり 

內 侍に 化けし 狐う つくし 

濁り江の 雨 を 醸して 月の 暈 

水嵩 見 ゆ る 野菊 溝 萩 

ヮハ タくは 飛び上が りたる 音ば かり 

埃 引き 行く 砲車 一 隊 

案內の 村長 殿の 跛に て 

除幕式 ある 畑 中の 丘 
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通 ひ路の 折戶の 外の 八重 潷  械 

後 追 ふ 犬 を 叱る 後 朝  子 
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^  ^  - 昭和 十 一年 二月、 跪 柿) (未完 の 一 ) 

水垢の 萌色 かつぐ 蛙 かな 

腐れ 小舟 をた . く 春雨 

巢 立 鳥 櫓 普請 も 打 絶えて 

商 一 方に 繁昌の 町 

家 皆 は 月見 團子を 端近く 

遠 山， の 灯 の • 冴 え に 見 る 秋 

y 雁來 ると 連れ立ち 歸 る藥賣 

みす や 針 買 ふ 頼まれの 外 

朝夕に 心の ほどの 文書いて 

になり ける 乳母の とりなし 


寅 東 
曰 洋 

子、 城 ^ 子、 城 &子城 


仙 


お 

け 

早 

壁 

舶 種 

ハ 

ろ 

立 

來 

子 

の 

櫛 

ち 

は 

の 

伊 

と 

レノ 

何 

勢 

信 

朝 

L 

の 

々 

に 

め 

讀 

白 

粉 

* じゝ 

執 

帆 

ベ、 

め 

た 

の 

れ 

飯 

柱 

き 

數 

來 

食 

館 

横 

の 

お 

し 

の 

文 

に 

て 

數 

春 

子 

城 

子 

城 

子 

老 

~ マ 

押 

露 

ネ合 

あ 

樂 

リ） 

つ 

ム 

打 

お 

の 

き 

-++- 

1 し 

つ 

ラ 

と 

襟 

ら 

ザ 

て 

月 

め 

に 

き 

ふ 

の 

の 

h 

さ 

淚 

た 

汽 

け 

夜 

じ 

け 

の 

ば 

る 

長 

車 

込 

る 

あ 

出 

果 

の 

む 

と 

し 

あ 

の 

身 

の 

森 

m 

の 

る 

咳 

地 

の 

の 

主 
円 

き 

人 

ひ 

響 

中 

香 

鼠 

城 

子 

城 

345 


3 

歌  仙 i の 二) 


葉が くれに 秋 をうな づく拓 I™ 哉  寅 日子 

河 骨の 實も， P を あく 頃  蓬 里 雨 

瀨戶 がまの ありし あたり は蟲 鳴きて  子 

月の 色 さへ 寒き 故鄕  雨 

鶴 小屋に 狐つ きたる 朝 ぼらけ  子 

何處 かのうち で 餅つ いて 居る  雨 

子供 等の 年 を 亡 r れて笑 はれし  子 

酒 嘗めな がらつ、 く 牛鍋  雨 

とりぐ に 今日の 選手の 品定め  子 

〔以上. K 正 十五 年  一 w-l- 八 B 小 宫藿降 氏 宛 手紙〕 

や、 に 暮れ行く ク a—，. ヮの色  雨 
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ら 

の 花 

て 

宵 づ 
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な 力 1 
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〔以上 二 句 二十 五 B 同 

て 

〔以上 二 句  一 一 月 AB 同前〕 

に 

〔以. t  二 句 十五 B 同前〕 

；2  〔三 H! 八日 同前〕 


チ 

チ 
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歌  ^  (未完の 三) 

(昭 ^  二 誘官ン 身 を 捨て > ^浮ぶ 瀨 ありし 月と 花 

朝々 あがる 茱 畠の 雨 

節穴に かくれた 蜂の 音た えて 

思 ひがけな く をが む 三日月 

オランダの マドロス 連れて 港町 

窓の ガラ ス の 五色 映えた る 

"人 を だます 狐と 姿菔闌 けて 


蓬 寅 
単- 日 

子 雨 子 雨 子 雨 子 


仙欽 


^  < 昭和 卜 一年 卜  一 H: 、溢 柿) (未完の 四) 


ほ の と あけ ゆく 閨の 牡丹 哉  蓬 里 雨 

溶けて 淸 水と 消 ゆる 齒磨  寅 日子 

横 ざまに 一峯 靑を 走らして  東洋 城 

磨いての ませる ジャワの 珈排  雨 

橋 幾つ ガ I ド拔 ければ 槔 頭の 月  子 

野 分の 末 をよ く 釣れる 黑鯛  城 

ゲ つかけ る マントの 襟の ひゃくと  雨 

勘定書に そへ し 手拭  子 

道 寄りの 參詣 なれば 氣散 じな  城 


墚 林に 夾 くなる 道 (六 • 四 ニー 11)  雨 


349 


炎天の 小川 家鴨 を 追 入れて  ォ 

熊 瞻賣を ひたと 斷る  城 

トヨ 端に 白水 白き 宵の 月  同 

今年の 秋 は 事 も 無き 秋  子 

言 傅の 又 後に なり 先にな り  力 

行李の 繩を しめる. 細腕  P 

花の 春 喜の字の 祝 取 極めて  ヨ 

紫から どこ へ 通 ふ 足 長 (七. 四 ニー 一一)  ^ 
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to  - 昭和 十一 年 十一 s 、溢 柿 二 未完の 五) 


馱 


则け f^s) 霧雨に 奈良溃 食 ふ も 別れ 哉 

馬 追と まる 額の 字の 上 

ひとり 鳴る 鳴子に 出れば 月夜に て 

け ふ は 二度目の 棒つ かふ 人 

ぼ そ /\ と 人 話し ゐる 辻堂に 

煙る と 見れば 時雨れ 來に けり 

, 輝 を 業す る う ち は 亡れ れゐて 

炭 打く だく 七輪の 角 ( 

胴の 間に 蚊帳 透き見 ゆ る 朝 ぼ ら け 

蘆 吹く 風に 廓の 後 朝. 


七) 


蓬 里 雨 

靑 楓 

寅 日子 

東洋 城 

城 
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H  it に 腰の 形を洛 付けて (六. 甲  一 5  雨 

簾の 風に 薰る掛 香 (八. 二。  子 

庭ながら 深き 林の 夏の 月 (ャ 四： 一一 一) 城 
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仙 欲 


ラ 似 相 あ 

ン ももす 

つ も 

プ ， 似 
力、 ダ 
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わ 
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海 
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濕 

咋 

襁 

庭 

り 

日 

條 

土 

け 

を 

の 

ふ 

に 

市 

干 

肌 

に 

せ 
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M 

い 

ば 
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力: > 

ラ 

つ 

な 

る 

ら 

小 

ご 

み 

呼 

や 

鼓 

び 

か 

な 

の 

木 

の 

-rr. 

て 

戶 

^ 一  昭 和 十 一 年 十 一 月、 溢 柿 ：} (未完？ 六) 


蓬 里 雨 

寅 日 子 

東洋 城 

雨 

雨 


辦 


ばったりと 途絶えし 雪の 人通り (八. 二八)  ョ 

^の 坂の 松の 短 曰 (七. 四 ニー 一一)  城 
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仙跃 


い 押 唐 


^  ^  ( 昭和 十 一 年 十  一 8、  ffi 柿，) (未完 の 七) 


つ 1  て景) 稻 赛ゃ大 隅 は 雨に くれ か」 り  蓬 里. 刚 

のとび たる さ 1^ ら 波の 環  寅 日子 

茄子に その 日く の 飯 食うて  東洋 城 

入 齧 る 鼠 逐 ふ 月 ニニ 七)  雨 

つと き は 芝居の はねた 人通り  子 

流行の 色 も帶の さま - <\.  城 

もの 蔭に 松露 仄に 並び ゐて  雨 

時化 を 催す 沖の とろ^  (六. 四 二 四)  子 

わ や . — と聲打 こもる 暗ま ぎれ  城 

片膝 抱いて かける 緣臺 (六 人 土 八)  雨 

此夏の 休み を 球に 凝り 出して (七. 四 .士11)  子 
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6 

3 

R  ^  ( 昭和 十 一年 十一 8、 溢 柿) ( 未完の 八) 


(tje 人に 死し 鶴に の 御 句 や 九日 忌  東洋 城 

遺愛の 軸に 薰る 水仙  寅 日子 

ほかくと 硝子 戶 越に 日の 射して  蓬 里. 雨 

夕に なれば 濱で魚 買 ふ  # 

燈臺へ 小舟で 渡す 1^ の 月  子 

遙の果 に 下りて ゐる霧  雨 

ヮ隱れ て は 草子 をつ ぐる 秋 深く  ニニ 七)  城 

隣の 犬に 物 くれてやる (丁 一〇)  子 

li^ 石の 一 つく を 洗 はせ て (六. 一 . 一 一一 一) 

日な しの』 で 立て. た 身代  城 


仙欽 


足 見 
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ぐ 
足 
を 
な 
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し 
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雨 子 城 雨 子 城 雨 子 
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^  ^  ( 昭和 十 一年 十一月、 ffi 柿) (未完 の 九) 


蝸牛 やその 紫陽花. を樹々 の 底  東洋 城 

むっと 濕 りの 暑い 土の 香  寅 日子 

表戶を 下ろした 後の 潜りに て  城 

暈 着た 月の 晴れて 行く 空.  蓬 里 雨 

張り切って 纜 ゆる、 望の 潮  子 

一つの 鯛の 三 段に 飛ぶ  城 

もの 、ふのお を 横へ 詠へ る賦  " 

流 沙の果 に 紺碧の 山  子 

群 鴉 人里 やがて 見え 初めて 

土橋の 札の 勸化斷 り  城 


Wif た 


足音に 濯り 立てた る 河の 魚  子 

袖 肌寒う 二人 寄り添 ふ  城 

中 門の 忍び 率の 月の 影  \ 

(昭和 十 年 五月 十七 HI 八月 三十日、 輕 井澤への 車中： > 


3§9 


c 昭和 十 一年 十一 、澀 柿) (未完の 十) 


峯 の 茶屋 淺間 火山 觀測所 に 天明 の 古文書 を讀 み て 

文月 や 天明 三年 秋 昔  東洋 城 

殘る 暑さの 笠に 降る 砂  ^ 

溫泉 煙に 折々 月の かげろ ひて  寅 日子 

安宿ば かり 小 路 込 合 ふ (一 0 ん丄 一一 〇) 城 


仙 歌 


^  . (, 和 十一 年 十 一 H 、溢 柿) (未完の 十一) 


芋 種に 谷間の 里の ありに けり  東洋 城 

雛鷄と 見えて 動く 陽炎  寅 日子 

木の芽 吹く 一枝々々 の 影 置きて  城 

水 は 出て ゐぬ 噴水の 池  子 

洛 陽に 月-の 名所 を かぞへ あげ  城 

羊の やうな 髯のゃ \ 寒  子 
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(昭和 十 一年 十一月、 溢 柿，). (未完の 十二) 


©) 鉢 タ の はこべ に 雪の 淺り けり 

枝の 雀 も 囀 の  內 

垣根越し 桑 摘む 人に 道 聞いて 

いつまで 長い 馬の 小便 

月 か、 る 古き 宿場の 帘 

隹眞 白な 壁の 肌寒 


三 重 吉 

東洋 城 

寅 日子 

子 


fa つ 三 


その他の 連句 


(^t 一一 呻な) 身 を 捨て-浮ぶ 瀨 ありし 月と 花 

朝々 あがる 菜 白 E の 雨 

節穴に かくれた 蜂の 音た えて 


寅 日 子 

蓬 里 雨 

子 


寄 鍋 や 歌夂が 宿の 朧月 

淡雪 も 降れ 火缝 置く 部屋 

のどかに もい にしへ に 似る 歌仙して 


寅 日子 

蓬 里 雨 

東洋 城 

(昭和 四， ー 五 年 春) 
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簪の灰 拭く 紙 

たれが 魂 佇ち 

ト夜 • 千鳥 闇に 


の 寒 かっし 

しぐれす る 軒 

一 引く 東 橋 


蓬 里 1^  M 

東洋 城 

寅 日子 

(昭和 六 年  一 a: 十三 日) 


物つ 三 新 


新 


つ §  (大正 十四 年 九月、 溢 柿) 


注 連 張つ て 主祀る 山の 晝の 「月 

古井舰 けば 蝉の 聲 

ま ざ と 女 を 斬る や 秋の 虱 


蓬 里 雨 

寅 日 子 

東洋 城 


. ^鉢 を 抱いて 春雨 を 聞 

內閣 のか はる 噂 も 立 消え 

まだ 霜 除 を とらぬ 松の 


て 


東洋 城 

寅 日 子 

蓬 里 雨 


盞を 置く 時 雁の 歸 る な 

二の 絲 切れて ふと 伏せる 

弟の 來 てさし 視く 門の 灯 


に 


東洋 城 

蓬 里 雨 

寅 日子 
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風車 繽 きて 雲に 人る 阈  蓬 里 雨 

ふるさとの 麥 刈る 頃の 雲雀に て  東洋 城 

試驗 がすめば あと は極樂  寅 日子 

检の間 透いて 光る 湖  蓬 里. 响 

鱸と ベ とぞけ ふの 月  東洋 城 

剖の 舞 も 一夕の 與  寅 n 子 

又ぬ かるみ を歸り 來る伞  東洋 狨 

ことわり も 耳に 這 人らぬ 一徹に  寅 日子 

家鴨 孵した 庭 鳥の 妻  蓬 里 雨 

舞の 手 や 卿に 風の 吹きし より  東洋 城 


366 


つ 三 薪 


淸らの 眼 句 ひこ ぼる、  寅 日子 

良 寒の 溫泉は 靄の 立ち籠めて  蓬 里. € 

渡しの 中で 小便 をす る  東洋 城 

年の瀬の 思 はぬ 用に 日 を 慕ら し  寅 日子 

嫁の 里へ も 額 出さぬ 春  蓬 里 雨 

ラヂォ で 踊る 三階の 春  蓬 里 雨 

往來 なき 街の 灯. ンと なりに けり  東洋 城 

明日 乘る 船の 帆柱の 月  寅 日子 

タキ シを 下りて 梅薰る 路地  寅 日子 

演出の ェ風 つかざる 一と 處  東洋 城 

コニャック たらす レモン 茶の 中  蓬 里 雨 
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# 三 つ #  (大正 十五 年 二月、 溢 柿) 


壁褂の ゴブランの 花 孔雀 ゐて  東洋 城 

こぼれし 水 は 盆に か へらす  寅 日子 

一旦の 迷 ひ うれしく おろす 髮  城 

魏 へる 今年の 浴衣 下繪 して  東洋 城 

葉 山の 奥へ 地所 を 見に 行く  寅 日子 

飛行機の とぶ 時 殊に 青き 空  狨 

小 遣 帳に つける 白粉  東洋 城 

旅 なれば 朝寢咎 むる 人 もな く  寅 日子 
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物つ 三 新 


障子 を 傳ふ鐵 瓶の 湯 氣  蓬 里 雨 

町の 角に て 行き 逢 ひに けり  東洋，；^ 

口惜し さの 淚押 へて 三味 を彈き  蓬 里 雨 

冷え 行く  土に 蝉の 啼く  寅 日子 

鼻緒 くれたる 人の 戀 しき  寅 日子 

化が る、 大臣の 君と 隔 りて  東羊械 

一人 畑 打つ 裏山の 陰  蓬 里 雨 


^  一二 つ ®  (大正 十五： ヰ 六月、 溫柿) 


吾が 前 を 行く  僂な りけ り  東洋 城 

木 枯の吼 ゆる 大路の 黄昏に  寅 日子 

板 橋 通 ひガタ 馬車に 乘る  蓬 里 雨 

谷の 深き に 紅葉 見る まで  寅 日子 

欄干に 干す 手拭の 蝶々 や  蓬 里 雨 

湯治の 日記の 古い 三月  東洋 城 

色々 と 娘の 上の さた をして  東洋 城 

祭の 寄附の いや もい はれす  寅 日子 

移り 來て 紅葉 色 づく門 構  蓬 里 雨 
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I 

j 

i 

-f^ っミ新 


新 三つ 物  ， 


入梅 近き 街 を つれ 行く  東洋 城 

熱帶の 木の 實の數 を 取 揃へ  寅 日子 

切り子の 鉢に 港へ たる 水  域 

入齒を 入れて 夏を迎 へる  袁 日子 

好 もしき 數寄屋 住居の 庭の 面  乘洋城 

九宫- 鳥の 又 呼ば ふ聲  子 


(大正 十一 11 年 六月 九日 小 宫豐隆 氏 宛 1? 端 *5 

7 

3 


かばん 小脇に ギン ブラの 春 

めぐり 合 ひし.^ と カフ H  — の 夜の 灯に 

故 1- 遠し 故里 戀し 


(大. 十 S 年 三： 


二十 一- ：!" 同前 端磬 


から 風 やんで 街路樹の. W 

紙け ぬける タ キシの 中 は 美人に て 

質に おいても 足らぬ 月 給 


蓬 里 


(大正 十五 年 四月 卜 日 同前 自 J*-^ 端 書) 


372 


キゎ '^小 


#  L 八つ §  <大ぉ 十五 华ニ： 《、 澀 柿) 


,M の 上に は 薪割" の 斧  東洋： 

-砕椒 り 干す 軒の さ k  くれて  蓬 里ー附 

繭の あがった 噂して 居る  子 

霧の 中靜に 朝の 江 渡して  城 

^ 盆 の 様な： =： を 仰ぎけ り  .响 

畫廊か ら 畫廊は 遠 き 馬車の 上に  子 

ベ う /\ と 月 を.^ ゆ らん 聲寒く  寅 日 了 

風 置 き かへ て 煙草 一服  蓬 里 _唯 

仏： i  S 趣向 千々 の 求なる 打捨に  東洋 械 
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名 もな き 草の 秋 は 美 

0 轉 ベ ば. 靖蛉 群れ 飛ぶ 空 高 

白馬の 鞍部 今 下るな 


し 


子 


城 


遠 花火 開いて 消えて 元の 闇 

，一 。 闬. て 、 nn? ゆ る S り 子 

ひたく と 岸の 蘆 間の 水の 人り 

蟹の 泡 ふく 戀も あるらん 

かつがれて 又 遠 途を戾 り來る 

花見の 衆に よそな 柴門 


寅 H 子 

蓬 里 雨 

東洋 城 

城 


ボン カンの 皮に 春 日 や 皿の 上 

W 唸り ゐる淺 草の 空 

悪友が 汽車で 来る日の 花 曇 


寅 日子 

蓬 里 雨 

子 
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^^っ *~諧 俳 


歌仙 はう しと 妻の 出て 行く  . 東洋 城 

植木屋の 鉄の 音 も 日の 午に て  雨 

四海の 春 . を 现 く簑蟲  子 

霜 に う つ む き て を 病 み ゐ る  東洋 城 

渉 どらぬ 寮の 普請に 年 暮れて  寅 日子 

ひろげ もなら す 假の雞 小屋  城 

かたまりて 連翹疾 ける 畑の 中  蓬 里 雨 

腐れし 味 t 曰に 燃 ゆる 陽炎  子 

赤い 頓に 猫の やうなる 戀 をして  城 

鲑を 送れば 甘鯛が 來る  蓬 里 雨 

熟ッ すぎる 石油 煖爐 のい と はしく  東洋 城 

表紙 はたけば 幾と せの 塵  寅 日子 
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析枚ニ 


枚 W  (大正 十五 年 七 = -、 ^1|柿> 


垣の やれ 目 をつ る連翹  寅 日子 

も く  /\ と蝌抖 のゐる 田に て，  東洋；^ 

南が 吹けば 乾く 壁拖  子 

家 移りの 振舞 酒 も 見通しに  城 

井戶の 金輪の si り 止みな/、  子 

大 銀杏 誰れ 水垢離の 冬の 月  城 


身賨 りし 故の 玉の 奥 な る  - 

五ト年 忠義に 凝りて 耳 疎く  子 

昔 は 品の 何 も よ ろしき  .ir 
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鶴の 居て 池の 中島 樹々 若葉  子 

雲 さへ 見えす つ、 く霖  城 

fl にやる きれ /\' の 文書き ためて  子 

芒々 に 更け 渡る 月  東洋 據 

あれ 程の. どこへ やら ー洛 ついて  、 

ギ ー と關 所の 木戸の あく 音  寅 日子 

克明に 人の 顏 見る 眼鏡 越し  " 

めくら if より 着けぬ 言 ひ條  ^ 

植付 を 雨 遠ければ 心せき  k 

花が 實 になり 茂る 桐の 葉  子 

亡き人. の 日記 讀む灯 風 ゆれて  " 
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•fif 枚 二 


つやく 見 ゆる 丈の 黑髮  械 

满 へて はこ ぼれ 次第の S 泉の 中  . - 

渡り廊下 を 走る 山 蟹  子 

つ はぶきに 雨足 白う 打け ぶり  ^ 

蹄. 蓮の 白き が 淋し 木 下 闇  寅 日子 

や、 ありて 一羽 雀 蛾 を 追 ふ  東洋 城 

窓掛の 蔭に 人 居る け は ひして  子 

戀 更かす 灯の 古へ に 似る  城 

野 狐の 若衆に 化けて を かし さよ  子 

ころり /\- と 畑の 夕顔  城 


例幣使 街道 松に 露 置きて  ，^ 
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-]'■ 城 子城于 
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折つ 二 


つ  (大 -6- 十 九：：：、 ^^佈) 


松 長く 影 も 落さぬ 牡 i- IJ^  東洋-城 

連れの 日傘の 品定めな ど  せ、 日子 

それく に 顔に 合うた る髮 結う て  械 

餘與 もやが て 開く 貪 堂 

さ ぶ とたり さぶ と 打つ 浪樓 0  く  械 

爺の ゐぬ n の 留守番 は 鶴  f 

^の 上に 炭團を 並べ 枇杷の 花  、 

しばらく ありて 一石の 音  城 

あるな しの 日 南 をせ、 る 秋の^  f 
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卓う ち 靡け 野 分 しづ まる  城 

川尻 を國の 境と 橋 長く  子 

任に 之く 詩 を 送る 幸便  城 

風 を g< ぎ ゐる大 象の 群  寅 日子 

常夏の 茂りの 下の 川 深く  果洋城 

籠 の 奥から 鋸の 音  子 

寺に 着いて 草鞋 をと けば 疲れ やう  城 

二日 遲れの 新聞 を讀む  -子 

いちどきに 見舞と 悔み 述べに 行き  城 


下駄が 替 つた 宵の？ ぬ雜  " 

練 群に 塗り こめられて 松 占く  子 
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折つ 二 
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顔 
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や は 
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多 

" 圍 田 
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飛れ 滿 
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城 

子 
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• ヴヰォ a ンの紋 に まつ はる 戀 をして  お 

立つ 秋風に た、 む训れ  T 

鸦瓜 猪の 通ひ路 荒れ まさり  お 

器械 舰 いて 野 や 測る らん  子 

長 江 の 汽船 も 遠 き 二百 露 里  せ 

灯 取蟲も 間遠に なりぬ 庭の 冷，  ..n  H  T 

思 ひついて は 知らせ 狀 書く  、 

臺灣に 末の 娘 を 嫁に やり  東洋 城 

檻褸 重ねて 麥を薛 きゐる  、 

落葉 焚く 煙の 末の 晝の月  子 

ベ ン チ の 藤. に— 遊ぶ 木鼠  へ 


W4 


ギ 


今 1 提長艷 車 

お '燈 のな S 

^る 消 夢 日す 


I； 


せ 


の 


の 

に 至 中 
曰 ば ， 

出の な 

, み 川 

つの る 
る 夜 ®  立 

番寒 のち 

に 


伞 


大 


銃 
も 領 
で 
あ 

の り 
に 


化 


姉 


け 


綿 て 闇 姿 妹 h 


城 i ナ \ 城 


s  s  (大疋 十五 年 十二月、 溢 柿) 


あたま あぐれ どま だ 下げて ゐる  東洋 城 

龜節を 一本 包む 志  寅 日子 

隣へ 嫁の 來 たは 眞 夜中  城 

水 楚の底 をサ、 ラで搔 廻 はし.  子 

茂 り 涼 しき 崖の した、 り  城 

白雲の 凝りて や 皿の 心太  子 


張った 總 緒の 乾く 午 時  X 

何 見ても 陽炎 立つ と 思 ひけり  城 

腐れた 烏賊に 鹉 寄る 碳  子 
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風赚ニ 


口々 によべ の 暴風 をい ひ 合う . て  城 

盥と 泣く 子 ひつ さげて 行く  子 

み  つ き 

冬 三月 外力 は 隅で 暮らす！：  城 

松ち らくと 石段へ 影  東洋 城 

山 蝶の" fe: 吹き 魔く 風 ありて  寅 日子 

休み 過ぎた る 茶屋 を 出て 行く  城 

用 もない 寄 木 細工に 荷が 嵩み  子 

とし  - - ス 

佛集 むる 癖 も年來  城 

せ- 3 を 塞ぐ 芭蕉 を 切りて 庵の 月  ，  子 


冷えし 玉露の 腹に しむ 秋  " 

言ト つまる までにつ のりし 怒に て  城 
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裏の 通りの 夜 廻りの 罄  子 

灯しめ すと 身 を 乘り出 だす 緋の 扱帶  城 

七福神の 額の 繪は誰  チ 

見 はるかし 富む 山水の 溫 泉の 樓に  城 

しくく 腹の 痛み 出す ころ  東洋 城 

乘換の 船 待つ 波 止の 小夜 千鳥  寅 日子 

紀貫 之が 歌 も ありけ り  城 

名に 因む 千歳の 杉に 宮古 りて  子 

曲りくねり も 尾根 道の 二 里  城 

神 鳴の 斧 を 拾 ひし 物語  チ 


盃ぉ いて 鼻の 汗 ふく 


.588 


啡枚ニ 


店の 間に 奥の 間隔つ 暖擬 なり  城 

猫の 首輪の 色に 出る 戀  子 

假名 文字の いと， 麗 はしき 筆の 跡  城 

蟲の藥 は 一家 相傳  チ 

家 里 もかぞ ふる ほどの 山中に  械 

夕立 や 浮きて 向. ひの 峽の松  寅日チ 

彩 を 刻める 虹の 懸橋  乘洋域 

稻の波 百 萬 石の 領 にして  子 

鮭 積みき ほふ 川口の 船  城 

つ r れ 着て 鍋 洗 ひ 居る 妻な らん  チ 

す • こ しの 貸しに かくる 難題  ^ 
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梓氣暮 

買で 黴 力 《根 六 
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城 

子 
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つ  (昭和 七 年  一 H:、  ^^柿) 


鷹 を 生んだ る鳶の 悲しみ  寅 日子 

金紋を ひたと 打 たれし 女駕  東洋 城 

樓門 高く 只 だ 松の 風  子 

大方 は 雲の 中なる 深山に て  城 

こんな 處で 酒造り ゐる  子 

花 盛 死なぬ 藥は なかり けり  城 


れ た は れ た の う ら 、 か な 事  、 

しきり はねた る 鲤の靜 まりて  子 

附 句の 味 を 出し かねて ゐる  城 
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TORSO 


、r  0  n  s  0  (大正 十四 年 八：：^、 


シャコンヌ ゃ國は 亡びし 歌の 秋  寅 日子 

ラ ディ ォ にた かる 肌寒の 群  、 

屋根裏 は 月 さす 窓の 奢りに て  蓬 里 雨 

古里 遠し 母 病む とい ふ 文  V 

新しき シャツの ボタンの ふと 取れし  .  チ 

手函の 底に 枯る X 白 薔薇 

忘れし にあら ねど戀 はもの 憂くて  雨 

春雨の 夜 を 忍び音の セ。  子 

見下ろせば 暗き 彼方 は 海に 似て  雨 
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4 

お 

T-  0  n  S  0  (大正 十四 年 八 =;、 潮音) 


橋 かと 見えて 通る 提燈  蓬 里 雨 

果も なや 雨の 稻 田の 五月闇  寅 日子 

ガ ラ ス 拭うて 驛の名 を 讀 む  雨 

新聞に 蜜柑の 皮 もお しま ろげ，  子 

霜に あれた る 二 坪の 庭  雨 
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「r  0  R  s  0  (大正 十五 年 一 二 四 月、 潮音) 


fl 〇 N  D  0  ^ 

氷 を 碎く音 も 短 夜  寅 日 子 

さまぐ に心盡 しの 花の 鉢  、 

娘 を よんで 本を讀 ませる  蓬 里 雨 

蠅 打の 絲のほ つれに 秋 見えて  f 

黍の 葉に さす 日も斜 なる  雨 

客曳の 鹽辛聲 もな つかしく  チ 

を を こで 行 李 を ぶらさげて 行く  雨 

時々 は 村の 公事に も 口利きて  チ 

色の やけた ■ る紋の 桐の 葉  雨 

五月雨の JI? ひ 籠れる 藥 局に  子 
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I 


TORSO 


水 を碎，  

R  O  N  D  c  No.  2 

露草 は賤の 乙女が 愼 ましく  雨 

芒の 影に ちらと 顏 出す  . 子 

三日月の 傾 く 西 は 波 荒れ て  雨 

放れた 馬 を 追 ひかけ る 群  子 

草 刈れば はら /\ と 散る 露の 色  兩 

云 ひたい 事 は 胸に た、 みて  子 

今日 も 亦會が あると て 出かけた る  .  雨 

か はたれ どき を 降りいだ す 雨  子 

なれ なれて 草雙 紙よ む藏の 窓明り  雨 

. 命 を かけし 戀も ありけ り  チ 

露草 は賤の 乙女が   3 


K 〇 N  I)  0  ノビ， 3 

廣吿の 巧み をつ くす 町の 灯に  子 

海水帽 も 好み さま > 

朝 毎に 芝 踏む 足に 秋 立ちて  雨 

露の 芭蕉 葉 引かぶ り 見し  子 

月 もよ し蟲 鳴く もよ し 移り 來て  雨 

邪魔の 這 人らぬ 讀 書 三 味  子 

停電 も 度重なれば 待つ こ、 ろ  雨 

倒れし 馬に 水 かけて ゐる  子 

からからと 條 懸の實 のさに 鳴り  雨 

:g め 直しても 合 はぬ 帳尻  子 

廣 吿 の 巧 み を つ く す  
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TORSO 


夕立に あはれ な. りけ る 圓太郞  子 

人 待つ 宵の 濠 端の 闇 

何 所 力から ラヂォ の 歌の；^ れて來 て  雨 

風まづ 動く ヴ H ランダの 綜櫚  子 

提燈に 背きて 立てば た を やかに  ... 

將聲 消え 行く 月の 河 尻  子 

に よ き と 立 つ 塔 は 狭霧に にじみ ゐて  雨 

羊の 群の 淋し かりけ る  子 

あてもなく 宿き \ 迥 る 小さ き 町  一..' 

はねし キネ マの 人 を 吐き出す  子 

夕 立 に あ は れ な り け る  
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RONDO  No. ひ 

称 あてがうて すかす 北 H の 子  雨 

ほろほろと^ 散る ほどの 風 立ちて  、 

そこら £ ^づけ 歸る 棟梁  子 

庭 鳥に そばへ る 犬 を 叱りけ り  雨 

尺の 日 南に 乾く 切 干  子 

魚 串 を り 溜て は 町へ 出て.  雨 

啞と 生れて 娘 美し  子 

あるとき は 琴 も 折るべき 我 思 ひ  雨 

氷柱に 閉し 三尺の 窓  子 

鳥が 鳴く 棒の 肩の 三日の 月  雨 

姊 あ て が う て  


40C 


TORSO 


RC5D0  No. 

菊 翠ゃ亭 を く  -、 V りて 次の 池  子 

苔よ みがへ る 夕立の あと  雨 

金色の 雲 彩る も 束の間に  子 

煙棚曳 いて 暮る. -村々  雨 

今 過ぎし 線路 眼下に 月の 海  子 

知らぬ 女に 物 を 問 ひ 寄る  雨 

栗の 花 人に 馴れたる 栗 もゐて  子 

橋のと ころで うねる 大.！ H-  .  雨 

灰色の 空に 降り 来る 時の 鐘  子 

盃 置いて 不圖思 ひ 人る  .  雨 

翁 翠 や 亭 を く  り て  


401- 


RONDO  No.  7 

雜 のうちなる 芝の： w 色  •  雨 

供 t むの 火鉢の 灰も靜 まりて  子 

さ めきながら 皿 洗 ふ 音  ，  雨 

すれ 逮ふ 廊下の 闇の 仇 心  子 

夢み る 様に 句 ふ 木 厚  雨 

不圖 さめて 間けば 温泉 を喷く 谷の 音  子 

しんとし たの は 雪が 降る のか  雨 

老の 眼に 淚の 光る 强 意見  子 

詰った ま k で 煙管 ころがる  雨 

掃き寄せて 緣の日 南の 塵 寒く  子 

辨 の う ち な る  
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TOESO 


RONDO  N?  S 

勝手 氣儘， はお 互の 事  子 

飯 噴 へ ば 書 齋に 籠る 亭 主 振  雨 

姉樣 かぶり 雪搔 きに 出る  -  子 

足袋に つく 鼻緒の あとの 艷 めきて  雨 

汽車 待つ 程 を 梅 薰る驛  子 

火 をお こす 石油の 罐の錡 色に  雨 

此 ごろ 耳のうと い 小 使  子 

下駄箱に 花束 人る、 戀 ありて  雨 

九 階の 窓 に 食堂の 春  子 

懷の錢 をよ み ./-^ あくる 宵  雨 

勝手 氣儘は  
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i)J  p，rY<JIi  ojc 

人魚 喰た かと 人に 問 はれる  子 

帶 留は疊 に 落ちて 藤色に  雨 

風呂が 明いた と 知らす 番頭  子 

が たびしと 雨戶 しめたる 裏 ニ^  雨 

また 一し きり 姨 おろす 風  子 

自動車の 修轄 待つ 間の 草 掘. りて  雨 

埒 あかぬ^れ 話に 年明けて  子 

かけて 見 たれば 氣に 人らぬ 襟  雨 

鐵 瓶の 囌く昔 も 晝 し づ か  子 

末の 子供の 片  一一 一一 n の 欲  雨 

家 k はの 虎杖 重 き 河原 道  子 

入る 曰 慕うて 烏 飛び 行く  雨 


4C4 


TORSO 


1ー c  R  X  0  r 大正 十五 年 五月、 ill 柿) 


菊翠ゃ 亭 を く  りて 次の 池  寅 日子 

薰 風 窓 に 谷 深き 樓  東洋 城 

もの 腰に 子 無しと 見 ゆる 夫婦連れ  子 

む かし 女の 言 ひ 寄りに けん  城 

將 軍と 名に 歌 はれて いかめし き  子 

力 ナ カナが 晝 鳴く ほどに 秋闌 けて  東洋 城 

ボ プ ラ の 影 に 牛^ 搾る 妻  寅 日子 

夕 nl さす アベ ナインな ど 戲れに  域 

な ま な 籍の具 を こ て こてと 塗る  子 
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松の梢 を 摟に眺 むる  東洋 拔 

蜩の聲 はう つ \ か 晝の夢  寅 日子 

鐘 詰の 歳暮と きし 雪の 朝  寅 日子 

ドミノで 遊ぶ 兒は靜 かなり  東洋 域 

長椅子の クシ ヨンに 猫の 夢圓か  子 

芝生の 蝶の 戀はを かしき.  城 

白粉 をと いて 流せば 春の 水  子 

漕いで 通へ る朧 このごろ  域 

明け 近き 港の 灯影 また、 きて  子 

四點 半なる 時の 鐘 鳴る  域 

世界 ぢ ゆう 見て 來た 程の 嘘つきて  子 
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TORSO 


アップル パイ を 三つ 食 ふなり  寅 日子 

濃す ぎた る カフ H の 後トな る 水 \i ^んで  東洋 城 

仕舞 ふ 見込み， のっかぬ 夜仕事  子 

南部なる 私大と きくから に  城 

勝手 氣儘 はお 互の 事  子 

涼し さは 飛石 づた ひ折戶 から  城 

松原つ き 沖の 白浪  子 

海道の 小峙 ながら 打， 川ん ひ  城 

餅 食 ふ ほど を あさる 输葉書  子 
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前 

雜 

し 

垂 

依- 

炊 

明 

め 

で 

の 

曰 

ぢ 

お 

の 

煙 

は 

松 

し 

峯 

に 

親 

0 

ラ 

爺 

-fc 

ぶ 

を 

ム 

も 

け 

び 

し 

渡 

プ 

行 

は 

吊 

ぐ 

It 

る 

る 

事 

の 

笑 

小 

上 

に 

片 

ひ 

げ 

な 

隅 

聲 

て 

る 

に 

牧 商船 

賓 ひに 

海 

に 

月 

來 群 

る れ 

婆 寄 

る 

の 

t タ 

同 の 

聲 潮 


1-3 

0 

お 

0 


寅 日子 

i 1 

蓬 里 雨 

靜 三 

子 
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" J; 龍 


江  印 

戶. 智 税 


.iiH より (大 十四 年 九月、 溫 S 


廣吿の 巧み を盡す 街の 灯に  寅 日子 

海水帽 も 好み さま，， f>  X 

夏の 夜の 不二 家 を 出で \ 千疋屋  東洋 城 

JOAK 今 は 何やら  、 

アフリカの-一 グロの 國も 歌の 國  子 

ラッパ 購 う て 吹く 博士 あり  城 

もの こり 少なの 秋の 風  子 

日へ は 行かす 竹 葉へ 行く  城 

なれば 11 の 肝の 吸物に  子 

をぬ かざる 鹽燒の 鮎  婊 


草 

去 稿 
年 の 

の 散 

1 る 
山 

も 

の 

尾 涼 

根 し 
越 や 

し -物 
の 風 
風 器 


城 子 
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リ よ 島 松 


K  0  X  .  hv  (昭和 二 年 九月、 溢 柿) 


(i© 月 待つ や 船から 砂利 を あげる 音  蓬 里 雨 

寄れば ひやつ くノ一  ラングの 露  \ 

秋 を 語る フランス 人 も 交り 居て  寅 日子 

大きな 尻と 歌 はれに けり 

前髮は 糠に よごれて わりな しゃ  雨 

誕が 出た か 騒ぐ 鷄  子 

ホテルと は 名ば かりなれ ど 山 は 花  ，^ 

灯 ちら ほら 船つ きの 春  雨 


(昭和 二 年 七 =： 十九 日夜より 廿日 朝 松 島。 ハ I ク ホテル にて) 


2 

延寶の 流 を 汲みて  ： 


登山 話 西瓜の 切れの 斷 崖に  東洋 城 

藥 味の 鹽の はだら 淡雪  黄 日 Hi 

旭 さす 隣の ほ； 'の \：< 儿げ頭  城 

オハ ョ. I と 鳴く 聲は n 鶴 か  子 

千金の 九赏 鳥も筘 入りに  城 

慈 善事 業 も 少し 手 を 出す  子 


これ は 戯作の 戯作 〔械〕 (大正 十四 年 八月 七日 小 宮豊隆 氏 宛綠端 書」 


バ 


片 


々 


客 去って 唯 眺め 居る 炭火 か な 

る 


麻布へ 拔け 

(暮 地の 空 行 


木 枯の音 

木枯の 聲) 

一 ：县 大正 十 I 年 I 月 11 不 一 日 

氣 になる は 軍曹-殿の 鼻の 疣 ：：. - 


蓬 里 雨 

寅 日子 


む ざと 折 


秋の色 草 


ふらんすの 巴 里び とも や 春の 宵  東洋 城 

綠の酒 は 何とい ふ 酒  子. 

へ 大正 十一 一一 年 二  s 十五 日 小 宮豐隆 氏范槍 端 書 
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君 は今柑 子の 花の 花 曇 

文書き 居れば また 時鳥 


白桃 やされ ど 緋桃も 拾て 難 

惚氣 交り に 更かす 寄 


しんき しんくの 夢の 朧夜 

忘れ 來し 煙管に 思 ひ斷っ 別れ 


子 


(同前 繪端 書： 


大正 十四 年 三月 十四日 同前 手紙) 


七 つ 屋 にお ぞゃ 煙管 を 置き忘れ 

駒 形 あたり 歸 るかり がね 


( 三月 二十 一 日 同前 端 書 
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々片 


うねり 行く 河の 面 は 霧 こめ 

山 な き 國-の 柳 村 


小雨 ふる 庭の 楓の 芽の ふく 

寒暖計 を 母に 問 はれ 


靴下 をぬ いで^ぎ ゐる緣 の は 

たまの 非番 を來 鳴く 


長閣 さや 雲雀 啼き 居る 空 遠 

赤い 瓦の 家 を 建てけ 


て 

々  子 

れ  雨 

て  子 

(111 月 二十 六 B 同前 手紙) 

な  雨 

0  子 

く  雨 

る  I 子 


叉 取り出す 讀 みかけ の 本  一..' 

住み なれても のな つかしの 壁の しみ  う 

(四月 二十 八 口 同前 手紙 


ふら， ノ\ と コスモス 搖る" 夕間暮  ^ 

眠り 藥を叉 買 ひに やる  子 

(六月 九日 同前 手紙 


何事 ぞ 宿直の 衆の 高 笑 

(大 1^ 十五 te- 二月 八日 松根豐 次 郎氏宛 端 書) 


燕 子の 親 待って なく  口の 形  雨 

鍵が ちが ふと 又 取りに やる  子 

(五月 六日 同前 齒端書 


4J6. 


物 食 

腰 堂 

に 

の 

見 

合 口 
と に 
し 仲 

る 人 

ぎ 

― 待 
と ち 

圑ま 構 

ど 

桑& へ 


戀 
文 
を 
た 
ば 
で 

屑 
屋 

に 

賣 

こ 

か 

し 


鴉の 羽 を 拾 ふ 墓 原  一 

,  (八月 十 一 日同前手紙：- 

タリ ー ムの 溶け あし 見る や 五月雨  雨 

莓の色 を 奪 ふ 口紅  子 

C 昭和 四 年 五月 二十 三 日 松 拫登次 郎氏宛 端 書 ) i 


に 女史 は氣 疎き 宛名に て 

戀 文の 宛名の 女史に 笑 ひこけ 

を 可笑しが り 
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沖 人の 汗 ふく 癖の いちしる く  _ 

(昭和 七 年 二" 十二  B 同前 端 書) 


花に 明け 花に 宿と る 旅 もはや 

スケッチ 板の 盡 きて 行 春 

(十 一 n- 二十  一 H 同前 端 書) 

柳數へ て 土手の 河 風. 

(昭和 十 年 八 = ^十九 日 同前 捲 端 書 •) 
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紀 
行 


行 紀越羽 


昭和 三年 三月 一 一十 一 日 

夜 の 九 時半 上野 驛を 出で 立 つ C 寢臺 車と いふ ものいぶ せ く 息苦し く、 罪な くて 人る 囚屋 にも 似 

て 心 落ち 居す、 恐ろしき 獣に 襲 はる、 と 見て 夢 驚き さむれば、 汽車 は 今 板屋の 隨道を 過ぐ ると 覺 

しく、 此の世の ものと しもな き 物の 音 陰に 響きて すさまじ。 やがて 

驛の 名の 峠と 呼ぶ や 雪の 聲 

粉雪 や いづ こ 隙間 を洩る 、風 

生來 五十 餘年 未だ 北 國の冬 を 知らす、 今朝た ま/ \ 起き 出で 、引き 明くる 汽車の 窓の 前に、 ？ぉル 

皚 として 展 がれる は 出 羽の 國置 賜の 野な り。 

雪の 國 もんぺ の 國へ參 りけ る 
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やがて 赤 湯 を 過ぐ。 

溫 泉の 町 は 雪に 眠りて 旭日 哉 

新庄 にて 乘換 ふ。 プラッ トフ ォ ー ムに 粉雪 渦卷 きて 滑る 卿元覺 束な く 

雪の 汽車 北と 西と へ 別れ 哉 

雪國の 自然に は 暖國の 人の 思 ひ 及ばざる 現象 も ありけ り。 

雪の 原 穴の 見 ゆる は 川なら め 

最上 川 は 雪 解の 水 を あつめて 濁れり。 靜 寂の 裏に 強大の ヱ ネル ギ ー を藏 して 濁卷 ける さま 實に 

天下の 大河な りけ り。 

山の 板の 雪の 板 を嚼む 濁り 哉 

右岸 は旣 に 春 を きざせ ど、 左岸 は 日 を 北 2 にし て 未だ 嚴冬 の 鎖し 堅く、 

あの やうに 曲り て 風の 水柱 哉 

山 は 左右に 開けて 汽車 日本海 岸に 近づく。 平野に は 雪 消え たれ ど、 つじ 風 冬 田 を 渡り、 折々 霰 

の やうなる もの さへ 降り 來て、 今日の 行 手の 一 日の 勤めい と 心 もとな く 

庄內の 野に 日 は 照れ ど 霰 哉 
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行 紀越羽 


酒 田の 町に なにがしの 役場 を たづね て 後、 最上 川口 を 渡りて 對 岸なる 飯 盛 山に 陸地 測量の 三角 

點を 見に 行く。 

しべ り あの 雪の 奥-から 吹く 風 か 

渡船 は 帆を卷 きおろ す 霞 哉 

やうく に 舟 岸に つく 霰 哉 

明くる 朝 まだき 象 潟に 赴く。 遊覽の 季節 を 外れ たれば 驛 前に 客 待つ 車 もな し、 覺束 なく 雪 解の 

畔道 たどりた どる。 

象 潟は睦 になり ける 冬 田 哉 

しんかんと 時雨る、 松 や 蚶滿寺 

やよ 鸦汝 もし ぐれて 居る 旅 か 

有耶無耶の 關の跡 此の あたり かと 汽車の 窓より 眺めて 過 ぐれ ど さだか ならす、 沖の 彼方 十八 海 

里と かや、 飛 島 S 影. 暗く 雪- 與低 くさ まよへ り。 

有. 耶無耶 の關は 石山 鼓 哉 

あの 島に 住む 人 ありて 吹雪 哉 
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終日 海岸 を 西へ 南へ 越後に 下る c 途上 S 海と いへ る溫 泉の 町に 一 汽車の 睱を立 寄る。 途上 所見 

自 f! 車の ほこり 浴びても 雜の薹 

日本海 は 悠久の 「地の 悲み」 を满へ て 沖の 彼方に 遠く 消え去る を 見る。 

雪 霰 帆 一 つ 見えぬ 海 淋し 

荒波に 消え 人る 雪の 何ともな 

ヤコ 由 こ， 名高き 新 津の町 も電燈 の. ヴォ ルト 足らね ば^しき 一 夜 を 明かして、 翌朝 阿賀 川の ® 谷 を 

遡る。  . 

殘雪ゃ 名のない 山の 美しう 

t わたり 春秋の 眺め も 思 はれて、 文化の- M に 遠き 里の 今 もな ほか" る處 に殘れ るかと なつ 力. L 

會津の 野 を 過ぎて 猪 T い E 代 湖に 近づく、 磐 梯山は 神々 しく 空に 輝きて めでたく、 

御山 雪 裾野 芝 原 蔣の花 

民る かや 湖 をめ ぐらす 雪の 山 

旅 三日 雪の 國々 を めぐりて 再び 武藏 野に 人れば、 忘れし 柳 芽 を 吹きて 菜種の 花 さへ 見 ゆ C 

しズ らくの 留守 を たづ ねて 來た春 か 
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行 紀越羽 


飛行機と 見えし は 紙鳶に 入る 日 哉 

旅 は 憂し し、 天下の 廣き、 我が あばら やの よごれ 衾に まさる 樂土を いづこに か 求むべき C 

.  三毛よ 今歸 つた， ぞ 門の 月 朧 

三日の 留守 も 三年の 旅 も 「量」 こそ か はれ 「質」 は 變らじ C 

珍ら しゃ 風呂 も 我家の 朧月 

されば こそ 旅は樂 しく 面白 けれし 多次元の 世界に 「今、 此處、 我」 の 一 微分 體積を 劃して 殘る 

無邊無 際の 空間 は 悉く 此れ 俳諧の 世界な りけ らし。 - 

顿 牛の 角がなければ 長 

又 想 ふ、。 

蝸牛 は 角が あっても 長 

.  (昭和 一一 一年 五月、 ^！！柿) 


閑 哉 

閑 哉 
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I 


i 


戲作非 も 詩  一 P 

這 極 白藕池 臨 址黄構 離 依 依 倚 門 柳 

消 潰 環畎水 萍蘋 歸何涯 今朝 纖夢驚 

思 極 忡心茫 習 習 吹 我 衣 垂楊 暮色 動 


悄悄 所 憶 誰 

畦 蛙 切切 吹 


m 


すみて i 流る 、 いさ 、川 

しきり 聞 ゆる 鶴の 聲 

あ 、悲しむ か 蟲の聲 

空 に ゆらめく 明星の 

野 もに みだ る 、 草 の 上に 

曉 のみ 神 は^なす 

黄金の 劍打 ふる ひ 

喜 び迎 ふか 鳥の 聲 

夜の み祌は 人の， を 


水 音 低 く を ち こ ち に 

夜の みかみ の^れ をば 

光 は 淡くな り 行 き て 

露の かほりの 高き 時 

百 千の 駒に 跨がりて 

東 の 义卜 を 立 出 づ る 

曉 のみ 神に ゆだねつ 、 
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行衞 はい づ こ 朝霧の 

自然の 命 をお それつ 


うちこ 隱れて 消えて 行 


一 明治 三- 1: キ秋) 
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M;， 


草 枕 


あ ら し 吹 く 

峯の 小徑に ふり うづむ 

風 に 追 はれつ 雲に 人る 

袖 ぞ 淚 に 朽ち果てぬ ベ き 

思 ひ 佬 び 

しばし は 結ぶ 草枕 

さ めて はかな き 露 を 分 け 

聲 きく 時ぞ秋 はかなし き 


跪き 枯葉の それなら で 

旅路に 家 を 想 ふ 奢 の 


夢にも 見 ゆる 人の 影 

慰めが ほに なく 蟲の 


h 二十： 中秋 
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薄ぎ ぬの 

翼の色^^失せ^^て \ 

弱き 風 を も 恐れつ ^ 

淋 し き 空 に 迷 ふ 身 は 

しかりし 夏の 口の 

千草の 綠色 あせて 

や 5^ ちて 流る \ 桐の 葉の 

いっか 其 身に 秋風の 


かやの 葉末に おく 露の 

ある W 斐も なく 秋の 野の 

サく樂 し く 麗 はしく 

夢に 昔 をし のばす や 

:y ハが根 を 洗 ふ 秋の 水 

はかなき 末 を 思 ふ 時 

吹く と 知らす や 秋の &蛉 


暮れ行く 空 に 

^れを 競 ふ 秋 

拂 ふ よ す が と 

かへ らぬ人 を 

• あはれ ま ぎ る 

森 に 傾 く 弦 月 

一 夜 の . 夢 を か 

星 光 宿る (介 水 

醉を買 はんか 時の 間の 

尾花の そ よ ぎ 荒み 來て 


夕 雲の 

の 葉よ 

な り も せ で 

戀 ひわ び て 

、すべ もがな 

の 

さんかな 

の 


絕間を もれて 吹く 風よ 

な ど 我 胸のう きく も を 

^ ふ や 脆き 我 淚 

亂れ 苦しき わが 心 

いで や 尾花と 身 を な し て 

^れに む せ ぶ 蟲 の 音 に 

峯 の 紅 葉 と 身 を な し て 

かほり も淸き 美酒 に 

紅葉 も あせぬ 人の 世に 

奥 つ き あたり 霜 白く 


.1 


過ぎに し蟲の 音を訪 へば 恨み は 長き 夢の 跡 

t 明治 三 リ年秋 一 
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晴の月 六 


• 六 月 の. 晴 

二階の 欄干に 蒲圑を 干せば 

雨の な い 六月の 風薰る 

藤棚の 藤は實 になって 

去年の 金魚 も 生命 あらたに 

睡蓮の 葉薩に 鱗の 光 

風呂屋の 前の 歩道に 並べ た 桶に 
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ゃ綠の プラタナス の 影 カ^ら く 

白 Mi のた が 一 匹う そう そと 

袖の：？ ひ を 喚 いで 行き 拔け る 

晝 飯時の 路地に 豆腐屋の 笛 

地下 鐵地ド 道の 天井に 

造 り 花の 一勝が 搖らげ ば 

ネ ォ ン ラ ン プ は デ パ ー ト のしる し を 瞬く 

呼子が 鳴って 一 度に 閉まる^ 

どこ やらで 見た やうな 人の^ 

• 四 

喫茶店の ス タ ン ド の 鏡の 前 
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啧カ H 六 


やぐらに 組んだ ァ ィ ス クリ ー 厶 の コ ッ プ 

ひとつひとつ に 映 る シ ャ ン デ リ ァ 

ひとつひとつに ま はる ファ ンの 影 

鏡の 兩 脇に マガ レツ トの花 

毛皮 屋は 毛皮 をし まつ て 

店先に 並ぶ 五月 金魚 鲤 

遠い 南の 夢の 國 から 

き ら きらと ラス ボラ • ヘテロ モルフ ァ 

ゆらゆらと ベタ • 力 ンボ デ ャ 

ゾ 

十字の： y の ガソリ ン ス タ ンド は. 
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眞 白な 壁に 眞 赤な マ ー ク 

ベ ガサ スも靑 穴ェ を 戀  力 

水色の きぬの ふさ はし い 梅雨 晴 

ガソリ ン 娘の むつち りと 日燒 けの 腕 

、"？ 和 九 年へ n、  01 マ 字 世界.) 「第 十卷 二八 二 頁參照 J 
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詩體變 


其 一 

齒ぐ きが 脹れて 耳が 鳴る 

網膜の 上をデ カル トの 渦が 躍り 1- る 

冷 い 物質と 物質が 

執 一 い 血の 中 で ， 喰 ひ 合 つて 居る 

齒 ぐ きで も 耳で も 胃 袋 で も 

齒 ぐきょ！： 袋よ さよう な ら 

空腹の 生んだ 科學も  . 

性慾の 生んだ 藝術も 


さ よ 

米と 

そ れ 


うなら さよ 

鹽は あるか 

で い - 


う な ら 

レ 


よ う な ら 


其 


鶏頭 

起 こ 

^蜓 

夥 し 

隊を 

少 し 

お れ 


カ^れ 力 

し て く れ- 

の 群が 

い：^ 蜓の 

立て、 飛 

よ 

じっとし 

は今齒 が 


お 


居 る 

齒が 痛い 


& 力 

んで 居る 


て 居 

0 い 


て くれ 
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林檎が 棚から おつ こつ， た 

星の 缺 けら を 一 寸 なめた 

オムレツ カツレツ ガ 1 ラン ，デ ン 

カントに へ. I ゲル-アイ ンシュ タイン 

み \ すの 眼 玉 は 見付けた が 

碧い 隨に 一 寸 ほれた 

ファウスト-ハム レツ ト； ハ 1 ベ リオ ン 

ドンナ I ゥニ タ 一パラつ リュイ 

(大 九 年 十；, - 八：；； 小 登 隆氏宛 端 書，) f 第 十四 卷ー 一一 一 四 K 參照 1 
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三毛の 墓 

三 毛のお 墓に 花が 散る 

こん/ \ こ .V めの 花が 散る 

小 窓 に 鳥 影 小鳥 影 

「小鳥の 夢で も 見て ゐ るか」 

三毛のお 墓に 雪が ふる 

こ ん /\ 小 窓 に 雪が ふる 

炬燧蒲 團の紅 も 

「三 毛が 居な いで 淋し い な」 

- 昭和 三年 二月、 ^ 柿) 一 第 六、 卷 九-一 頁 參照〕 


馱和 


一秋」 か ら 

きりぐ す嗚 くや 霜夜の 床 兹 み 心き えぐ 家 をし ぞ 思 ふ 

,5^ 治 三 十： 牛顷) 「第 六卷 1 一 九 ぺ 頁參 照〕 

狸予に 送る 手紙 

鳴 雪のお どけ 爺の する 爺が 作りし 句 選 山中に あり 

紅綠が 選びし と 云 ふ 滑稽の 句集が あらば 一 冊 欲しと 思 ふ 

其 25：： に 面白し と 思 ふ 本 あらば どし 買うて 來 てく 化 玉 へ 

其れ も 別に 急ぐ 事に は 候 はす 序の 時に 御頓み 申す 

此 手紙 書 終る 時栴 擅の つくく ぼ ふし 小便し 去りぬ 

,  1 1 f  (朗 治 三十 四 年頃. 1 
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病中 卽事 

宿無しの 灰 毛の 猫の 太郞 猫に 抛つ 石の それて くやし も 

枕 遶に我 いたつ きを 守る 神の 御 あかし 油 や 、 つきん とす 

去年の 冬 ゎづら ひっきし 我 妹 子と 同じ 病に 今日 伏す 我 は 

鷄 頭の 赤き と 黄なる と 斑なる と あまた 並びて 軒下に 立つ 

天の河の 流れて 雲に 入る あたり 木星 土星 並びて か "る 

紫の あんど 袴とう ば 玉の 眞黑 袴と あまた 行. 交 ふ 

檜 扇の 實 のみに なりし 庭の 上に 鐵漿 とんぼ 一 羽 飛び 迷 ふ 

获す 、き 鶴 頭 も 少しば かり ありて 稱に沿 ひたる 紅葉の 木立 

ふと 尻の 搗曰尻 を さに し て稻 かる 乙女 帶赤 かりき 

水 鉢に 藥を ひやす 窓の 下の す 、き 黄ばみて 夏盡 くらし も 

吸入の 藥の？ お 氣を吸 ひ 居れば あまき 涎の 拭 ひも あへ す 

しほ は ゆき 藥の 霧の 我 ひげに 露の 玉 貰く 見れば を かし かも 
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吸 人 を 

せこん 

唐人の 

稍 寒き 

裏山に 

柹の木 

蒸 栗 を 

我 病お 

P なら 

赤 鬚の 


我な し 居れば 女 原 珍しと て か 集 

どの 針の きざみの はか ゆかで 吸 


藥 のきり を 作る 

刈 田の 畔を我 行 

霧 立ち去らす 軒 

に 追へ ども 去ら 

した、 か 食 ひて 

こたる ベ くも 見 

で 浮世に 背き 人 

碧眼の 國に 見ぬ 


とて ある こ ほる 

けば 學校 近み 唱 

の 端の 楠の 秋 芽 

す 石 取れば 糞し 

我寐 てく さくな 

えぬ かな さ • 咳つ 

に 背く 詩人 我 は 

世の 友ュ ー ゴ 1 


ひ 見に 來る 

入 はう し 我 あごな えぬ 

て ふ 燃る 水た く 

歌 聞 ゆ る 

に 朝日 きらめく 

て 去りぬ 稳ょ にくき 

ら する うれしく も あるか 

のり 胸く る ほしき 

た 何 を か 歌 は ん 

と 云へ る 男 住みに き 


(明治 三十 四 年) 


須崎 にて 

我 宿 は 松原 越しに 海 近く 漁る 船の 群れる 見 ゆ 
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松原に 通 ふ 裏 戶の內 にして 赤き 木揽の ニ本疾 ける 

我 育 い ゆ べき 時 を い つ と 知らに 太平洋の 荒 浪騷ぐ 

高 岡の 町 過ぎ つれ どかげ じんの 景龜の 家の そこと も わかす 

(明治 一一 一十 四 年) 

須 崎行途 上 吟 

紫の 枯梗の 色 は 秋に して 同じ 紫の 藤の 色 は 春 

芋の 葉の 露の まだき を 達り 出で "ねみ だ れ髮 の ひん 取り 上ぐ る 

恐ろしの くひつ き 犬に 曳 かれ 行く 三十 男 片目 眇 たり 

拭 ひ 果てし 緣に 腰かけ はしためが ぬれ 雜 巾に 足のう らふく 

井戸端の 鶴 頭 赤き 朝 ぼらけ 白 髮の媼 鍋の 尻 かく 

(明治 一一 一十 年年 一 

歌 日記 


452 


駄和 


十月 一 日 

今日は 早 十月と 云 ふ を 枕 邊に溢 蚊 去らす 病 怠らす 

紫蘇 卷の 梅干の 實の 酸. きに も 一 碗の 飯 得も盡 され. f 

あす たれ か 行く とば かりに 電報の 言 葉み じかき 長き 夜の 恨み 

一 一 日 

來 ませし は 母君な りしたら ちね の 母君よ いたく 面 やせ 玉 ひし 

胸に 一 つ 額に も 一 つ 皮 袋 氷袋 ゆ 霧 立ち 登る 

マラリア のし この 鬼神 呼び つれて ウル チカ リア のさば へな す 神 

さばへ なす ウル チカ リア の 醜 神が 肌 やく 火に 夢 安から す 

三 日 

ml つ 山 二つ 越えて 宇賀の 君が もたらし こしぬ 水 十五 lb 

四 日 

穩 鳴く をう しと 思 ひぬ 四日の 夕 四十 度 餘り熱 退かす 

a 日 
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病 や 怠りぬ ベ きしる しあり て 梨の 甘 汁 舌に つめたき 

六 日 

マ ラ リア は 退き そめぬされ どな ほ 胃袋. やむ とくすし の 言 葉 

水藥 のにが き はやめて しほ は ゆきこな 藥 のむ いづれ を いづれ 

七 日 

、ク地 や. - すがに なりたる うれし さ を 取り集め たる ざれ 歌 あまた 

(明治 一 11 十四 年 - 

星の 歌 

矛 取りて ふり さけ 見れば 天津 {仝 レオの 宮居 ゆ 星 ほとばしる 

ォ リオ ン の 十 束の 劍霜 を帶 びて 野營の 夢の 驚き 易き 

右舷 遠く 永の 山の ほの 見えて ウル ザ マジ ョ リス 尾ぞ打 ふる ふ 

サ ツル ネの 星の 光の かすけ しと 將軍駒 を かへ させ 玉 ふ 

(明治 三十 四 年) 
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駄和 


無 題  - 

柳 散る か はたれ 時の 門に 立てば 行き交 ふ 人の 我 を 顧みる 

毘 沙門の 瀧 を 見に 行く 道に して 昆 沙門 堂に 歌 たてまつる 

(明治 三十 ra 年) 

無 題 

人吝き 隣の 小猫 飯に 饑 ゑて たろ 、く とひた なく あはれ 

南天に 幾日の 窓の 雨 晴れて 朱の 小 玉に つゆの 白玉 

つ はぶきの 葉 蔭の 蛙 這 ひ 出よ なれに 浮世の 善 惡 言 問 はん 

南天の 朱の 眞 玉の 露 を 吸 ひて 鷥飛 びぬ 露 かつ 散りぬ 

つれづれの 歌集の 表鋭染 むる とて 雨の 軒端に 山 据子を 摘む 

(明治 =1 十四 年) 


455 


無 題 

つれな か. りし 我 世の 果の 墓に 植ゑ 

常闇の 國の亂 を 憂 ひ 侘び 劍を 按じ 

魂 あらば 魄 あらば うけよ 捧げ まつ 

人 去って 11 鹉 淋しき 後 庭に 牡丹く 

i 丁 めば 行けば 御 慕の 鳥の 聲 去らん 


ょ萷の 花の とげ/ \ し きを 

て 失せし 君 はや 

る 名 殘の思 撫子の 花 

づる k 夕の 思 ひ 

として は义 あまた 、び 

(明治 三 t 四— 五 年 > 


無 題 

嶋 来れば 唯 蟬の聲 波の音 稻 村が 崎に 雨雲 迷 ふ 

塵の 松の 稍に 秋の 海 見えて 空行く 白帆 水 行く かもめ 

繰 返す 白菊の 歌 あまたた び案內 の翁自 休に 似たり 

緣の 端に 海 見る さまの 中柱 樓 のおば しま そと 打 見やる 

主 は 見えす 隣 座敷の 緣の 端の 海老茶 袴に 秋の 蝶と ぶ 
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欲 和 


行く 水に 龜の 模様の 夏 小袖 對の 小袖 を うれしと 見す や 

一 つ 家の 雨の 一夜の ひとりね や 二十 五の 秋戀 知らぬ 我 

三尺の 庭の 眞 砂に 雨 過て 松葉 牡丹に まば ゆき 日影 


(明治 一 1 一十 五 年) 


タイプ ライタ ー を 求めて 詠める 歌 

ねの 筆に 文字 書く とっくにの 鬼 

に 霰た ばし る 音 かと も 聞かば 聞 

らに 矢玉の 雨と とびいで て 文字 


くろ 力 

板屋 根 

さなが 

長き 衣 も 獨り文 かくから くり を あや つ り 

驟木鳥 

思 ふ 事 


の 


の 木啄く さ まに われ 似たり 智 

た .V 其 儘に うつり 行 く 紫 文 字 を 痦 

(大正 五 年 一 


て 面 

見れ 

れば 

に 何 

と 田 (一 


白 き 

ど 眼 

長し 

を 求 

ひ き 


く り はこれ 

もとまら す 

思 はす 

る 


！ マ 字 世界〕 一 第十卷 六 四 頁參照 1 


457 


. 思 ひ 出る ま乂 

講壇の 隅に のせお く  -ー  ッ ケ ル の袂 時計 を責 しと 見き 

春寒き 午前 七 時の 課外 講義 ォセ P を讀 みし その 頃の 君 

何もな き 庭の 垣根に 朝顔の 枯れ たるま 、 の 坪 井の 邸 

帽を 振り 巾 振る 人の 中に たぐ 默 して 君 は舷に 立ちし 

家づ との カバ ン 開けば 一 束の 花 ありぬ 絹の 白 薔薇の 花 

行 春の 音樂會 の歸る さに 神 田 牛 込 そに ろ あるきぬ 

瀨戶 物の 瓶に つめたる 甘き 酒靑 豆の ス ー プ 小鳥の 。 1 ス 

庭に 疾く 泰山木 を 指して 此花君 は 如何に 見る と 云 ひし 

先生の 湯 浴 果てる を 待つ ひまに スチ ュ ヂォ の繪を 幾度 か 見し 

或 時 は 空間 論に 時間 論に 生れぬ 先の 我 を 論じき 

帽子 着て 前垂 かけて 小春 日の 緣の 日向に 初 書きし 君 

美しき 蔦の 葉 蔭の 呼 鈴の 釦を 押す が 嬉し かりし か 

年毎に 生 ひ 茂る ま 、 の 木賊 原 茂り を 愛でし 君 は 今 亡し 
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欽和 


此の 憂 誰に 語らん 語る ベ き 一 人の 君 を 失 ひし 憂 

,  (大正 六， 二  H:、  S 怖) 

瑞西雜 詠 

このく に は 春 久しければ みどり わかき 林擒の その 、あざ やけき いろ 

す も 、疾 くま づし き 小屋の うら に はに 畑う つ おうな 裾 長く ひく 

さま 

ハ/ n ふかく まづ しき 様の 村 ありぬ 寺の 白 かべに 夕日て り そふ 

ク やみの みちばたに しるき 聖像の 前にぬ かづく おうな を 見たり 

靴のう へ にくった び はきて 氷の 野の ひろき まなかに 人 ゆきなやむ 

山 みれば 山 は 只く ろし 水の 野の まなかに 立ちて しばし いこ ふ も 

そ ろす ごき 水の 原 を わたりき てい はまに さける 草の はなつみぬ 

そば i をし ばし 下り き て かへ り 見れば 水 河に さの ひかり かげろ ふ 

(大正 六 年 六月、 ァ ララ ギ： 
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田中舘 先生 に 

塵の 巷惱 みの 國を しばし 逃れ 溫 泉の 里に タイプ 打つ 君 

朝な 夕な 細 谷川の せ 、ら ぎに まじりて 君が タイプ 打つ 音 

大君の 國の 護り の 天つ 小舟 造り 出づべ き 君よ さ き く い ま せ 

四月 一 一十 五日のう た 

雨 晴れて 若葉の 光肢 ゆき 日た かどの にゐ て文讀 む も う れ ， 一 

地に 若葉 空に 滿ち 渡る 陽の 光風に いのちの 句 ひみな ぎる 

か i る 陽の 光み なぎる 大空 をと び 翔ける 人の さきく も あるかな 

自ら い， >w し；^ じる, つた 

とも すれば 心虛 さに あく がれて 地上の 人の 挂も 忘れぬ 

(大正 六 年 六月、 。 I マ 字 世界) 「第十^!^1七五頁參照1 

思 ひ 出る ま 、 

金緣の 老眼鏡 をつ くらせて 初めて かけし 其 時の 顔 
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歌 和 


マ ント 着て 默 りて 歩く 先生と 肩 をなら ベ て江戶 川端 を 

もみ 上げの 白髮拔 けど も 拔きぁ へ す 老いぬ と 云 ひし 春の 或 夕 

杉の 香 を 籠め たる 酒ぞ飮 めと 云 ひて 醉 ひたる 吾 を 笑 ひし 先生 

先生と 對 ひて あれば 腹 立し き 世と も 思 はす 小春の 日向 

排 句と はか 、る も のぞと 說 かれしより 天地 開けて 我が 眼に 新 

(大正 六 年 十二月、 ^^柿 


：フ 口 

ね ぢ 

ね ぢ 

す る 

飛行 

大鳥 


飛行機の 

ベ ラの 廻り 

ば ねの 渦卷 

ばね の 風 切 

す る と す ベ 

機の 土 を 離 

の そ びら に 


う た 

いづれば さ 

X あら， 

き 起す 羽 嵐 

る 音 は 荒 妙 

りいで ぬと 

る 、つかの 間 

入の 影 はっか 


がらに 眠り 醒めた る 荒 鷲の ごと 

砂堙 たち 草な びき 伏す 

千尋の き ぬ を 八つに 裂く ごと 

ふ 間に 見る 間に さに 浮び 出で た 

の乘り 手の 心み る わが 心 

地上の 群 を さしまねく 見 ゆ 
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モ ー トル のせ はしき きざみ 

大空の 遙 かの 奥の 只 中に 一 


はたと やみて 草原 近く さと 下ろし 來る 

つ は 淋し 飛行機の 影 

(大正 七 年 二月、 。—マ 字 世界) 〔第 十 卷，： nl 頁 參 照〕 


ベ コ 二 ァの 霜に 萎 ゆ 

湯 浴 果て 手桶に さめ 

湯け ぶりに 籠れる 糠 

湯煙り に 窓 のがら す 

湯け ぶりの 1^ まきの 

硝子 戶 はつゆに 曇り 

储子戶 に 指 あと まろ 

据 風呂の 火口 ゆ 炭の 


しみ 湯殿に おけり 湯 あみ ゐ てみ る 

し 草の 小鉢に 流して やりぬ 

り いとけ なき こ 、ろお のづ から 湧く 

した： り 落つ るつ ゆ を見ゐ けり 

へ の 小 窓の 隙に 雪降り か&る 

しろければ 我が 裸身のう つりて ありけ り 

く兒が 描きし 父の 似顔の 鬚の ともし さ 

こぼれ 落ち あかく 燃え あがり やがて 消えけ り 

{: 大正 八 年 三 =?、 ァ ララ ギ 〕 


を ひた を 

湯 をす こ 

香 を かげ 

曇り ほけ 

る 湯 


の う 
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幼稚園 

幼稚園に たま./ \ 來て 見ぬ 人 

幼稚園に 見知らぬ 子等と 群れ 

いた いけの 小さき 子等の 群れ 

子ら あまた 手拍子と りて 歌う 

敎 場の 壁に かけた る 子供 等の 

幼稚園の 遊歩の 庭の 片隅に 猿 

幼稚園の 隣 は 人の 家に して 三 

幼稚園に 兒を 送り 來て 春寒き 


の 子 

遊ぶ 

ぬ ち 

た ふ 

繪を 

を 飼 

味 線 

梅疾 


のなかに 

我が 子 を 

に 我 も 立 

かたへ に 

見て 居た 

ひけり に 

の 音が 聞 

く 門 を 吸 


り て 

つ - 

つ i 

は默 

こ \ 

き 

え く 

過 ぎ 


子 


我が 子が 居る を 

胸 迫り 來ぬ 

もの 思 ひ 耽る 

に 立ち居り 

ろと もしく 

猿 を 

る 力な 

け る 

(大正 へ 年 五月、 ァ ラ ラ ギ) 


和 

馱 


日記の 中より 

旅 衣 ひとり かたしく 冬の 夜の 夢 を 破りて 木 枯の音 
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(明治 三 4> 一年  一 H: 三日) 

年々 になす ベ き 事 は 多くして 果てぬ 事の 澤に つもれる 

f 大正 六 年 十二  一  11 十 一 日) 

書簡の 中より 

處女 作の 活字に な. リし 嬉し さ に 自惚鏡 幾度 か 見し 

(大 E 十四 年 九 H  二日 小 宮豐隆 氏 宛 手紙) 

丘 十に して 萬 葉 集 をよ みし 我れ 永生き せんと 思 立ちけ り 

(昭和 二  ^九 H: 十二 日 小 宫璺隆 氏 宛 手紙) 

新ら しき バッ クの色 を 試みて 首 かたげ 居る 安井 曾太郞 

靑楓の はだかお みな を昆 つ、 居れば 神代の 戀の おも ほ ゆる 哉 

(同前 搶端 書) 

おらんだの 御菓子 食 ひつ 、藤 岡の 由 夫の こと を 話し 居るな り 

(昭和 五. 牛  一一 一 n 十九 H 藤 1： 由 夫 氏 宛 給 端 書) 
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俳 
諧 

き 念 

n 冊 


伊吹山の 句に 就て 


昨年 三 3： の 「潮音」 に 出て 居る 芭蒸 俳句 研究 第二 十四 囘の 筆記 中に 

千川亭  . 

折々 に 伊吹 を 見て や 冬 ごもり 

とい ふ 句に ついて、 此の 山の 地勢 や 氣象狀 態な どが 問題に なって 居て、 それにつ いて 色々 立 入つ 

ト た 研究が あった やうで ある。 私 も 此の 問題に ついては 自分の 專 門の 學 問の 方から も 特別の 舆味を 

, ま 感じた ので、 それに 就いての 私の 考を、 其 後小宫 君に 話した 事が あった。 當時其 事に 就いて か 

I 書いて 見たら どうかと いふ 話 もあった が、 充分 具體 的な 材料が 手許に なかった から、 つ ひ 其 儘に 

^ なって 居た ので ある。 近頃 思 ひ 出して、 急に 材料 を 捜しに か、 つたが、 容 =^ に兑は からす、 とう 

て 

とう 彥极湖 候 所に 賴ん で、 同所の 筒井 百 平氏から、 必要な 氣象觀 測の デ ー タを 送って g いて、 そ 
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れで やっと 少し は 纏った 事 を考へ る だけの 资 料が 出来た。 此處で 改めて 筒井 氏の 御 好意に. 對 して 

御 禮を申 上げ 度い。 

私が 此 句に 對 して 特別な 興味 を 感じた のに はもう 一 つの 理由が ある。 學生 時代の 冬休みに、 東 

海道 を 往復す るのに、 殆ん どいつで も 伊吹山 附近で 雪 を 見ない 事はなかった。 神戶 東京 間で 此邊 

に 限って 雪が 深いの が 私に は 不思議であった。 現に 雪の 降って 居ない 時で も 伊吹山の 上 だけに は 

雪雲が 低く 垂れ 下つ. て 迷って 居る 場合が 多かった やうに 記憶して 居る。 其 後 伊吹山に 觀測 所が 設 

置され た 事 を 傅 聞した 時に も、 其 處の觀 測の 結果に 對 して 特別な 期待 を懷 いた 譯 であった。 

冬季に 於け る 伊吹山 地方の 氣象狀 態 を考へ る 前に は、 先づ此 地方の 地勢 を 明 にして置く 必要が 

ある。 琵琶湖の 東北の 緣に略 平行して、 南北に 連り、 近 江と 美 濃との 國境 となって 居る 分水嶺が _ 

伊吹山の 南で、 突然 中斷 されて、 其 處に兩 側の 平野の 間の 關門を 形成して 居る。 伊吹山 は 恰も 此 

の關 所の 番兵の やうに 聳えて 居る .譯 である。 大垣米 原 間の 鐵道 線路 は、 此の 顯 著な 「地 殼の 割れ 

目」 を 縫うて 敷かれて ある。 

山の 南側 は、 太古の 大地 變の 痕跡 を 示して、 山 骨 を 露出し、 急峻な 姿 をして 居る ので あるが、 

大ぼ 一から 見れば、 それ 程突兀 たる 姿 をして 居ない だら うとい ふ 事 は、 例へば 陸地 測量 部の 五 萬 分 
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て 就に 句の 山吹 伊 


一 の 地形 圖を 見ても、 判斷 する 事が 出来る。 大垣 停車場から、 伊吹山 頂、 海拔千 三百 七十 七 米の _ 

點 迄の 距離が、 殆んど 丁度 二十 籽、 卽ち ざっと 五 里で ある それから 計算して 見る と、 大 垣から 

見た 山頂の 仰角 は、 相當に 大きく、. 例へば、 江の 島から 富士を 見る より は 少し 大きい 位で ある。 

從 つて 犬 垣 道から 見て、 此山は 可也 顯 著な 目標 物で なければ ならない。 尤も 伊吹 以北の 峯っ、 にき 

に は、 矢 張 千 米 以上の 最高 點 がいくつ か あるから、 富士の やうな 孤立した 感じ はない に 相違ない 

問題の 句 を 味ふ爲 に、 私の 知り 度い と 思った 事 は、 冬季 伊吹山で 雨 や 雪の 降る 日が どれ 位 多い 

かとい ふ 事であった。 それ を 知る に 必要な 材料と して 伊吹山 及び 附近の 各地 測候所に 於け る 冬季 

の 降水 日數を 調べ て 送つ て 貰った。 其の 詳細の 數字は 略す るが、 冬期 卽ち 十一 一月 一 月 一 一月の 三ケ 

月 中に 於け る總 降水 日數 を、 最近 四ケ 年に ついて 平均した もの を 擧げて 見る と、 次の やうで ある 

伊吹山  六 九、 一 一 

敦 贺  七 二、 八 

逢 根  五 九、 〇 

岐 阜  四 〇、 二 

京 都  四 九、 二 
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名古屋  三 〇、 二 

卽ち、 伊吹山 は 敦贺に は 少し 少乃 るが、 他の 地に 比べて は、 著しく 雨 雪 日の 數が 多い、 名古屋 など 

に比べる と、 倍 以上になる 譯 である。 冬季 三 ヶ月 問、 九十 R の內 で、 約 六十 九 n、 卽ち約 七十 七 

パ— セント は 雨 か 雪が 降る 勘定で ある。 筒井 氏の 調 茶に よると、 冬季 降雪の 多い 區 域が、 若狹越 

前から、 近 江の 北半へ 突き出て、 V 字形 をな して 居る。 そして、 其の 最も 南の 先端が、 美 濃、 近 

江、 伊勢三 園の 境の 邊迄來 て 居る ので ある。 從 つて、 伊吹山 は、 此の 區 域の 東の 境の 內 側に 這 入 

つて 居る が、 それから 東へ 行く と 降雨 日數 がすつ と 減る 事になる 譯 である。 

何故に 此の やうな 區 域に、 特に 降水が 多い かとい ふ 理由に ついて、 筒井 氏の 說を 引用す ると、 

冬季 日本海 沿岸に 多量の 降雨 を齎す 北の 季節風が、 若狹近 江の 間の 比較的 低い 山 を 越えて、 そし 

て廣ぃ 琵琶湖 h か ら 伊勢 灣 の 方へ 拔 けようと する 途中 で 雪 を 降ら せる とい ふので あるら しい。 特 

に 美 濃 近 江の 國 境の 連山 は、 地形の 影響で、 上昇 氣流を 助長し、 雪雲の 生成 を 助長す るので あら 

う。  . 

又 伊吹山 觀測 所で 霧を觀 測した 日數を 調べて 見る と、 四ケ 年間の 平均で、 冬季 三 ヶ月 間に 就き 

七 六、 八 n となって 居る。 つまり 冬 中の 約 八 割 a 分 は 伊吹山 頂に 雲の か、 つた 日が ある 譯 になる。 


470 


て 就に 句の 山吹 f 汁 


尤も 其れ だけで は 山頂が 終日 全部 蔽 はれて 居る かどう か は 分らない が、 鬼 も 角 も 此の 山が 其 儘に 

よく 見える 日が さう/、 多く はな いとい ふ 事 だけ は 想像され る。 

以上の 事實 を豫備 知識と して、 此の 芭蕉の 句 を 味って 見る となると 「折々 に」 とい ふ 初 五 文字 

が ひどく 强く 頭に 11 曰いて 來る やうな 氣 がする。 そして 伊吹の 見える 特別な 日が、 事によると 北西 

風の 吹かない 割に 溫く穩 かな 日に でも 相當 する の で、 さう い ふ 日に 久 々 で戶 外にで も 出て 伊，^ 人山 

を 遠望し、 今日は 伊吹が 見える、 と 思 ふので はない かと 迄 想像され るつ さう すると 又 此の 一 冬 籠.」 

の 五 字が ひどく 利いて 來る やうな 氣 がする ので ある。 

此れ は 寧ろ 寧究 的の 1<旺 索に 過ぎて、 此 句の 眞 意に はせ 田らない かも 知れない が、 此ぅ いふ 種類の 

考證も 何 かの 參考 位に はなる かも 知れない と 思って、 此れ だけの 事 を 誌して 見た。 若し 實際彼 地 

方で、 始終 伊吹 を 見て 居る 人達の 敎を 受ける ことが 出 來れば 幸で ある。 (：大！；^十三年ニ月、 潮音) 
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夏 目先 生の s 句と 漢詩 


夏 目先 生が 未だ 創作家と しての 先生 自身 を自覺 しない 前に、 その 先生の 中の 創作家 は何處 かの 

隙間 を 求めて その 創作に 對 する 情熱の 發露を 求めて 居た もの やうに 思 はれる。 その 發 露の 恰好 

な 一 つの 創作 形式と して 選ばれた のが 漢詩と 俳句であった。 云 は 遠から す爆發 しょうと する 火 

山の 活動の H ネル ギ— が 僅に 小噴氣 口の 噴煙 や 微弱な 局部 地震と なって 現 はれて 居た やうな もの 

であった。 それにしても その 爲に 俳句 や 漢詩の 形式が 選ばれた とい ふ 事 は 勿論 偶然ではなかった 

に 相違ない。 先生の 自然 觀 人世 觀が始 めから 多分に 俳句 漢詩の それと 共通な もの を 含んで 居た 事 

は 明で あるが、 併し 又 先生が 俳句 漢詩 を やった 事が 先生の 自然 觀 人世 観に 可也の 反作用 を 及ぼし 

たで あらう とい ふ 事 も 當然な 事 であらう。 鬼 も 角 も 先生 の 晚年 の 作品 を 見る 場合 に 此の 初期 の 俳 

句 や 詩 を 背景に 置いて 見なければ 本 當の事 は 分らない ではない かと 思 ふ 事が いろ ,/,^ ある。 少く 
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詩 漢と句 俳の 生 先 目 夏 


も晚 年の 作品の 中に 現 はれて 居る 色々 の もの 、胚子が 此の 短い 詩形の 中に 多分に 含まれて 居る 事 

だけ は確實 である。 

俳句と は 如何なる もの かとい ふ 問に 對 して 先生の 云った 言葉のう ちに、 俳句 はレト リツ クの H 

ッ センス であると いふ 意味の 事 を 云 はれた 事が ある。 さう いふ 意味での 俳句で 鍛へ 上げた 先生の 

文章が 元 來カ强 く 美し い 上に 更に 力強く 美しくな つたの も當然 であらう。 叉 逆に あの やうな 文章 

を 作った 人の 俳句 や 詩が 立派で あるの は當然 だと も 云 はれよ う。 實際 先生 の やうな 句 を 作り 得る 

人で なければ 先生の やうな 作品 は 出来さう もない し、 あれ だけの 作品 を 作り 得る 人で なければ あ 

の やうな 句 は 作れ さう もない。 後に 「草枕」 の モニュ ー メント を 築き上げた E 匠の 靈 のす さびに 

彫んだ 小品 を 此の 集に 見る 事が 出来る。 

先生の 俳句 を 年代順に 見て 行く と、 先生の 心 持と 云った やうな もの 、推移して 行った 迹が 最も 

よく 追跡され る やうな 氣 がする C 人に 讀 ませる 爲の 創作 意識の 最も 稀薄な 俳句に 於て 比較的 自然 

な 心 持が 反映して 居る ので あらう。 例 へ ば修善 寺に 於け る 大息 以前の 句と 以後の 句との 間に 存す 

る 大きな 距離が 特別に rR 立つ、 それだけ でも^つ て 見る 事 は 先生の 讀 者に とって 可也 重要な 事で 

あらう かと 思 はれる。 
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色々 の 理由から 私 は 先生の 愛讀 者が 必す少 くも 此の 俳句 集 を 十分に 味 はって 見る 事 を 望む もの 

である。 先生の 俳句 を 味 ふ 事な しに 先生の 作物の 包 有する 世界の 諸相 を 眺める 事 は 不可能な やう 

に S よれる.」 叉 先生の 作品 を 分析 的 に 研究し ようと 企てる 人が あらば そ の 人 は 矢 張 充分 綿密に 先 

生の 非 句 を 研究して か、 る 事が 必要で あらう と 思 ふ" (昭和 一一 二で， „ ^リ、 漱石 ズ* 集 B 報，)  一 
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え 1 1. 雜句迚 


連句 錐 俎 


I 連句の 獨自性 

日本 亞細亞 協 會學報 第一 ー輯 第三 卷に H  —  - ネヴ ィル. ホ ワイマン ト 氏の I 日本語 及國 民の 南洋 

起原 說」 とい ふ 論文が 出て 居る。 此れ は 此の 表題の 示す 如く、 日本 國 語の 板 源が 南洋に ある 事 を 

論證 し、 從っ て國民 祖先の 大部分 も 亦 南洋から 渡來 した もの だと 論斷 しょうと する ものである 

此の 擧說 の當 否に 就いては 勿論 種々 の 議論が あるで あらう が、 此處 では 勿論 それ は 問題に しない 

此の 論文の 始めの 序說 中、 日本人の 獨創 能力に 乏しい 事 を 述べた 一節に、 チヤ ムバレ— ン 博士の 

云った とい ふ 言葉 を 引いて、 「此の 邦土で 純粹に 日本 固有と いふべき もの は 唯一 一つ、 それ は 風 wn 桶 

とさう して ボェ トリ ー である」 と 述べて 居る。 又 「もっと 意地の 惡ぃ 或る 批評家 は 『誰も 多へ 刀： ^ 


の 二つの どれ も を；^ 门し 上げたい と は 思 はないだ らう』 と 云った」 と ある C 此の所 說の當 否 も此處 

では 問題に しない" 唯 此の所 謂ボ ェ トリ— が 此處で 何 を 指す か 問題で ある。 不幸に して 私は此 

の チヤ ムバ レ ー ンの 言葉が 何 處に發 表されて 居る か を 知らないから 今糙に 此點を 追究す る途 がな 

い。 併し 多分 此れ は先づ 和歌 を 指し、 さう して 事によると 俳句 も 含まれて 居る ので はない かと 思 

ふので ある。 

此の やうに、 此れ W 上慘 酷に はあり 得ない と 思 ふ程慘 酷な 眼で 日本の 文化 を 眺めた ときで さ へ 、 

鬼 も 角 も 眼 立つ て CI^ える 日本 固有の 詩形の 中で も 特に 俳諧 速 句と い ふ 獨自な もの 、存在す る 事 を 

此 等の 毛唐人 共が 知つ て 居た かどう か、 假令 さう いふ 詩形の 存在 を 概念的に 知って 居た としても 

本當 に 其の 內容を 理解し 正當 に 估價し 得た で あら う と い ふ 事 は 殆ど 不可能で あると 思 はれる、」 

西洋人が 俳諧 を 理解し 得ない とい ふの は、 吾々 日本人が 厳密に 正當 にゲ— テゃシ H  —ク スピア 

を 理解 しないと いふのと はちがつて、 そこにもう 一 つ 輪 を かけた 困難が あると 思 はれる C 後者に 

は 世界人 類に 共通な 人間性 その物が 基調 をな して 居る の に、 前者に は 東洋人 特に 日本人に 獨自な 

或 物が 其の 存在の 主要な 基礎に なって 居る と 思 はれる からで ある" 其の 基礎的 要素と は 何 か、 と 

問 はれ \ ば 吾々 は 先 づ單に 「其れが 俳諧で ある」 と 答へ るより 外に 道 はな. い" 
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；: 11 雜も J 述 


何が 俳諧で あるか を  一 口 や 二 口で 說 明す るの は 非常に 六 かしい が、 何が 俳諧で ないか を^ 示す 

る 方が 比較的 やさしい やうで ある。 私の 知る 限りに 於て 獨 逸人 は 俳諧の 持 合せの 最も. 乏しい 國民 

である。 彼等 は 例へば、 呼 鈴の 押釦の 上に 「呼 鈴 J と 貼 札 をし、 便所の 箒に は 「便所の 箒」 と 書 

かなければ どうも 安心の 出來 ない 國民 なので ある。 そのお 蔭で 獨 逸の 精密 工業 は發 達し、 分析 的 

に ひどく 込み 人った 面倒な 哲 擧が榮 える。 本 來快樂 を 目的と する 音樂 でさへ も獨 逸人の 手に か 、 

ると それが 高等 數學 の數 式の 行列の やうな ものに なり、 眼 を 喜ばす ベ き映畫 でさへ も此國 で出來 

たもの は 見て 居て おの づ から 頭痛の して 來る やうな のが 甚だ 多い： 此れに 比べ て佛蘭 西に はいく 

ら かの 俳諧が ある やうに 思 はれる。 セ— ヌ 河畔の 釣 人 や、 古本 店、 リュ クサ ンブ ー ルの 人形芝居- 

美術 學 生の ネクタイ、 蛙の 料理に も何處 かに 俳諧の 一 と I 下 は ある。 此の 俳諧が 此國の 基礎 科學に 

獨 逸人の 及ばない 獨自な 光彩 を與 へ、 此國の 藝術 に 特有な 新鮮 味 を 添 へて 居る ので はない かと も 

思 はれる C 例へば 近代 物理 學の 領域 を風應 した 「波動 カ擧」 の 如き も 其の 最初の 骨 組 は フランス 

の 一 貴族 學者. ド . ブ 口— リ— がすつ かり 組立て 、しまった。 其の 「俳諧」 の 中に 含まれた 「さび」 

や 「しをり」 を 白 nn の 明るみに 引きす り 出して 隅から隅まで 註釋し 敷衍す る こと は曲齋 的なる 獨 

逸人の 仕事で あつたので ある。 藝 術の 方で も マチ スの畫 や マイ ョ ー ルの 彫刻に は何處 かに 吾々 の 
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俳諧が ある c 此れが 獨 逸へ は ひると、 忽ちに 器械 化數學 化した 鐵筋式 リアリズムになる のが 妙で 

ある。  , 

ヒア ガルの 鰭の やうに 一 幅の 畫 面に 一 見 殆ど 雜 然と 色々 な もの を氣狂 ひの 夢の 中の 群像と でも 

いった やうに 並べた のが ある C 日本人で も 此の 眞似 をす る 阿呆が あるが、 あれ も 本来の 覘ひ所 は 

恐らく 一  種の 「俳諧」 であった に 相違ない C 唯 此れ は 一， 時」 の 俳諧の 代りに 「空間」 の 俳諧 を 試 

みて、 さう して 餘り 成效 しなかった 一 つの 習作と も 見ら る、 ものであるし 

^し 何と 云っても 俳^ は 日本の 特産物で ある C それ は 吾々 の國土 自身 吾々 の 生活 自身が 俳諧 だ 

からで ある。 一 たび 世界 を 旅行して 日本へ 歸っ て來て さう して 汽車で 東海道 をす うつ と 一 べん 通 

過して 見れば、 如何に 我國の 自然と 人間 生活が 旣に 始めから 歌仙 式に 出来 上つ て 居る か を 感得す 

る ことが 出来る であら うと 思 ふ C アメリカ では 一 ー晝 夜汽車で 走つ て も 左右に は麥 畑の 外 何もな い 

處が あると 云 ふ 話で ある。 ドイツ では 行っても/ \ 洪镜 期の 砂地の ゆるやかな 波の 上にば らま い 

た 赤 瓦の 小 聚落と、 キ ー ファ— 松 や 白樺の 森と 云った やうな 景色が 多い C  n 本の 景観の 多様性 は 

例へば 本邦 地質 圖の 一幅 を 擴げて 見た だ. けで も 想像され る。」 それ は  一 のつ  >れ の 錦 をで も 見る 

やうに 多様な 地質の 小 斷片の 緩 合で ある  <」 此れに 應 じて 山川 草木の 風貌 は に 數杆の 距離の 間に 
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極端な 變化を 示す C 又 氣象圖 を 擴げて 見る C 地形の 複雜 さに 支配され る氣溫 降水 分布の 複雜 さは 

峙ー っを距 て、 そこに 吳 越の 差 を 生じる ので ある C 此の 環境の 變 化に 應 する 風俗 人情の 差異の 多 

樣性も 亦 恐らく 世界に 類 を 見ないで おらう。 一 つ は 過去の 封建制度 によって 此れが 強調され たと 

いふ こと は 許容しても、 人力の 如何と もし 難い 天然 環境の 影響 は 將來に 於ても 恐らく 永久に 繼續 

する であらう。 試に 中央線の 汽車で 甲 州から 信 州へ 分け入る 際、 沿道のお 家の 建築 様式 或は 單に 

其 の 屋极 の 形 だ け に 注意 して 見ても、 私の 云 ふ こ と が 何 を 意味す る か .V 朧氣 に 解る であらう と 思 

此の やうな 天然の さ 間 的 多様性の 外にもう 一 つ、 又 時 的の 多様性に 於ても 日本 は 可也に 豐富 

に惠 まれて 居る ので ある C 南洋 中の 島で は 一 年中が tj^ ど 同じ 季節で あり、 ^：复 秋 冬 は 唯の 言葉で 

ある C 此處 では 俳諧 は 有り得ない。 又 例へば ドイツ や イギリスに は 本當の 「夏 一 が缺 如して 居る。 

さう して モンス— ン のない 彼 地 に は 本當の 「春風 _| 「秋風」 がな く、 又 彼 地に は 「野 分」 がな く 

「五月雨」 がな く 「しぐれ」 がな く、 「柹 紅葉 二が なく 「霜柱. 一 もない」 併し 大陸と 大洋との 氣象 

活動 中心の 境界線に 跨る 日本で は、 どうかす ると 一 日の 中に 夏と 冬と がひつく り 返る やうな こと 

さへ ある。 その上に 大地震が あり 大火 事が ある。 無常迅速 は 實に我 邦の 風土の 特徵 である やうに 
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私に は 田い はれる。 

日本人の 宗敎 ゃ哲學 の 奥底 に は必す 此の 自然 的 制約が 深 い 根 を 張って 居る。 さう して 俳諧 の 華 一 

實 も亦實 に此處 から 生れて 來る やうな 氣 がする C 無常迅速、 流轉 して 止まざる 環境に 支配され た 一 

入 生の 不定 感は 一 方で は 外来の 佛敎 思想に 豐 かな 沃土 を 供給し、 叉 一 方で は 俳諧の さびし をり を； 

發育 させた ので あらう。  . 

私の 此の 甚だ 不完全に 概括 的な、 不透明に 命題 的な 世迷言 を 追跡す る 代りに、 讀者は 寧ろ 直接 一 

に、 例へば 猿簑の 中の 任意の 一 歌仙 を 取上げ、 其 中に 流動す る 我 邦 特有の 自然環境と 此れに 支配； 

される 人間 生活の 苦樂の 無常迅速なる 表象 を 追跡す る 方が、 遙に 明晰に 私の 云 はんと 欲する 所 を- j 

示揚 する であらう。 試に 「鳶の 羽」 の 卷を播 いて 見る C 鳶は 一 としきり 時雨に 惱 むが やがて 風收ー 

つて 羽づ くろ ひする C 其 姿 を 哀れと 見る の は、 卽ち 日本人の 日常生活の あはれ を 一 羽の 鳥に 投影 

してし ばらく それ を客觀 する、 其處に 始めて 俳諧が 生れる の， である。 旅に は渡涉 する 川が 横た は 

り、 住に は 小 獣の 迫害が ある、」 さう して 梨 を 作り、 墨繪を かきなぐり、 めりやす を 着用し、 午の 

貝 をぶ う/ \- と 鳴らし、 4、 藍に 寢ね、 芙蓉の 散る を 賞し、 さう して 水 前 寺の 吸物 をす、 るので あ 一 

る C  一 
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此の やうに して 一連 句 は 日本人の 過去、 現在、 未来の 生きた 生活の 忠實 なる 活動 寫眞 であり、 

又 最も 優秀なる モンク— ジュ 映畫 となる ので ある。 此れに 就いては 更に 章 を 改めて 詳しく 論じて 

見たい と 思 ふ。  . 

鬼 も c; も、 俳諧 連句が 過去に 於ての みならす 將來に 於ても、 必然的に 日本 國 民に 獨自な もので 

あると いふ こと は、 以上の 不備な 所說 でも いくらか は 了解され るで あらう と 思 ふ。 さう して、 彼 

^チヤ ムバレ ー ン 氏ゃホ ワイマン ト氏 がもう 少しよ く 勉強して か \ら ない うち は、 いくら 爪立ち 

しても 手のと かぬ 處に 固有の 妙味の ある こと も 明かになる であらう と 思 ふ。 

(昭和 六 年 三 =:、 

二 連句と 音樂 

逑 句と いふ ものと、 一 般に音 樂と稱 する ものとの 間に 或 程度の 形式的の 類似が ある 事に 就いて 

私 は從來 も旣に 度々 色々 な 機會に 述べた ことがあ るが、 玆 でもう 一 度 改めて 此點に 就いて 詳しく 

考へ 直して 見たい と 思 ふ。 

尤も、 何と 云っても 音樂は 音樂、 連句 は 連句で あるから、 餘り 無理な 比較 をしょう とすれば 結 ^ 


局甚 しい 附會 に陷 るに きまって 居る。 此れに ついては 最初から 用心して か \ る 必要が ある。 ^し 

此の 用心 を 頭の 中に 置いた 上で、 試に 如何なる 程度まで、 如何なる 方向に 此の 比較が 可能で ある 

か を 一 應當っ て 見る の は 無意義で はないで あらう。 少く もさう して 見る ことによ つ て 吾々 は 連句 

とい ふ もの 、本質 を 何等かの 新し い 光の 下に 見直す 事が 出来る かも 知れない。 さう して 連句の 此 

れ からの 進む ベ き 道程に 關 する 何等かの 暗示 を 得る 機緣に 探り 當 てる かも 知れない と 思 ふので あ 

る。  . 

述 句に 限らす 凡ての 詩歌、 但し 近頃の 尖端 的と か稱 する 奇妙な 不規則な 詩形の 化物 は 一 先づ除 

外 するとして、 普通の 古典的の 意味に 於ての 凡ての 詩歌 は、 皆 共通な 音樂的 要素 を 有って 居る。 

それ は先づ 第一 に 時間 的な 律動で ある。 し 此れが あると いふ だけなら ば 連句 も 他の 詩歌 も 別に 

變 つたこと はない やうで ある。 然るに 普通の 詩歌で は 此の 律動の 要素 は 可也 必要で は あるが、 併 

しいくら か從屬 的な ものと 見做す こと も 出来る。 何故かと 云へば、 詩歌に は 其の 言葉の 連繽 によ 

つて 生す る 一 貰した 企圖の 表現、 平たく 云へば 筋 書が あって、 其の 筋 書に よって 代表され た 一 つ 

の 纏まった 全體が あり、 さう いふ 點 では 律動 的で ない 戲曲ゃ 小說ゃ 紀行文 ゃ隨筆 やと も 共通な 要 

素 を もって 居る。 それに 附帶 してもう 一 っ音樂的な律動的要素が融合してさぅして所謂^！^歌とな 
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つて 居る ので ある。 然るに 連句で は 一 っくの短句長句はそれ^-には纏まった表象を有っ て居 

るが、 或 句と 其附 句との 間の 關係は 最早 普通の 詩歌の 相次ぐ 一 一句の 間の 關 係と は餘程 ちがった も 

のにな つて 居る。 實際は 一見 さう い. ふ 差別の 見えに くい 實例も あるか も 知れない が、 少 くも 原理 

的に は 其 處に拫 本 的な 相違が 存在す る" 此點に 就いては 又 別に 詳論す る 必要が あるが、 簡單に 云 

へば 次の やうに も 云 はれる。 卽ち 普通の 詩歌の 相次ぐ 二 句の 接續は 論理的 單義 的で あり、 屮 句の 

「面」 と 乙 句の 一面 一 と は 普通 幾何 學 的に 連 績し、 甲の 描く 曲線 は 乙の 曲線と 必然的 單義 的に 連 

結して 居る。 此れに 反して 連句 中の 一 句と 其附 句との 一 面 一 の關係 は、 複雜. に 連絡した 一 種の リ 

1 マ ン的 表面の 各 葉の 間の 關 係の やうな ものである. - 句の 外觀 上の 表面に 現 はれた 甲の 曲線から 

乙の 曲線に 移る 間に 通過す る 其の 徑路 は、 實は幾 段に も重疊 した 多様な 層の 間に 殆ど 無限に 多義 

的な 曲線 を畫く 可能性 を もって 居る ので ある さう して 連句と いふ もの 、獨自 な 面白味 は 正に 此 

の 複雜な 自由 さに か、 つて 居る ので ある r〕 要するに 普通の 詩歌の 相次ぐ 二 句 は 結局 一 つの 有機的 

な もの、 部分で あり、 個體 としての 存在 價値を 有たない ものであるが、 速 句の 二 句 は、 明白に 二 

つの 立派な 獨 立な 個體 であって、 しかも 其の 二つの 個體 自身の^々 の價值 のみなら す、 寧ろ 個體 

と個體 との 接觸 によって 生す る 「界面 現象」 と 云った やうな ものが 最も 重要な 價値を もつ ものに 
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なる ので ある。 さう して 此點 が旣に 連句と 音樂 との 比較の h に 一 つの 著しい 目 檩を與 へる ので あ 

る。 此れ を 私 は今假 りに 旋律 的 要素と 名 づけて 見ようと 思 ふ。 

音樂 の 最も 簡單な も の を 取って 見る と、 それ は 日 蓮宗 の 太鼓 ゃ野蠻 人 の 手拍子 足拍子 の やうな 

もので、 此れ は 同一な 音の 律動 的な 進行に 過ぎない。 此れより もう 少し 進歩した ものに なると 互 

に 音程の ちがった 若干 種類の 音が 使 はれる やうに なって、 其處に 所謂 旋律が 生れる。 二種の 高さ 

の 音 を それぐ に 取 離して 全く 別々 に聽 くだけな らば、 扳動數 が 可也ち がっても 大してち がった 

感じの 逮ひは 起らない のが、 一 一つの 音 を 相次いで 聽く ときに 始めて 甲乙 一 一音の 音程 差に 對 して 特 

^な 限定が 生じ、 其處 から 所謂 音階が 生れて 來る。 此れが 旋律の 成立の 第 一條 件で ある。 例へば 

或る 基音に 對 して 長 三度の 音と 短 三度の 音と を 一 一つ 別々 に 相當な 時間 を距て 、聽 いたので は どち 

ら でも 全く 同じ 心 持し か 起らない。 併し 基音から すぐに 長 三度へ あがる のと 短 三度へ 上る のとで 

は それ こそ 全く 春と 秋と ちが ふ 程の 差違 を感 する であらう。 次いで 五 度に 移って 見れば 此の 差違 

は 一 罾 明瞭に 感じられる。 

述 句に 於け る  一 F と其附 F との 接 續には 此れと よく 似た 或 物が あるので ある。 一 體甲 音と 乙 音 

とが 接續 して 響く 際 吾々 人間の 内耳の 微妙な 機官に 何事が 起って 其 結果 吾々 の 腦髓に 何事が 起る 
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かとい ふこと に 就いては 今日で も實 はま だよ くわ かって 居ない ので あるが、 唯 巾が 殘 して 行った 

餘 響 或は 殘 像の やうな ものと、 次に 來る 乙との 間の 或る 數 量的な 關 係で 音の 協和 不 協和が 規定 

される こと だけ は確實 である。 連 J? の 場合に は 勿論 事柄が 比較に ならぬ 程餘 りに 複雜 であって、 

到底 音の 場合な どとの 直接の 比較 は 許されな いが、 唯 甲 句 を讀み 通した 後に 腦裡に 殘る餘 響ゃ殘 

像の やうな ものと、 次に 來る乙 句の 內容 たる 表象 や 情緒との 重なり 工合に よって、 そこに 甲乙 二 

句 一 つくと は 又 別な 或 物が 生れ、 此れが 協和 不 協和の 感を與 へる こと だけ は確實 である。 此の 

一 一つの もの 、接觸 によって 生れる 第三の 新し いもの、 卽ち 「音程」 とい ふ もの に相當 する ものが 

丁度 連句の 場合の 「附け 味，」 になる と考 へる こと も出來 る。 

今 唯 二つの 音の 連繽 だけで は 旋律 は出來 上らない と 同様に、 唯 一 對の長 句と 短句 だけで は 連句 

は 出来ない。 色々 な 音程が 相次いで 「進行」 して 始めて 一 つの 旋律 一 つの 節 廻し が 出來、 さう す 

る ことによって 其處に 殆ど 無 際限な 變 化の 自由が 生す るので ある。 普通の 吾々 の 音 樂で使 はれる 

音程の 數は 有限な 少數 であるのに、 實際 此れから あらゆる 旋律、 例へば 追分節 も 生れ、 ば チゴィ 

ネル ワイゼ ンも 生れる。 まして や 連句の 場合に 此の 音程に 相當 する 附け 味の 數は云 は丄咼 次元の 

無限大で ある。 此れから 見ても 連句の 世界の 寶大 無邊な こと を いくらでも 想像す る ことが 出來る 


であらう。 

普 重 西洋 音樂で 一 つの 纏まった 曲と 稱 する ものに 色々 の 形式が ある。 例へば 三部 形式と # する 

もつ は、 其 名の 示す やうに 三つの 相次ぐ 部分から 成立して 居る。 例へば 第一 の 部分が 或る 旋律 

によって 表 はされ た 一 つの 5±i であると すれば、 第二の 部分 は 此れと ii 應. し义對 比さるべき もの 

であり、 此れに 次いで 来る 第三 卽ち終 部で は 再び 前の 主題が 繰 返される。 又 ソナタ 形式なら ば、 

第 丁 王 題、 第二 主題の 次に 所謂 發展 部が 來て此 等 主題に 對 する 解答 を 試みる。 此れが 活躍した 後 

に、 再び 始めの 第一、 第二 主題が 繰 返されて 終 する ので ある。 今迚句 歌仙の 三十 六 句 を 例へば 

(表 六 句) (裏と 二の 表裏 合せて 二十 四 句) (名 殘の裏 六 句) と 分けて、 此れ を 三部 形式 或は ソ ナ タ 

形式に 譬へ て 見る こと も 出来ない こと はない が、 此の 對比は それ 程 適切と は 思 はれない。 

上記の やうな 形式から 成る 「樂 章」 を 更に 三つ 四つと 續 けて 所謂 ソナタ ゃシ ン フォー 一 —を 構成 

する。 此の 組立ての 方が 速 句の 組立て と 比較す るのに より 適當 である やうに 思 はれる。 尤も 正當 

な ソナタ や シン フォ 二 ー の やうに 四樂 章から 成る 場合 だと、 第一章が 通例 早い テンポの ソナタ 形 

式の もの、 第二 章が 所謂 ス n  — ム ー ヴメ ントで 表情 豐 かな 唱歌 形式の もの、 第三 章が 輕 快な 舞踏 

曲の やうな もので、 往々 諧謔 的な スケルツォが 使 はれる。 第 四 章が 大抵 急 テンポの。 ンド ゃソナ 
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タ 形式の ものに なって 居る。 そこで 今 試に 歌仙の 一 つ を 取って 考へ て 見る と、 少 くも 私 だけの 感 

じで は、 形式的に も 最初の 表 六 句 は 一 つの 樂章を 作り、 次に 裏の 十二 句が 又 一 つの 樂章、 次に 二 

の 表の 十一 一句が 第三 樂章、 さう して. 最後の 六 句が 第 四の 終局 樂章を 形成して 居る と 云っても 大し 

た 無理な 比較で はない やうな 氣 がする ので ある。 此の 比較の 當否は 二 段と しても、 試に かう い" 

考 を假設 してもう 少し 比較 を 進めて 見たら どうなる か。 

先づ第 一 樂章六 句は自 から 溫雅で 重厚な 氣 分に 統 一 されて 居る 場合が 多い やうで ある。 ri- 處で 

は 神祇 釋敎戀 無常の 活躍 は 許されない。 テンポで 云へば 先づ アンダンテの やうな 心 持で ある。 第 

一 ー樂章 十一 一句に なると 餘程 活潑に 或は パ ッ シ ョ ネ ー ト になって 來て、 戀 をしたり 子 を 可愛がった 

り 大病 をしたり 坊主に なったり する。 併し 全體の テンポ は 私に は 寧ろ 緩徐に 感ぜられ、 ァ ダジォ 

の やうな 氣持 がする G ところが 第三 樂 章の 十二 句になる と、 どうも 大分 氣が輕 くな り 行儀が くづ 

れて 腫れた 足 を 緣へ投 出したり 物 毎に だ くさに なったり 隣家と 喧曄 をしたり 雪.^ の自 1 をした 

り あばたの 小僧 をい やがらせ たり、 どうも 鬼 角スケ ルツ ォ の氣 分が 漂って 來る 場合が 多い やうで 

ある。 さう して テン ボも 早く アレグロ になり、 時には プレスト にもなる やうで ある。 ところが！ 1115^ 

終の 第四樂 章に 人る と、 再び もとの 靜 かさに 歸る、 さう して 「花の 墜- が 現 は x-、 最後て、 a る 
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やかな あげ 句で、 丁度 春の 夕暮の やうな 心 持で 全篇が 終結す るので ある。 此れ は 勿論 ラル ゴかレ 

ントの 拍子で ある。 此の やうに 連句の 場合で は 1 と 4 が 緩徐で あるのに、 音樂の 方で は 1 と 4 が 

急テ ン ポ である 事 自身が 又 吾々 に 面白い 問題 を 提供す るので あるが、 此れに 就いては 餘 りに 岐路 

に 入る ことになるので 玆には 述べない。 唯 此の 比較から 得らる、 一 つの 暗示 は、 歌. 山の 式で 

蕉以來 の傳統 的な 形式と ちがった、 西洋 音樂の それの やうな もの を も 作り 得る ので はない かと い 

ふこと、 又 此れと 逆に 俳諧の 構造 を 音樂の 方に 移して 連句 的な 樂章 配置 を もった ソナタ ゃコ ンッ 

ェ ルトを 作る こと は出來 ないかと いふ ことで ある。 此れ は 唯の 暗示で あるが、 鬼 も 角 も 一つの 可 

能 性 を 示 咬す る もので あらう と 思 はれる。 

元來 此の 四樂章 構成 は 決して 偶然な ものではなくて、 丁度 漢詩の 起承轉 結な どに も 現 はれ 又 鼓 

曲に も小說 にも 用 ゐられ る 必然的な 構成 法であって 特に 連句の みに 限られた ことで はない ので あ 

るが、 ；&し 其の 構成要素の 音樂 的な 點 から 見て 連句の 場合 程 適切なる 比較 を 許す も. の は 也に はな 

いので ある。 

さて 上記の 考へ 方で は、 連句の 長 句 一つ、 短句 一 つ を、 それぐ の 一 つ の 音に 比較 するとい ふ 

前提の 下に 考を 進めた ので あるが、 此れ は 多くの 中の 一つの 考へ 方であって、 f 一  無二の 考へ方 
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ではない。 此れよりも もっと 適切で 有效な 比較 はいくら も あるで あらう。 例へば 吾々 は 次の やう 

な 比較 を 試みる こと も 出来る。 

前述の やうに 連句 中の 一句々々 を それん \ の 一 つの 音と 見立てる 代りに 此れより はもう 少し 複 

雜な 見方 をす る こと も 出 來る。 元來ー つの 長 句なら ば 長 句の 中には、 實際 色々 な 表象 ゃ觀 念が 含 

まれて 居て、 其 等の 結合に よって 一 つの 複雜な 光景な り情緖 なりが 代表され 描寫 されて 居る" か 

うい ふ 見方から すれば、 それ 等の 一 句 中の いくつかの 表象 は それ/^ 一  つづ 、の 音の やうな もの 

であって、 此れが 寄り集まって 一 つの 一 和： iti の やうな もの を 構成して 居る と 見られな いこと は 

ない。 尤も、 唯の 一句で も 其れ を讀む 時の 感官 的 活動 は 時間 的に 進行す るので、 決して 同時に 色 

色. の 要素 表象が 心に 響く ので はない が、 ^^し 一 句と しての 纏まった 感じ は 一 句 を通覽 した 時に 始 

めて 成立す るので あるから、 物理的に は 同時で なくても 心理的に は 「同時」 に此 等の 各 表象が 頭 

に 響く ので、 結局 三つ か 四つの 被 を 同時に 鳴らせた 一 つの 和絲を 聞く か、 或は 和 終 を 分解して 交 

互に 響かせる アルべ ヂォを 聞く 場合と 類似の 過程で ある。 つまり 一 つの 句 を 例へば ピアノの 譜で 

竪 に重疊 した 若干の 重 音の 串刺しに 相當 させる ことが 出来る。 此れが 大きな 管敍樂 ならば 叉 一層 

多數の 音が 重疊 して 來る譯 であるが、 連句の 一句に 同時に 響いて 來る 表象 情緒の 重なり 方の 複雜 
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さは、 管敍樂 などよりも 一 層 ウルトラの 複雜 さで 到底 數字ゃ 記 號で表 はさるべき 程度の もので は 

ない ので ある。 それでも 吾々 は 鬼 も 角 も 此の 二つの もの 、和 殺 的 要素の 比較に 或る 意味 を 認める 

こと だけ は 出來る やうに 思 ふ。 

複音が 相次いで 進行す る 場合に 其處に 色んな 込 人った 所謂 和聲學 上の 規則が 生れて 來 る。 此等 

を 一 々引合に 出して 連句の 場合に 附會 しょうと しても、 それ は 恐らく 始めから 無理で あるに きま 

つ て 居る が、 ^し 連句の 相次ぐ 一 一句の 接觸 によって 甲 句に 含む 色々 の 組成 要素と 乙 句に 含む 其 等 

との 關 係から、 所謂 附き 過ぎたり 離れ 過ぎたり する 現象が 起って 來る。 此れが 和聲學 上の 色々 な 

規則と 何處か に 共通な 原理 を 想 はせ る ものが あるので ある 。例へば 和聲の 方で 八 度 や 五 度の 並行 

を 忌む とい ふの は、 つまり 餘 りに 附き 過ぎて 進行 變 化が なくな るの を 嫌 ふからで ある。 又 一方で 

餘 りに 突飛な 昔の 飛躍 も 喜ばれな いのはつ まり 離れ 過ぎ を 忌む ので ある。 次から 次と 不卽 不離な 

關 係で 無理な く 自由に 流動 進行す る ことによって 其處 にべ— ト— ヴ H ンゃ ブラ— ムスが 現 はれて 

活躍す るので ある C 又 あまりに 美し い 完全な 和 P が 連行す ると 單調 になり 退屈になる ので 適當な 

不協和音 を 適 當に插 入す る ことによって、 曲の 變 化と 活氣が 生じる。 それと 同様に、 歌仙で も あ 

まり 美し い 上品な そして 句 調の 平滑な 句が 繽 くと、 すぐ だれて 來 て活氣 がなくなる？ 吾々. 初心の 
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者の 連句 は 鬼 角 かうな りたがる ので ある。 併し 古人の 優れた 連句と 思 ふの をよ く 解剖し て 見る と、 

どうも 此の 不協和音の やうな ものが 巧に 插 入され て 居る やうに 思 はれる。 一句と して 見ても、 义 

前 句との 附き 工合から 見ても、 どヶ にも あまり ぞっとし ない と 思 はれる 句が 七 部 集の 中で も澤山 

にある。 それで 一 句々 々蝨潰しに 解釋し 批評して 行く 場合に は此 等の 句 はや、 も すれば 罰 點を附 

けられる ので あるが、 併し 上述の やうな 考へ 方に 從 つて 其 句の 近邊 一 帶の 進行 を通觀 した 後に 其 

一 句の 役目 を考へ 直して 見る と、 多くの場合に 吾々 は 此の 稍 劣勢なる 不協和音 的 存在の 價値を 前 

と はちがつた 光の 下に 見直す ことがある やうな 氣 がする。 巴蕉の 如き 此 道の 大 先達 は 恐らく 此點 

を 可也まで 判然と 意識して 居て、 さう して 此 等の 惡句を 巧に 拾 ひ 上げて 插 人し 活用した のか も 知 

れ ない。 試に 此 等の へ んな句 やい やな 句 を 抹殺して それ を 美し いやさし いさび しをりに 充 ちた 句 

ばかりに 作り 變 へる ことが 出来た とする。 さう して 見た 後に 吾々 は、 事によると、 折角の 其の 修 

正の 成果が 意外に も單調 一 律な よそ行きの 美 句の 退屈なる 連鎖に なり 了せ たこと を發 見して 茫然 

自失す る やうな ことにな り はしな いか。 

連句と 音樂 との 色々 な 並行 ±i を考 へる ときに、 いつも 私の 痛切に 感じる 一 つの 點は、 歌仙の 終 

局の 數 句の 推移の 感じが 實 によく 樂 曲の 終 節の 感じに 似て 居る ことで ある。 曲の 最後に 打ち止め 4 


の 主 和絃が 端然と して 響く 前に 豫め不 協和な 一 圑の音 群があって、 其れから 最後の 和 終へ の 推移 一 

が听謂 「解 決」 によって 極めて 自然に 行 はれて、 例へば 肩の 凝りが すうと とける やうに 感じる 一 

さう して それによ つて 終局 安堵の 感じが 明瞭に 印銘 される。 ところが 連句の 最後の 花の 座の 直前 一 

一 一 一句の 複雜な 曲折から、 花の 座を經 過して 最後の 短句に 人って ゆるやかに 靜 かに 終お する あの 一 

、レ 持が 實 によく 此の 樂曲終 節の 感じに 似て 居る ので ある。  一 

此れと 同様な こと は 歌仙の 他の 部分と 樂曲 の 此れに 對應す る 部分に ついて も 或 度 迄 は 云 はれる 

一 

.0- うに 田 じ ふ。 

此の やうな、 假 りに 「和聲 的 要素」 とで も名づ くべき もの は、 普通の 詩歌の 中に でも 强 ひて 求 一 

むれば 或 程度まで は 求められな いこと はない かも 知れない が、 ^しそれ は 前の^ 動的 要素 ゃ旋 i 

的 要素と 同様に 從屬 的な ものである。 然るに 連句の 場合に は 此れが 本質的な 第 一 義 的の 主要 素で. 

あって 此れ を 取って しまへば 述句 はなくな つてし まふので ある。  一 

以上 述べた 所 を 約言して 見る と、 述句は 音樂と 同じく 「律動」 と 「旋 禅」 と 「和 聲」 を 其の 存_ 

立 要件と して 成立す る ものである。 さう して 音樂の 場合の 一 つ/ \ の 音に 相應 する ものが 色々 の 一 

物象 や 感覺の 心 ST 又 それに 附帶し 纏綿す る 情緒で ある。) 此 等の 要素が 相次ぎ 相 重なって 律動 S; 
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旋律 的和聲 的に 進行す る ものが 俳諧 連句で ある。 從 つて 此 等の 音に 相當 する 要素に は 一つ一つと 

しての 「意味」 はあって も 一 篇の 歌仙 全 體には 何等の 物語の 筋 は 作り上げな い。 筋 はあって も そ 

れは 最早 一一 一一 n 葉 では 云 ひ 現 はされ ない、 純音樂 的な 進行 の 筋で ある。 

此の やうに、 速 句 は文學 であるより は、 より 多く 音樂 である。 近代の 我 邦の 文學 者が 俳諧 連句 

の 存在 を 認めな か つたの は 寧 ろ當然 で あ るか も 知れな い。 併し さう かと 云って 所謂 音樂者 の 方で 

は 樂器ゃ 人間の 聲 帶の發 する 音 以外の もの は 一 切 取扱 はない ので あるから、 連句 は 勿論 音 樂者か 

らも 顧みられない。 

舞踊と 連句と も、 矢 張 其の 音樂的 要素に 於て 可也よ く 似た 點が あると 思 ふので あるが、 舞踊家 

も 舞踊の 研究者 も 未だ 曾て 此の 我 邦に 特有な 音 樂的藝 術と しての 連句に 一 臀を與 へ ようとし ない。 

近代の モンク 1- ジュ 映畫は 次第に 音樂 的、 連句 的の 方面に 進展して 居る やうに 見える。 例へば 

最近に 見た ソビ H ト映畫 の 「春」 の 如き もさう である。 特に 此れに は 「季題 感」 が 背景と して 動 

いて 居る 所に 俳諧 的な 感じが 强ぃ。 さう して、 律動 的 旋律 的和聲 的の 進行 を企圖 して 居る 點も實 

に 連句 的で ある。 唯 此の 「春」 と 「炭俵」 「猿 蓑」 等の 中の 歌仙と を對 比して 見る と、 私 は 如何に 

前者が 未だ 幼稚で、 如何に 後者が 洗練され て 居る かに 驚歎す る ものである。 其れに 拘ら す、 我國 
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の 映畫界 ゃ多數 の映畫 研究者 映畫 批評家 は 徒に 西洋人の 後塵 を追蹤 する に 忙しくて、 吾々 の 脚 元 

に數 百年 來 ころがって 居る 此の 極めて 優秀な モ ンタ ー ジ ュ 映畫の 立派な シナリオの 存在に は氣附 

かない やうに 見える。 或は 氣 がつ いても 認めた くないの かも 知れない。 さう して プド ー フ キンが 

どう 云った、 H ィゼ ン シ ュ ティン がどう 云った と 云 はなければ 收 まらない やうに 見える。 

かやう にして 速 句藝術 は、 文學 者から も音樂 家から も 映畫界 から も 閑却され て、 恰も 過去の 幽 

靈の 如くな つてし まった。 由來 現今の 日本人 は 凡ての もの 、批判の 標準 を 西洋人の 頭の 中へ 置く 

ので あるから、 西洋人の 全然 知らない 從 つて 稱揚 しない 連句が 問題に ならな いのも 止む を 得ない 

次第で あらう。 其のう ちに 誰か 西洋で 毛色の 變 つた 日本 學 者が 此の 連句 藝術を 「發 見」 して、 此 

れを 驚歎し 禮 讚し 宣傳 する 日が 來る かも 知れない C さう すると、 丁度 荷物の 包紙に なって 居た 反 

古 同様の 歌 麿ゃ廣 重が 一 躍 高貴な 美術品に 變 化した と 同様の 現象 を呈 する かも 知れない C 唯 困つ 

た 事に は、 眼で 見れば 分る 繪畫 とちが つて、 「國 語」 を 要素と する 連. &が 本當に 西洋人に 「わかる， 一 

見込 は 中々 容易に はなさ さう である。 さう して 見る と 結局 日本人の 西洋 本位 思想が 少しで も滅退 

して 本 當の國 民 的 自覺が 勃興し ない 限り、 述 句が 日本人 自身から 正當に 認められる 日の 來 るの は 

屮々 待 遠し いか も 知れない。 考 へて 見る と 情ない 次第で ある。 
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^し 又考へ て 見る と、 西洋人の 眞似 をして 西洋の 理論の 代 辯 をす る やうな 情ない 出来損な ひの 

日本人 は、 日本 國 ：！^ の 中で は 寧ろ 比較的 少數な 特殊 階級の 人間で ある。 國 民の 大多数 は 矢 張 純良 

種の 日本人であって 米の 飯と 澤庵を 食 ひ、 我等 固有の 民 謠を謠 ひ、 我等の 踊り を 踊って 居る。 さ 

うして 連句に 現 はれて 居る その ま、 の 日本人の 生活 を 正しく 生活し つ 、あるので あるじ 從 つて 此 

等の 大多数の 純 日本人 は 當然に 俳諧 連句に 對 する 先天的の 理解力 も 創作 能力 も附與 されて 居る の 

である。 唯 現在で は 彼等の 耳目の 及ぶ 範圍の 外に 連句が 放逐され て 居る 爲に、 彼等 は此 者の 存在 

を 全く 忘れて しまって 居る ので ある。 神 田 を 歩いて あの 數 多い 書店の 棚から 棚と あさって 歩い て 

見ても、 連句に 關 する 書籍の 數は全 體の何 萬 分の 一 にも 足りない 少數 である。 日本人で ありな が 

ら ロシア 人ゃァ メリ 力 人に なった やうな 氣 持で 浮かれた 事を滿 載した 書物 はよ く賣れ ると 見えて 

有り 過ぎる 程 あるのに、 述 句の 本な ど は ミイラ か ウー 一 コ ー ルを搜 す 氣で搜 さなければ 見附から な 

い。 此れが 何よりの 證據 である。 唯 近 來少數 では あるが 眞 面目で 立派な 連句に 關 する 研究 的の 著 

書が 現 はれる の は 暗夜に 一抹の 曙光 を 見る やうな 氣 がして 喜ばしい。 併し 結局 連句 は音樂 である。 

音樂は 演奏され 聽 かれるべき ものである。 連句の 音樂 はもう 少し 廣く 日本人の 間に 演奏され 享樂 

されて 然るべき である。 
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「迚 句と 音樂」 とい ふ 題 HI の 下に 考 へらるべき 事 は 未だ 澤 山に あるが、 其 等に 就いては 更に 項 

を 改めて 詳しく述べて 見たい と 思 ふ。 上述の 未熟な 所說に 就いては 更に 考へ 直さなければ ならな 

い 不備の 點も 多い こと、 思 はれる ので、 其 等の 點に 就いては 讀 者の 示教 を 仰ぎたい と 思 ふので あ 

る。 (昭和 六 年 w—- 五 H、  柳：) 

三 連句と 合奏 

is.; ^の 文學的 作品と しての 著しい 特異性の 一 つと 見るべき こと は、 其れが 一 つの 纏まった 全體 

を 形成して 居りながら 其の 作者 は必 すし も 一 人の 人間でなくて 寧ろ 一 般 には數 人の 一 圑 より 成る 

「集合 人」 であると いふ ことで ある。 近 顷のー 百 葉で 云へば 一種の 共同 制作に よって 出來 上る もの 

だと い ふこと である。 

漢詩で もた まに は數 人の 合作になる もの は ある やうで ある。 近頃 は 一 とつ ，v きの 小 說を數 人の 

作者が 書き 繽 けて 行く の も ある やうで ある。 此 等の 場合 其の 作者 達に とって は、 行 先が どうい ふ 

風に 成り 行く もの か見當 がっかないで、 さう して 色々 と 思 ひも かけな い 方向に 發展 して 行く とい 

ふ 好奇 的な 享樂は 多分に あるか も 知れない が、 出來 上った 結果 を 其の 制作 過程 を 知らない 讀 者の 


496 


方から 見た 場合に は 大抵 甚だ 飽氣 のない もの になって 了つ て 居る のが 多い やうで ある。 出來 上つ 

たもの は 形式 上 普通の 詩 や 小說と 全く 同じで あるから 讀む 方で はさう いふつ もりで 讀み、 又 さう 

いふ ものと しての 論理 や 性格 やの 統 一 を 要求して 居る のに、 內容に はどうしても 何處 かに 分裂が 

あり 齟齬が あるの を 免れ 難いから である。 述 句の 場合で は 此れと 反 對に讀 者の 方で 初めから 普通 

の 化. おや 小說の やうに 話の 筋 や 論理的の 連結 を 期待せ す、 又 期待して もさう いふ もの は何處 にもな 

い。 さう して 前條 に詳說 したやう に 唯 さまぐ の 景象ゃ 情緒の 變轉 して 行く 間に 生れ 來る 「旋律」 

と 「和 聲」 と を 聞かされ るので ある。 從 つて 此 間に 錯雜 して 現 はれて 來る 色々 な 作者の それん、 

ちがった 個性 は 何等の 破綻 を 生じない のみ か、 却って 丁度 色々 遠った 音色 を 有つ 樂 器の それぐ 

の 音の やうな 效 を もって 讀 者の 胸に 響いて 來 るので ある。 

前者で は 一 つの 個性が 分裂し 破壞 した 感じ を與 へる のに 對 して、 後者で は 多数の 個性が 融合 調 

和して 一 つ の 全體を 構成して 居る やうに 感じられ るので ある。 前者で は往々 例へ ば 一 人の 歌手の 

聲が 途中で 破れて 所謂 五色の 聲を 出す やうな 不快な 感が あるのに、 後者で は、 色々 の 音域の 肉聲 

ゃ樂器 の 音 の 集まつ た 美し い 快い 合奏 を聽 くやうな 感じ を與 へる ので ある。 若し 詩 ゃ小說 の 合作 

が 稀に 非常にう まく 成效 した 場合に はどう かと 云 へ ば、 それ は 畢竟 云 は^ 作者 A と 作者 B との 共 
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同に よって 成立った 「共通 人」 C と 云った やうな 一 人の 假想的 個人の 詩 か小說 であるのと 何も 變 

つたこと はないで あらう。 

此處 で考へ て 居る やうな 立場から すれば、 普通の 文學的 作品 は 一 種の 分析で あるのに 對 して 連 

句 は 一 種の 編成で あると も 云 はれる。 前者 は與 へられた 一 つ の ものに 內在 する 有機的 構造 を 分析 

展開し て 見せる に對 して、 後者 は與へ られた 離れ-, C の 材料から それによ つて 合成され 得べ き 可 

能の 圈內 に獨創 機能 を 働かせて 建築 を 構成し 綾錦 を 織り成す もの だと も 云 はれない こと はない の 

である。 かう いふ 意味で も 連句 は 矢 張 一番よ く樂 曲に 似て 居る。 さう して 多數の 作者より 成る 連 

句 は 正に 一 つ の 管 敍樂に 類して 居る と 云っても 甚し い 不倫の 比較で は あるまい と 思 はれる ので あ 

る。 唯一 種の 樂 器の 餘り 永い 獨 奏は聽 者の 倦怠 を來し 易い。 尤も ピアノな どに は 屢-、 相當 長い 獨 

奏曲が あるに は あるが、 此れ は 然し、 見方に よれば 常に 數 多の 同時に 響く 音の 並行であって、 肉 

聲 ならば 丁度 四部合唱の やうな もの を 一 つの 器械 を 借りて 一 人の 手で 奏して 居る やうな もので あ 

る。 實際、 ピアノの 高い 方の 音と 低い 音の 方で は 所謂 「音色」 の 感じに も いくらかの 違 ひが ある 

と考 へれば 考 へられな くもない ので ある。 それでも ピアノの 大曲 となれば 矢 張 コ ン ツエ ルトの や 

うに 管 敍が添 ふの が 常で ある。 合奏と した 見た 連句で、 三人 乃至 四 五 人 迄の 共同 制作になる もの 
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ト リ ォ  クワルテット クインテット 

に 比較 さるべき ものと して は 各種の 所謂 一室 內樂」 が ある。 卽ち 三重奏、 四重奏， 五重奏と 稱す 

るの がそれ である。 二人 だけの 連吟 は 勿論 二重奏で あるが、 場合によって は 一方が 獨 奏で 他方 は 

伴奏の やうな 感じ を與 へる もの さへ-もない ではない。 

試に 芭蕉 七 部 集を繙 いて 二三の 實 例に 就いて 考 へて 見る。 先づ 試に 「炭俵」 上卷の 初めに ある 

ゆ 巴 蕉野坡 の 合奏 を 調べて 見る と、 「むめ か 香に のっと 日の出る 山路 かな」 の發 句に はじまって、 一 屛 

風の 陰に 見 ゆるく わし 盆」 の 揚句に 終る 芭蕉の パ —トに は 一 體 にピッ チの 高い ァクセ ント の强ぃ 

句が 眼に 立つ。 此れに 相 和す る 野 坡のパ ー トには 殆ど 常に 低音で 弱い 感じが 支配して 居る やうに 

思 はれる。 「家 普請 を 春の てすきに とり 付て」 S) の靜 かな 低音の 次に 「上の たよりに あがる 米 

の 直」 c; 笆) は、 どうしても 高く 强ぃ。 さう して 「宵の 內 はら/ \ とせし 月の 雲」 (色) とー轉 して 

居る の は 一 見お となし いやう でも あるが、 此れ を 次に 來る野 坡のニ 句 「藪 越し はなす 秋の さびし 

き 一 「卸 頭へ 菊 もら はる" めいわく さ」 の柔 かく 低い ピ ッ チ に比べ ると、 どうしても 違った 積極的 

主動的の 音色 を 思 はせ る。 何となく、 例へば 笆蕉が ヴァイオリン、 野 坡がセ 口と でもい つた やう 

な氣 がする ので ある。 それから 「娘 を 堅う 人に あはせ ぬ」 と 強く 響く あとに 「奈良 通 ひ 同じ つら 

なる 細 基 手」 と 弱く 受ける。 「今年 は 雨の ふらぬ 六月」 (芭) は 一寸見る となんで もない やうで 實 
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は甚 しくき つく 響いて 居り、 「預けた るみ そとり にやる 向 河岸」 (野：) は複雜 なやう で 弱い。 「ひた 

とい ひ 出す 御袋の 事」 と 上がれば 「終{^:-尼の持病を押 へ ける|ー  と 下がる ので ある。 ：：： かう いふ 

風に 全篇 を 通じて 見て 行っても-せ 蒸と 野坡の 「音色」 の 著しい ちが ひ は何處 まで も 截然と 讀 者の 

心 耳に 響いて 明瞭に 聽き 分けられる であらう。 同じ やうに、 例へば 「炭 依」 秋の 部の： R 角 孤屋の 

デュ H ッ トを 見る と、 何となく 金 屬管樂 器と 木管 樂 器の 對 立と いふ 感じが ある。 前者の 「秋の さ 

尾 上の 杉に 離れたり」 「息吹 か へ す 霍亂の 針」 「顔に 物 着て うた、 ねの 月」 「いさ 心 跡な き 金の つか 

ひ 道」 等に は 何等か 晴れ やかに 明るい ホル ンか何 かの 調子が あるに 對 して 「つた ひ 道に は 丸太 こ 

ろばす」 「足 輕の 子守して 居る 八つ 下り」 其 他に は少 くも 調子の 上で 何處 となく 重く 燭っ た オボ— 

か 何 かの 音色が 籠って 居る。 最後に もう 一 つ 「猿 蓑」 で 芭蕉 去來凡 兆の 三重奏 を 取って 見る。 此 

れ でも i 巴 蕉のは 活殺 自由の ヴァイオリンの 感じが あり、 凡 兆 は 中音 域 を往來 する セロ、 去来に は 

何處か 理智的 常識的な ピ ァ ノ の 趣が なく はな い。 

^しかう いふ 見立て の やうな こと は 勿論 見る 人に よつ て 色々 ちが ひ 得る もので あり、 何等 絕對 

普遍的 價値 のない ものである。 從 つて、 さう いふ 無理な 比較 を^ 擧 する のが 此處の 目的で はない。 

唯 かう い ふ假設 的な 比較に よつ て、 連句に 於け る 色々 な 個性の 對 立と いふ ことが 如何に 重要な も 
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ので あるか を 理解す る爲の 一 つの 展望 的 見地 を 得ようと する に過ぎないの である。 

かう いふ 風に 考へ て來た 後に、 連句のう ちで も獨吟 とい ふ ものに どうも 餘り 面白い もの 、少ぃ 

とい ふ 事 實の所 因を考 へて 見れば、 其の 答 解 はもう 自然に 眼前に 出て 来る ことになる。 卽 ち獨吟 

は 丁度 伴奏 さへ もっかない 本當 の獨奏 をつ、 にけ ざまに 一時間 も聽 かされる やうな ものである C 此 

れで 倦怠 を 起さ せない 爲に は演赛 者は實 に 古今 獨歩 の 名手で なければ ならない わけで ある。 次に 

二重奏 連句の 二人の 作者が、 もし 其の 性格、 情操、 趣味 等に 於て 互に 共通な 點を 多分に もって 居 

る 場合に は、 句々 の 應酬は 極めて 平滑に 進行し、 從 つて 制作 中の 其 二人の 作者 自身の 心 持 は 極め 

て 愉快に 經 過す るので あるが、 出來 上った もの を 「連句の 讀者」 としての 讀 者の 眼から 見る と、 

それ は 事實上 結局 上述の 如き 獨吟と 殆ど 同じ やうな ものに なって しまつ て 居る ベ き 害な ので ある 

西洋 音樂 では 同 一 樂 器の 二重奏 は少 く、 あっても 非常に 面白い と 云 ふ もの は先づ 甚だ 稀で あり、 

それ を 面白く 聽 かせる には餘 程の 名人 揃 ひ を 要する ので ある。  • 

かう いふ 立場から すると、 連句の 共同 作者と して は 寧ろ 其の 性格、 情操、 趣味 等に 於て 互に 最 

も 多様に 相 異なる しかも 優れた それぐ の 特徵を 具へ た 一 集團を 要する とい ふこと になって 來る 

であらう。 ^し單 にあ〕々 の 優秀な 樂 器が 寄り集まつ ただけ では 音樂に はならない と 同様に、 單に 
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色々 な侗 性が 他と 沒交涉 に 各自の 個性 を 頑強に 主張して 居る だけで は 述句は 決して 成立し ない。 

其 等の 相反す る ものが 融合 調和し 相互に 扶助し 止揚す る ことによって 一 つの 完全なる 全體を 合成 

し、 さう して 各 因子が 全體 としての 效果に 最も 有效 に寄與 して 居る のでなければ ならない。 かう 

い ふ譯 であるから、 述 句の メ ム バ —は侗 性の 差違 を 有する と 同時に 互に 十分なる 理解と 同情と を 

もつ て 居なければ 一 つ の 歌仙 を 纏める 事 も 不可能で ある。 トリオ や クヮル テツ トの 仲間が よく 出 

來ては 解散し、 解散して は 叉 別の 組が 出來 るので あるが、 事情 を 聞いて 見る と 皆 仲間の 間の 個 件 

の 融和が つきに くいのに 歸因 する やうで ある。 尤も 此れ は樂 器の 音色が 合 はない ので はない が、 

此れ も 畢竟 樂器を 通して 演奏 を 色附 ける 演奏者の 「音色」 の 不調和に よると も 見られな いこと は 

ない。 同じ やうな 譯で 一 つの 連句 を 纏め 上げ 得る 爲に は、 各 メムバ —が 可な り 世間と 人間 tj に對 

する 廣ぃ 理解 を もつ て 居なければ ならない とい ふこと になる 譯 である。 言 ひ換へ ると 相 當に年 を 

取り さう して 所謂 苦勞 をして 居なければ 出来ない 仕事 だとい ふこと にもな り 得る 譯 である。 かう 

いふ 立場から 見る と 、「連句す る」 こと も 合奏す る こと も、 決して あだな 嫂樂ゃ 消閑の 一 相で はな 

くて、 實は 並なら ぬ 修行で あり 鏺鍊 である ことが わかって 來 るので ある。 

トリオ や クワルテット 位なら ば^に 指揮者 を 必要と しないが、 少し 樂 器が 多くな つて 管 敍樂の . 
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形 をと る やうに なれば、 最早 それ は 一 人の ちゃんとした 指揮者な しに は 進行す る ことが 出來 なく 

なる。 それと 同様に 連句で も 多勢の 共同に 成る 場合に は、 恐らく 一人の 指揮者に よって 始めて 最 

善の 效果を 上げ 得る ので はない かと 思 はれる。 自分 は 芭蕉 時代の 連句が 如何なる 統率 法に よって 

行 はれた かとい ふ 事に 就 いて 何等の 正確な 知識 を 有た な いので あるが、 少 くも 笆蕉の 關與 した も 

ので ある 限り、 いづれ も 芭蕉 自身が 何等かの 意味に 於て 指 棟 棒 を 揮うて 出來 たものと 假定 しても 

恐らく 甚し ぃ臆斷 ではない であらう と 思 ふ C 

管：！ 赵樂の 指揮者 は 作曲者と 同様に 各樂 器の 特質に よく 通曉 して 居なければ ならない。 喇叭に セ 

口の 音 を 註文して はならない、 セ 口に ファゴットの 味 を 求めて はならない。 凡ての もの、 侗性を 

理解して それ を 十分に 活かしつ K しかも 何處 まで も全體 の效果 へと 築き上げて 行かなければ なら 

ない。 誰でもが 指揮者に なれない 理由 は其處 にあり、 蕉七部 集の 連句に は 一 芭蕉の 存在 を 必須 

とした 理由 も此處 にあり、 更に 又 例へ ば 蕪 村 七 部 集の 見劣りす る 理由 も此處 にある ので あらう。 

芭蕉 は 指揮者で あるの みならす、 恐らく 又 一 種の 作曲者で もあった らうと 思 はれる C 管敍樂 

の 作曲者の 重要な 仕事の 一 つ は 所謂 ィ ンス トル メンテ ー ショ ン であつ て、 卽ち 甲乙 一 一つの パ— ト 

が 並行 するとして、 その いづれ を いづれ の樂 器に 割 當て受 持たせる かによ つて 全 體の效 果には 著 
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しい 差違 を 生す るので ある。 連句で も、 例へば 去来の r 戀」 の 長 句の 次 を 凡 兆の 「戀」 の 短 司で 

受ける のと、 其の 反對に 去来の 短句 を 凡 兆の 長 句で 受ける のとで は、 大分ち がった 附け味 を 示す 

であらう し、 去来の 「秋」 の 次に 凡 兆の 「雜」 が 現 はれる のと、 凡 兆の 「秋」 の 後に 去来の r 雜」 

が來 るのと では 矢 張 かなりち がった 效果的 特徵を 示す であらう。 此れ は 恐らく 例へば ス コア— の 

上段 を フリュ ー ト 下段 を ヴァイオリンで 行く のと、 それが 反對 になる のとで 丸でち がった 音樂に 

なり 得る のと 似た ことになる であらう。 恐らく- t 巴 蕉は少 くも 無意識に は此 等の 事理に 通曉 して 居 

たで はない かと 想像され る。 さう して 場合に 應 じて 適 當 なる 樂器 編成 を 行った ので はない かと 想 

像され るので ある。 

此れ は單に 音樂と 連句との 假 想的對 照に よって 私の 得た 一 つの 暗示に 過ぎない。 前に も斷 つて 

お いた 通り 此の やうな 比較 對照は 厳密な 意味で は 本来 無理で あるのに、 それに も拘ら すそれ を敢 

へて したの は、 此れに よって 連句と いふ もの を 何等か 新しい 光の 下に 見直し、 それによ つて 未來 

の 連句 へ の豫 想と 暗示と を 求める 爲の 手段と して あった。 その 目的 は 以上の 所說で いくらか は 

達せられた やうに 思 はれる ので ある。 例へば、 少 くも 連句の 共同 作家の 相 異なる 數 多の 個性の 融 

合統 一 とい ふこと が 連句 藝 術の 最 重要な 要素で あると いふ ことが いくらか 明瞭に された であらう 
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と 思 ふ。 從っ て 本當に 優れた 連句の 制作の 困難な 理由 も 亦實に 此の 要素に 係 はって 居る ことが 想 

像され るで あらう と 思 はれる。 さう して 此の 困難に 當 面して 立派な もの を 作り上げ るに は、 單に 

句作に 優れた メ ムバ ー が 揃った だけで は 不十分であって、 どうしても 芭蕉 程の 統率 的 人傑 を 要す 

る 理由 も わかつ てく るで あらう。 

かう いふ 點 から 又 私の 此處 で假 想して 居る やうな 連句の 指揮者の 地位 は 又 映畫の 監督の 地位に 

相當 する やうで ある。 如何によ い 役者 や ロケ ー ショ ンを使 ひ 如何に 上手な カメラマン を 使っても 

監督の 腕が 鈍くて 材料の 二 ディ ティ ングが 拙なら ば、 一 篇の 作品と して 見た 映畫は 所謂 興味 索然 

たる ものであるに 相違な い 。 實際 に , ほ蕉 が 如何なる 程度 ま で 此の 監督 の 役目 をつ とめた かに 就い 

て は 私 は 何も 知らない ものである。 此れに 就いて それぐ 博學 な考證 家の 穿 轚 を俟っ 事が 出来れ 

ば 幸で ある。 ^し 私が 此處 でかう いふ 未熟で 大膽な 所 說を陳 ベる ことの 主な 動機 は、 さう いふ 學 

問 的の もので はなく、 寧ろ 唯一 個の 俳人と しての 又 鑑賞 家と しての 「未来の 連句」 への 豫想 であ 

り 希望で ある。 簡單に 云へば、 將來 此處で 想像した 作曲者 或は 映畫 監督の やうな リ ー ダ ー が あち 

ら こちらに 現 はれて、 さう して その 掌中の 材料 を 自由に 驅 使して 立派な 纏まった 樂曲 的映畫 的な 

連句 を 作り上げる とい ふ 制作 過程が 實 行され たなら ば 面白 いで あらう とい ふこと である。 面白 い 
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とい ふだけ ではなくて 世界に 未だ 類例の ない 新しい 藝 術が 出来る であらう とい ふこと である。 此 S 

の 理想への 一 つの 試驗 的の 作業と して は、 例へば 三吟の 場合で あれば、 其 中の 一人な り又屮 立の 

他の 一 人な りが 試驗 的の 監督と なり リ ー ダ ー となって 其 人が 單に各 句の 季題 や 雜の璧 梅 を 指定す 

るつ みならす、 次の 秋なら 秋、 戀 なら 戀の句 を 誰に やらせる かまで を も 指定し、 その上に 勿論 出 

來た， E の采否 も 其 人に 一任 するとして 進行したら どうで あらう か。 此れ は 甚だ 六 かしい 試みに は 

相違ない。 さう して その 指揷 者の 頭が 餘程 幅員が 大きく 包容力が 豐か でなければ、 結". &な獨 

吟的 こなる か、 さもな くば メ ムバ —の 方で つまらなく ておし まひ 迄 やり切れない であらう と 思 は 

れる。 併し 兎も角も かう いふ 試み は 未来の 連句の 爲に 吾々 の 努力し 刻苦して 研究 的に 遂行して 見 

る價 値の ある 試みで ある。 假令 現在の 微力な 吾々 の 試み は當然 失敗に 終る ことが 明かで ある 迄 も、 

吾々 は みじめな 醜骸を 曝して 塑 壕の埋 草になる に過ぎないまで も、 此れに よって 未来の 連句 へ の 

第一歩が 踏み出される ので あったら、 それ は 恐らく 全くの 徒勞 ではない であらう と 信す るので あ 

る 0  (昭和 六 年 六月、 溢 柳) 

四 連句の 心理と 夢の 心理 
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連句の 附合 ひに 關 する 心理的 過程に は 普通 文學に 於け る 創作 心理に 比べ て餘程 特異な ものが あ 

るで あらう、 とい ふこと は 初めから 豫 期される ことで ある。 もし これが 然るべき 心理 學者 によつ 

て 研究され \ は 其 結果 は 我等 連句の， 徒弟に 對 して 輿 味が あり 有益で あると いふ だけでなく、 一  般 

心理 現象 中で 他の 場合に は あまり 現 はれない やうな 特異な 潜在的 現象 を 追跡し 研究す る爲の 一 つ 

の 新し い 道 を 啓示す る やうな 事に もな り はしない かと 思 はれる ので ある。 

私 は 心理 擧者 でもな く、 叉 連句の 制作に ついても 極めて 乏しい 體驗 しか 有たない から、 此の や 

うな 大 問題に 對 して 何等 解決の 鍵を與 へる やうな 議論 を 提出す る 資格 はない ので あるが、 試に 自 

分の 淺ぃ 經驗と 知識 を 通して 此の 問題の 一 分野 を 瞥見した ま、 の 所見 を 述べ て 見る こと、. する。 

眼前に 一 つの 長 句なら 長 句が 「與 へられた る 前 句」 として 提供され て 居る。 私が 其 句 を じっと 

見つめて 居る と、 其 句の 面に 一 つの 扉が 開かれて、 其の 向 側に 一 つの 光景な り 場面な りが 展開 さ 

れる C 見て 居る うちに 其の 視界が 段々 に 上下 左右に も 又 前後に も擴 がって 行き、 さう して 其 中に 

居た 或は 在った 人物 も 風景 も、 それから それへ と 活動 寫眞の やうに 變轉 推移して 行く。 もし 此れ 

を 其 儘に 放任して 行けば 末 は何處 まで 行く かわから な い。 併し 私 は 途中で 此の あてなし の 逍遙 を 

切上げもう 一遍 元の 處へ 立歸り 「前 句」 の 場面に 立戾 つてし かと 此れ を 見直して みる。 すると 前 
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に は 見えなかった 別の 扉の やうな ものが すうと 開いて、 其れ を は ひって 行く と 前と は义 丸でち 力 

つた 虱 物の 花園が 眼前に 擴 がって 行く ので ある。 さう いふ こと を 繰返して 居る と單 なる 前 句の 十 

七 字に は 無數の 扉が あり 窓が あって、 それが みな それぐ の 世界へ の 人口で ある ことに 氣附 くの 

である。 

併し かう いふ 漫歩 的 見物 をして 居る だけで は 所要の 附句は 出来ない。 附句を 構成す る 爲には 其 

以前に 考慮 さるべき 若干の 制約が 规定 されて 居る、 第一 は 季題に 關 する もので、 例へば 「秋」 或 

は 「雜」 でなければ ならない とすれば、 前記の 逍遙 中に 出 遭った もの は 此れに よって 第 一 段の 整 

理を 受ける。 次に は 前々 句との 關係 による 制約であって、 前々 句が 海に 關し たものと か 又 座敷に 

關し たもので あれば、 其れと 同種の もの は扮て \ しま はなければ ならない。 そこで 材料 は 第二 段 

の 淘汰 を 受ける ことになる。 次に は 前々 句よりも もっと 前の <w 列ー體 への 考慮であって、 其處に 

は 例へば 人事の 葛藤が 餘り 多く 連續 して 居り はしない か、 餘 りに 多くの 客觀的 風物が もたれ 込ん 

で 居り はしない かを考 へて、 そこで 更に 第三 段の 削除 を 行 はなければ ならない。 先づ 此れ だけの 

整理に よって その後に 保留され たもの ならば、 それ は いづれ も 或 程度まで は 「求む る附 句」 への 

候補者と しての 豫 選に 堪へた ものである。 さて 試に 其 一 つ を 取って 此れ を 前ん W に 並列して よくよ 
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く 眺めて 見る、 すると それ は 多くの場合に 大抵 は あまりに 附き 過ぎた もの に 成つ て 居る こと を發 

見す るの が 常で ある。 此れ は 寧ろ 當然な ことで ある。 私 は 唯 僅に 前 句の 壁の 扉 を 一 つ 潜った すぐ 

向 側の 隣の 庭 を さまよって 居る からで ある。 此 次に 私 は 通例 どうす るかと 思って 見る と、 其 場合 

に 採る 一 つの 方法 は、 斯 くして 得た 附き 過ぎの 「第 一 次附 句」 をと つて、 恰も 前に 「前 句」 に對 

して 行った と 同様な 取扱 を 此れに 適用す るので ある。 さう して 得た あらゆる 隣接 觀 念の 世界に 對 

して、 以上の 淘汰 整理 をもう 一遍 行 ひ、 さう して 生き 殘 つた 若干の 結果の 中から 試に 「第二次の 

附句」 を 構成して、 それ を 再び 「所定の 前 句」 に對 i 一して 見る ので ある。 その やうに して、 第三 

欠、 第 四 次の 附句を 作って 行く うちに は 必す少 くも 自分で は適當 と 思 はれる もの 、骨格 だけ は 得 

られ るので ある。 それでも どうしても 思 はしくない 場合に は 此れ は斷 念拋棄 して、 更に 第二の 豫 

選 候補者 を 取り上げて 同様な 推敲に 取り か、 るので ある。 

以上 は唯附 句の 素材 だけに 就いての 選擇の 過程であって、 それの 表現 法 如何につ いて は 更に 又 

全然 別途の 主要な 作業が 始まる わけで あるが、 さう いふ 方面の 問題 は此 項で は 一 切觸れ ない こと 

にしようと 思 ふ" 兎も角も 普通 は先づ 素材が きまつてから 其 上での 表現で あるから、 附け 方の 第 

一歩 は、 持って来る 「もの」 や 「こと」 の 適否に ある こと は 勿論で ある。 尤も、 少し 立 人って 考 
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へる と、 實際 はさう 簡單に は 云って 仕舞 はれない。 とい ふの は、 表現と いふ こと、 素 村と いふ も 

のと は それ 程 切れ 離れた ものでなくて、 同じ 素材で も 表現の 仕方で 完全に 別の 素材と して 完全な 

る 役目 を果す ことがあり 得る からで ある。 併し 此の 問題 も 玆には 手を附 けないで しばらく そっと 

して 置く。 さう して 專ら 自分の 體驗 としての 素材 選擇の 心理的 過程の みに つ いて 考 へて 見て 居る 

ので ある。  ， 

さて 上記の 附 句の 制作 過程 は 便宜上 分析 的に 整頓して 見た だけであって、 制作 當時實 際に 此通 

りに 意識的に 行つ て 居る ので はない。 場合によって は 第 四 次第 五次の 附句素 村まで が 一 分 間 位の 

間に 相次いで 電光の 如く 現 はれて は 消える こと も あり、 叉 第 一 次の 附 句の 世界に 足 を 踏み込んだ 

きり 中々 拔 けなくな り、 一 日 も 一 一日 も藻搔 かなければ ならな いこと も 屡" あるので ある。 

此の様に して、 前 句と 後 句と は 云 はに それぐ が 錯綜した 網の 一 一つの 結び目の やうな もので あ 

る。 又、 水上に 浮ぶ 二つの 浮 草の 花が 水中に 隱 れた拫 によって 連絡され て 居る やうな ものである • 

或は 又 一 つの 火 脈の 上に 噴出した 一 一つの 火山の やうな もので も ある。 併し 此れ だけの 關係 では あ 

まりに 二 句の 間の 緣が近 過ぎ 姿が 似 過ぎて 結果 は 所謂 附き 過ぎで ある C 寧ろ 一 つの 非常に 精巧な 

器械の 二つの 部分が 複雜 極まる 隱れた 仕掛けで 連結して 居て、 その 一方 を 動かす と 他方が 動き 叉 
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鳴り 出す やうな 關 係で ある。 それ 程の 必然 さ を もって 連結され て 居て、 しかも 其の 途中の つなが 

りが 深い 暗い 室の 中に 隱れて 居る やうな 感じ を與 へる ものが 連句の 上乘な もので あり はしない か 

と 思 ふので ある。  . 

此れに 就いて 思 ひ 出す の は 近頃の 心理 分析 學者 殊に フ 口 イドの 夢の 心理に 關 する 考察で ある。 

夢 は 東洋で は 五隨の 疲れな ど 上 おはれ、 又 取 止め もない もの、 代表者と して 擧 げられ、 又 一方で 

は 未来の 豫言 者と して 大事に 取扱 はれ もした" 西洋で も同樣 であった らしい。 しかし 所謂 「夢 判 

斷」 はフ a イドの 多年の 研究に よって 今迄と はちがつた 意味 を もって 甦生し、 迷信 者の 玩弄物で 

あった ものが 却って 殆ど 科學 的に 眞な 本能 的の 一 我」 を讀み 取る 唯一 の 言葉で ある やうに 思 はれ 

て 来たので ある" 顯在 的なる 「我」 のみの 心理 を 學んで 安心して 居た 吾々 は、 此の 夢の 現象から 

潜在的 「我」 の 心 を學び 知って、 愕然として 驚き 叉 恐れなければ なら なくなつ たやう である。 さ 

うして 私 は 叉 此の 夢の 心理なる ものが 甚 しく 連句の 心理に 共有なる 諸點を 具へ て 居る こと を發見 

して 驚かなければ ならない ので ある。  . 

フ ロイドの 考 では 顯在 的な 「夢 內容」 の 底に は 潜在的な 「夢 思想」 なる ものが 流動して 居る。 

前者の 表面的な 並列 は 所謂 夢の やうな 幻影の 無意味な 行列に 過ぎない ので あるが、 此 等の 「夢內 ^ 


容」 を 形成す る 象形文字の やうな 影像 を 一 つく 夢 思想の 園の 此れに 相當 する 一 百 葉に 飜譯 して 昆 

れ- ま、 それ はちゃん とした 文章と なり、 さう して それ は 驚くべく 長るべき 我が 內部 生活の 秘密 を 

赤裸々 に 記述す る ものと なる ので ある。 しかも 其 一 つくの 象形文字の やうな 夢 內容は 驚くべく 

多様な 夢 思想の 壓 縮され た H ッ セ ンス であり、 义甚 しく 複雑な 夢 思想の 網目の 接合 點 である。 そ 

れ 等の 接合 點 のうちで も、 其 人の 其 日の、 其 前日の、 又 生涯の 經驗 11 意識的 乃至 無意識的 — 

の も 多く を 結び 附け るに 都合の い、 やうな、 さう いふ 特別な 接合 點が、 其 夜の 夢の 內容の 一 つ 

として 象形文字 的に 選ばれて 現 はれて 來 るので ある。 例へば フ イドが 「植物に 關 する 彼の 著 蚩 曰 

が 皮の 前に 置かれて あり、 其の 頁 をめ くって 居る と 一枚の 彩色 繪が插 込んで あり、 叉 一枚の 腊葉 

が緣 込んで ある」 とい ふ 夢 を 分析した 結果に よると、 此の 「植物 學 の著蚩 曰」 とい ふだけ の 一見 極 

めて 簡單 なる 內容 が實は 非常に 多様な 體驗を 接合す る爲の 一 つの 中間 介在 物で あり、 云 は V 扇の 

かなめの やうな ものに なって 居る。 卽ち 此れ は 其 日 偶然 通り か" つた 或る 店先で 見た 他人の 他の 

事に 關 する 植物 學の 著書に つながる と 同時に、 自分の 昔 書いた 或る 論文に つながり、 いで 其の 

論文に 聯關 した 大學 研究室の 色々 の 出来事に つながり、 又 一方で は 或る 眼科 醫 へつな がる。 この 

眼科 と 其 前日 現に 出 遭って 用談 をして 居る うちに 邪魔が は ひって 談を 中絶され た 事が あつたの 
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である。 それから 叉 其の 「植物の」 とい ふだけ が 或る 他の プロ フヱ ッサ— から 其の 美しい 夫人 そ 

れ から 他の 婦人 患者と 云った 風に 色々 の 錯綜した 因果の 網目に つながって 居る。 かくの 如くに し 

て 此の 一見 甚だつ まらぬ 「植物 學の， 著書」 は此 等の 多 數な夢 思想の 全體を 引率す るに 最も 適當 な" 

扇の かなめの やうな ものと して 便宜上 代表的に 選ばれて 其 夜の 夢の 顯在的 夢內容 として 現 はれた 

と いふので ある。 

連句の 一 句の 顯在 的內容 は、 矢 張 其の 作者の 非常に 多數 な體驗 のかな めで ある。 さう して 其の 

多くの 潜在的 思想の 網が 部分的に 前 句と 後 句に 引つ か、 つて 居る ので ある。 勿論 前 句に は 前 句の 

作者の 潜在 思想の 網目が つながって 居る ので あるが、 附 句の 作者の 見た 前 句に は 叉 此の 附句 作者 

自身の 潜在的な 句 想の 網目に つながるべき 代表的 記號が 明瞭に 現 はれて 居る ので ある。 さう して 

又 此の 二つの 句 を讀む 第三者が 此の 附 合せ を 理解し 評價し 得る 爲には 此の 第三者の 潜在 思想 中で 

一 一句が 完全に 連結し なければ ならない ので ある。 しかも 此際讀 者の 網目と 前 句作 者の 網目と 附句 

作者の 網目と 此の 三つの もの が 最もよ く 必然的 に 重なり合 ひ 融け 合 ふ 場合に 於て、 其の 附 合せ は 

最も 優れた 附 合せと して 感ぜられ るので ある。 

比の やうな 機巧に よって 運ばれる 連句の 進行 は隨に フ 口 イドの 考へ たやうな 夢の 進行に 似て 居 
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るので ある。 ft^ し 夢の 場合 は それが 各個 人に 固有な ものであって 必す しも 何等の 普遍性 を もた な 

くても よい。 併し 連句に 於て は 甲の 夢と 乙の 夢との 共通 點が 叉讀 者の 多數の 夢に 強く 共鳴す る點 

に 於て 立派な 普 通性 を もって 居り、 其處に 一般的 鑑賞の 目的物た る藝 術と しての 要求が 滿 足され 

て 居る ので ある。 

以上の やうな 連句と 夢との 心理の 比較 は 叉 連句の 解釋 とい ふ 仕事に 一 つの 新しい 立場 を與 へる 

であらう。 此の 立場から 見る と 從來の 多くの 連句の 評 釋は往 々甚 しく 皮相 的で あり 或は 褊狹 であ 

り 或は 見當違 ひで あると いふ ことになる かも 知れない。 又 一 方 かう いふ 立場から 連句 を 研究す る 

ことによって 心理 學者は 吾々 の 心理の 潜在的 過程に 關 して 有益な 幾多の 事 實を發 見す る 機 會に接 

する かも 知れない。 

此 等に 就いては 猶 述べ 盡 さない ところ も あるが、 紙面の 制限の 爲に 此れ迄に 止めて 餘事は 後日 

に讓る こと 、する。 もし 出来れば 若干の 實例 につ いて 分析 を 試みたい と 思 ふので ある。 

(昭和 六 年 七 B:、  ^«柿) 

五 連句心理の^^現象 
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連句 制作の 心理と 鑑賞の 心理と は必 すし も 一 致す ると 限らない。 作者が 前 句を與 へられて それ 

に 附句を 提出す るまでの 心理的 經過は 其の 作者に 獨自な ものであって 當人 以外に は 誰に も わから 

ない ものである。 併し、 さう して 出來 上った 一 聯を與 へられた 鑑賞の 目的物と する 讀 者が 其の 前 

句 を 味 はった 後に 附 句に 取り 附 いて それ を はっきり 見定めて 居る 間に、 其讀 者の 頭の 中に 起って 

來る 心理的 過程が 少 くも 部分的に は附 句作 者の 創作 當 初の 心理 を 反映し なければ ならない。 さう 

でなければ 其の 附句は 失敗で あり、 不可解で ある。 此れ は 如何なる 藝術 にも 或 度まで は 共通な こ 

とで あるが、 小 說ゃ戲 曲の やうな もので は 此れ は 第一義に 屬 しない 從屬的 要素で ある。 それ は 作 

物 自身が 讀 者の 心理 過程の 軌道 を 明確に 指定して 居る からで ある。 云 は 電車 や 汽車の レ ー ルの 

やうな ものである。 此れに 反して 連句の 場合 は、 云 はに 町から 町、 宿場から 宿場への 旅の 道筋 を 

與 へられないで、 唯 出 發點と 到着 點とを 指定され る だけで ある。 其 間 をつな ぐ 道筋 はいくつ も あ 

り 途上の 景觀 にも 亦樣々 の 異同が ある。 それでも、 どの 道筋に も 共通に、 例へば 富士が 右手に 見 

え 近邊に 茶畑が 見えなければ ならない と 云った やうな 要求が 滿 たされなければ ならない。 さう い 

ふ譯 であるから 連句の 場合に は 特に 創作 心理と 鑑賞 心理との 酉 別 を 立て ， ^考察す る 必要が あるの 

である。 此の 區別を 立て、 考 へなければ ー聯の 連句 を 十分に 分析し 正當に 理解す る こと は 出来な 
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いで あらう。 

從來 連句の 評釋 をした もの を 見ても、 此の 區別 を！： 然と 立てない 爲に 色々 の 疑問が 起ったり 議 

論が あったり する 場合が 多い やうに 思 はれる。 多くの場合に 創作者の 心理 分析に 傾いた 評 釋は所 

謂 「穿ち 過ぎ， 一 として 擯斥され、 一， さ 迄 は 云 はす もがな」 として 敬遠され る やうで ある。 此れ は 連 

句 を單に 鑑賞す る だけの 立場から は 尤もな ことで あるが、 連句と い ふ もの を 本當に 研究す るに は 

不都合な 態度で ある。 のみなら す 自分で 連句の 創作に 手 をつ ける ものに 取って は、 此點の 研究が 

最も 大切な ものと 私に は考 へられる ので ある。 それば かり か、 鑑賞の みの 目的で も眞に 奥底まで 

人 込んで 鑑賞 を揎 にす る爲に は、 一 度 は 此の 創作 心理の ミ ス テリ ー に 觸れる ことが 必要で あらう 

と 思 はれる ので ある。 吾々 は 「穿ち 過ぎ」 を 怖がらないで 「云 は. f もがな」 を 蹴飛ばして 勇敢に 

創作 心理の 虎穴に 乘 込んで 見なければ ならない。 併し 此れ は 中々 容易な 仕事で はない、 一朝一夕 

に 一 人 や 一 一人の 力で 出來 得る 見込 はない。 さう かと 云って 何時までも 手を附 けす に 置くべき もの 

でもない。 假令 吾々 の 微力で は 此の 虎穴の 入口で 斃れ てし まふと したと ころで 止む を 得ないで あ 

らう C 

創作 心理の 上から 見て すぐに 問題になる の は、 聯想 作用の ことで ある。 連句 制作の 機構の 第一 
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要素が 聯想で ある こと は 云 ふまで もない。 併し 此の 聯想に よる 甲乙 二つの 對象は 決して 簡單な 論 

理的叉 は 事件 的の 連絡 を 有って 居る ものではなくて、 例へば 前條に 述べた 夢の 中の 二つの 物の つ 

ながり の やうに 複雜 不可思議な 絲 によって つながって 居る ので ある。 夢の 中で は 例へば 蠟燭ゃ 或 

は 又 じめ くした 地下の 坑道が 性的の 象徵 となる 場合が ある。 又 此れに 相當 する 例 は 芭蕉 初期 時 

代の 連句に は往々 ある。 叉 重い もの を かついで 山道 を 登る 夢が 情婦との 面倒な 交涉の 影像と して 

現 はれる こと も ある。 古来の 連句の 中で もさう いふ 不思議な 場合の 例 を 捜せば 恐らく いくらでも 

見附 かるで あらう とい ふ 事 は、 自分自身の 貧弱な 體驗 から も 想像され る ことで ある。 

「灰汁 桶の I 下 やみけ りきり/ \. す」 「あ ふら かすりて 宵寢 する 秋」 とい ふ ー聯が ある。 此れに 關 

す る 評釋は 恐らく 今までに 云 ひ 盡 さ れ 書き 盡 されて 居る であらう と 思 ふ。 併し 心理 學的 聯想 の 實 

例を搜 して 居る ー擧究 として あらゆる 藝術 的の 立場 を 離れて 見た 蒸 睨みの 眼に は、 灰汁の I 下と 油 

の 滴との 物理的 肖 似が すぐに 一 つの 問題の 焦點 となる であらう。 又 灰汁の I 下が 次第に 其の 流量 を 

減じて たうとう 出 なくなつ てし まふ、 その 量對 時間 關 係が 一 油 かすりて」 缺乏 する 感じに 照應す 

るので ある。 此れ は 鑑賞 的に は 全く 所謂 「穿ち 過ぎ」 た 無用の 設議 立てに 相逮 ない ので あるが、 

心理 學 的に は 見逃がす ことの 出来ない 問題で ある。 從 つて 創作 心理の 研究者に 取って は少 くも 一 
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先づは 取上げて 精査して 見なければ ならない 問題で ある。 「あ ふら かすりて」 の 次に 「新 疊 敷な 

らした る 月影に」 の 句が ある。 此處 でも 月下の 新疊 と視感 乃至 觸感 的な 立場から 見て 油との 聯想 

的關 係が あるかな いかと いふ 問題 も 起し 得られな く はない。 此れ は あまり 明瞭で ない が 「かます 

こ 喰へば 風 董.； る」 の 次に rfe- の ロ處を かきて 氣味 よき」 の來 るの など は、 感官 的 聯想からの 說明 

が 容易で ある。 

一 一 つの もの 、感じの 共通と いふので なくて、 一 一つの もの 外面 的關 係から 呼び出される 聯想と 

して は 「身 は ぬれ 紙の 取 所な き」 に對 する 「小刀の 蛤 刃なる 細工 箱」 の 如きが それで ある。 1^ 紙 

が 小刀 を 呼び出し たので ある。 勿論 藝術 的の 價値は 全く 刖 問題で ある。 

物質から 來る 聯想の 例で は 「居 風呂の 屋根」 「椴と 檜」 「赤い 小宮」 と 三つ 續 くやうな のが ある。 

「干葉の 茹汁惡 くさし」 「掃 は 跡から 擅ち るな り」 「ぢ f めきの 中で より 出す るり 頰赤」 の 三 句 

に は感宫 的に 共通な 聯想が あるの みならす、 空間 的 排列 樣 式の 類似から 來る 聯想が ある。 「生な 

がら 直に 打 こむ ひし こ漬」 r 椋の實 落る 屋根く さるな り」 など も 全く 同様な 例で ある。 かう いふ 

重複 は 勿論 歡迎 されな いもので ある。 

かう いふ 例 は 擧げれ ば 際限 はない。 さう して かう いふ 例と して 適當な もの は、 連句と して 必す 
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しも 上乘な もので はなく、 寧ろ あまりよ くない 方が 多い かも 知れない。 それ は 寧ろ 當然 である。 

聯想で 呼び出される 第一 影像 はた^ 1 つの 可能な 附 句の 暗示に 過ぎない ので、 それだけ では 決し 

て 附句は 成立し ない、 此の 第一 影像 を 一 つの 階梯と して 洗練に 洗練 を 重ねた 上で 附 句が 出来 上る 

ベ き 苦で ある。 

さう いふ 階段と して は その 聯想が 如何に 突飛で あっても それ は 何の 差 支 もない、 最後の 成果が 

よければ よいので ある。 例へば 「雪の 跡 吹 はかした る 朧月」 の 前 句 を 見て ふいと 「蒲 團，」 とい ふ 

心像が 現 はれた としても、 誰が それ を 咎め 得る ものが あらう か、 叉 誰が 其の 心像の 由来の 合理的 

說明を 要求す るで あらう か。 その 聯想の 底に 雪雲と 蒲團 との 外形的 聯想が あり 或は 「はがす」 と 

いふ 言葉が 蒲圑を 呼び出した としても それ は 作者の 罪で はない。 鬼 も 角 も その 突然な 「蒲 圑」 の 

心像 を 踏 段と して 「蒲團 丸 げてもの おも ひ 居る： 一 とい ふ 句が 出來 上って しまへば、 最早 そんな 聯 

想は必 すし も 問題に しなくて よい。 讀 者に とって は 寧ろ 問題に しない 方が よいので あらう C さう 

して 單に雪 後の 春 月に 對 して 物 思 ふ 姿の 餘情を 味 は へ ば 足りる であらう。 

聯想に は 上記の やうに 內容 から 來る もの 、外に 叉單 なる 音調から 来る 聯想 或は 共鳴と 云った や 

うな 現象が 屢.、 ある。 此れ は 吾々 連句す る もの、 日常 經驗 すると ころで ある。 全く 無意識に 前 句 
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叉 は 前々 句 等の 口調が 出て 來 たがる ので 當惑 する ことが 屢、、 ある。 此等は 多くの場合 直に-. お正さ 

れ るから 出來 上った ものに は 痕跡 を 現 はさない 害で あるが、 それでも 時には 見逃がされた 淺 滓ら 

しい ものが 古人の 連句に も 屡、、 見出される。 例へば 前掲の 「ふとん」 の 次に r 不屆」 「はつち」 と 

三つの FT の 結合が 現 はれて 居る。 「けんかく」 の 次に 「こまかく」 が來 たりす るの も必す しも 

偶然と は 思 はれない。 もうす こし 不明瞭な ので は 「かへ る やら 山陰 傳ふ 四十から」 の 次に 「むね 

をから ける」 が あり、 「た、 くさ」 の 次に 「いた、 く」 が あり、 「いさきよ き」 の 次に 「よき 社」 

が ありする の も 同様で ある。 かう いふ 無意識の 口 移り は附 句に は 警戒され たのが 三 句 冃四句 目に 

うっかり 頭 を もたげる 例 も 少なくな い。 

同様な 部類に 屬す るの は 「ほか/ \ と ：：： いほ ひ 出」 に 次で 「ほろ/ \> こ ほる、」 の來る 

やうな 擬音 的重疊 形容詞の 連續 する 例で ある。 此れ は連續 する 場合 も あり、 四 五 句 目に 現 はれる 

場合 も 甚だ 多い。 上の 例で は 「ほろ く」 から 四 句 目に 「段々 に」 が 来る。 同じ 百 韻 中で 調べて 

見る と 前の 方に ある 「とろ-, f\.」 は 大分 離れて 居る が、 すっと 後に 來る 「ぼや/ \.」 と 「うそう 

そ」 と は 五 句 目に 當る。 『《仝 豆の 花』 の卷の 「すたく」 と 「そよ く」 は 四 句 目に 當る。 『梅 

ケ香』 の卷の 「慮々」 と 「はらく」 も 四 句 目で ある。 勿論 此れに は 規約 的な 條件も 支配して 居 


, 520 


鶬 
雩 

I 


姐 雑 句 連 


ると 思 はれる が、 心理的に 此 等の 口調が 互に 相 吸引して 居る こと は爭 はれない。 此れ は 恐らく 統 

計學 的に も證 明し 得られる であらう と 思 ふ。 

數 字と 數 字との 聯想 も 半ば 內容 的で あるが 半ば は 音調 的の 口 移りから 呼び出される らし い。 例 

へば 『さ 豆の 花』 の 卷には 「七夕 J の 七の 字が ある だけで 本来の 「數 字」 は 一 つもない のに、 『八 

九 間』 の 卷には 「小鳥 一 さけ」 にす ぐ績 いて 「十 里 あまり」 が來る C 『振賣 の』 の卷 にある 「一 一 

十八 日」 から 八 句 目に 「七 ッ さかり」 が あり、 すぐ 續 いて 「五十石 取」 が あり、 すっと 離れて 

「四 ッ のかね」 と 「三月」 が ある C 其 他 『鐵 砲の 遠音』 の卷に 「なまぬる 一 つ」 と 「碁い さか ひ 

二人」 と繽 くやうな 例 は 甚だ 多い。 勿論 此れに 關 しても 何 かの 規約 はあった かも 知れない が本來 

は 心理的の 立場から 說明 さるべき 現象で ある。 

以上 は 主として 前 句と 後 句の 間の 關係 だけに 就いての 考察であった が、 三 句 目 四 句 目 等に 及ぼ 

す 聯想の 影響に 就いても 考 ふべき 事 は 甚だ 多い。 

遣 傳に關 して ァタ ヴィズ ムの 現象が ある やうに、 連句の 連鑌に 於ても 或る 一 句が 其の 前 句より 

も 一層 前々 句に 似たがる 傾向が ある。 所謂 打 越しに 膠着し、 觀音 開きと なって 三 句が トリ ブ チコ 

ンを 形成す る やうに なりたがる ものである C 此れ は 固より 當然 のこと である。 前 句の 世界と 前々 
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句の 世界と は 部分的に ォ ー ヴァ ，丄フ ヅ プ して 居り、 前 句と 後 句と も 亦 部分的に 重合して 居る ので 

あるから 單にプ 口 バ ビリ ティ ー から 云つ て もさうな り 易い のみなら す、 まだ その上に 一. 層 さうな 

りたがる 心理が ある。 それ は 前々 句と 前 句との 附 合せ を 「味 はふ」 ことによって 此の 前 二 句の 重 

合 部が 特別に 後 句作 者の 頭の 中に 大きく 蔓 つてし まって、 前 句の 世界 を 見て 居る つもりで も實は 

其の 重合 部 だけに 眼 を 引かれる ことになるから である。 それで 此の やうな 打 越しの 危險を 避ける 

爲に は、 作者 は 前 句に よって 喚び 起された 觀念 世界の 中で どれ だけの 部分が 前の 句の それと 重合 

して 居る か を 認識した 上で、 綺麗 さっぱり それだけ を 切り 拔 いて 捨て 、しま はなければ ならない- 

さう して 殘 つた 部分の 輪郭 を 段々 に 外側へ くと 擴げて 行く うちに 適當な 目標が 見附 かるので あ 

る。 

以上 述べた ところから 叉 吾々 が 連句 修業の 際屢" 遭遇す る 一 つの 顯 著な 現象 を說 明す る ことが 

出来る。 それ は 「前 句が 前々 句に 對 して 附き 過ぎに なって 居る と 後 句が 非常に 附 けにく、、 何 を 

もって 来ても 打 越しに 響く」 とい ふこと である。 卽ち、 上述の 重合 部が 前 句の 殆ど 全面 積 を蔽っ 

て 居て、 切捨てた 殘 部が 餘 りに 僅少になる 爲 である C さて 以上の 心理から 起る ァタヴ イズム 的 傾 

向 は 連句の 規約 上嚴 重に 抑制せられ るから、 少 くも 完成した 古人の 連句 集に は 原則として は 現 は 


522 


俎 雜句連 


れ ない 箸で ある。 併し かう いふ 人間の 本能 的な 傾向から 起って 來る 作用の 效果は 中 々根強い もの 

であって、 さぅ，/^^容易に抑壓することは出來なぃものでぁる。 それで 一見した ところでは 毫も 

此の 規約に 牴觸 しない 11 少 くも 論理的に は牴觸 しない やうな 立派な 附 句であって も、 心理的 科 

學 者の 眼から 見る と 明に 打 越しの 深い 影響 を 受けた と、 少 くも 疑 はれる ものが あつたと しても 何 

の 不思議 はない 譯 である。 

試に 審美的の 眼鏡 を かなぐり 棄て \、 一  つの 心理的な からくりの 中の 齒車 ゃ彈條 を點檢 する や 

うな 無風 流な 科學 者の 態度で 古人の 連句 をの ぞいて 見たら どうで あらう か。 先づ 前に も 例示した 

『灰汁 桶』 の卷を 開いて 見る。 芭蕉の 「あ ふら かすりて」 の 次の 次に 去来の 「ならへ てうれ し 十 

の盃」 が來 るので ある。 こ、 で、 ー體 去来と いふ 人の 頭の 中に、 ありと あらゆる 天地 萬 有のう ち 

から、 物 も あらう に 特に 選ばれて 此の r 盃 J とい ふ もの，^ 心像が どうして 正に 此處に 浮び 上った 

かと 考 へて 見なければ ならない。 前 句 は 新疊を 敷いた 座敷で ある、 それ を 通して 前々！？ を 見る と 

そこに は 行燈が あり、 其 中から 油 皿の 心像が あり/ \- と 眼に 見える C その 皿が 疊の 上に 下りて 來 

る、 見て 居る うちに その 油 皿が K 孤に 變 つて 来る。 次に 一 つの 盃 がば らくと 分殖 して そこに 十箇 

の 皿が すらりと 並列す る。 それに 月光が さして 忽然と 淸 談の會 席が 眼前に 現 はれる。 かう 云った 
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やうな 心像 變換 の 現象 は少 くも 吾 々の 夢の 中には 往々 起る 現象であって 恐らく 何人も 經驗す る と 

ころで あらう。 併し、 私は當 時の 去来の 頭の 中に 此處に 私の 書いた 此 通りの 心理 過程が 進行した 

ので あらう と 脇 測す る譯 では 決してない。 又 かう いふ 見方 をす る 事が 此の 附 句の 「鑑賞」 の 上に 

有利 だとい ふので も 毛頭ない ので ある。 前に も斷 つた 通り 「鑑賞の 心理」 と 「创 作の 心理」 と を 

少 くも 一 日 一はつ きり 區 別した 上で、 後者の 分析 的 研究 をす る爲の 一 つの 方法 を 例示 するとい ふ HI 

的 以外に は 何物 もない ので ある。 それ かと 云って 此れ は 叉 決して 私の 机上で 捏ね 上げた 全くの 穴ェ 

想で はない のであって、 私自身 が 平常 連句 制作 當時 自分 の 頭の 中に 進行す る 過程 を內 省す る こと 

によって 常に 經驗 すると ころの 現象から 類推して 行った 一 つの 「思考 實驗」 であるので、 此れ は 

恐らく 速 句の 制作に 體驗 ある 多くの 人に よって 十分 正當 なる 意味に 於て 理解して 貰へ る ことで あ 

らうと 田い ふ。 

力う いふ 風の 見方から すると、 これと 同様な 實例は 甚だ 多くて 枚 擧に遑 ない 位で ある。 同じ 卷 

でも 「子の 日」 と 「春 駒」、 「た ひら 雪」 と 「摩 耶の高 根に 雲」、 r 迎せ はしき」 と 「風呂」、 「す さ 

ましき 女」 と 「夕月夜 岡の 萱 根の 御廟」、 等々 々についても それぐ 同様な 夢の 推移 徑路 に關 する 

と 同様の 試驗的 分析 を 施す こと は 容易で ある。 


524 


俎 雜句連 


かう いふ 風の 意味での ァタ ヴィズ ムは 寧ろ 或 所まで は 避く ベ からざる ことで あるの は 勿論、 連 

.1? の 進行 上 少し も 規約 的 に 不都合な こと はない のみなら す、 或 場合に は 寧ろ テンポの 調節 上から 

も 必要な 場合が あるか も 知れな い。 ， 併し少 くも 私の 見たところで、 かう いふ 關係 になって 居な い 

實例も 亦 甚だ 多い ので ある。 例へば 矢 張 同じ 『灰汁 桶』 の卷 で、 芭蕉の 「蛭の ロ處を かきて 氣味 

よき」 や 「金 鍔」 や 「加 茂の 社」 の 如き は 中々 容易に 發 見され る やうな 齒 車の 連鎖 を 前々 句に 對 

して 示さない。 叉 『蔦の 羽』 の卷 でも t 巴 蒸の 「まいら 戶， 一 の 句 「午の 貝」 の 句の 如き、 何でもな 

いやうな 句で あるが 完全に 此の ァタ. ヴ イズムの 痕跡 を 示さない。 此れに 對 して 史 邦の 「墨 繪」 は 

前々 句の^ 匠の 「まいら 戶 J の 遣傳を 濃厚に 受けて 居り、 同人の 「おも ひ 切た る 死 くるひ. 一 が 矢 

張 前々 句の 去来の 「いまや 別れの 刀 さし 出す」 の 純然たる 申し子で あるが 如き は 中々 興味 ある 事 

實 である。 

未だ 十分 數 量的に 調べた 譯 でない から 確實な こと は 云 はれない ので あるが、 どうも 芭蕉 は 矢 張 

他の 人に 比して 特別に 此の ァタ ヴィズ ム の 痕跡 を 示した 例が 少 いやう に 思 はれる。 誰か 時間の 自 

由 を もつ 人が 統計的に 此點を 調べ て 見たら 面白い 結果 を 得られ はしない かと 想像す るので ある。 

それ は 鬼に 角、 大體の 進行の 上から いふと、 此 種の ァタ. ヴ イズムで も 原則として は 避けた 方が 
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よいで はない かと 思 はれる c  ^し 此れ は 如何に すれば 避け 得られる か。 此れ は 理論 上から は必す 

しも さう 困難な ことで はなく、 前述の やうな 分析 を 行った 上で、 その 疑の ある もの は 淘汰して 他 

に轉 する か 或は 又 前に 述べた こと も ある 通り、 斯 くして 不合格に なった もの を 假想的 第一 一次 前 句 

と 見立て 、此れに 對 する 附句を 求め、 それでもい けなければ 此れに 對 する 第三 次の 附句を 求め、 

漸次 此の 如くして 打 越しの 遣 傳を脫 却 すれば よ ぃ譯 であらう。 併し 自由に 此の やうな 進化 を 遂げ 

得る 爲には 作者の 頭が 可な り 廣大な 領土 を 所有して 居る 上に 其の 頭の 働きが 自由に 可撓 性で あつ 

て 自分自身の 考の 死骸の 上 を 踏み越え 踏み越え 進行し 得る だけの 能力 を もって 居る とい ふこと が 

必要 條件 である。 笆蕉の 如き は それが 可な りょく 出来る 人であった こと は 以上の 乏し ぃ例證 から 

も覼 はれる。 芭蕉の 辭 世と 稱 せられる 「夢 は 枯野を かけ 廻る」 とい ふ 言葉が 私に は 何となく 此處 

に 述べた 理論の 光の 下に 又 特別な 意味 を もって 響いて 來 るので ある e 彼 は 此の やうに 夢 を 驅逐す 

る ことに 喜びと 同時に 犬なる 悲しみ を 抱いて 死んで 行った であらう。 

アンチ ポ ー ダル 

此の 頭の 働きの 領土の 廣 さと 自由な 滑脫 性と に關 して 芭蕉と 對聰 的の 位置に 居た の は 恐らく 凡 

兆の 如き 人であった らう。 試に 矢 張 『灰汁 桶』 の卷に 就いて 點撿 すると、 なる 程 前 句 「摩 耶」 の 

雲に 薰風を 持って 來た 上に 「かます こ」 を 導入した の は 結構で あるが、 彼の 頭に は 恐らく 此の 
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「夕飯の かます こ」 が 膠着して 居て それから 六 句 目の 自分の 當番 になって 「宵々， 一 の 「あつ 風呂」 

が 出現した 感が ある。 叉 同じ 「夕飯， 一 がま だく 根 を 引いて 「木 曾の 酢莖」 に 再現して 居る かの 

疑が ある C 又 後に 自分の 「田の 靑 やきて いさきよ き」 の 心像が 膠着して それが 六 句 目の 自句 「し 

よろく 水に 藺の そよ くらん 一 に 頭 を もたげて 居る C 併し 此れ は 決して 凡 兆と いふ 人の 特異の 天 

分 を 無視して 此人を これ だけの 點 から 非難す る 意で は 毛頭ない ので ある" 此 人の 句が うまく 適度 

に 混 人して 居る 爲に 一 卷に 特殊な 色彩の 律動 を 示して 居る こと は 疑 もない ことで あるが、 唯 若し 

凡 兆 型の 人物ば かりが 四 人 集まつ て 連句 を 作った としたら 其の 成績 は どんな もので あるかと 想像 

して 見れば、 自ら 前述の 所論 を 支持す る ことになる であらう と 思 はれる の である。 

以上 は單に 便宜上 主として 『灰汁 桶』 だけに 就いて 例證 したので あるが、 讀者 にして 若し 同様 

の 見地に 立って 他の 卷々 を點檢 する だけの 勞を惜 まれないならば、 私の こ \ に 述べ た 未熟な 所論 

の 中に 多少の 眞の 片影の ある こと を 認めて 貰へ るで あらう と. 信す る 。 

連句 制作に 於け る與味 ある 心理的 現象 は 以上に 止まらない。 次に は 更に 別の 方面に 就いて 所見 

を陳 ベて 讀 者の 叱正 を 待つ こと \ する C  . 

所謂 聯想のう ちに は、 其の 互に 聯想 さるべ き 一 一つ の對 象の 間に 本質的に 必然な 關 係の ある もの 
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も多數 にある。 例へば、 砹と 墨と か 坊主と 袈裟と か 坊主と 章魚と かいふ やうに 並用 共存の 習慣 或 

は形狀 性能の 類似 等から 来る もの も あり、 或は 貧と 富、 紅と 綠の やうな 對照反 立の 關 係から 来る 

もの も ある。 併し 此等は 可な りまで 凡ての 人間に 共通 普遍な もので、 從 つて 凡ての 人に 理解 さる 

べき 客 觀性を もって 居る ので ある。 然るに 叉 一 方で はさう いふ 普遍性 を 全く 有たない 個人的に 特 

有な 聯想に よって 連結され た觀 念の 群 或は ^ 合と でも 稱 すべき ものが ある。 此れ は 多く は 其の 

一 人々々 の 生涯 特に 年少 時代に 於て 體驗 した 非常に 強烈な 印象に 歸因 する ものであって、 特に 性 

的な 關 係の ものが 多い とい ふ 話で ある。 さう いふ 原因 は 今此處 では 別問題と して、 吾々 が 連句 を 

制作す るに 當 つて 潜在的に 重要な 役目 をつ とめる 觀念 群のう ちに は 普遍的でなくて 全く 個人的な 

ものが 時々 出現し、 さう して それが 一度 現 はれ 出す と 習慣 性を帶 びて 來て、 何度と なく 同じ ー卷 

の 中に さへ も 現 はれ、 叉 特に 其 後に 作る 他の 卷の 中に 再現したがる ものである。 

此種 の觀念 群の 中には、 普遍性 はな いまでも 個人々 々 に は 鬼 も 角 も 事件 的の 聯關の 記憶が 現存 

して 居て、 それ を說 明し さへ すれば 他人 も 納得す る やうな 種類の もの も 多い が、 併し 叉 中には 自 

分 自身に 考へ て もどう しても 一 一つ の もの 、間の 連鎖が 考 へられな いやうな ものがない でもない。 

例へば、 私が 齚を喰 ふとき に 其の 箸に 徵 臭い 句 ひが あると、 きっと 屋形船に 乘 つて 高 知の 浦戶灣 
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に 浮んで 居る 自分 を 聯想す る。 勿論 此れ は 昔 さう い ふ 場所で さう い ふ 箸で 鮮を 食つ た 事が あるに 

は 相違ない が、 何故に さう いふ 一見 些細な ことが それ 程 強い 印象 を 何十 年後の 今日まで も 止めて 

ゐ るので あるか、 此れには現在の^&分には到底意識されなぃ理由がぁるに相違なぃのでぁる。 其 

の 理由 は 別問題と して かう いふ 私の 頭の 中 だけに ある 觀念群 は 連句 制作の 場合に は 可也 重要な 役 

目 をつ とめる ことが 出来る。 例へば 「屋形船」 を 題材と した 前 句に 附合 はせ ようとい ふやうな 場 

合が 起った とする。 その 時 私 はすぐ に 「鮮 J を 想 出して それ を 足場に した 附句を 案じる であらう。 

さう して その 時 同時に 頭に 浮んだ 「箸」 の 心像 を其處 で抑壓 してお くと、 それが 其 後の 附 句の 場 

合に ひよ つくり 浮び 上つ て 來て何 かの 材料に なること も あり 得る であらう。 

かう いふ 事 は 古人の 立派な 連句に も あり はしない かと 思って、 手近な、 さう してなる ベく 手數 

のか X ら ないやうな 範圍內 で 少しば かりせ 田って 見た。 併し 丁度 今 云った やうな 場合の 好適 例 は 未 

だ 見出さな いので あるが、 其 代りに 個々 の 作者に つ いて 色々 な觀念 群と でも 名づ くべき もの \ 明 

白に 見える もの を發 見す る こと は 出来た。 

例へば 岩波 文庫の 芭蕉 連句 集の (五一) と (五 二) の 中から 濁 子と いふ 人の 句ば かり 拔 書きし 

て 見る と、 「鵜 船の 垢 を かゆる ^鮎，」 とい ふの があって そこに 「鳥 一 と 「魚」 の 結合が ある。 とこ 
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ろが 同じ 卷の 終りに 近く、 同人が 「このし ろ を 釣」 とい ふ 句 を 出して 其 次の 自分の 番に 一水 鶴の 

起す 寐覺」 を 持 出して 居る。 此れ だけなら ば 不思議 はない ので あるが、 次の 卷の 一番 初めの 其 人 

の 句が ー卵產 む鷄」 であって、 其 次が 「干 鰯 俊の なまぐさき J である。 此の 二つの 歌仙 は 同年に 

出来て は 居る やうで あるが、 此の 一 一つ の もの \ 中間に 如何なる 連中と 何囘 如何なる 連句 を 作つ て 

居る かそれ は 私に は 全く わからない。 併し 私の 書拔 いた 長短 僅に 一 一十三 句の 中に かう. い ふ 「魚 

鳥」 複合と 云った やうな ものが 三度まで も 現 はれて 居る の は 決して 偶然と は 思 はれない。 例へば 

利 牛の 句 十八の 中に 鳥類 は 一 一度 現 はれる が 魚類 は 一 つも 現 はれない ので ある。 

史 邦の 句 三十 八ば かり を書拔 いてす ぐ氣 のつ いた こと は 「雨 月」 複合の 多い ことで ある。 「月 

細く 小雨に ぬる、 石 地き 一 「酒し ぼ る I 下ながら に月暮 て」 「鹽濱 に ふりつに きたる 宵の 月」 「月暮 て 

雨の 降 やむ 星 明り， 一 以上 いづれ も 雨の 月で あるが、 もう 一 つお まけに 「伞を ひろげ も あへ す 俄雨」 

とい ふの が ある。 此處 では 月の 代りに 傘が 出て 居る。 それ か.^ 此れ は 一見した だけで は餘り 明白 

ではない が、 一 寒さう に 藥の下 を ふき 立て」 「土た く 家の くさきき る もの」 一， よりも そ はれぬ 中 は 生 

かべ」 「摺 鉢に うへ て 色付 唐が らし， 一 少し 逆层 りして 別の 卷 「溝 汲む かざの 隣 いぶせき」 の 五 句の 

如き も、 事によると 一 種の 土臭い 句 を 中心として 凝集した 觀念群 を 想像させる。 
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化 水に ついて 調べて 見る。 五十 句 拾った 中で 食物 欧料關 係の ものが 十一 句、 卽ち 全體の 二十 二 

プロ セン トを 占めて 居る。 かう いふの を 前記の 觀念 群と 同 一 視 してよ いか 惡 いか は 少し 疑 はし い 

が 鬼 も. 角 も 面白い 例で ある。 史 邦の 場合に は 「薬」 も 人れ て飮 食物と 見るべき ものが 三十 八 分の 

三、 卽ち八 プロ セント 弱で ある。 此れ 位なら ば 普通で あるか も 知れない が、 岱 水の 場合 は 少し 多 

過ぎる やうに 思 はれる。 それから 又岱 水で は 「醬 のかび を かき 分て」 とい ふのと、 卷 はちが ふが 

「月 も 侘しき 醤油の 粕」 とい ふの が ある。 此の 二度目の 月と 醬 油との 會合は 甚だ 解決 困難で ある 

が、 前の 卷の 初めに、 史 邦の 「惟子」 の發 句と 笆蕉の 脇 「粗 一升 を稻 のこぎ 賃」 との 次に 岱 水が 

附 けた 「寥の 穗に醬 のかび を かき 分て」 を附 けて 居る ところ を 見る と、 岱 水の 頭に は 何 かしら 醬 

油の やうな ものと 帷子との 中間に 跨る 觀念 群が あるので はない かと 疑 はせ る。 勿論 此れ も 一 つの 

臆測で ある。 

矢張岱 水で 「二階 はしごの うすき 裏板」 の 次に 「手細工に 雜箸 ふとき かんなく づ」 が あり、 し 

ばらく 後に 「引 割し 土 佐 材木の かたお も ひ」 が ある、 これ 等 も 一 つの 群と 見られる。 叉 「梅の 技 

下し かねた る暮の 月」 と 「かれし 柳 を 今にお しみて」 の 二つ も 此の 二つで 一 群 をな し、 尙叉 前の 

三つの 一 群と 合し さうな 氣も する。 
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最後に 涼 葉 十七 句 を 調べ て 見た。 「牛」 がー 一頭 居る。 「草鞋」 と 「蓆」 と 「藁」、 それから 少し 

ちがった 意味と しても 「籠」 と 「駕」 が ある。 それから 「文」、 「日記」 の 「紙」、 それから 「給」 

と 「縮」 が ある。 此 等の もの は、 少 くも 私に は 一 つの 觀念群 を 形成し 得る ものである。 此れが 全 

體 十七 句の 五 割 以上 を 占領して 居る の は、 よも や 全くの 偶然と は 云 はれまい。 

玆で 以上に 擧 げた 作家の 爲に 一言 辯 じて おかなければ ならない こと は、 此 等の 後世に 傅 はった 

僅少な 句 だけ を 見て、 此れから 此 等の 作家の 頭の 幅員 を 論じて はならない ことで ある。 谅葉 にし 

たと ころが 何も いつまでも 此の、 私が 假 りに texture  smplex とで も 名 づける ものば かりの 周圍 

をぐ るく 週って ばかり 居た 譯 ではない であらう。 

以上の やうな 方法 を 芭蕉 や 蕪 村に 及ぼして 分析と 統計と を 試みて 見たら 或は 面白い 結果が 得ら 

れ はしな いかと 思 ふので あるが、 自分で 今 それ を 遂行す る だけの 餘裕 のない こと を遗憾 とする。 

若し^ 神 同人 中で 此れ を 試みようと いふ 篤志家 を 見出す ことが 出來 れば大 幸で ある。 以上 は 唯 さ 

うい ふ 方面の 研究 をす る 場合に 役に立ち さう だと 思 はれる 方法の 暗示に 過ぎない ので ある。 

かう いふ 風に、 連句と いふ もの.^ 文 學的藝 術的價 俯と いふ こと を 全然 念頭から 驅逐 してし まつ 

て 統計的 心理的に 分析 を 試み る ことによって 連句の 藝 術的價 値に 寸 毫も 損失 を來す やうな 恐れの 
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ない こと は 別に 喋々 する 必要 はないで あらう と 思 はれる。 繰返して 云った やうに 創作の 心理と 鑑 

賞の 心理 は^だから である。 併し 全く 別々 で緣 がない かと 云 ふと さう 簡單 でもない。 それ は 意識 

の 限界 以上で^々 になって 居る だけで、 其 下で は 矢 張 連絡して 居る と 思 はれる からで ある。 此點 

に 就いては 更に 深く 考究して 見たい と 思って 居る。 鬼 も 角 も 一 度 かう いふ 風に 創作 心理 を 分析し 

た 上で 連句の 鑑賞に 心を轉 じて 見る と、 おの づ からさう する 以前と は いくらか ちがった 心 持 を も 

つ て 同じ 作品 を 見直す ことが 出來 はしない か。 さう して 附 合せの 琉 味に 際して 强 ひて 普遍的 論理 

的に 辻 褸を合 はせ ようとす る やうな 徒勞を 避け、 其 代りに 正眞な 連句 進行の 旋律 を 認識し 享樂す 

る ことが 出來 はしない かと 思 ふので ある。  . 

專 門の 心理 學者 殊に 精神分析 學 者の 眼で 連句の 世界 を 見渡せば まだく、 面白い 問題 や 材料 は數 

限り もな く 得られる であらう と 想像され る。 さう いふ 方面の 學 者で 此の 日本 獨特 の藝 術の 分析 的 

研究に 手 を 着ける 人が 一 人で も 出来れば 喜ばしい ことで ある。 (昭和 六 年 八—： 十月、 澀 怖：) 

六 月 花の 定 座の 意義 

連句の 進行の 途上 處々 に 月 や 花の 所謂 定 座が 設定され て 居て、 此 等が 一 里 塚の 如く、 或は 淳 標 お 


の 如く、 或は 關 所の 如く、 又緣 門の 如く 樹立して 居る。 此れ は 連句と いふ もの \ 形式的 耍 素の 中 

でも 可也 重要な ものであって、 全 體の搆 造 上の 締め括りをつける 留 釘の やうな 役目 をつ とめて 居 

る やうで ある。 何時頃から 誰れ 等が 規定した もの か、 さう いふ 由 緖來歷 について は 自分 は 未だ 何 

等の 知識 を も 持たない ので あるが、 唯 自分で 連句の 制作に 當 面して 居る 場合に 此 等の 定 座に 逢着 

する 毎に 經驗 する 色々 な體 驗の內 省から 此等定 座の 意義に 關 する いくらかの 分析 を 試みる こと は 

出來 るので、 其の 考察の 一端 を 述べて 見たい と 思 ふので ある。  . 

前に 連句の 附 合せの 心理的 機巧 を 述べ たと きに 詳說 して 置いた やうに、 前 句と 附 句と は 二つの 

個性の 部分的 重合に よって 連結され たもので あって、 連句の 全體 はさう いふ もの 連鎖の 一 系列 

を 形成して 居る。 從 つて 其の 連鎖の つながり 方 を 規定す る もの は 作者 各自の 個性の アンサ ン ブル 

である。 ところが さう いふ 集團の 組織 は 時と 場合により 多種 多樣 であるから、 もし 其處に 何等か 

外側から 人工的に 加 へられた 制限がない としたら、 其 結果 は何處 へどう それて 行く か 見極めが つ 

かない ものに なって しま ふで あらう。 さう いふ もの も 亦 一 つの 自由な 詩形と して 成立し 得る かも 

知れない が、 しかし それで は、 それ 自身と しての 存在 を 有する きまった 足場の 上に 立つ ところの- 

從 つて 一 つのき まった 名に よって 呼ばるべき 詩形 は 成立し 得ない。 氣 儘に ピアノの 鍵盤 をた、 き 
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ま はっても 一 つの 昔樂 であるか も 知れない が ソナタに はならない と 同様で ある。 さう いふ 意味. に 

於け る 統制 的 要素と しての 定 座が 勤める 色々 の 役割の 內で 特に 注目すべき 點は、 矢 張 前述の 如き 

個性の 放恣なる 狂奔 を 制御す る爲に 個性 を 超越した 外界から 投げ かける 縛繩の やうな ものである 

かと 思 はれる。 個性 だけで は 不知 不識の 間に 落 込み 易い 苟安 自適の 泥沼から 引きす り 出して、 再 

び 眼 を こすって 新し い 眼で 世界 を 見直し、 さ て 新し い 甦生の 途へ 駒の 頭 を 向け直させる やう 

な 指導者と しての 役目 をつ とめる のが 正に 此の 定， 座. である やうに 思 はれる ので ある。 

尤も 連句に 於け る 一 切の 他の 規約、 例へば 季題 や 去 嫌の 定めな ども 或 程度まで は 矢 張 前述の 如 

き 統制 的の 役目 をつ とめる こと は 勿論で あるが、 併し 此 等の 制限と 月 花の 定 座の 制限と では 云 は 

ば 次元 的に 大きな 差別が ある。 前者の 拘束 範圍 がー つの 面で あると すれば、 後者 は 其の 面內に 

唯一 つの 線 を 劃す る やうな 感じが ある。 もし かう い.. ふ 拘束がなかった とすると 各自の 個性 は その 

最も 安易な 出 人口に のみ 眼 を 向ける であらう が、 -定 座. の拔に 依って それ 等の 我儘の 戶ロを 塞がれ 

てし まふので、 そこで どうにか 其處 から 抜け出-, L 得べ く 許された 唯 一 筋の 困難な 活路 をた どる 外 

はない ことになる。 併し 其處 をく  る ことに 依って.、 もし さう でなかったら 決して 生涯 見る こと 

のなかった 害の 珍ら しく 新し ぃ國 を遍墜 する 第一. 歩 を 踏み出す ことが 出來 るので ある。 尤も 此樣 


535 


な こと は 何も 連句に 限らす 他の 百般の 事柄に 通有な 所謂 「轉 機」 の 妙 用に 過ぎない ので、 吾々 人 5 

3 

間の 生涯の 行路に つ いても 似よ つたこと が 云 はれる であらう が、 さう いふ 範 奪の 適切なる 一 例と 

して 見ら る \ とい ふ 點に與 味が あるで あらう。 叉 さう 見る ことに 依って 定 座の 意義が 明瞭と なり、 

叉 制作に 當 つての 一 つの 指針 を 得る ことが 出来る であらう かと 思 はれる。 

さう いふ 役 HI を 月と 花との 二つに 負 はせ た 事に も與 味が ある。 此れ は 一 つに は 古来の 傳統 によ 

る 雪月花の 組合せに もよ る 事で あらう が、 併し 月 花の 定 座に 雪 を 加へ て はたし かに 多過ぎて 却つ 

て 統率が 亂れ る。 ^し いづれ か 一 つで は叉餘 りに 單 調になる。 大體に 於て 春の 花の ほがらか さと、 

秋の 月の 清らか さと を 正と 負、 陽と 陰の 兩極 として 對立 させた ものであるに 相違ない。 音 樂で云 

は 長音階と 短 昔 階との 對立を 聯想させる もの も ある。 勿 論定 座に は必. f 同季の 句が 別に 一 一句 以 

上 結合して 三 協和音の 如き 一群 をな すので あって、 結局 は 春秋 季題の 插人 位置 を 規定す る、 その 

代表者と して 花と 月と が 選ばれて 居る とも 云 はれる。 さう して 此の 二つの ものが 他の 季題に 比べ 

て 最も 廣ぃ 聯想 範圍を もち 得る 爲に 代表者に 選ばれた こと も事實 であらう。 併し 自分の 面白い と 

思 ふの は、 此の 定 座の 月と 花と が往々 具體 的な 自然現象 としてで はなく 寧ろ 非常に 抽象的な 正と 

負の 概念と して 此の 定 座の 位置に 君臨して 居る 觀が あると いふ ことで ある。 勿論 さう でな い 場合 
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も 亦 甚だ 多い やうで あるが 大體に 於て は 自然に さうな るべ き 害の もので はない かと 思 はれ、 さう 

いふ 意識 を もって 作 句しても 然るべき ではない かと 思 ふので ある。 併し 此れに 就いては、 古来の 

作例に 就いて 具體 的に 系統的な 調べ をした 上で なければ 確定 的な 議論 は 出来ない ので、 玆には 唯 

一 つの 研究題目 として 提出す るに 止めて 置く。 

定 座の 配置の 仕方 も 亦 甚だ 興味 ある ものである。 表 六 句の 中に 月が 置かれて 居る の は 此の 一 頁 

のうは 擦る の を 押さへ る 鎭靜劑 の やうな 利 目 を もって 居る。 裏 十二の 中に 月と 花が 一 つづ \ あつ 

て 此の 一 樂 章に 複雑な 美し さ を與へ る 一 方で は叉餘 りに 放恣な 運動 をし ないやうな 規律 を 制定し 

て 居る。 月が 七 句 目の 邊に來 て 居る の は、 表の 月に 照應 してもう 一度 同じ テ ー マ を 繰 返す ことに 

よって 表の 氣分 を繼 承した 形で ある。 さう して 名殘の 表に 移らん とする 一 一句 前に 花が 現 はれて、 

それが 將に來 らんと する ほがらかな 活躍 を豫 想させる やうに も 思 はれ. る。 さて、 いよ.. C- 名殘十 

二 句の スケルツォの ー樂 章に 於て は 奔放 自在なる 跳躍 を 可能なら しむる 爲、 最後から 一 つ 前の 十 

一 句 目まで は定 座の やうな 邪魔な 目 附役は 一 つも 置かない ことにして ある。 ^^し此の十 一句 目に 

到って そこで 始めて 次に 来るべき 沈静へ か 導 昔で も あるかの やうに 月の 座が 出現す る。 さう し 

て その後に つ く 秋季 結が 裏へ その 餘韻を 送る ので ある。 斯 くして いよく 最後の 花の 座が、 恰 
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も靜 寂な 暮 方の { 仝 を 彩る 夕 映 の 如き 明るく 華やかな 淋し さ を もつ て 全 卷のカ デ ン ッ ァ を 奏でる こ 

とに なって 居る ので ある。 

以上の 如く 考へ て來 ると 此の 一 見 任意 的で あるかの 如き 定 座の 定數ゃ 其の 位置が 中々 任意で は 

なくて 容易に は 變更を 許さな ぃ樣な 必然性 を もつ て 居る 樣に思 はれて 來 るので ある。 それで 此の 

規定 は 勿論 絕對ュ 一一 ー クな もので はな いまでも 種々 な 可能な もの \ 中から 選ばるべき 最良なる も 

の、 一 つで ある こと だけ は確實 であらう と 思 はれる。 

以上 は 甚だ 未熟な 分析の 試みで あつたが、 此の やうな 見方 を 一 つの 作業 假說 として 實 際の 古人 

の 連句 中の 代表的な もの に應 用して 見る こと は、. 連句の 研究 上に 一 つ の 新 斷面を 劈開す る だけの 

效果 はあり はしない かと 思 はれる。 此 處で實 例に 就いて 詳說 する ことの 出來 ない の を遣憾 とする 

が、 讀 者のう ちで 若し 上記の 暗示 を 採用され て 一層 具體 的に 詳細な 研究 を 試みら る、 方が あれば 

大幸 である。 

なほ、 此處 では 定 座の 標準 位置の みに 就いて 論じた ので あるが、 實 例に 就いて 此の 定位からの 

偏差が 實際 如何なる 範圍に 如何なる 様式で 行 はれて 居る か を 研究して 見る の も 亦 興味 あり 有益な 

る 仕事で あらう と 思 はれる。 又 一 方で は 此の 定 座の 發生 進化に 關 する 歷 史的 研究 も 甚だ 必要で あ 
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るが、 此れに 就いては 其の 方面の 學者 達の 示敎を 仰ぐ 外 はない ので ある。 さう して 單 なる 文獻考 

證 だけで はなく して、 さう いふ 進化 徑路の 有機的な 系統に 關 する 分析 的な 研究が 途 げられ る 日の 

來 るの を 期待した く 思 ふので ある。， (昭和 六 年 十一月、 溢 柿) 

七 短歌の 連作と 連句 

近頃 岩波 文庫の 「左 千 夫 歌論 抄」 の卷 頭に ある 「連作 論」 を讀 んで少 からざる 興味 を 感じた の 

であるが、 同時に 連作 短歌と 連句との 比較 研究と いふ 一 つの 新しい 題目が 頭に 浮んで 來 るので あ 

つた。 ところが、 自分 は 未だ 短歌 連作と いふ ものに 就いては 極めて 淺 薄な 知識し か 持 合 はせ て 居 

ないから 研究な どと いふ 程の 纏まった こと は 到底 、出来ない であらう が、 併し 取り あへ す 自分の 感 

じた こと だけ を 後日の 參考 として 玆に 誌して 置く のも必 すし も 無用の 業で は あるまい と考へ る。 

右の 「連作 論」 に 於て 所謂 連作の 最始の ものと して 引用され て 居る 子規の 十 首、 庭前の 松に 雨 

が 降り か、 る を 見て 作った もの を點檢 して 見る と、 「松の 葉 一 とい ふ 言葉が 六囘、 「松葉」 が 一 つ、 

「葉」 が 七、 「露」 が 九、 「雨」 が 三 、「玉」 が 六、 「こぼれ」 とい ふ 三 字が 五囘、 「落ち」 「落つ」 が 

合せて 三、 「おく， 一が 七、 「枝」 が 四囘繰 返されて 居る。 此れ を 假名の 數 にして 合計す ると 百 十字で、 S? 


全體 三百 十字の 三分の 一 を 超過して 居る。 それで 此の 十 首より 成る 一 群の 內容は 「松の 葉に 雨の 

が 玉の 如くに おいて、 それが こぼれ 落ちる」 とい ふだけ のこと を 繰返し/ \> 諷咏 した もので あ 

つて、 連作と して は 恐らく 最も 單 純な 形式に 屬 する もので あらう と 思 はれる。 さう して 1^ へば 

「松の 葉」 の 現 はれる 位置が 殆ど 初 五 字 かその 次の 七 字の 中 かにき まつ て 居り、 「露」 は大體 一 首 

の 中頃の 位置に 現 はれ、 「玉」 は 多く 一  首の 終に 近く 現 はれて 居る。 それで 此れ は譬へ て 云 は 簡 

單な 唱歌の 同じ 旋律 を 繰返しく 歌 ふやうな もので あつ て、 同じ ものが 繰 返さる、 ことによって 

生す る 一 種の 味 はなく はないで あらう が、 併し かう いふ ものば かりが 績 いて は 恐らく 倦怠 を 招く 

に 相違ない。 

次に 「連作 論」 に 引用され た 「病 狀卽 事」 を 詠 じた 十 首 は、 もう 少し 複雜 になって 居る。 「月」 

は 毎 句に あり、 「ガラス 戶」 が 六、 「鳥籠の 屋根」 と 「森」 と 「ラム プ」 が 各 二 あるが、 その外に も 

色々 の 景物が 點 綴され、 ほと、 ぎす や 白雲 や 汽車 や ブリキ や 紙 や 杉 木立 やさう いふ もの 上 貰感が 

少 しづ、 印象され、 又 動作 や 感覺の 上で も 大分 變 化が 見えて 居る。 叉 毎 句に ある 「月」 でも 一首 

の 頭から 終まで 色々 の 位 S に 分配され て 居る のに 氣 がっく。 此 場合で は、 一つの 場所の 光景 を 色 

色な 角度に 見た スケッ チを 綜合した やうな 形式に なって 居る。 


540 


M 句 連 


其 次に 引用され た 十 首 は 春秋の 草花に 對 して 自分の 病の 悲しみ を咏 じた ものであるが、 此れに 

は 異種の 植物 名が 八つと 外に 「秋草 花」 とい ふ 言葉が 現 はれ、 「春」 の 字が 三 、「秋」 が 二、 さう し 

て 十 首の 各に 色々 な 形で 病 者の 感慨が 詠み 込まれて 居る。 此れ は 共通な 感じ を絲 にして 色々 の景 

物 を 貫 い た 念珠 の やうな 形式で ある。 

以上 は 連作と いふ もの  > 初期の 作例で あるが、 其 後の 發 達の 歷史が どうで あつたか 自分 は 未だ 

それに 就いて 十分に 調べ て 見る だけの 餘裕 がない。 併し 座右に ある 最近の r ァ ララ ギ」 や 「潮音」 

其 他 を 手當り 次第に 見て 居る と、 中には 殆ど 前記の 第一 例に 近い もの も、 第二 例に 近い もの も、 

又 第三 例に 近い もの も あるが、 叉 中には 形式に 於て すっと 變 つた 特徴の 見られる もの も少く はな 

い。 例へば、 身近い 人の 臨終 を 題と した もので 病中の 狀？ 伏から 最期の 光景、 葬列、 墓參 とい ふ 風 

に 事件 を 進行 的に 順々 に 詠んで 行って あるが、 其 中に 一 見 其 等の 事件と は 直接 何等 論理的に 必然 

な交涉 はない やうな 景物 を 詠んだ 歌 を 所謂 モ ンタ— ジ ュ 的に 插 人した ものが ある。 叉 此れと は 逆 

に 或 一 つ の 光景 を 子規の 第 一 例 若しくは 第一 一例の やうに 取扱つ て 居る 中に、 其の 光景と は 一 見直 

接に は關 係し ない 純 主觀の 一 首 を 漢詩の 轉 句と でも 云った 風に モ ンタ— ジ ュ として 嵌 人した の も 

ある。 


541 


ところが 最近に 寄贈 を 受けた r ァ ララ ギ」 の 十一月 號を 開いて 見る と、 齋 藤茂吉 氏の 「大 澤禪 

寺」 と 題した 五 首の 歌が ある。 此れ を 一 つの 連作と 見做して 點撿 して 見る と、 此れ は 著しく 他と 

異なった 特徴 を もつ て 居る ことに 氣が附 く。 其の 五 首と いふの は 次の 通りで ある 0 

木 原より ふく 風のお とのき こえく る こ >^ の 臥所に S ひとつ ゐす 

罪 を もつ 人 も ひそみて 居りし とふ うつしみ のこと はなべ て かなしき 

こ の 寺 も 火に 燃え はてしと き ありき やまの 木立の 燃えの まに まに 

おの づ から 年 ふりて ある 山寺 は 晝をか は ほりく ろく 飛ぶ み ゆ 

いま 搗き しもち ひ を 見む と 煤たり しゐ ろり の ふちに 身 を か t.- めつ 、 

此の 五 首の 短歌 連結の 工合 を 見る と、 此れ は 以上に 述べ て來た 子規の 例 や 又 近頃の 他の 例に 比 

ベて 著しく 動的で あり 進行 的で あり 旋律 的で あり、 しかも 其の 進行の しかたが、 吾々 の 眼で 見る 

と 著しく 連句の 進行し 方と 似た 所が ある やうに 思 はれる ので ある。 殊に、 例へば 初の 二 首 Q 如き 

試に 此れ を 長 句 短句に 分解して 其 等 を 更に 或る 連句 中の 一 部分と して 考へ て 見ても 實に 立派な 一 

聯を なして 居る やうに 思 はれる。 此の 特徵 は旣に 同じ 作者の 昔の 「赤 光」 集中の 一首々々 の 歌に 

も 見られる 誰に も 氣の附 く 特微と 密接に 聯關 して 居る もので はない かと 考へ られ るので ある。 
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以上の 匆卒 なる 管 見に よっても、 所謂 短歌の 連作と 見ら るべ きもの 、中には 非常に 多様な 型式 

が實存 し、 極端に 單 純な 輪唱 風の ものから、 非常に 複雑で 進行の テンポの 急な ものまで 色々 の 段 

階の ある こと だけ は 窺 はれる と 思 ふので ある。 

左 千 夫 氏が 連作の 趣味 を 形容して 「植込 的 趣味」 と 云って 居る の は 中々 面白い と 思 はれる。 實 

際 多くの 連作 は 一 つの 植込み を 色々 な 角度から 飽かす いつまでも 眺めて 居る やうな 趣が あって、 

此點 では どうしても 静的で あり 鎗畫 的で ある。 併し 近来の 連作と 見ら る \ もの 、中には 事件の 進 

行 を 時間 的に 順次に 描いて 行く 點で、 例へば 活動 映畫 的と でもい ふべき もの も ある。 さう して 最 

後に 擧 げた 一例に なると、 最早 事件の 報告 的 進行ではなくて、 印象 や 感覺の 旋律 的な 進行に なつ 

て 居て、 さう して 正に 此點 で從來 自分の 述べ て來た 連句の 旋律 的 進行と 可也まで 共通な 要素 を 具 

へ て 居る やうに 思 はれる ので ある。 

かう いふ 風に 考へ て來 ると 短歌 連作と 稱 する もの 、世界と 連句の 世界と は必 すし も 一 見さう 思 

はれる やうに 全然 懸け離れた ものではなくて、 或 一 つの 大きな 全體の 二つの 部分であって 其の 兩 

者の 間 をつな ぐべき 橋梁の 存在が 可能で あると いふ ことが 想像され て來 るので ある。 

「連作 論」 中に、 左 千 夫の 問に 答へ て 子規が 「俳句 は 綜合 的で 複雑な もの だから 連作の 必要が 
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ない が、 短歌 は連繽 的で 單 純な ものであるから 連作が 出来る」 とい ふやうな 意味の こと を 云った 

と ある。 此れ も 後に 述べる やうに 解釋 次第で は 一面の 眞を 穿って 居る と 思 はれる が、 唯 此の 問答 

の 中で 子規が 恰も 連句と いふ もの 、存在 を 全然 忘却 或は 無視して 居る やうに 見える のが 不思議で 

ある。 (尤も 此の 問答の 記事 は 左 千 夫 氏が 聞いた のを覺 lAm きにした ので 多少の 誤が あるか も 知れ 

ぬと 斷 つて ある。) 併し 吾々 初心の 者が 連句 を 作る 際に 往々 一句の 長 句 或は 短句の 內に餘 り澤山 

の 材料 を 詰め込む 爲に 却つ て 連句の 體を 失し、 その 結果 附句を 困難なら しめる ことがあ るの は、 

畢竟 俳句と 連句との 15! 別 を 忘れる ためで あると 感じる ことが 屢 " ある。 かう い ふ 自分の 體驗と 思 

ひ 合 はせ て考へ て 見る と 此の 子規の 云った とい ふ 言葉に も 味 ふべ き點が ある やうに も 思 はれて 來 

るので ある。 實際 俳句 を 並べた だけで は 決して 連句 は出來 ない ので ある。 さう かと 云って 叉 短歌 

連作の 多数の もの は 連句と 餘 りに 距離が 大きい。 併し 短歌 連作 を 色々 と 開拓して 行く うちに は 或 

は 一 方で は 自ら 所謂 連歌の 領域に 接近し、 從 つて 叉 自然に 連句と も 形式 並に 內容に 於て 次第に 接 

近して 行く とい ふ 事 も 十分 可能で ある。 他方で は 叉、 少 くも 現在で は 連句と は 全く 別物と 思 はれ 

る 連作の 型式から 進化して 行って、 さう して 現在の 歌仙な どと は 可也ち がった 別種の 連句 形式が 

生 するとい ふ 可能性 も 想像され なく はない。 吾々 連句 を 研究す る もの 、與味 は實に 主として 此點 
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にか、 るので ある。 それで 吾々 にと つて は、 かう いふ 眼 を もって 所謂 短歌 連作の 進化の 歷史を 追 

跡す る こと も 決して 無用で は あるまい と 思 はれる ので ある。 

以上 は 一時の 思附 きの やうな も， のに 過ぎない ので あるが、 一 つの 研究題目 を 提出す る やうな 意 

味で、 思った 儘 を玆に 誌して 敢て讀 者の 敎を乞 ふこと にした。 若し 更に 短歌の 研究者の 側から 見 

た 此の 問題に 對 する 意見 を 聞く ことが 出來れ ば敎へ られる 所が 少 くないで あらう と 思 ふので ある。 

(昭和 六 年 十二月、 溢 柿) 

一 「蒸發 皿」 への 附記〕 以上に 續 いて まだ 色々 書く つもりであった のが 都合で 一時 中止した ま.^ にな 

つて ゐる。 他 H 機會 があった らもう 少し 補充して 纏めた いと 思って ゐ るが、 本書 所載 の 他 の 論文に 

屢，' 引合 ひに 出 て ゐ る關係 上參照 の 便 《且 の爲に 此の儘 兹に 採錄し た 次第で あ る。 
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俳句 季題の 分類 は 普通に 時候、 天文、 地理、 人事、 動物、 植物と いふ 風に なって 居る。 此 等の 

うちで 後の 三つ は 別と して、 初めの 三つの 項目 中に 於け る 各 季題の 分け 方 は 現代の 科學 知識から 

見る と、 決して 合理的で あると は 思 はれない。 

今日の 天文 學は 天體、 卽、 星の 擧 問であって 氣象學 と は 全然 其の 分野 を 異にして 居る にも 拘ら 

す、 相 當な敎 養 ある 人で さへ 天文 臺と 氣象臺 との 區 別の 分らない ことが 廛" ある。 此れ は 俳諧に 

於ての みならす 昔から 支那 日本で 所謂 天文と 稱 した ものが、 昔の ギリシアで 「メテオ tl ス. 一 と 云 

つた ものと 同様 一天と 地との 間に 於け る あらゆる 現象」 とい ふ 意味に 相應 して 居た から、 其の 因 

習が どうしても 拔け 切らないせ ゐ であらう。 それで かう いふ 混雑の 起る やうに なった 事の 起り の 

責任 は、 或は 寧ろ 天文と いふ 文字 を 星學の 方へ 持って いった 人に あるか も 知れない。 


句 俳と 文 天 


其れ は 兎に角、 俳句 季題の 中で 今日の 意味での 天文に 關 する もの は 月と か 星月夜と か 銀河と か 

いふ 種類の ものが 極めて 少數 にある だけで、 他の 大部分 は 殆ど 皆 今日の 所謂 氣象學 的 現象に 關す 

る ものば かりで ある 0  • 

さう かと 思 ふと 又 季題で 「時候」 の 部に は ひって 居る 立春と か 夏至と かいふの は解釋 のし やう 

によって は星學 上の 季節で あり、 又考へ 方に よって は 氣象學 上の 意味 を も 含んで 居る。 叉 一方で 

餘寒 とか 肌寒と か、 涼しと か 暑し とかい ふの は當然 氣象學 上の 事柄で ある。 

又 一方で は 通例 「地理」 の 部に は ひって 居る もの、 うちで も 雪 解と か、 水温む とか、 凍てる と 

か、 水涸 ると かいふの は 當然氣 象で あり、 汐干 ゃ初汐 など は考へ 方に よって は 寧ろ 天文 だと も 云 

は 云 はれな く はない。 

併し かう いふ 季題 分類法に 關 する 問題 は、 此の 講座で は 自分の 受持 以外の 事で あるから、 此處 

で 詳論す るつ もり はない。 唯 此の 一 篇の 主題と しての 「天文」 を、 從來の 分類に よる 天文 だけに 

限らす、 時候 及び 地理の 一部分 も 引 くるめた、 メテオ ロスの 意味に 解釋 する ことにし たいと 思 ふ 

ので ある。 

季節の 感じ は 俳句の 生命で あり 第 一 要素で ある。 此れ を 除去した もの は 最早 俳句ではなくて、 
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は 川柳で あるか 一種の ェピ グ ラ ム に過ぎない。 俳句の 內容 としての 具體 的な 世界 像の 構成 

に 要する 「時」 の 要素 を 決定す る ものが、 此の 季題に 含まれた 時期の 指定で ある。 時に 無關 係な 

一 不易」 な 眞の宣 明の みで は 決して 俳諧に なり 得ない ので ある。 「流行」 する 時の 流の 中の 一 つ 

の阽を 確實に 把握して 指示し なければ 具象的な 映像 は 現 はれ 得ない ので ある。 

時に 對立 する 空間 的 要素が、 少 くも 表面上、 何處 にも 指定され て 居ない やうな 俳句 は 可能で あ 

る 。例/  JH 「寺 鳥 ほととぎす とて 明けに けり， 一 とい ふやうな もので も 矢張發 I？ であり 得る ので あ 

る。 勿論 此れ とても 句の 裏面に は 殘燈の 下に 枕 を 鼓て \ 居る 作者の 居室の 光景の 潜在 像 は 現存し 

て 居て、 それが なげれば 此 等の 句 は 全然 無意味な 囈語 に過ぎないの であらう。 

併し、 此の やうに、 兎も角も 表面上で は 場所の さ 間の 表象 を 省略す る ことが 許される に拘ら す、 

時の 要素の 明瞭な 表明が 絕對 必要と される の は 何故か。 此れに は 深い 理由が あり、 此 事が 叉 あら 

ゆる 文學 中で 俳 I？ と いふ もの に 獨自な 地位 を 決定す る 根 本義と も聯關 して 居る と 思 はれる。 此れ 

に 就いて 此處で 詳しく述べ て 居る 餘裕 はない が、 無常な 時の 流に 浮ぶ 現實の 世界の 中から 切り取 

つた 生きた 一 つの 斷面像 を、 その 生きた 姿に 於て 活々 と描寫 しょうと いふ 本來の 目的から、 自然 

に 又 必然て 起って 來る 要求の 一 つが 此の 「時の 決定」 である こと は、 恐らく 容易に 了解され るで 
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あらう と 思 はれる。 花鳥風月 を 俳句で 詠す るの は 植物 動物 氣象 天文の 科學 的 事實を 述べる ので は 

なくて、 具體 的な 人間の 生きた 生活の 一 斷 面の 表象と して 此 等の ものが 現 はれる ときに 始めて 詩 

になり 俳句 になる であらう。 

時の 流れ を客觀 的に 感. f るの は 何等かの 環境の 流動 變 化に たよる 外 はない。 年々 の 推移 を 「感 

する」 の は 春夏秋冬の 循環 的再歸 によるの である。 南洋の 孤島のう ちに、 もしも、 年中 同じ やう 

な氣 候ば かり 持鑌 して 居る 處が あると すれば、 其 島の 人に は 季節と い ふの は 唯の 言葉に 過ぎな い 

であらう。 さう いふ、 舂風 もなければ 秋風 もない 國 では、 季節の 感じ はあり やう はなく、 從 つて 

俳句 も 生れ 得ないで あらう。 それ は、 氣 候の 循環に よって 示される 尺度に よって、 吾々 人間 生活 

の 中に 起り つ 、ある 變轉の 進路に 一 里 塚の 道標 を 打 込む とい ふこと が 出来ない ので、 從 つて 四月 

の 風 も 九月の 風 も、 名前が ちが ふだけ の 伎 信 風であって、 嬉し さや 淋し さの 聯想 を 伴 ふ 春風 秋風 

では 決して あり 得ない ので ある。 

實際、 季節風 (Monsoon) とい ふ もの.^ ない 西洋に は、 「春風」 もなければ 「秋風」 もない。 少 

くも 日本の 俳人の 感 する 春風 秋風 は 存在し ない。 それ だから、 西洋 だけし か 知らない 西洋人に 春 

風 秋風の 句の 味が 正當に 分かる iiic はない と 私に は 思 はれる。 
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大陸と 大洋との 境に 細長い 璎珞の やうに 連なる 島環國 日本 は 一 つに は 又 其の 複雜 多様な 地質 地 

形のお かげで 短距離の 間に 様々 な 風俗 人情の 變化を 示す と 同時に、 又 さまぐな 氣候 風土の 推移 

を 見せて 居る。 此れが 爲に 色々 な 天文の 季題の 背後に は數 限り もない 風土 民俗の 聯想の モザイク 

の やうな 世界が 包藏 されて 居る ので ある。 

雨の 降り 方 だけ 考 へて 見ても、 日本で は實 にいろくな 降り 方が ある。 所謂 五月雨の やうな も 

の は 日本の 中で も 北海道に はもうな い 位の 特産物で ある。 時雨で も 我 邦のと 同じ やうな ものが 西 

洋 にある かどう か 疑 はし い。 夕立に 似た 雨 はあって も、 「日本の 夏」 を 知らない 西洋の 驟雨 は 決し 

て 「夕立」 の！^ を 生み出し 得ないで あらう と 思 はれる。 

此の やうな 自然界の 多種多様な 現象の 分化 は、 自ら 此 等の 微細な 差別の 一一 ュ アンス に對 する 日 

本人の 感覺を 鋭敏に したで あらう と 想像され る。 芭蕉が 「乾坤の 變は 風雅の たね 也，」 と 云った と 

いふのに も、 いくらか 此の 意味が あり はしない かと 思 はれる。 實 際滿洲 とか 西 比利亞 とか 露西亞 

とか、 あ、 いった やうな 單 調な 風土 氣候を もった 國の 住民の 中から 當然 一一 ヒ リズム や、 マル キシ 

ズ ム は 生れても 俳句が 生れようと はどうに も 想像され にく いこと である。 

人事、 動物、 植物の 季題で も それが 所謂 季題で ある 限り 矢 張 其の 背後に 隠れた 天文の 北 ：！ 景をも 
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つて 居る こと は 勿論で ある。 それ故に 飯 を 食 ふこと や 散歩す る こと は 季題に ならす、 鴉 や 松は季 

題に ならない ので ある。 

俳句に 取って それ 程に 大事な 季節， を 直接に 指定す る 天文の 季題の 句に どんな ものが あるか を點 

檢 して 見る。 實 際に 統計して 見た 譯 ではない が、 鬼 も 角 も、 私の 此處で 所謂 天文に 關 する 句の 多 

數な こと は 明白な事 實 である。 尤も、 さう いふ 季題で も、 一般の 人々 に實感 の少ぃ 特殊な もの、 

例へば 虎が 雨と か 黄雀 風と か 云った もの は 稀で あるが、 誰に でも 濃厚な 實感の ある 春雨と か 秋風 

とかに は 古今 を 通じて 非常に 多數な 句が ある。 これ は 前述の 理由から 當然 のこと である。 卽ち季 

節の 感じの 最も 直接な 端的な もので あり、 あらゆる 季節的 聯想の 背景と なり セッ ト となる もの だ 

からで ある。 

併し 注意すべき こと は、 さう いふ 句のう ちで、 他の 景物 を 配す る ことなしに 單に此 等の 天文の 

季題 そのもの を諷咏 し敍述 した もの は、 比較的に 少數で 佳句 は 猶更少 いとい ふこと である。 「い 

なづ まやき の ふ は 東け ふ は 西 一 (其 角) とか 「春の 雨 霽れん として は烟 るかな I 一 (漱 石) といった や 

うなの は 極めて 稀で ある C それ 程で なくても 季題 自身 を 主題と して 此れに 他の 景物 を 配し、 その 

配合の 效果を 借りて 此れ を描寫 した もので さへ も 割合に 少數 である。 「白雨に しばらく 土の 5? ひ 
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哉」 (德 瞬) とか 「五月雨の 折々 くわつ と 野 山 かな」 (鳴 雪) とい ふ 種類の ものである。 併し 此れに 

反して、 天文の 季題が 他の 景物の 背景と して 取合せ の 材料と して 使 はれて 居る もの は 非常に 多數 

である。 例へば 春風と いった やうな 季題 だと、 實際 大概の もの を 持って来て 配合 すれば どうやら 

俳句の やうな ものが 出來 易い。 併し、 それだけに 本當に 「動かない」 春風の 句 を 作る の は 容易で 

ない のであって、 例へば い 、加減な 句集の 中で 春風 を 秋風で 置換へ て も 大した 差しつ かへ のない 

やうな もの を 物色 すれば 一 頁に 二三 句 はすぐ に 見附 かる 位で ある。 併し 「秋風 や 白木の 弓に 弦 は 

らん」 (去 來) や、 「日の 人 や 秋風 遠く 鳴って 來る」 (漱 石) や、 「あか/^ と 日 はつれな くも 秋の 風」 

といった やうな ので は、 どうに も 春風の 代へ 玉で は 間に合はなくなる ので ある。 

此の やうに、 季題 そのもの を描寫 した 句が 少なくて 他の 景物 を 配合した もの 、多い とい ふこと 

は必 すし も 天文の 季題に 限らない ことであって、 例 へ ば 任意の 句集 を 総いて 櫻と か 雁と かの 題 下 

に 並んだ 澤 山の 句 を點撿 しても すぐに 分かる ことで ある。 此の 事實は 併し 俳句と いふ もの 、根本 

義 から 考 へ て 寧ろ 當然な こと \ 云 はなければ ならな い。 

ゆ 巴 蕉が說 いたと 云 はる 、不易 流行の 原理 は實は あらゆる 藝 術に 通す る もので あらう と 思 はれる。 

此れに 就いては 他日 別項で 詳說 する つもりで あるから 玆 では 略す るが、 要するに 俳句 は 抽象され 
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た 不易の 眞の 言明 だけではなくて 具體 的な 流行の 姿の 一 映像で なければ ならない。 其れが 爲には 

一見 偶然 的な 他物との 配合 を 要する、 しかも 其の 配合 物 は 偶然な やうで あっても、 其の 配合に よ 

つて 其 處に或 必然な 決定的の 眞の 相貌 を 描出し なければ ならない ので ある。 芭蕉が 一 發句は 物 を 

とり 合すれば 出来る 物 也。 夫 をよ く 取合す る を 上手と いひ、 あしき を 下手と いふなり」 と 云った 

とい ふ。 此れ は 俳句が 所謂 モ ンタ ー ジ ュ の藝 術で ある こと を 明示す る。 併し 何でも 取合 は せれば 

い、 ので はない。 單 にい、 かげんに 「物 二つ 三つ とりあつめて 作る ものに あらす、 こがね を 打の 

ベた る やうに ありた し」 である。 

かう いふ 標準に 照らして 見る ときに 澤 山な 句集の 中で 佳句と 稱 すべ きもの 、少ぃ 事 は 怪しむ に 

足りない わけで あらう。  . 

俳句の 一般的な 理論的 考察 は 他日に 讓る として、 玆 では 與 へられた 「天文と 俳句」 の 題目の 下 

に 若干の 作例 を 取上げて、 前述の 如き 自己流の 見地から 少しば かり 評釋を 試み 度い と 思 ふ。 例 句 

は 何等の 系統 も 順序 もな く 唯 手近な 句集 を 開いて 眼に 觸る \ ま 、に 取上げた のに 過ぎない ので あ 

る 0 

あ 力 /\- と 日 は つ れな くも 秋の 風 _  ^  舊 
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とい ふ 句が ある。 秋 も 稍 更けて 北西の 季節風が 次第に 卓越して 來 ると 本州 中部 は 常に 高氣 壓に蔽 

はれて 空 氣は 次第に 乾燥して 來る。 すると 氣層は 其の 透明度 を增 して、 特に 雨の あとな ど 一層 さ 

うで ある。 それで 乾燥した 大氣を 透して 來る 紫外線に 富んだ 日光の、 乾燥した 皮膚に 對 する 感觸 

に は 一 種名 狀し 難い ものが ある。 さう して 其れに 習々 たる 秋風の 感觸の 加 はった 場合に 此 等の あ 

ら ゆる 實感の 複が系 を 唯 十七 字で 云ひ盡 くせと 云 はれた として 巧に 此れ を 仕遂げ 得る 人 は 稀で あ 

らう。 それ を すら/ \- と 云 ひお ほせた のが 此句 であると 思 ふ。 それ だから、 凡ての 佳い 句が さう 

である やうに、 此句も 亦 一方で は科學 的な 眞實を 正確に 捕へ て 居る 上に、 更に 散文的な 言葉で 現 

はし 難い 感覺 的な 心理 を如實 に描寫 して 居る ので ある。 此 句の 「あか/ \>」 は 決して 「， 赤々」 で 

はなくて、 から/ \ 'と 明かる く 乾き 切り 澄み切って 「つれない」 ので ある。 しかも 「つれない」 

の は 日光 だけで もな く 又 秋風 だけで もな く、 此處に 描出され た 世界 全體が つれない ので ある。 か 

うい ふ 複雜な もの を 唯 十七 字に 「頭より すらく と 云 ひ 下し 來」 て 正に 「こがね を 打の ベ たやう」 

である。 ところが 正 岡 子規 は 句 解 大成と いふ 書に 此 句に 對 して 引用され た r 須磨は 暮れ 明 石の 方 

は あか/^ と 日 はつれな くも 秋風 ぞ 吹く」 とい ふ 古歌が あるから と 云って、 笆蕉の 句 を剽竊 であ 

るに 過ぎす と 評し、 一文の 價値 もな しと 云 ひ、 又假 りに 剽竊 でな く 創意で あっても 猶平々 凡々 で 
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あり、 「つれな くも」 の 一語 は 無用で 此 句の たるみで あると 云 ひ、 むしろ 一， あか/ \> と 日の 人る 山 

の 秋の 風」 とする 方が 或は 可な らん かと 云って 居る。 併し 自分の 考は 大分ち がふ やうで ある。 此 

の 通りの 古歌が 本當 にあった として、 此れ を笆蕉 の 句と 並べて見ると、 「須 磨」 や 一. 明 石. 一 や 「吹 

く」 の 字が 無駄な 蛇足で あるの みか、 此 等が ある 爲に 却って 芭蕉の 句から 感じる やうな 「さび. 一 

も 「しをり」 も 悉く 拔 けて しまって 淺る もの は 平凡な 概念的の 趣向 だけで ある。 此の 一 例 は、 俳 

句と いふ ものが 映畫で 所謂 カッティングと 同様な 藝術的 才能 を 要する とい ふことの 適例で あらう。 

平凡な 二 ュ ー ス映畫 の 中の 幾 5< か を 適 當に切 取る ことによって、 それ は 立派 藝術 映畫の 一 つの 

ショ， マトに なり 得る。 一枝の 野 梅で も 此れ を 切 取って 活ける 活け 方に よって、 それが 見事な 活け 

花になる のと 一 般 である。 

同じく 秋風の 句で 去來の 「秋風 や 白木の 弓に 弦 はらん，」 も 有名で あり 又 優れた 句で ある。 夏 中 

は 仕舞った ま \ で 忘られて 居た 白木の 弓 を 秋風 來 と共に 取 出して 弦 を 張らう とい ふ、 表面に 現 は 

れ たもの だけで も諷爽 とした 快味が あるが、 句の 裏面に 隱れ た眞實 に はさまぐ の もの を 拾 ひ 出 

す ことが 出来よう。 秋風が 立って から、 眼に 見えて 吾人の 身の 廻りの ものが 乾燥して 來 ると いふ 

氣象學 的 現象の 實感、 同時に 氣溫濕 度の 急變 から 起る 生理的、 延いては 叉 精神的な 變 化の 表現が、 
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活々 とした 句の 裏面から 映し出されて ゐる。 因襲 的な 秋風の 淋し さに 囚 はれす に、 此句を 作った 

去来が 如何に 頭の い、、 獨創 的な 自然の 觀察 者で あつたか を證明 する もので あらう。 

五月雨 を 集めて 早し 最上 川  お 蕉 

五月雨 や 色紙へ ぎた る 壁の 跡  同 

前者 は 梅雨の 雨量と、 河水の 運動量 を、 數字 を用ゐ すして 數字 以上に 表現して 居り、 後者 は濕 

度 計 を用ゐ すして 煤けた 草庵の 窒內の 濕氣を 感ぜし め、 徵 臭い 句 ひ を 暗示す る。 前者に は 廣大な 

希望が あり、 後者 は靜 寂な あきらめが ある。 映畫 ならば 前者 は 口 ング ショット、 後者 は クロ ー ズ 

アップで ある。 

同じ 雨の 蒸め っぽ さで も 

春雨 や 峰の 巢 つた ふ 屋根の 漏  蕉 

に は T い 明え 出る 生命の 暗示 を 含む と 同時に 何處 となく 春の 淋し さがに じんで ゐる。 細み があって、 

しかも 弱から す、 しをりが あってし かも 感傷に らな いので ある。 いくらでも 作れ さう で 中々 作 

れな い 句で あらう。 

市中 は 物のに ほひ や 夏の 月  凡 兆 
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句 p と 文 天 


夏の 晴れた 宵の 無風 狀態を 「物の 句 ひ」 で 描いた ものである。 月 は 銅色 をして 居て、 町から 町 

へ 架け 渡した 橋の 下に は 堀 河の 淀みが あるで あらう。 

あれくて 末 は 海 行 野 分 哉  猿雖 

七 百 三十 ミリ メ ー タ ー の 颱風 中心 は 本邦 を 斜斷し て 太平洋 へ 拔 けた。 濱邊に 打 上げられた 藻屑 

の， a- ひ を 感じ、 ひや/ \ と 肌に 迫る 汐霧を 感じる であらう。 

だまさ^し 星の 光 や 小夜 時雨  羽 紅 

見方によっては 厭味な 所謂 月並に もな り 得る であらう が、 時雨と いふ 現象の 特徴 をよ く 把握し 

たもので、 氣象 學敎科 書に 引用し 得る であらう。 古人の 句に は往々 かう いふ 科學 的の 眞實を 含ん 

だ 句が あって、 理科 敎育を 受けた 今の 人のに、 その わりに 少 いやう に 思 はれる の も 不思議で ある _ 

昔の 人 は 文部省 流の 理科 を敎 はらないで、 自分の 眼で 自然 を 見た ので ある。 

灰色の 雲 垂れ か &る拈 野 哉  漱 石 

此れ も 極めて 平易な やうで、 しかも 雪 さの 如實 な描寫 であり、 一幅の 淡彩 畫 である。 描 寫の秘 

密は中 七 字に ある。 

所謂 落下 縞 を寫 生した ものである。 
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發句 でない 連句 中の 附 句の 中には、 天文の 季題 そのもの を描寫 した 句で 佳句が 甚だ 多い やうで 

ある。 此れに は 理由の ある ことで ある。 畢竟、 附句は 隣の 句との 取合せ によって 一 つの 全體 をな 

す ものであるから、 句 自身の 中での 色々 な 取合せ を さける からで あらう。 併し 此處 では それに 就 

いて 述べ るべ き餘 白がない。 

要するに 此處で 所謂 「天文」 の 季題 は 俳句の 第 一 要素た る 「時」 を 決定す ると 同時に 「天と地 

の 間」 の 穴 H 間 を 暗示す る ことによって、 或は 廣大な 景色の 描寫 となり、 或は 他の 景物の 背景と な 

る。 子規が、 天文 地理の 季題が 壯大な 事 を 詠す るに 適して 居る と 云った の も 所 由の ある ことで あ 

る。 動物 や 植物の 季題で さ 間 的 背景 を 暗示す る こと は 一般に は 困難で あらう と 思 はれる。 

限られた 紙 數の爲 に、 擧 げたいと 思 ふ 多數の 作例 佳句 を 悉く 割愛し なければ ならなかった の は 

遣感 であるが 止む を 得ない 次第で ある。 (昭和 七 年 八月、 俳句 講座) 
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俳諧の 本質的 概論 


古い 昔から 日本 民族に 固有な、 五と 七との 音數 律に よる 詩形の 一 系統が ある。 此れが 記紀の 時 

代に 現 はれて 以来 今日に 到る 迄 短歌 俳句 は 勿論 各種の 歌 謠民謠 に 迄 も瀰漫 して 居る。 此の 大きな 

體 系の 中に 古今 を 通じて 劃然と 一 つの 大きな 線 を 引いて 居る ものが 三十 一字の 短歌で ある。 其 線 

の 途中から 枝 分れ をして 連歌が 生じ、 それから 叉 枝が 出て 俳諧 連句が 生じた。 發句卽 ち 今の 俳句 

は 矢 張 連歌 時代から 此 等の 枝の 節々 を 飾る 花實の 如き ものであった。 後に 俳諧から 分岐した 雜俳 

の 枝 頭に は 川柳が 芽 を 吹いた。 

連歌から 俳諧への 流 路には 幾多の 複雑な 曲折が あった やうで ある。 優雅と 滑稽、 貴族的な もの 

と 平民 的な ものとの 不規則に 週期 的な 消長 角逐が あった。 それが 貞門談 林 を經て 芭蕉と いふ 一 つ 

の 大きな 淵に 合流し 融合した 觀が ある。 此の 合流 點を 通った 後に 俳諧 は 再び 四方に 分散して いく 
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つもの 別々 の 細流に 分れた やうに も 思 はれる。 

一 方に 於て 記紀 萬 葉 以来の 詩に 現 はれた 民族的 國民 的に 固有な 人世 觀 世界 觀 の變遷 を 追跡して 

行く と、 無垢な 原始的な 祖先 日本人の 思想が 外来の 宗敎ゃ 哲學の 影響 を 受けて 漸々 に變 つて 行く 

樣 子が 窺 はれる ので あるが、 此の方 面から 見ても 蒸 門 俳諧の 完成 期に 於け る 作品の 中には 神儒佛 

は 勿論、 老莊に 到る までの あらゆる 思想が 悉く 融合して ー圑 となって 居る やうに 見える。 さう し 

て、 儒家 は 儒に 泥み 佛徒 は佛 にこ だはって 居る 間に、 門外の 俳人 達は此 等の どれに も！！ り附 かな 

いでし かも あらゆる もの を 取込み 消化して 其の ヱッ セン スを 固有 日本人の 財產 にして しまった や 

うに 見える。 卽ち 芭蕉 は 純 日本人で あつたので ある。 

かう いふ 意味に 於て、 俳諧の 本質 を說 くこと は、 日本の 詩 全體の 本質 を說 くこと であり、 やが 

て は 叉 口 本人の 宗教と 哲學 をも說 くこと になる であらう。 併し それ は 容易の 業で はない。 此處で 

は 唯 さう い ふ 意識 を 心頭に 置き、 さう して その上に 立って 蒸 門 俳諧 其 物 の 本質に 關 する 若干 の 管 

見 を 述べ るより 外に 現在の 自分の 取る ベ き途 はない ので ある。 

俳此？ は 我國の 文化の 諸相 を 貫く 風雅の 精神の 發 現の 一 相で ある。 風雅と いふ 文字の 文獻的 起原 
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は 何で あらう とも、 日本 古来の 所謂 風雅の 精神の 根本的 耍素 は、 心の 拘束され ない 自由な 狀 態で 

あると 思 はれる。 思 無 邪で あり、 浩然の 氣 であり、 涅槃で あり 天國 である。 忙中に 閑 ある 餘裕の 

態度で あり、 死生の 境に 立って 認識 を 謬らない 心 持で ある。 「風雅の 誡を せめよ」 とい ふ は、 私 

を 去った 止水 明鏡の 心 を もって 物の 實相本 愦に觀 人し、 松の こと は 松に、 竹の こと は 竹に 聞いて、 

所謂 格物致知 の 認識の 大道から 自然に 誠意 正 心 の 門に 人る こと をす、 めた もの とも 見られる の で 

ある。 此點で 風雅の 精神 は 一 面に 於て は 叉 自然 科學の 精神に も 通 ふところが あると 云 はなければ 

ならない。 此の 如く 格 を 定め 理を 知る 境界から 更に 進んで 格 を 忘れ 理を 忘る.^ 域に 達する を 風雅 

の 極致と した ものである。 此 理想 は 叉 一方に 於て 我國 古来の あらゆる 藝道は 勿論、 延いては 色々 

の 武術の 極意と も聯關 して 居る と 見なければ ならない。 又 一 方に 於て は 西歐の ュ ー モアと 稱 する 

ものに 迄 も 一脈の 相 通す る もの を もって 居る ので ある。 「絞首 臺 上の ュ ー モア」 に は何處 かに 俳 

諧の 句がない と 云 はれない。 

風雅の 精神の 萌芽の やうな もの は 記紀の 歌に も 本文の 中に も 到る 處に發 露して 居る やうに 思 は 

れる。 唯 其 時代に は それが 未だ 寂滅の 思想に 浸み ない 積極的な 姿で 現 はれて 居る。 然るに 萬 葉 か 

ら 古今 を經 るに 從 つて、 此 精神に は 外来の 宗敎 哲學の 消極的 保守的な 色彩が 段々 濃厚に 浸潤して 
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來た。 卽ち 普通の 意味での 寂び を帶 びて 来たので ある。 此の 寂滅 或は 虚無的な 色彩が 中古の あら 2 

5 

ゆる 文化に 濠 透して ゐ るの は 人の 知る 所で ある。 

^し 本來の 風雅の 道 は 決して 人 を 退嬰的に する ための ものではなかった と 思ん。 上 は 攝政關 白 

武將 より 下 は 士農工商 あらゆる 階級の 間に 行 はれ、 此 等の 人々 の社會 人と しての 活動 生活の 侶伴 

となって それ を 助け 導いて 來 たと 思 はれる。 風雅の 心の ない 武將は 人 を 御す る こと も 下手で あり、 

風雅の 道 を 解し ない 商人 は 恐らく 金儲け も 十分でなかった であらう し、 朝貌の 一 鉢 を 具へ ない 裏 

長屋に は 夫婦喧嘩の 囘數が 多かった であらう と 思 はれる。 此れが 日本人で ある。 風雅の 道 は 如何 

なる 核 極 的 活動的なる 日本に も 存在す ベ きものな ので ある。 

風雅 は 自我 を 去る ことによって 得らる \ 心の 自由で あり、 萬 象の 正し い 認識で あると いふ こと 

から、 和歌で 理想と した 典雅 幽玄、 俳諧の 魂と された さび しをりと いふ ものが おの づ から 生まれ 

て來 るので ある。 幽玄で なく、 さび しをりの ない とい ふこと は、 露骨で あり 我慢で あり、 認識 不 

足で あり、 從 つて 淺 薄で あり 粗雜 であると いふ ことで ある。 芭蕉の 所謂 寂び と は 寂び しい ことで 

なく 佛敎の 寂滅で もない。 しをりと は 悲しい こと や 弱々 しい ことで は 決してない。 物の 哀れと い 

ふ の も 安直な 感傷 ゃ宋襄 の 仁 を 意味す る もの では 決してない。 此等 はさ う い ふ 自我 の 主觀 的な 感 
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情の 動き を 指す のではなくて、 事物の 表面の 外殼を 破った 其の 奥底に 存在す る眞の 本體を 正しく 

認める 時に 當然 認めら るべ き 物の 本 情の 相貌 を 指して いふので ある。 此れ を 認める には囚 はれぬ 

心が 必要で ある。 例へば 佛敎 思想の 表面的な 姿に のみ 囚 はれた 凡庸の 歌人 は、 花の 散る の を 見て 

は常套 的の 無常 を 感じて 平凡なる 歌 を 味んだ に過ぎない であらう が、 それ は 決して さび しをりで 

はない。 芭蕉の さびし をり は、 もっと 深い 處に進 人して 居る ので ある。 例へば、 默々 相對 して 花 

を 守る 老翁の 「心の 色」 にさび を 感じ、 秋風に からびた 十圑 子の 「心の 姿」 にし をり を 感じた の 

は 畢竟 曇ら ぬ 自分自身 の 眼で 凡人 以上の 深さ に 觀照を 進めた 結果 自ら 感得した も ので ある。 此の 

外に は 云 ひ 現 はす 方法の ない、 唯發 句に よっての み 現 はし 得る もの を 其 儘に 發 句に したので ある。 

寂び しをり を 理想と するとい ふこと は、 恐らく 芭蕉 前 可也 遠い 過去に 遡る ことが 出来る であ 

らうと 云 ふこと は、 連歌に 關 する 心 敬の 言葉から も I： 讀 される。 「餘 情， 一 や 「面影」 を 尊び 「い 

はぬ 所に 心 を かけ」、 「ひえさび たる 趣」 を 愛した ので あるが、 其 等の 古人の 理想 を 十二分に 實現 

した 最初の 人が 芭蕉で あつたので ある。 

さび、 しをり、 俤、 餘情等 種々 な 符號で 現 はされ たもの は 凡て 對 象の 表層に 於け る 識閾よりも 

以下に 潜在す る 眞實の 相貌であって、 しかも、 それ は 散文的な 言葉で は 云 ひ 現 はすこと が 出來な 
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く て 本當の 純粹の 意味での 詩に よっての み 現 はされ 得る ものである。 饒 古より は 寧ろ 沈默 によつ 

て 現 はされ 得る もの を 十七 字の 幻術に よって 極めて いきく と 表現し ようとい ふの が 俳諧の 使命 

である。 ホ ー マ ー や ダンテの 多 辯で は 到底 描く ことの 出來 ない 眞實 を、 鍔 元まで 化り 込んで、 西 

瓜 を 切る 如く、 大木 を 倒す 如き 意氣込 み を もって 摘出し 描寫 する ので ある。 

此の 幻術の 祕訣 は何處 にある かと 云へば、 それ は 象徵の 暗示 によって 讀 者の 聯想 の 活動 を 刺戟 

するとい ふ 修辭學 的の 方法に よる 外 はない。 此の方 法が 西歐 で自覺 的に 專ら行 はれ 此れが 本来の 

詩と いふ もの 本質で あると して 高調され るに 至った の は 比 的 新しい ことで あり、 さう いふ 思 

想の 餘波 として 佛國 などで 俳諧が 研究され 模倣され る やうに なった やうで ある。 併し 此の方 法の 

極度に 發 達した ものが， 既に 芭蕉 晚 年の 俳諧に 於て 見出さる， -の である" 

暗示 の 力 は 文句 の 長さ に 反比例す る。 俳句の 詩形 の 短い の は 當然の ことで ある。 

怫人メ ー トル 氏が 俳句に ついて 述べて 居た 中に 「俳諧 は 讀者を 共同 作者と する」 とい ふ 意味の 

言葉が あつ たと 思 ふ。 實際讀 者の 中に 句の 提供す る 暗示に 反應し 共鳴す べき ものが なかつ たら、 

俳句と いふ もの は 成立し ない。 俳句の 全然 分らなかった らし い チヤ ムバ— レ ン 氏の 云った やうに- 

それ は 唯 油 檜 か 何 かの 畫 題の やうな ものに 過ぎ なくなり、 芭蕉の 有名な 句で も 「枯 枝に 鴉の 居る 
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秋景」 になって しま ふで あらう。 此の、 畫 題と 俳句との 相 逮は何 慮から 生まれる かとい ふと、 そ 

れは對 象の 象徵的 心像の 選擇 と、 その 排列と、 句 を はたらかせる 言葉の さばきと であり、 就中 重 

要な の は 一 てにをは」 の 使用で ある。 それよりも 大切な の は 十七 字の 定型 的 詩形から 來る 音數律 

的な 律動 感 である。 

短い 詩 程 詩形の 規約の 嚴 重さ を 要求す る。 さう でなければ、 詩 だか 畫題 だか 格言 だか 分らな く 

なる。 のみなら す、 近来 我 邦諸學 者の 研究 も ある やうに、 七 五の 音數律 は我國 語の 性質と 必然的 

に 結びつい たもので 人爲 的な 理窟の 勝手に はならない ものである。 此の 基礎的な 科 學的事 實を無 

視 した 畸形の 俳句 は、 放逸で あっても 自由で はない。 俳諧の 流る、 如き 自由 は 寧ろ その 二 千年 來 

の 惰性と 運動量. を もっと ころの 詩形 自身の 響きの 中に のみ 可能で ある。 俳諧 は謠 ひものな りと い 

ふは此 事で ある。 一 知 半解の 西洋人が 芭蕉 を オト レ リアス や H ピクテ— タス に譬 へ たりす る 誤謬 

の 出 發點の 一 つ は此處 にも ある。 同じ 誤謬に 立脚した 變 態の 俳句な ど は、/ 自分の 皮膚の 黄色い こ 

と を 忘れた 日本人の 無駄な 訓練に よって 歪められた 心に のみ 感興 を 呼び 起す であらう。 

此の 短詩 形の 中には 如何なる ものが 盛られる か。 それ は 勿論 風雅の 心 を もって 臨んだ 七 情萬景 

であり、 乾坤の 變 であるが、 しかも それ は 不易に して 流行の 唯 中 を 得た もので あり、 虚實の 境に 
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出 人し 迸遙 する もので あらう とする のが 蕉門 正風の 狙 ひ 所で ある。 

不易 流行 ゃ虚實 の辨に 就いては 古往今来 諸家に よって 說き盡 された ことであって、 今玆に 敷衍 

すべ き餘地 もな い ので あるが、 要するに 此れ は 俳諧に は 限らす あらゆる 我國の 表現 藝 術に 共通な 

指導原理であって、 藝と學 との 間に 分水嶺 を 劃す る ものである。 最も 卑近な 一一 一一 II 葉 を もって 云 ひ 現 

はせば、 恆久 なる 時空の 世界 を 其の 具體 的なる 一 斷面を 捕へ て 表現せ よ、 とい ふこと である。 本 

體を 表現す るに， 現象 を もってせよ、 潜在的なる 容器に 顯在 的な 物象 を 盛れと いふので ある。 本 情 

とい ひ 風情と いふ も 亦 同じ ことで ある。 此れ は 恐らく 一  とわたり の敎 として は 修辭學 の 初歩に 於 

ても說 かれ 得る ことで あらう が、 それ を實 際に 我物と して 體 得する 爲には 芭蕉 一 代の 粉 骨の 修業 

を 要した ので ある。 

流行の 姿 を 具へ る爲 には少 くも 時と 空間 いづれ か、 或は 兩 方の 決定が 必要で ある。 季題の 設定 

は 此の 必要に 應 する ものである。 季題の ない 發句は 稀に は あると しても それ は 除外例で ある。 二 

條良基 は 連歌の 句々 の 推移の 有様 を 浮世の 盛衰に 譬へ、 叉 四季の 運行に 較べて 居る。 此れ は氣候 

變 化の 諸相の 極めて 複雜 多様な 日本の 國土 にあって、 此の 變 化に 對 する 敏感 性 を 養 はれて 來た日 

本人に のみ 云 はれる 言葉で ある。 それで 連歌 以来 季題が 制定され て それが 俳諧に i^H 寸 されて 來た 
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事 は 決して 偶然で はない ので ある。 例へば フランス 人ジ ユリアン • ヴォカ ン ス が大戰 の壁壕 生活 

を 歌った、 七、 七、 七 シラブルの 「ハイ カイ， 一 に は 全く 季題がない ので、 どう 最貭 眼に 見ても 吾 

吾に は 俳諧と は 思 はれな いので ある。 (31 龍 S 難猶？ il*) 

季題の 中で も 天文 や 時候に 關 する もの は 鬼に 角、. 地理 や 人事、 動物、 植物に 關 する もの は、 時 

を 決定す ると 同時に 叉 さ 間 を 暗示 的に 決定す る 役 HJ をつ とめる。 少 くも それ を 決定すべき 潜在 能 

を もって 居る。 それで 俳句の 作者 は此等 季題の 一つ を 提供す る だけで、 共同 作者た る讀 者の 聯想 

の 網目の 一 つの 結び目 を 捕へ る ことになる。 併し 此の 結び目に 連絡す る 絲の數 は 無限に 澤山 ある。 

そのうちで 特に 或る 一 つの 絲を 力強く 振動させる 爲に は、 もう 一 つの 結び目 をつ かまへ て來 て、 

二つの 結び目の 間に 張られた 敍 線を彈 じなければ ならない。 卽ち 一 不易 一 なる 網目の 一 斷面を 摘 

出して 其處に 「流行」 の 相 を 示さなければ ならない。 此れ を彈 する 原動力 は 句の 一. はたらき」 で 

あり 「勢」 でなければ ならない。 

發句は 物 を 取合 はすれば 出来る。 夫れ をよ く 取合 はせ るの が 上手と いふ ものである C 併し 唯 無 

闇に 一 一つ も 三つ も 取 集めて 出來 ると いふので はなが。 黄金 を 打 延べ たやう に 作る の だとい ふこと 

を 芭蕉が 敎 へたの は、 矢 張 上記の 方法 を 指して 云った ものと 思 はれる G 
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近頃 映畫藝 術の 理論で 云 ふところの モ ンタ ー ジ ュ は 矢 張 取合せ の藝 術で ある。 二つの もの を衝 

き 合 はせ る ことによって、 二つの 各-、 と はちがつた 全く 別な 所謂 陪音 或は 結合 音と もい ふべき も 

のを發 生す る。 此れが 映畫の 要訣で あると 同時に 叉 俳諧の 要訣で なければ ならない。 

取合 はせ る 一 一つの もの 、選擇 の 方針が 色々 ある。 それ は 二つの もの を 連結す る絲が 常識的 論理 

的な 意識の 上層 を 通過して ゐ るか、 或は 古典の 中の 或る 插 話で 結ばれて 居る か、 或は 叉、 潜在 意 

識の晤 闇の 中で つながって 居る かによ つて 取合せ の 結果 は 全く 別な ものと なる。 蕉門 俳諧の 方法 

の 特徴 は 全く 此の 潜在的 聯想の 絲 によって 物 を 取合 はせ ると いふ 所に ある。 幽玄 も、 餘情 も、 さ 

び も、 しをり も、 細み も 此の 殺 線の 微妙な 振動に よって 發生 する 音色に 外なら ない ので ある。 古 

人が 曲 輪の 內 より 取合 はせ るか、 外より する かとい ふこと を 問題に して 居る の は 矢 張此處 の問题 

に關 した ものであると 思 はれる。 また 附 合せに 關 して r 淺 きょり 深き に 人 深き より 淺 にもと るべ 

し」 と 云 はれて 居る の も 矢 張 同じ 問題に 觸れる 所が ある やうに 思 はれる ので ある。 「俳， 詰 は その 

物 其 事 を餘り いはす た 傍 をつ まみ あげて 其 響 を 以て 人の 心 を さそ ふ」 ので ある。 

此の 潜在意識 による モ ンタ— ジ ュ の 方法 は 連 俳に 於て 最も 顯 著に 有 效に驅 使せられ る。 連句 附 

合せの 附け心 は 薄 月夜に 梅の 句へ る 如く あるべし とい ふの は 正に 此れ を 指す ので ある。 句、 響、 
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移り、 你、 位， 景色な どと いふの も 畢竟 は 此の 潜在的 聯想の 動態の 種々 相に よる 分類で あるに 過 

ぎない と 思 はれる。 此 等の 方法に よって 「無心の もの を 有心に しなして 造化に 魂 を 人れ る 事」 が 

可能になる ので ある。  • 

常に 俳諧に 親しんで 其の 潜在意識 的 聯想の 活動に 馴らされた ものから 見る と、 例へば 定家ゃ 西 

行の 短歌の 多數の ものに よって 刺戟され る 聯想 は餘 りに 顯在 的で あり、 訴へ 方が 顯は であり 過ぎ 

る やうな 氣 がする の を 如何と もす る ことが 出来ない。 齋 藤茂吉 氏の 「赤 光」 の 歌が 吾々 を 喜ばせ 

た の は 其 歌の 潜在的 暗示 に 富む 爲 であつ た。 

潜在的で ある 故に 又 俳諧の 無心 所 着 的な 取合せ 方 は 夢の 現象に 於け る 物象の 取合せ に 類似す る。 

夢の 推移 は 顯在的 に は 不可能 であるが、 心理 分析に よって こ れを 潜在意識 の 言葉に 飜譯す ると そ 

れが 必然的な 推移であって、 しかも 其 推移が 其 夢の 作者の 胸 裡の祕 密の或 一面の 「流行の 姿」 を 

物語る ことになるの である。 此處 にも 「虛實 の 出 人」 が あると 謂 はれる C 

夢に は 色彩が 無い とい ふ說が ある。 其の 當否は 別と して、 此 事と 「他 門の 句 は 彩色の ごとし。 

我 門の 句 は 墨 鎗の ごとくすべし。 折に ふれて は 彩色の 無き にし も あら， fo 心 他 門に か はりて さ、 ぴ 

しをり を 第 一 とす」 とい ふのと 對 照して 見る と 無限の 興趣が ある。 夢で も非諧 でも 墨繪 でも 表面 
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に 置かれた もの は 暗示の 爲 の象徵 であって 油 繪の寫 生 像と は刖 物な ので ある。 色彩 は餘ハ 刀の 刺戟 

によって 象徴と しての 暗示の 能力 を 助長す るより は 寧ろ 減殺す る 場合が 多いで あらう。 

それ は 兎に角 村 料の 選擇と 取合せ だけで は 未だ 發句は 出来な い。 此れ を 如何に 十七 字の 容器に 

盛り 合 はせ るか、 に 次の 問題で ある。 此點に 於ても I 巴蕉 一 門の 俳句 は實に 行く 處 まで 一 且 行き着い 

て 居る やうに 思 はれる C 村 料 は 割合に 平凡で も 活け 方で 花が 生動す る やうに 少しの 詞の はたらき 

で 句 は 俄然と して 躍動す る。 例へば 江上の 杜鵑と いふ ありふれた 取合せ でも、 其 句 を はたらかせ 

る爲に 芭蕉が 再三の 推敲 洗練 を 重ねた ことが 傳 へられて 居る。 此の 有名な 句で も 此れ を 白露 横 江 

水 光 接 天と いふ 支那 人の 文 F と 比べ ると 俳 諮と いふ もの 、要訣が 明瞭に 指摘され る。 芭蕉 は 白露 

と 水 光との 饒舌 を惜氣 なく 切り取って、 其 代りに 姿の 見えぬ 時鳥の 聲を 置換へ た。 此れ は 俳諧が 

カツ ティ ン グの藝 術で あり、 モ ンタ ー ジ ュ の藝 術で ある こと を 物語る 手近な 一 例に 過ぎない。 

俳諧 は截 斷の藝 術で ある こと は 生花の 藝 術と 同様で ある。 また 岡 倉 氏が 一， 茶の 本」 の 中に 一茶 

道 は 美 を 見出さん が 爲に美 を隱す 術で あり、 現 はす 事 を 憚る やうな もの を かす 術で ある」 と 云 

つて 居る の も 同じ ことで、 畢竟 は 前記の 風雅の 道に 立った 暗示 藝 術の 一 つの 相で ある。 「言 ひ畢 

ふせて 何 か ある」 「五六 分の 句 は いつ 迄 も閜き あかす」 「七 八 分 位に 云 ひ 詰めて はけ やけし」 「句に 
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のこす が ゆ ゑに 面影に 立つ」 等 いづれ も 同様で ある C 此 様な 截斷 節約 は 詩形の 短い とい ふ 根本的 

な 規約から 生す る 結果で あるが、 同時に 叉 詩形の 短 かさ を 要する 原因と もなる ので ある。 

同じ 1 一つの もの を 句 上に 排列す る 前後に よって 句 は 別物になる。 此れ は 初心の 句作 者 も 知る 所 

である。 てに は 唯一 字の 差で 連歌と 俳諧の 差別 を 生じ、 不易 だけの 句に 流行の 姿 を 生す る。 此等 

は例證 する 迄 もない ことで ある。 

てに はは 日本語に 特有な ものである。 「我 國 はてに は 第一 の國」 である。 西洋の 言語 學者等 は 

誰も 此の 長るべき 利器の 威力 を 知らない。 短歌で もさう であるが、 俳句に 於て 此の 利器 は 一層 其 

の 巧妙な 機能 を發 揮す る。 てに はは 器械の ギア ー であり ベアリング である。 此れあって はじめて 

運轉が 可能になる。 表面上て に はなしの 句 はあって も、 それ は 例外であって、 それでも 影に かく 

れ たて に は を もつ て 居る とも 見られる であらう。 

, てに はに 聯關 して 考 ふべき こと は 切 字の 問題で ある。 此れ は 連歌 時代から 旣に發 句が それ 自身 

に 完結し 閉鎖した 形式 を 具へ るべき ものと 考へ られた 結果 起った 要求に 應 する 爲の 規定で ある。 

閉鎖して さへ 居れば 四十 八 字 皆 切 字で あり、 閉鎖して 居なければ 「や」 でも 「かな」 でも 切 字で 

は？^ い。 閉截 すると は 何 を 意味す るか。 此れ は 六 かし， い S£ 題で あるが、 私見に よると、 二つの 對 
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象が 對 立して、 それが 綜合 的に 一 つの 全體を 完了す る、 謂 は 辯證 法的と でも 云 はれる 形式 を備 

へる のが 「切れる」 の 意味で あるら しく 思 はれる。 少 くも 此れが 自分の 現在の 作業 假說 である。 

「や」 は 其 上に ある ものと 下に 來る ものと を對 立させる 爲の 障壁で ある。 句 を讀む ものが 舌頭に 

千轉 する 間に 此の 障壁が 消えて 二つの ものが 一 つに なり 所謂 陪 音が 鳴り響く。 「哉」 は咏 歎の 意 

を 含む 終止符で あるから 普通の 意味で も. 切れる 切 字に は 相違ない が、 叉 一 方で は、 もう 一 度 繰 返 

して 初 五 字 を 呼び出す 力 を 有って 居る。 さう いふ 意味で 終の 五 字と 最初の 五 叉 は 五 七と を 對立さ 

せる 機能 を もって 居り、 從 つて 「や」 と 同等で ある。 實際 「や」 と 「哉」 と は 本来の 意味に 於て 

も 大した 相 達 はない ので ある。 

此の 作業 假說 に從 へば 「唐 崎の 松 は 花より 朧 にて」 も、 松と 花との 對立 融合に よって 立派に 完 

結して 居る ので、 此 上に 「哉」 留めに して は 言ひ畢 ふせ 言 ひ 過ぎに なって 何の 餘情も なくなり 高 

壓的 命令 的獨斷 的な 命題になる ので あらう。 「にて」 は 此の 場合 綜合の 過程 を讀 者に 讓る ことに 

よって 俳 諮の 要訣 を悉 して 居る であらう。 

發句は 完結す る ことが 必要で あるが 連 俳の 平 句 は 完結し ない ことが 必要で ある。 何と なれば 前 

句と 咐 句と 合 はせ てはじめて 一 つの 完結した 心像 を 作る ことが 附 句の 妙味で あるから である。 
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連 句 は 云 は 潜在意識 的 象徴 によって 語られた 詩の 連鎖であって、 ポオ ゃ佛國 象徵派 詩人 の 考 

を 一 層 徹底 させた ものと も 見られな いこと はない。 叉 一 方で は 夢の 世界 を 描いた や、 つな 所謂 絕對 

映畫 「アン ダル ー シァの 犬」 の 如き ものと も 類似した ものである。 又 連句 は 音 を もってする 代り 

に 象徵を もって 編まれた 音樂 である。 實際 連句 一 卷の 形式 は ソナタの 如き 音樂 形式と 可也まで 類 

似した 諸點を もつ ので ある。 連句が 全體を 通じて 物語 的な 筋 を 有たない から 連句 は 低級な もので 

あると 考へ るの は、 表題 音樂が 高級で、 ソナタ、 シ ムフォ 一一 ー が 低級で あると いふのと 同樣 であ 

る。 連句 は昔樂 よりも 次元 的に 數等 複雜な 音樂的 構成から 成立して 居る。 音と 音との 協和 不 協和 

よりも 前 句と 附 句との 關係 は複雜 である。 各 句に 旣に 旋律が あり 和音が あり 一 一句の それらの 中に 

含まれる 心像 相互 間の 對位 法的 關 係が ある。 連歌に 始まり 俳諧に 定まった 式目の 色々 の 規則 は 和 

聲學 上の 規則と 類似した もので、 陪 音の 調和 問題から 附け 心の 不卽 不離の 要求が 生じ、 樂章 とし 

ての 運動の 變化を 求める 爲に打 越が 顧慮され 去 嫌 差 合の 法式が 定められ、 人情の 句の 繼續が 戒め 

られ る。 放逸 亂雜を 引し める 爲に月 花の 座 や 季題の テ ー マが 繰 返される。 さう して 懐紙の 頁に よ 

つて 序破急の 構成が 自ら 定まり、 一 卷が渾 然とした 一 樂曲を 形成す るので ある。 

發句は 百 韻 五十 韻 歌仙の 壓 縮され たもので あり、 發 句の 展開され たもの が 三つ 物と なり 表 合と 
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なり 歌仙 百 韻と なる ので ある。 發 句の 主題 は 一一 一一 n 葉の 意味の 上から は 物語 的に は發展 されない が、 

聯想 活動の 勢力と して は 何 處迄も 展開され て 行く。 又發 句から 脇と 第三 句に 到る 迄 を 一 つの 運動 

の 主題と 見る こと も 出來、 表 六 句 を さう 見る こと も 出来る。 卽ち三 句に 百 韻 千 句の はたら きがあ 

り、 表の 內にー 卷の姿 を こめる こと も出來 るので ある。 

連 俳の 特色 は それが 多数の 作者の 共同 制作と なり 得る ことで ある。 漢詩の 連句 もさう であるが 

此れ は 寧ろ 多數が 合して 一 人と なる のが 理想で あるら しく 見える。 併し 俳諧 連句で は、 色々 の 個 

性が 交響 樂を 織り出す 所に 妙味が ある。 七 部 集の 連句が 面白 いのは、 それぐ 特色 を 異にした 名 

手が 參 加して 居る 上に、 一代の 名匠が 指揮棒 を ふるって 居る 爲 である。 蕪 村 七 部 集が 艷麗 豪華な 

やうで 全體 として 何となく 單 調で 淋し いのは、 吹奏 樂 器の 音色の 變 化に 乏しい 爲と思 はれる。 芭 

蕉の 名匠であった 所以 は 極端から 極端 迄ち がった 個性の 特長 を 正當に 認識して 活躍 させた 點 にあ 

るので、 統率者の 死後 此 等が 四散し 喧嘩 を 始めた の は 矢 張 個性の 甚 しい 相違から 來 るので ある。 

此の 共同 制作が 可能で あり、 叉 共同に よって 始めて 良い ものが 出來 ると いふ 事 は、 前に 云った 

「發句 は 讀者を 共同 作者と する」 とい ふ 事と 密接に つながって 居る こと は 勿論で ある。 俳句 を理 

解す るかし な いかと いふ こと は 結局、 其 句の 脇の 世界 を 持 合せて 居る か 居ない かによ るので ある- 
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共同 作者 等の 唱和 應 答の 間に、 消極的に は 謙讓禮 節が あり、 積極的に は 相互扶助の 美 德が現 は 

れな いと、 一句々々 の與味 はあって も ー卷の 妙趣 は 失 はれる。 此事を 考慮に 加へ すして 連 俳 を 評 

し 味 ふこと は 不可能で ある。 眞 正面から 受ける 「有心」 の附け 句が 大事で あれば 輕ぃ 「會 釋」 や 

「遁げ 句」 は 更に 心 要で ある。 前者 は 初心に 出来ても、 後者 は 老巧な もので なければ 出来ない 重 

い 役割で あらう。 

鑑賞の 對象 として 見た 連 俳の 面白味の 一 つ は 一 卷の 中に 現 はれた 其の 時代 世相の 反映で ある。 

蕉 門の 附 合に は 「時宜」 とい ふこと を 尊んだら しい。 其當 時の 環境に 自然な 流行の 姿 を 撰んだ 句 

の點綴 さる、 こと を 望んだ ので ある。 叉 作者 自身の 境界に ない 句 を 戒められ たやう である。 併し 

かう いふ ことが な い 迄 も、 連句 は 時代の { 仝氣を 呼吸す る 種々 な 作者の 種々 な 世界の 複合 體 である 

以上、 其の 作物の 上に は 個人の 作品よりも すっと 濃厚な 時代の 影の 映る の は當然 のこと である。 

さう いふ 意味から 云って 現代の 俳諧に 元 fi 時代の やうな 句ば かり 作らう とする の は 愚な ことで あ 

らう。 

連句の 變 化を豐 富に し、 抑揚 を 自在に し、 序破急の 構成 を 可能なら しむる 爲に 神祇 釋敎戀 無常 

が 適當に 配布され る。 さう して 「雜の 句」 が 李 題の 句と 同等 もしくは^ 上に 活躍す る。 季題の 句 


が敍樂 器で あれば、 雜の句 は 色々 の 管樂器 乃至 打樂 器の やうな ものである。 連 俳 を 交響 樂 たらし 

むる の は 實に雜 の 句の 活動に よるので ある。 其 中で も古來 最も 重要な ものと されて 居る の は戀の 

句で あり、 此れがなければ ー卷 をな さぬ とされて 居る。 

芭蕉の 俳諧に 現 はれた 戀の 句に 就いては 小 宮豐隆 君が 本 講座に 於て 周到な 研究 を發 表されて 居 

る。 其說 にも ある やうに 俳諧に 現 はれて 居る 戀は. 濃艷 痛切で あっても 其 底に ある もの は戀の あは 

れ であり、 さび しをりで ある。 卽ち戀 の 風雅で あり、 風雅の 一 相と しての 戀愛 であり 性慾で ある。 

戀の 中に 浸りながら 戀を 靜觀し 得る 心の 餘裕が ある もので なければ 俳諧の 戀の句 を 作る 事 は出來 

ない。 實際 t 巴蕉は 人間 禽獸は 勿論 山川 草木 あらゆる 存在に 熱烈な 戀を しかけ、 戀を しかけられた 

人で ある。 芭蕉の 句の 中で 單に 景物 を咏 じた やうな 句で ありながら 非常にな まくし い 官能的な 

實感の ある 句が あるの は 人の 知る 所で あらう。 此れ は 彼の 萬 象に 對 する 感情が 戀 情に 類した もの 

であった 事 を 物語る であらう と 思 はれる。 ^し 彼 は戀の 本愦を 認識して 戀の 風雅 を 味 ふために 頭 

を 丸め、 一 つ 家の 遊女と 袂を 別った。 此れと 比較す ると 例へば 蕪 村 は 自然に 對 する H  E1 チ シズム 

を 有って 居ない。 畫 家であった 彼の 眼に は 萬 象が 戀の 相手で あるより はより 多く 繪畫の 題材で あ 

るか、 或は 彼の 詩の 資料の やうに 見えた。 又 一茶に は 森羅萬 象が 不運 薄倖なる 彼の 同情者 慰藉 者 
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である やうに 見えた ので あらう と 想像され る。 

小 宫君も 注意した やうに 戀の 句、 殊に 下品の 戀の 句に 一面 滑稽 味 を帶 びて 居る のが ある。 此れ 

は 芭蕉 前後 を 通じて 俳^ 道に 見ら る X 特異の 現象で あらう。 此れ も戀 を靜觀 し客觀 する 時に 自然 

にさうな るので あって、 滑稽で あると 同時に あはれ であるの である。 連 俳の 中の 戀の 句に は 殆ど 

川柳と 紙一重の 區別も 認め難い ものが あり、 叉 川柳の 上乘 なる ものに は、 矢 張 あはれ が あり 風稚 

が ある こと は爭 はれない。 併し 川柳の 下等な ものに なると、 表面上 は 機微な 客觀的 眞實の 認識と 

描寫が ある やうで も、 句の 背後から 其れ を 剔出して 誇張し 見せびらかす 作者の 主觀が 濃厚に 浮び 

上って 見える の を 如何と もし 難い、 此れ は 風雅の 誠の せめ 方が 足りないで 途中で 止まって 居る 爲 

である。 もう 一歩 突きつ めれば 凡ての 滑稽 は あはれ であり、 さびで あり、 しをりで なければ なら 

ない。 

此處で 吾々 は 俳諧と いふ 言葉の 起原に 關 する 古人の 論議 を 想 ひ 起す。 誹諧 又 俳諧 は 滑稽 諧謔の 

意味 だと 云 はれて 居ても、 その 滑稽が 何物で あるかに 中々 分りに くい。 古今 集の 辨諧哥 が 何故に 

誹諧で あるか、 誹諧の 連歌が 正常の 連歌と どう 違 ふか。 格式に 拘泥し ない 自由な 行き方の 誹諧で 

あるの か、 機智 頓才を 弄する のが 滑稽で あるの か、 或は 有心 無心の 無心が さう であるの か、 中々 
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容易に は 捕捉し 難い やうに 見える。 併し もし 大膽 なる 想像 を 許さ るれば、 古の 連歌 俳諧に 遊んだ 

人々 に は、 諧の聲 だけ は 聞こえて 居ても 其 正 體は摑 めなかった。 されば こそ 誹諧 は 栗の 本 を 迷 

ひ 出て 談 林の 林 を さまよ ひ歸 する 所 を 知らなかった。 笆蕉も 貞德の 涎を嘗 むる にあき たらす 一 度 

は 此の 林に 分け 人って 此の 謎の 正 體を搜 して 歩いた さう して 枯 枝から 古池へ と 自然の懐に 物の 

本 情 を 索め た 結果、 不易なる 眞の 本體は 潜在的なる ものであって 此れ を 表現すべき 唯一 の もの は 

流行す る象徵 による 暗示の 藝術 であると いふ こと を 悟った かの やうに 見える。 斯 くして 得られた 

人間 世界の 本體は あはれ であると 同時に 滑稽であった。 此の 哀れと 可 笑 味と は 最早 物象に 對 する 

自我の 主觀の 感情ではなくて、 認識され た 物の 本 情の 風姿で あり 容貌で ある。 換言すれば 事物に 

投射され た 潜在的 國民 思想の 影像で ある。 想 ふに 彼の チ 二 ホフ や チヤ プリン の 泣 笑 ひと 雖も 此の 

點 では 恐らく 同様で あらう。 此の やうに して 和歌の 優美 幽玄 も 誹諧の 滑稽. せ 謔もー つの 眞實の 中 

に 合流して 其處に 始めて 誹諧の 眞義が 明に された ので はない かと 思 はれる。 

芭蕉が 如何にして 此處に 到着した か。 勿論 天稟の 素質 もあった に相逮 ない が、 又 一方 數奇 の體 

驗 による 試煉の 效 による こと は 疑 もない 事で ある。 殿上に 桐 火桶 を 撫し簾 を 隔て 、世俗に 對 した 

ので は 俳人 色蕉は 大成され なかった に 相違ない。 連歌と 俳諧の 分水嶺に 立った 宗祇が 亦 行脚の 人 
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であった こと も 意味の 深い 事實 である。 芭蕉の 行脚の 提は そっくり 其 儘に 人生 行路の 投 である。 

儈心 敬が 「た. V 數奇と 道心と 閑人との 三の み 大切の 好士 なるべく 哉」 と 云った と 云 ふが、 芭蕉の 

數奇を 極めた 體驗と 誠 をせ める 忠實な 求道 心と 物に 槌ら すして 取 入れる 餘裕 ある 自由の 心と は 正 

しく 此の 三つの もの を 具備した 點で心 敬の 理想 を 如 實に實 現した ものである。 世情 を 究め 物情に 

徹せす して 徒に 十七 字 を 弄んでも 芭蕉の 域に 達する の は 困難で あらう。 發句 はどうに か出来ても 

連句 は 到底 出来ない であらう。 

芭蕉が 「辨諧 は 萬 葉の 心なり」 と 云った とい ふ、 眞僞は 別と して、 僞 はらざる 心の 誠と いふ 點 

でも、 叉 数奇の 體驗 から 自然に 生まれた 詩で あると いふ 點 でも 正に 其 通りで ある。 併した しか 太 

田 水 穩氏も 云 はれた やうに、 萬 葉 時代に は 物と 我と が 分化し 對 立して 居なかった。 此の 分化が 起 

つた 後に 來る 必然の 結果 は、 他人の 眼で 物 を 見る 常套 主義の 弊風で ある。 其 一 つの 現象と して は 

古典の 玩弄、 言語の 遊戯が ある。 芭蕉 はもう 一遍 萬 葉の 心に 歸 つて 赤裸で 自然に 對 面し、 戀を仕 

掛けた。 さう して、 自然と 抱 合し 自然に 沒 入した 後に、 再び 自然 を 離れて 靜觀し 認識す る だけの 

心の 自由 を 有つ て 居た。 

i 巴蕉 去って 後の 俳諧 は 狭隘な 個 の 反撥 力に よって 四散した。 洒落 虱 浮世 風な どと いぶの さへ 
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出来た。 天明 蕪 村の 時代に 一度 は 燃え 上った 餘燼も 到底 元祿の 光焰に 比すべく はなかった。 i 巴蕉 

の 完璧の 半面 だけが 光つ てす ぐ 消えた。 天 保より 明治 子規に 到る 所謂 月並 宗 E 流の 俳 北 i は 最も 低 

級なる 川柳よりも 更に 常套 的で あり 無風 稚 であり 不眞實 であり、 俳諧の 生命と する 潜在的なる 句 

や 響 は 影 を 消した。 最も 顯在 的に 卑近な モラ— ルゃ 謎々 だけにな つてし まった。 此れ を 打破す る 

に は 明治の 子規 一門の 寫生 主義に よる 自然へ の 復歸が 必要であった。 客 將嫩石 は 西洋 文學と 漢詩 

の 素養に 立脚して 新しき レト リツ クの 天地 を 俳句に 求めん とした。 子規 は 手段に 熱中して 未だ 目 

的に達しない うちに 早世した。 さう して 手段と しての 寫 生の 强 調が 其 儘に 目的で ある 如く 思 はれ 

て、 誰も 芭蕉の 根 本義 を 研究す る ことす らしなかった。 獨り漱 石 は 蕪 村の 草徑を 通って 晚 年に 近 

づ くに 從 つて 芭蕉の 大道に 人った。 其の 修善 寺に 於け る 數吟の 如き は t 巴蕉の 不易の 精神に 現代の 

流行の 姿 を 盛った ものと 思 はれる。 

現 時の 俳壇に 就いては 多く を 知らないの であるが、 鬼 も 角 も滔々 として 天下 を溺 らすジ ャ ー ナ 

リズムの 波間に 游泳す る ことなしに は 所謂 俳壇 は 成立し 難い やうに 見える。 一派の 將は 同時に 一 

つ の雜 誌の 經營 者で なければ ならない。 風雅の 誡を せめる 閑日月に 乏し いのは 誠に 止む を 得ない 

次第で ある。 旣 得の 領土に 安住 を 求む るか、， セン セ ー ショ ンを 求めて 奇を 弄する かに 迷 はざる を 
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得ない ので ある。 

1 方で は 俳諧 を 無用の 閑 文字と 考 へる 風が 益、、 盛んで ある。 俳諧 は 日本 文學の 最も 墮 落した も 

の だと 生徒に 敎 へる 先生 もあった さう である。 此れ程 誤った 考が あるで あらう か。 俳；1^1風雅の道 

は 日本 文化 を 貫く 民族的 濟在 意識 發 露の 一 相で ある。 其 精神 は 閑人 遊民の 遊戯の 間ば かりで はな 

くて、 あらゆる 階段 あらゆる 職業の 實際的 積極的な 活動の 間に も 一 つの 重大な 指導原理 として 働 

いて 來た ものであると 思 はれる。 面白い 事に は佛人 ルネ- モ ー ブラン (R216  Maublanc) が 其 著 

waikaY に 於て 佛 人の 所謂 ハイ カイ を集輯 した もの、 序文に、 自分が 何故に 此れ を 企てた かの 理 

由を說 明して 居る 詞の 中に、 一 般 人士 大衆の 間に 此の 短詩 形を廣 める ことによって 趣味の 向上と 

洗練 を 促が し 優れた 詩人の 輩出 を 刺戟す る やうな 雰圍氣 を 作る であらう とい ふ 意味の こと を 云つ 

て 居る。 フランス 人に とって は 恐らく それ以上の 意義 はないで あらう が、 日本人に とって は 俳諧 

が榮 える か榮 えない か はもつ と 重大の 意義 を 有つ であらう。 俳諧の 亡ぶ る 日が 来れば 其 時に 始め 

て 日本人 は 完全な ヤン キ ー 王國の 住民と なる であらう。 俳諧の 理解 ある 歎美 者ク— シュ ー(paul- 

Lcuis  couclKmd) は アメリカ 文化と 日本 文化の 對摭 的な こと を 指摘し 自分 等フラ ン ス人は 寧ろ 後 

者 を 選ぶべき ではない かと 云って 居る。 又 想 ふ、 赤 露の マルキシズムに は 一 滴の 俳諧 もない。 俳 
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諧の 亡びる 迄 は 恐らく 日本が 完全に 赤化す る 日は來 ないで あらう。 

明日の 俳諧 はどうなる であらう か。 寫 生の 行 詰った 擧 句に 元 祿に歸 らうと する は 自然の 勢で あ 

らうが、 芭蕉の 根本 精神に 迄 立 屍らなければ 新しき 展開 は 望まれない であらう。 芭蕉 は 萬 葉から 

元祿 迄の あらゆる 固有 文化 を 消化し 綜合して、 さう して 蒸餾 された 國民 思想の エッセン ス を森羅 

萬 象に 映寫 した 映像の 中に 「物の 本 情」 を 認めた ので ある。 吾々 は 其 上に 元祿 以降 大正 昭和に 到 

る 迄の あらゆる 所得 を 十分に 吸收 消化した 上で もう 一 遍 始めから 出直さなければ ならない であら 

う。 神 儒 佛老莊 の 思想 を 背景と した 色蕉の 業績 を、 其 上に 西歐 文化の 強き 影響 を 受けた 現代 日本 

人が 其 儘に 模倣す るの は 無意義で ある。 風雅の 道 も 進化し なければ ならない。 「昨日の 我に 飽き 

る 人」 の 取るべき 向上の 一路に 進まなければ ならない。 新しき 風雅の 道 を 開拓して スボ— ッゃダ 

ン ス の 中に も 新しき 意味に 於け る さびし をり を 見出す のが 未来の 俳人の 使命で なければ なるまい 

と 田 し ふ。 

現代の 所謂 俳壇に は事實 上唯發 句が あるば かりで 連句 は 殆どない。 子規の ー獄 によって 此の 固 

有 藝術は 影 を 消して しまったの である。 併し 歷 史的に 見ても 連 俳あって の發 句で ある。 修業の 上 

か. ら 云っても、 連 俳の 自由な 天地に 遊んだ 後に 其 獲物 を發 句に 凝結させる 人と、 始めから 十七 字 
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の繩 張の 中に 跼蹐 して 藻搔 いて 居る 人と では 比較に ならない 修辭 上の 幅員の 差 を 示す であらう。 

鑑賞す る 方の 側から 見ても 連 俳の 妙味の 複雜 さは 發 句の それと 次序 を 異にする。 發 切が 唯 一 枚の 

寫眞 であれば 連 俳 はー卷 の映畫 である。 實際、 最も 新しくして 最も 綜合 的な 藝術 としての 映畫藝 

術が、 段々 に、 日本 固有の、 しかも 現代 日本で 殆ど 問題に もされない 連俳藝 術に 接近す る 傾向 を 

示す のは舆 味の 深い 現象で あると 云 はなければ ならな い。 

序ながら 四十 八 字の 組合せ は 有限で あるから 俳句 は 今に 盡 きる であらう とい ふ說が あるが、 此 

れは數 の 大きさの 次序と いふ もの \觀 念の ない 人の 說 である。 俳句の 盡 きる 前に 恐らく 日本語が 

變 つてし まふで はない かと 思 はれる が、 ^し此 問題 は 中々 さう 簡單な 目の子算で 決定され る やう 

な 生易し いもので はない ので ある。 杞 人の 憂と は 丁度 かう 云 ふ 取 越 苦勞を さして い ふ もので あら 

うと 田 i はれる C 

附記 此の 僅かな 紙面み 上に 表題の 如き 重大な 問題 を 取扱 はう とい ふ 大膽な 所業 は 恐らく 自分の 如き 

無學 なる 門外漢の 好事 者に の み 許 さ れ た 特權 で あ らう。 併し 餘リ にも 無作法に 此特權 を 濫用した 此の 

蕪雜な る ー篇の 放言 に對 し て は讀者 の 寛容 を 祈る 次第で ある。 はじめは、 いくらか 系統的な 敍述 の 形 

式 を 取らう と 企てた が、， それ は 第 一 困難で あるの みならず、 其 紡杲は 唯の 目錄の やうな ものに な つ て 
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しま ふ 恐れが あるので、 寧ろ 自由に 想 ひの ま \ に 筆 を 走らせる ことにした。 從 つて 觸れ るべき 問題に 

して 觸れ 得なかった もの も 少なくない。 此 等に 就いては 他 R 雜誌 r 溢 柳」 の 執 上で 追々 に 所見 を 述べ 

て 批評 を 仰ぎ 度い と 思つ て 居る。 

映 畫と連 俳との 比較に 就いては 岩波 版 H 本文 學講 座中の 特殊 項目 「映 畫藝 術」 の 中に 述べて ある； 4 

見 〔本 全集 第三 卷〕 を參 照して 頂き 度い。 X 連 俳の 心理と 夢の 心理の 比較 や、 連 俳の 昔樂 との 比較 や、 

月 花の 定 座の 意義 等に 關 する 著者の 私見 は雜誌 「澀 柿」 の 昭和 六 年 一一 一月 以降に 連載した 拙稿 〔本卷 四 

七 五 頁〕 を參 照され た い。 

古人の 俳 書から 借りた 言葉 を 一 々 「 」 にす るの は餘 りに 煩 はしい から 省略した 場合が 多い。 

笆蒲の 人と 俳諧に 關 して は 小 宮璺隆 君との 雜談の 間に 敎 はり 欣  1; 發 さる V 所が 甚だ 多かった。 無意識 

の 間に 同 君の 考を その ま i 述べ て 居る 所が あるか も 知れな い。 X 連 俳 1. 關 して は 松极 東洋 械 君と 附合 

せの 練習の 間に 敎 へらる、 所が 少なくなかった。 山 E 孝 雄 氏の 「連歌 及 連歌 史」 (gM) から は 始め 

て 連歌の 概念 を けらお、 太 E 水 秘 氏の 「笆^^俳諧5拫本問題」 から は 多くの 示唆 を 得た。 幸 E 露 伴 

氏 の 七 部 集諸抄 や、 阿部 小 宮其他 諸學者 共著 の 笆 俳諧 研究 の シリ. I ズも 有益であった。 

外國人 の もので は 下記の もの を參 照した。 

K  H.  slamberlain  ：  "  wasl: &  and  tt-e  Japanese  Epigram,-* 

l.-l.ans.  Asiatic  sop  Jap.  Kef-rhlt  "Vol. 1 (1925),  91. 

Paul 二. -ouis  〇ouchoud  :  Sages  at  pontes  d-Asie-  caLslanu-Levy. 
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Rene  MjiuWanc  ：  "Le lia.ika.i  Franyais,"  Lo  .pampre.  No.  10/11  (J92:!). 

西洋人に は 結局 俳諧 は 分らない。 ポ ンドと 池との 赏用的 效果は 略 同じで も 詩的 象徵と しての 内容 は 

全然 別物で ある。 「秋風」 でも 西洋で 秋季に 吹く 風と は 氣象學 的に もちが ふ。 其 上に 「てに は」 とい 

ふ も 5 は飜 譯出來 ない ものである。 併し 外人の 俳句 觀 にもた しかに 參考 になる こと は ある。 飜譯と 原 

句と 比べて 見る ことによって、 始めて 俳句と いふ もの \ 本質が 分かる やうな 氣 がする ので ある。 ー體 

昔からの 俳 論 は 皆 俳諧 の 中に 居て 內 側からば か り 俳諧 を 見た ものである。 近顷 ので も大體 さう である。 

併し 外側から 見た 研究 も 必要で ある。 此 意味で 野 口 米次郞 氏の 芭 にも 有益な 暗示が ある。 それよ 

り も廣ぃ あらゆる 日本の 藝 道の 世界 を 背景と した 俳諧の 研究 も將來 望ましい もの., 一 つで ある。 西 川 

一 草亭の 花道に 關 する 講話の 中に、 投入れ の 生花が 矢 張 元祿に 始まった とい ふ 事を發 見して 面白い と 

思った。 生花 は 勿論 茶道、 造園、 能樂、 畫道、 書道 等に 闢 する 雜書も 俳諧の 研究に は 必要で あると 思 

ふ。 例へば 世 阿彌の 「花傳 書」 や 「申樂 談義」 など を 見ても 隨分 面白い 色々 の ものが 發 見さる., やう 

である。 口 本人で ゲ I テゃシ H  ク スピア の 硏究も 面白い が、 併し、 獨 逸人が ゲ ー テを 研究した やう 

に、 笆蒸其 他の 哲人 を 研究し なければ、 日本人 は 矢張獨 逸人と 肩 を 並べる 資格 を もたない であらう。 

(昭和 七 年 十 一 月、 俳句 講座) 
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^ 比. 3 實 炎 


獨 逸の 若い 物理 學 者の L とい ふの が 先達て 日本へ 遊びに 來てゐ た。 數年 前に も 一 度來 たこと が 

あるので 大分 日本 通に なって 居る。 浮世 維な ども。 ほつ./ \\ 買 込んで 行った やうで ある。 此の 獨逸 

人が 或 日 俳句 を 作った と 云って 友達の 日本人に 自慢 をした。 それ は 

鎌 倉に 鶴が 澤山 居りました 

とい ふので ある。 成程 ちゃんと 五、 七、 五の 音數 律に は 適合して 居る。 いはれ を 聞いて 見る と、 

「昔賴 朝 時代な どに は 鎌 會邊に 鶴が 澤 山に 居て、 それに 關聯 した 史實 など もあった が 今日で はも 

う 鶴な ど は 一 羽 も 見られ なくなって、 世の中が 變 つてし まった」 とい ふ 感慨 を 十七 字に したの だ 

さう である。 それ を 私に 傳 へた 日本の 理學者 は 世に も 滑稽なる 一笑 話と して、 それ を傳 へたので 


586 


談璃諧 俳 


ある。 

成程 可笑しい こと は 可笑しい が、 併し、 此話は 「俳句と は 何 か」 とい ふ 根本的な 問題 を考 へる 

場合に 一 つの 參考 資料と して 役立つ もので あらう と 思 はれる。 卽ち、 此れが 俳句に なって 居ない 

とすれば、 何故に それが 俳句に なって ゐな いかと い ふ 質問に 對 する 吾々 の說 明が 要求され るので 

ある。 此の 說明 はさう/、 簡單に は 出来ない であらう。 

以上の 笑話 は 又 一 方で 大多数の 外國 人が 我が 俳句と いふ もの を どうい ふ 風に、 どの 程度に 理解 

して 居る かとい ふこと を 研究す る 場合に 一 つの 資料と なる もので あらう と 思 はれる。 

近刊の 雜誌 「東 炎」 に 志 田素楓 氏が、 芭蕉の 古池の 句の 外 國語譯 を 多數に _ 鬼 集 紹介して 居る。 

此れ は 甚だ 興味の 深い コ レ クシ ョ ン である。 其のう ちで 日本人の 譯者 五名の 名前 を 見る と いづれ 

も 英語に は 頗る 熟達した 人ら しく 思 はれる が、 併し 自身で 俳諧の 道に 深い 體驗を もって ゐる のか 

どうか 不明な 人達ば かりの やうで ある。 殘 りの 十 人の 外 國人も 勿論 自身に 俳句ら し い 俳句 を 作つ 

たことの ない 人達ば かりで あるに 相違な い。 
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俳句 を 十分に 理解し 得る 爲に は、 其 人 は 立派な 俳句の 作り 得られる 人で なければ ならない と 思 

はれる。 果して さう だと すれば、 これ 等の 十五 種の 「古池 や」 の飜譯 のうちで、 もし 傑作が あつ 

たら、 それ は單 なる 偶然に 過ぎない であらう。 

一 流の 俳人で 同時に 一 流の 外 國語學 者で ない 限り、 俳句の 飜譯に は 手 を 下さない 方が 安全で あ 

らう 0  (昭和 八 年 十 一 月、 跪 柿) 

故 坂 本 四方 太 氏と は 夏 目先 生の 千駄木 町の 家で 時々 同席した ことがあり、 又當 時の 「文章 會」 

でも 始終 顏を合 はせ て は 居た が、 一度 も 其 寓居 を たづね たこと はなかった。 それに も 拘らす 自分 

は 同氏の 住家 や 其 居 窒を少 くと も 一 度 は 見た ことがある やうな 錯覺 を年來 もちつ にけ て來 た。 さ 

うして それが 段々 に 固定し 現實 化して しまって 今ではもう 一 つ の 體驗の 記憶と 殆ど 同格に なって 

しまって 居る。 どうして そんな ことにな つた かと 考 へて 見る が、 どうもよ く は 分らない。 

夏 目先 生が 何 かの 話の 折に 四方 太 氏の ことにつ いて 次の やうな こと を 云った とい ふ 記憶が ある。 

「四方 太と い ふ 人は實 にき ちんと した 人で ある。 子供 もな く 夫婦 一 一人 切り 全くの 水 人ら すで ほん 
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たうに 小ぢん まりと した、 さう して 几帳面な 生活 をして 居る」 といった やうな 意味の ことで あつ 

たと 田 3 ふ。 同じ やうな こと を 一度なら す 何度も 聞かされた やうに 思 ふ。 

比の、 きちんとして、 小ぢん まりして ゐ ると いふ 言葉が 自分の 頭に ある 四方 太 氏の 風貌と 極め 

て 自然に 結び付いて、 それが 自分の 想像の スケッチブックの 或 頁へ 「坂 本 四方 太 寓居の 圖」 を ま 

ざま ざと 描き 上げさせる 原動力に なった ものら し い。 其の 想像の 畫 面に 現 はれた 四方 太の 住家の 

玄關の 前に は 一 面に 白い 霜柱が 立って 居る。 綺麗に 片付いた 六疊 位の 居間の 小さな 火鉢の 前に 寒 

さうな 顔色 をして 端然と 正坐して ゐ るので ある。 

文章 會 で 四方 太 氏が 自分の 文章 を讀 み 上げる 少し 鏽 びの ある 音聲 にも、 關西訛 の ある 口調に も 

忘れ 難い 特色が あつたが、 その 讀み 方も實 にき ちんと した 齒 切れの ぃ丄 双方であった。 「ホ ッ、 

ホッ、 ホッ」 と 押出す やうな 特徵 ある 笑 聲を想 出す ので ある。 

或る 冬の 日の 本鄕 通で 逢った 四方 太 氏 は 例によって きちんとした 背廣に 外套 姿で あつたが、 頸 

に は 玉子 色 をした 天鵞絨ら し ぃ襟卷 をして ゐた。 その 襟卷を 行儀よ く 二つ 折に した 折目に 他方の 

端 を插し 込んだ その 端が 皺 一 つなく きちんと 揃って 結び 文の 端の やうに、 おたい こ 結びの 帶の端 

の やうに 斜に 胸の 上に 現 はれて ゐた。 かう いふ 出で立ち をした 白皙 無髯、 象牙で 刻した やうな 風 
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貌が 今でも 實に はっきりと 想 出される ので ある。 

此の 街頭に 於け る 四方 太 氏の 出で立ち を 夏 目先 生に 報告したら、 どうい ふ譯か 先生が ひどく 面 

白が つて 腹が 痛くなる 程 笑 はれた こと も 思 出す ので ある。 此の 可笑しかった 譯は 今でも わからな 

い。 

其 頃で あつたと 思 ふ。 自分 は 白い ネル をち よん 切った、 ^ けの もの を襟卷 にして ゐた。 それが 知 

らぬ 間に ひどく 汚れて 鼠色に なって ゐ るの を 先生が 氣 にして 居た。 何時か 行った とき 無斷 で沒收 

され、 さう して 強制的に 洗濯 を 執行され た 上で 返して くれた ことがあった。 その ネルの 襟 卷と四 

方 太 氏の 玉子 色の 上等の 襟卷 との 對照も 可笑しい もの " 一 つで はあった かも 知れない。 

夏 目先 生 は 四方 太 氏の きちんとした 日常 を 羨ましく 思 ふ 折 もあった かも 知れない と 思 ふ。 先生 

はき ちんと した 事が 好きで あつたに 拘らす きちんとし 得る 爲に は餘 りに 暖かい 心 1" の 持主で あつ 

たか も 知れな いと 思 ふからで ある。 自分 は 四方 太 氏に もやさし い 親しみ を感 する こと は出來 たが- 

^し 餘 りに きちんとして  近より 難い  やうな 氣 もした  のであった。  ん「 日に なって 漱石 四方 太 一 一人の 

俳句 や 文章 を 並べ て 見ても、 此の 對 照が 實に はっきり 見える やうな 氣 がする の は强ち 自分ば かり 

ではない かも 知れない。 
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去年の 夏で あつたか、 或 朝 玄關へ 誰か 來 たやう だと 思って ゐ ると、 女中が 出ての 取次ぎ による 

と 「俳句 をお やりになる A さんと いふ 方が お見えになりました」 とい ふので ある。 聞いた ことの 

ない 名前で ある C 出て 見る と 未だ 若い 畢生の やうな 人で あるが、 無帽の 着流しで、 何處 かの 書生 

さんと 云った 風體 である。 玄關で 立った ま 、來意 を 聞く と 接げて ゐた 小さな 風呂敷 包み を 解いて 

中から 大分 汚れた 帳面 を 出した。 それに 何でもい、 から 俳句 を 書いて 貰 ひ 度い とい ふ。 近くに 田 

舍へ歸 るので、 出來る だけ 多くの 俳人に 自筆の 句 を 貰って 土產 にしたい とい ふので ある。 帳面 は 

俳句 日記 かなん かの 古物で あつたかと 思 ふが、 明けて 見る と 成程い ろくの 人の 手跡で いろ/、 

の 句が 汚な く *1 き 散らして ある。 自分 は 俳人で もない からと ー應斷 つて 見た が、 たって と 云 はれ 

るので 萬 年 筆で い 、かげんの 舊作 一 句 をした、 めて 帳面 を 返した。 すると 今度 は 風呂敷の 中から 

1 冊の 假 緩の 小さな 句集の やうな もの を 取 出して 自分の 前に 置いた。 手に 取って 見る とそれ は 知 

名の 某 俳人の 句集で あつたが、 その 靑年 のい ふところ によると、 その 俳人が この 人の 爲に 若し 何 

かの たしになる ならと 云って 若干 冊 だけ 惠與 された もの ださう である。 併し それ を どう すれば よ 


いの かハ 刀らなかった ので、 甚だ 露骨で はあった が 「これ を 私に 買へ とおつ しゃる のです か」 と 聞 

いて 見たら、 矢 張 究極のと ころ はさう であった ので ある。 

かう いふ 些細な こと も 昭和 俳諧 史の 何處 かの 頁の 端に 書き 殘し ておいて もい、 と 思 ふので 單な 

る 現象 記錄 として 玆に 誌して おく ことにした。 

俳諧 一 串抄に 「俳諧 は その物 其 事 を 全くい はすた だ 傍 をつ まみ あげて 其 響 を 以てき く 人の 心 を 

さそ ふ」 とい ふ 文句が ある。 

うちへ 来た 此の 俳諧 青年 は 矢 張 此の 俳諧の 心得の 應 用の 一 端 を 試みた のか も 知れない。 

此間、 或 歌人が 來 ての 話の 末に 「今の 若い 人に さび しをりな ど 、云っても 誰も 相手に しないで 

あらう」 とい ふ 意味の 意見 を 聞かされた。 併し この 靑年 など はさび しをり を處世 術に 蒙 用して ゐ 

る 方 かも 知れない ので ある。 

咋夜 古い ギリシアの 兵法 書を讀 んでゐ たら 「夜 打 を かける 心得」 を說 いた くだりに、 狗^ ゃ鷄 

鳴 を 防止す る爲 にこれ 等の 動物の からだの 或 部分 を燒 くべ しとい ふこと が 書いて ある。 ぉ灸 でも 
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すゑる のかと 思 ふ。 この 本の 脚註に、 昔 パル ティア 人が 馬の 嘶く を 防ぐ 爲に その 尻尾 をし つかり 

と 緊縛 するとい ふ 方法 をと つた。 さう すると 馬 は 尻尾の 痛苦に 辟易して 嘶く 元氣 がなくなる と 書 

. いて ある。 どうも 西洋人の する こど は 野 蠻で淺 酷で ある。 東洋で は 枚を銜む とい ふ、 もっと 溫和 

な 方法 を 用 ゐてゐ たので ある。 同じ 註に、 歐 洲大戰 のとき フランスに 出征 中の アメリカ 軍で は驢 

馬の 晰 くの を 防ぐ 爲に 「或る 簡單 なる 外科 手術 を 施行した」 と ある。 矢 張 西洋人 は淺 酷で ある。 

昨夜 これ を 讀んだ 今朝 「南北 新 話」 を あけて 見る と 

夜の 明 やすい 白 無 5^ は 損 

惟光 か 馬 はしの はすいな 、 いて 

とい ふ附け 合せが 例 句と して 引用され てゐ る。 その 前に 「前 句の すがた を うづた かく 見出した る 

句に」 とい ふ 前置が あり、 後に 「これ 扇に 夕 かほの 頃な らん」 と ある。 

「うづた かく」 と は 如何なる 點を さすの か 自分に はよ くわから ない。 ^^し、 見 も 角 も 連句と い 

ふ もの \ 世界の 廣大 無邊な こと を 思 はせ る 一 例で あらう。 少し 變 つた 云 ひ 方 をす ると 「俳諧の 道 

は 古 希 職の 兵法に も 通 ふ」 ので ある。 これ は 一笑に 値する。 
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六 

昔、 ラスキンが 人から 剽竊 呼ば はり をされ たのに 答へ て、 獨創 とい ふこと も、 結：^ はありった 

けの 古い ものから 甘い 汁 を 吸って 自分の 榮 養に してからの 仕事 だとい ふやうな 意味の こと を 云つ 

た。 

蕪 村 は 「諸 流を盡 しこれ をー囊 中に 貯へ 自ら 能く 其 物 を 撰び 用に 隨 つて 出す」 と 云って ゐるさ 

うで ある。 つまり 同じ こと を 云って 居る らしい。 こんな 例 を あげれば いくらでも 出て くるで あら 

う。 餘り にわかり 切った こと だからで ある。 

併し 自分が-牛 生 不思議に 思 ふこと は、 昔で も 今でも 俳人の せ界 ではい ろ/、 の黨 派の やうな も 

のが 出来て、 さう して 各 流派々々 の 「主張」 とか 「精神」 とかい ふ もの を 固執して 他流 を 排斥し 

或は 罵詈す る やうな こと も 可な り 多い。 門外の 風來 人から 見る と、 どの 流派に もみん な それ/.、 \ 

の 面白い ところと 面白くない 處も ある やうに 思 はれ、 叉い ろ/ \の 「主張 I 一  がー 體 本質的に 何處 

がちが ふの か 分らない やうな 場合 も 可な り ある やうに 思 はれる。 

尤も さう い へ ば佛敎 でも 耶蘇 敎 でも 囘々 敎 でも 同じになる かも 知れな いし、 さう なれば 一 體何， 
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を をがん だら よい か 分ら なくなつ て 困る かも 知れない。 

俳諧が 宗敎の やうに 「をが む」 ことならば 宗派が あるの は當然 かも 知れない。 併し 俳諧 は 又 一 

方で は科學 的な 「認識. I でぁり得^^。 そのために は 唯一 面 だけ を 固執す る 流派 は 少し 困る かも 知 

れ ない。 

露 月の 句に 「藥に は 強なん どもよ かるべく」 とい ふの が ある。 狸 も^って 見なければ 味が わか 

ら ない。 喧 へば 何 かの 藥に はなる かもしれ ない ので ある。 

高等 學 校の 一年から 二 年に 進級した 夏休みに 初めて 俳句と いふ ものに 喰 付いて、 夢中に なって 

「新 俳句」 を讀み 耽った。 天地 萬 象が それ迄と は 丸でち がった 姿と 意味 を もって 眼前に 擴 がる や 

うな 氣 がした。 

蒸 暑い 夕風の 緣 側で 父 を 相手に 宣敎師 の やうな 厚顔し さ を もって 「新 俳句」 の 勝手な 頁 を あけ 

て は朗讀 の押賣 をした が、 父の 方で は 一向 感心して くれなかった。 例へば 

古 井 戶を靦 けば わつ と 鳴く 蚊 かな  杜 昌 
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と 云った やうな 句で も、 當 時の 自分に は、 いくら 說 明した くても 說 明の 出来ない 幻想の 泉と なり、 

不可思議な 神祕の 世界 を覼く 窓と なる ので あつたが、 父に 云 はせ ると 「唯、 云った だけで はない 

か」 とい ふので あった。 

其 頃より 少し 前に、 父 は 陸軍の 同僚 数名と 連句の 會を やって 居た ことがある。 その 同僚 中に 一 

人 宗匠 格の 人が あって それが 指導者に なって ゐ たらしい。 その 宗匠が 「扇 開けば 薄墨の 月」 とい 

ふ附句 をした の を、 流石 宗匠 はうまい と 云って ひどく 感心して ゐ たこと を 想 出す ので ある。 前 句 

は 何で あつたか 忘れて しまった。 

「赤い 椿 白い 椿と 落ちに けり」 梧桐) でも 父の 說に從 へばなる 程 「云うた だけ」 である。 併 

しこの 句が 若かった 當 時の 自分の 幻想の 中に 天に 沖す る 赤 白の 炎と なつ て焰ぇ 上がった こと も 事 

實 である。 

「俳句 は 讀者を 共同 作者と して 成立す る」 と 云った フ ラ ン ス 人の 言葉 もまる で 嘘で はない やう 

である。 どうしても 發句 だけで は、 其の 評價は 時と 場所と 人との 函數 として 零から 無限大 迄變化 

し 得る 可能性 を もって ゐる。  - 

并し 連句に なると、 もう それほどの 自由が 利かなくなる ので はない かと 思 はれる。 一重の 網 を 
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逃れた 魚で も 三十 六 重の 網に は 引 懸かる ので ある。 一 枚の 藝術 寫眞に 興味の ない 人で も 映 畫は面 

白が るので ある。 

それ だのに 現代に 於て 俳句の 方に 大衆性が あって、 連句の 方 は 至って 影が 薄 いのは どうい ふ譯 

であらう。 

俳句の 享樂は 人の 句を讀 むこと よりもより 多く 自分で 作る ことに あるら し い。 この 阽 ス キ ー や 

ダンスに 似て 居る。 さう して 誰でも 或 度 迄 は出來 るから 樂 しみになる。 併し 連句 は 讀んで 面白く 

て も 作る の は 中々 大變 である。 此點 映畫と 同じで ある. - さう してし かも 現在の 大衆に は 分かりに 

く ぃ象徵 的な 前衛 映畫 である. - 

現代の 俳句 界はジ ャ —ナ リズ ム の 力 を 借りる ことなしに は 大衆 を 包括す る ことが 出来ない のに、 

今の ジャ ー ナ リズ ム の 露骨 主義と 連句の 暗示 藝 術と いふ ものと は本來 別世界の 產物 である。 併し、 

現狀を はなれて 抽象的に 考へ て 見る と 連句 的ジャ ー ナ リズ ム ゃジャ ー ナ リズ ム的 連句と 云った や 

うな もの 、可能性 も 全然ない とは考 へられない。 例へば ロシア 映 畫の或 もの は 前者の 類型で あり、 

アメリカ 映 畫の或 もの は 後者の 仲間で あると 云っても さう 甚し ぃ牽 强附會 では あるまい と 思 はれ 

る 0 
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連句 の 映畫 化と いふ ことに 就いては、 自分 は これ 迄に 幾度 も 色 々 な 場所で 所見 を 述べ たこと が 

ある。 此れに つ いて は 同じ やうな 意見 を もった 人 も 少なくな いやう である。 

此れに 對 立して 叉、 映畫 的な 連句の 新形式 を豫 想す る こと も 可能で ある。 此れが、 もしう まく 

行ったら、 此方 は 吃 度 現代の 大衆に 理解され 易く、 模倣され 易く、 從 つて 享樂 され 易い ものに な 

りさう である。 

昔 漱石虚 子に よって 試みられた 「俳 體詩」 とい ふ もの は、 さう いふ もの、 無意識な 萌芽の 様な 

もので あつたかと 思 はれる。 併し 未だ 藝術 映畫の 理論な どの 問題に ならない 時代に 於け る 最初の 」 

試みであった から、 今から 見る とさう いふ 見地から は 幼稚な ものであった かも 知れない。 

自分の こ、 で 映畫的 連句と いふの は 一 定の スト ー リ ー に 基いた シナリオ 的な 連句の つもりで あ 

る。 併し シナリオ 的な 敍事 詩と は 大分ち がふつ もりで ある。 一方で は 季題 や 去 嫌 や 打 越な どに 關 

する 連句 的 制約 を 或 程度 迄 導入して 進行の 沈滞 を 防ぎ 樂章 的な 形式の 齊整を 保つ と 同時に、 又 映 

畫の 編輯 法 連結 法に 關 する 色々 の 效果的 様式 を 取り 人れ て 一 編の 波瀾 曲折 を豐 富に するとい ふ 案 
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である。 

何だか 夢の やうな 話で あるが、 併し 百年 經 たない 內に そんな 新 詩形が 東洋の 日本で 生れ 出て、 

それが 西洋へ 輸入され、 高慢な 西^人が びっくりして さう して 爭っ て 眞似を はじめる とい ふこと 

にならない とも 限らな い G 

九 

短歌に は 作者 自身が 自分の 感情に 陶醉 して 夢中に なって 咏んだ やうに 見える のが 可な り 多い。 

併し 俳句で は假令 形式の 上から は 自分の 感情 を直寫 して ゐる やうで も、 そこで は 矢 張、 その 自分 

の 感情が 花鳥風月と 同 樣なー つの 對象 となって ゐて、 それ を 別の 觀察 者と しての 別の 自分が 觀察 

し記錄 し 描寫 して 居る やうに 感ぜられる ものが 多い。 かう いふ 意味で、 歌 は 宗敎の やうで あり、 

俳句 は 哲學の やうで あると 云った やうな 氣も する。 

それと は關係 はない かも 知れない が 自分 は 近頃 こんな さ 想 を 起して 見た ことがある。 それ は 

「歌人で 氣汪 ひに なったり 自殺した りする 人の 數と、 俳人で 同様な ことになる 人の 數とを 比較し 

て 見たら、 ことによると 前者の 方が 比率の 上で 多い と 云 ふこと になり はしない か」 とい ふので あ 
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る。 此れ は 完全な 資料に よって 統計的に 調べて 見なければ なんとも 云 はれない ことで ある。 併し、 

自分の 知って 居る 極めて 狹ぃ 範圍の 資料から 見る と、 どうも、 さう いふ 傾向が 見える やうで ある。 

或 歌人の 話で は、 比較的 少數な その 一 派で 氣の 狂った 人が 五六 人 は あると いふ。 或 俳人の 一 門で 

は 永年の 間に 一 人 二人 自殺した 人 はあった が、 それ は その 人達が 永く 俳句から 遠ざかった 後の こ 

とであった とい ふ。 

fti- する に 此れ は 全く 自分の 空想に 過ぎない が、 併し 自分の 考へ てゐる 歌と 俳句との 作者の その 

創作の 瞬間に 於け る 「自分」 とい ふ ものに 對 する 態度の 相違から 考へ ると、 その やうな 空想が 萬 

1 事實 として 現 はれて 來る としても 別に 不思議 はない やうな 氣 がする ので ある。 

かう 云った からと 云って、 歌 を 作る 人が 皆 あ 、であって 俳句 を やる 人が 悉く かう であると 云つ 

たやうな 意味で は 勿論ない。 唯 統計的の こと を 云つ て 居る ので ある。 

それから 又、 もし 以上の 穴ェ 想が 幾分 事實に 近いと いふ ことにな つたと しても、 それ は 歌 や 俳句 

の 力で 人 を どう するとい ふ譯 ではなくて、 唯 歌 を やる 人と 俳句 を やる 人と で 本来の 素質に 多少の 

通有 的 相逮が あると いふ こと を 暗示す るに 過ぎない であらう。 

併し、 鬼 も 角 も、 例へば、 三 原 山 投身 者 だけに 就いて も、 若し 分かる ものなら その 中で 俳句 
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を やって 居た 人が 何プ 口 セ ント あつたか 調べて 見たい やうな 氣 がする。 俳諧の 眼 を 通して 自然と 

人生 を 見て ゐる 人が、 容易な ことで そんな 絕 望的氣 持に なったり、 又 そんなに 興奮した りしょう 

と は、 どうしても 自分に は 思 はれ あいから である。 

友人の 話で あるが、 或 俳人で 永い 病の 後に 死が 迫った ときに 聖書と 句集と を 胸の 上に おいて 死 

んで 行った 人が ある さう である。 一宗 敎 だけで は、 どうも 淋しかった らしい」 と 友人が 附け 加へ 

て 話した。 (昭和 九 年 三 s、 俳句 研究) 


俳句の 型式と 其 進化 


三十 年 程の 間す つかり 俳句の 世間から 遠ざかって 假寢 をして ゐた 間に、 色々 な 「新型 式 俳句」 

が發 生して ゐ るの を、 やっと 此頃眼 を さまして はじめて 氣が 付いて 驚いて ゐる ところで ある。 二 

十一 一字 三 字 四 字から 一 一十 五 字 六 字と いふの が あるかと 思 ふと 三十 四 字 五 字と いふの も ある。 文字 

數に 於て 旣に 短歌の 三十 一 文字 を 凌駕して 居る ので あるが、 一 方で は 又 短歌の 方で も 負けて 居な 

いで、 五十 文字 位 は 普通 だし 六十 字 位まで は 大して 珍しく もない やうで ある。 

かう いふ 新型 式に つ いて 色々 是非の 議論 も ある やうで ある。 さう いふ 新型 式 を 俳句と か 短歌と 

かいふ 名前で 呼んで よい か惡 いかと いふ やうな 問題 も あるが、 それ は元來 議論に ならない 問題で 

あって、 議論 をしても 切りのない 水掛 論に 終る 外 はない。 それと 同様に、 さう いふ 形式の 詩 を 作 

つて は いけない とか 作つ て もい、 とか いふ こと も 議論に ならな い 事で ある。 作りたい 人 はいくら 
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でも 勝手に 作り、 鑑賞したい 人 はいくら でも 隨 意に 鑑賞 すれば それでよ ぃ譯 であらう と 思 はれる。 

さう いふ 議論の 如何に 拘らす 新型 式 俳句と いふ ものが 現に 存在して 居り、 それ を 主張す る 人と 

支持す る 人が あると いふ 事 は 否定す る ことの 出来ない 事實 である。 科學者 流の 眼で 見れば、 これ 

も 一 つの 文化的 自然現象であって 可否の 議論 を 超越した ものである とも 考 へられる。 寧ろ 吾々 は 

この 現象が どうして 發 生し たかを 研究し、 又 その 將來 がどうなる であらう かとい ふこと を 考察し 

た 上で、 これに 對 する 各自の 態度 を 決める のが 合理的で はない かと 思 はれる ので ある。 

それに は 色々 の 研究が 可能で あるが、 例へ ば 進化論 的な 立場から この 問題 を考へ て 見る の も 有 

益で はない かと 思 はれる。  ， 

古い 昔の 短い 詩形 は 可な り區々 な もので あったらし い、 とい ふ 事 は 古事記な ど を 見ても 想像 さ 

れる。 それが 段々 に 三十 一文字の 短歌 形式に 固定して 來 たの は、 矢 張 一種の 自然淘汰の 結果で あ 

つて、 それが 當 時の 環境に 最も 善く 適應 する ものであった 爲 であらう。 それに は、 この 詩形が 國 

語 を 構成す る 要素と しての 語句の 律動の、 最小 公倍数と か、 最大公約数 とか 云った やうな ものに 

なるとい ふ、 さう いふ 本質的 內在 的な 理由 もあった であらう が、 又 一方で は、 はじめは 唯 各 個人 

の 主 觀的味 歎の 表現であった ものが、 後に 宮庭 人 等の 社交の 道具に なり、 感興 や 天分の 有無に 關 
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せす 誰も 彼 も ダン スの ステップ を 習 ふやう に 歌 をよ むこと になって 來た爲 に、 自然に 一 定の 型式 

を 必要と する ことにな つたので はない かと 想像され る。 

かう いふ 風に 一 且 固定して しま ふと、 それが 他の あらゆる 文化の 傅統と 連鎖 を 成して 恰も ク 口 

モソ ー ム の やうに 結合し、 さう して 代から 代へ と遣傳 されて 來 たもので あらう。 

併し 又 遣 傅の 方で 所謂 「突然 變異」 が 行 はれる やうに、 時々 は 色々 な 畸形 兒が 生れた であらう 

とい ふこと は 想像し難い ことで はない。 併し 叉、 さう した 畸形 兒 がいくら 出来ても その 當 時の 還 

境に 適合し なければ その 變形 は存繽 する ことが 出来なくて 死滅した であらう と考 へられる。 

短歌から 連歌への 變遷も 矢 張 一 種の 進化と 見られる。 例へば 一 個の ポリ プを 二つに 千切って、 

それ^-に獨立の生命を持たせ、 さう して あとで それ を 次々 に 接 枝して 行って 一 つの 群體を 作つ 

たとい ふ 風に も 見られな く はない。 俳句 は その やうな もの \ 頭 だけが 分離し 固定した ものと 云 は 

れな いこと もない。 勿論 生物界で さう いふ 風の 進化 をした もの はない かも 知れない が、 さう いふ 

假想 的な 變遷も 矢 張 一 種の 進化と 見られな いこと はないで あらう。 

さう いふ 風に して 一 度 固定した 俳句の 型式が 環境に 適應 した 爲に 何百 年 も遣傳 されて 傳 はって 

來 たのが、 近代に なって 急に 何 かの 原因で 盛に 「突然 變異」 を 生じて 新型 式 を濫發 せしめた とい 
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ふ 風に 考 へられる。 

生物の 突然 變異を 生す る 原因が 何 であるかに 就いては その 方の 專門 家で な い 自分の よく 知る と 

ころで ない が、 併し 少 くも その 一 つの 因子と して は 外界の 物理的 化 學的條 件が 參與 して ゐる こと 

は 疑 もない ことで ある。 地質時代 でも 或 時代に 於け るかう した 環境 條 件が 特に 突然 變異の 誘發に 

好適であった 爲に、 特に 其 時代に 新ら しい 型式の 生物が 多 數に發 生した であらう とい ふこと も 想 

像 出来る ので あるが、 それと 同じ やうに 文化的 要素の 進化の 道程に 於け る 突然 變異も 亦 その 時代 

に 於け る 色々 な 外的 條 件に 支配され る ものであって 紫外線 X 線の 放射、 電流の 刺戟、 特殊 化學成 

分の 過剩 或は 缺乏と 云った やうな ものに 相當 する 環境の 變 化の 爲に 特に 或 時代に 於て 急激に 促進 

される であらう と いふ こと は 寧ろ 當然 のこと、 思 はれる。 

現代 俳句 の 新型 式 を 生んだ 原因と なる もの は多樣 で あら う。 拙劣な 譬喩 を かりて 云へ ば外國 の 

色々 な 詩形から 放散す る 「輻射線」 の 刺戟 も あるで あらう し、 マルキシズムの 注 人に よって 周圍 

の 媒質の 「酸度」 に 變更を 生じた 爲も あらう し、 又 一般 文化の 進歩の 爲に 思想の 內 容が豐 富複雜 

になった 爲に 一種の 「渗 透壓」 が增 大して 傳統 詩形の 外 膜 を 押し 擴げ ようとす る 力が 働いた 爲も 

あるか も 知れない。 
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兎に角、 かう いふ 風に 考 へて 來 ると 現在の 色 々様々 な 新型 式の 中には 或は 將來の 新種と して 固 一 

定 し存繽 する 資格 を もった ものが あるか も 知れない し、 又 その 中の 多く は 自然淘汰で 一 代 限りに； 

死滅すべき 運命 を もって 居る かも 知れない。 併し、 現在の 吾々 の 知識で 此 等の 中の どれが 永存し 一 

どれが 死滅す ベ きか を豫 測す る こと は 中々 容：^ な ことで はない。 寧ろ 冷 靜な觀 察 者と なって 自然- 

の選擇 淘汰の 手捌き を 熟視す る 外 はない やうに も 思 はれる ので ある。  一 

併し、 こ、 で 一 つ 問題が 起る。 それ は、 かう いふ 變異の 各 相の 中に 未来の 好適 種の 可能性が 存： 

すると すれば、 吾々 は 寧ろ この 際出来る 限りの 型式の ヴ H リヱ ー ショ ンを盡 して 選良 候補者の スー 

トツ クを豐 富に して、 それ 等 を 生存 競爭の 闘技場に 遠り 込む の も 時宜に 適する もので はない か、 

とい ふこと である。 

如何に オリ ヂナル な變異 の 產 物で も當代 の 多數の 觀賞 者が 見て ちっとも 面白くなかったり、 獨ー 

り 合點で 意味の 分らない やうな もの は、 わざ/ r 勦 絕に骨 を 折らなくても 當 代の 環境で 榮 える 害： 

はないで あらう。 全く 死滅し ない 迄 も 山椒魚 か 鴨の嘴の やうな 珍奇な 存在と して かすかな 生存 を 一 

つ t ける に過ぎない であらう。 その代り 又、 一寸見る と變 なやう でも 讀んで 居る うちに 段々 面. 0! 

くな つて 來る やうな ものが あれば、 誰が 何と 批評し ようが 自然に 讚美 者の 數を增 してく るで あら； 
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う。 それで、 志の ある 人 は 何の 遠慮 もな く、 ありと あらゆる 新型 式 を 工夫して 淘汰の ァ レナに 投 

出す 方が い  >譯 であらう と 思 はれる。 

かう いふ 風に 考 へて 來 ると、 或 一 人が 創 成した 新型 式 を 其の 創 成 者 自身が 唯 一 絡對の もので あ 

るかの 如く 固執して ゐ るのに 對 する、 局外者の 批判の 態度の 自ら 定まって 來る であらう と 思 はれ 

る 0  . 

新型 式 中で も 最も 思 切った 新型 式と して は、 モザ イツ クの やうな 表象 を 漢字 交りで 並-? た テキ 

ストに、 その テキストと は 大分 懸け離れた ルビ— を 並立 させた ものが ある。 これ 等になる ともう 

單に 俳句と しての 型式 だけの 變異 ではなくて、 詩と いふ もの、 本質に 關 する 變異 である。 音と し 

ての 一一 一一 n 語の 時間 的 構成で なく、 視 覺に訴 へる 文字と しての 言語の 幾何 學的 構成 だからで ある。 こ 

れも 面白い 試みで あらう が、 どうせ こ、 迄來る 位なら、 いっその こと、 もう 一歩 進んで、 例へば 

碁盤 目に 雜 多の 表象 を 配列して ク p スヮ— ド. パ ズ ルの やうな もの を 作る とか、 或は 六面體 八面 

體 十一 一面 體の面 ゃ稜に 字句 を 配 量して それ をぐ る./ \ 廻轉 すると かいふ 處迄 行って はどう かと 思 

ふので ある。 さう いふ ものが この 方面の 行く先き であり ュ —ト ピアで あるか も 知れない。 

さう いふ、 現在の 吾々 に は 夢の やうな 不思議な 詩形が 出 来る日が 到着した として、 そのと きに 


607 


現在の 十七 字 定型の 運命 はどうなる であらう か。 自分の 見る ところでは、 多分 その 日に なっても 

十七 字 俳句 は 矢 張存繽 する であらう と 思 はれる。 生物の 進化で 考 へて 見る と、 猿 や 人間が 榮 える 

時代に なっても 魚 は 水に 鳥 は 空に 夥しく 繁殖して 中々 種は盡 きさう もない。 それに は 矢 張 それ だ 

けの 理由が あるから である。 藝 術の 方で 考へ て 見ても 猶更 のこと 一 時 は 新しい ものが 古い もの を 

掩蔽す る やうに 見えても、 その 影から 叉 一番 古い ものが 復活して くる。 古くから あつたと いふ 事 

實の 裏に は 時の 試煉に 堪 へて 長く 存續す ベ き 理 由條 件が 具備し てゐ ると いふ 實證 が印銘 されて ゐ 

るからで ある。 

以 上 は 新型 式 の 勃與 に 惰眠 を覺 された 懶翁 の 未だ 覺め 切ら ぬ 眼 を こすりな がらの 感想 を 直寫し 

たま、 である。 敢て讀 者の 叱正 を 祈る 次第で ある。 (昭和 九 年 十一月、 俳句 研究) 
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祌賴ツ ） 句 俳 


俳句の 精神 


一 俳句の 成立と 必然性 

五 七 五の 定型と、 季題 及 切 字の 插 入と いふ 制約に よって 規定され た從來 普通の 意味での 俳句 或 

は發 句の 所謂 歷 史的の 起原 沿革に 就いては、 多分 さう いふ 方面に 詳しい 專門 家が 別項で 述べ 盡さ 

れる こと" 思 ふから、 此處で 自分な どが 素人く さい 蛇足 を 添へ る 必要 はないで あらう。 汫し自 人 r, 

力 以下に 試みに 隨筆 的に 述べ て 見たい と 思 ふ 自己流の 俳句 觀の はしがきの やうな 意味で、 矢張自 

已 流の 俳句 源流 說を 略記して 一 つに は 初心 讀 者の 參考に 供し、 又 一 つに は 先輩 諸家の 批評 を 仰ぎ 

度い と 思 ふので ある。 

俳句の 十七 字 詩形 を歷 史的に 遍 つて 行く と 「俳諧の 發句」 を 通して 「連歌の 發 句」 こ 達し、 そ 
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こで 明白な 一つの 泉の 源 頭に 行き着く。 これ は 周知の ことで ある。 

JOT し、 河の 流れ を 遡って 深い 谷間の 岩の 割目に 源泉 を發 見し た 場合に 所謂 源泉 の 探究 は それで 

終了した としても、 吾々 は その 泉の 水が 決して 突然 其處で 無から 創造され たも 〇で はなくて、 更 

に 深く 地下の 闇の 中に その 出 所 を 追究す る ことが 出来る とい ふこと を 知つ てゐ る。 それと 同じ や 

うに 吾々 は 叉 俳：^ とい ふ もの 、中に 流れて ゐる 俳句 的 精神と 云った やうな もの 、源泉 を、 その 詩 

型の 底に 潜り込んで 追究して 行く と、 その 水脈の やうな もの は 意外に 廣く 遠い 處に根 を 引いて ゐ 

るのに 氣が 付く であらう し 例へば 萬 葉 や 古事記の 歌で も 源氏 や 枕 草子の やうな 讀物 でも、 もし そ 

のつ もりで 探せば それ 等の 中に ある 俳句 的 要素と でも 名づ けられる やうな もの を 拾 ひ 出す こと は 

決して それ 程 困難で は あるまい と 思 はれる。 

此處で 自分が 假 りに 俳句 的 要素と か 云 ふ 名前で 呼んで ゐる もの は 何で あるかと いふと、 それ は 

古来の 日本人が 自然に 對 する 特殊な 見方と 態度 を 指して 云 ふので ある。 

日本人の 對 自然 觀が 外國人 就中 西洋人な どの それと 比較して 如何なる 特徵を もって ゐ るかと い 

ふこと に 就いては 最近に 他の 場所で 稍 詳しく述べ たから (本 全集 第五 卷 「日本人の 自然 觀 J 參 照)、 玆 

では 詳細の 解說は 省略す るが、 その 要 點を搔 摘んで 云つ て 見る と 次の やうな ものである。 
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日本人 は 西洋人の やうに 自然と 人間と を 別々 に 切 離して 對 立させる とい ふ 云 はに 物質 科學 的の 

態度 をと る 代りに、 人間と 自然と を 一 緖 にして それ を 一 つ の 全 機 的な 有機 體と 見ようと する 傾向 

を 多分に もつ てゐる やうに 見える C. 少し 言葉 を變へ て 云つ て 見れば、 西洋人 は 自然と いふ もの を 

道具 か 品物 かの やうに 心得え てゐ るの に對 して、 日本人 は 自然 を 自分に 親し い 兄弟 か 或は 寧ろ 自 

分のから だの 一部の やうに 思って ゐる とも 云 はれる。 又 別の 云 ひ 方 を すれば 西洋人 は 自然 を 征服 

しょうとして ゐ るが、 從來の 日本人 は 自然に 同化し、 順應 しょうとして 來た とも 云 はれな く はな 

い。 極めて 卑近の 一 例 を 引いて 見れば、 庭園の 作り方で も 一 方で は 幾何 學 的の 設計 圖 によって 草 

木 花 丹 を 配列す るのに、 他方で は 天然の 山水の 姿 を 身邊に 招致しょう とする。 

この 自然 觀の 相違が 一 方で は 科 學を發 達させ、 他方で は 俳句と いふ 極めて 特異な 詩を發 達させ 

たと も 云 はれな く はない。 これ は 一見 甚 しく 奇 拔な對 比の やうに 聞こえる であらう が、 併し 自分 

が 以下に 述べん とする 諸點を 正當に 理解され る讀 者に とって はかう した 一 見 奇怪な 見方が 決して 

奇怪で ない こと を諫 解され るで あらう と 思 はれる。 

日本人の かう した 自然 觀 がどうして 成立した かとい ふ 起原と 理由に つ いて は 前に 引用した 他の 

場所で 稍 詳しく 說 明して あるから、 こ \ では それ は 略す る こと、 して、 こ、 では この 日本人 固有 
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の 自然 觀の 特異性が 如何なる 形で 俳 一.？ とい ふ 詩形の 中に 現 はれて 來 るか を 說 明して 見ようと 思 ふ o 

從來 俳句 に 就いて 客觀と 主觀と いふ ことが 問題になる ことが 屢-、 あった。 この. 1? は 純客觀 の 句 

であると か、 あの 句 は 主觀の 句で あると かいふ やうな 批判 を 耳に する ことがある。 便 {且 上 かう い 

ふ 言葉 を 使つ て 俳句の 分類 をす るの も 別に 大した 不都合 はない かも 知れない が、 自分の 考へ てゐ 

る やうな 日本人の 自然 觀を 土臺 にす る 立場から 見れば、 かう した 言葉 は 可也 無意味な ものに なつ 

て來 る。 何故かと 云へば 人間と 自然と を 切 離して 對立 させない 限り、 主と 客との 對立 的の 差別 は 

なくなつ てし まふから である。 

一例と して 「荒海 や 佐 渡に 横た ふ 天の川」 とい ふ 句 をと つて 考 へて 見る。 西洋人 流の 科學 的な 

態度から 見た 客 觀的寫 生 的描寫 だと 思って 見れば、 これ は實 につまらない 短 かい 記載 的な セ ンテ 

ンス である。 最も 有利な 見方 をしても 結局 一 枚の 水 彩畫の 內容の 最も 簡單 なる 說明 書き 以外の 何 

物で も あり 得ないで あらう。 それ だのに 此 句が 多くの 日本人に とって 異常に 美しい 「詩」 であり 

得る の は 一 體 どうい ふ譯 であらう か。 此 句の 表面に は 現 はな 主觀は 極めて 稀薄で ある。 「横た ふ」 

とい ふ 言葉 に 僅かな 主 觀の句 ひを感 する 位で ある 。それ だのに 吾々 は 此.： T によって 限り無 き 情緒 

の 活動 を 喚起され る は 何故 であらう か C 


神精ゾ ^ 句 俳 


吾々 にと つ て は 一 荒海 二 は單に 航海 學敎科 書に 於け る 如き 波高く 舟行に 危險 なる 海面で はない „ 

四面に 海を繞 らす大 八洲 國に數 千年 住み着いた 民族の 遠い 祖先からの 數 限り もない 海の幸と 海の 

禍 との 記憶で 彩られた 無始 無 終の： 卷物 である。 さう して この 荒海 は 一 面に 於て は 吾々 .の 眼前に 

展開す る 客觀の 荒海で も あると 同時 に 又 吾々 の 頭腦を 通し て あらゆる 過去 の 日本人 の 心にまで 擴 

がり 連なる 主觀の 荒海で も あるので ある。 一. 大海に 島 も あらな くに 海 15^ のた ゆた ふ浪に 立てる 白 

雲」 とい ふ 萬 葉の 歌に 現 はれた  一.^ 海」 の 水 は 叉爾來 千年の 歳月 を 通 L てこの 色蕉 翁の 一， 荒海」 

とつな がつ てゐ ると も 云 はれる G 

勿論 西洋に も 荒海と 略 同義の 言葉 は ある C 又 その 言葉が 多數の 西洋人に 色々 の 聯想 を 呼び出す 

力 を もつ てゐる こと も事實 であるし 併し それ 等の 聯想 は 恐らく 多く は 現實的 功利的の もので あら 

う。 又もし それが 夢幻 的 さ 想 的で あると しても、 日本人の それの やうに 濃厚に 壓 縮され たさう し 

て 全 園：：^ に 共通 で 固有な 民族的 記憶で 彩ら れ たもので は 恐らく あり 得ないで あらう と 思 はれる。 

佐 渡 一 でも 一天の 河 二 でも 同樣 である C ー體に 俳句の 季題と 名づ けられた あらゆる 言葉が さ 

うで ある： 「春雨」 一. 秋風〒 VI いふ やうな 言葉 は、 日本人に 取つ て は 決して 單 なる 氣象畢 上の 術語 

ではなくて、 それ/ i\ 莫大な 空間と 時間との 間に 擴 がる 無限の 事象と それにつ ながる 人間の肉 體 


613 


並に 精神の 活動の 種々 相 を 極度に 壓 縮し、 煎じ詰めた H ッ センスで ある。 ヌ それ 等の  一一 一一 n 葉 を 耳に 

聞き 眼に 見る ことによって、 その 中に 壓縮 された 內容を 一度に 呼び出し、 出現させる 文の 役目 

をつ とめる ものである。 さう いふ 意味での 「象 徵，」 なので ある。 

かう い ふ 不思議な 魔術がなかった としたら 俳！^ と い ふ， 十七 字 詩 は 畢竟 或る 無理解な 西洋人の 云 

つた やうに それ-^ 一  つの 畫の 題目の やうな ものに なって しま ふ。 

この 魔術が どうして 可能に なった か、 その 理由 は大體 二つに 分けて 考 へる ことが 出來 る。 一つ 

は旣に 述べた 通り、 日本人の 自然 觀の 特異性に よるので ある。 一と 口に 云へば 自然の 風物に 吾々 

の 主觀的 生活 を 化合 させ 吸着 さ せて 自然と 人間との 化合物 乃至 膠質 物 を 作る と い ふ 可能性で ある- 

これがなかったら この 魔術 は無效 である。 併し これ だけの 理由で はま だ 不充分で ある。 もう 一 つ 

の 重大な 理由と 思 はれる の は 日本 古 來の短 かい 定型詩の 存在と その 流行に よって この 上述の 魔術 

に對 する 吾々 の 感受性が 養 はれて 來 たこと である。 換言すれば 吾々 が、 永い 修業に よって 「象徵 

國の國 語」 に 習熟して 來 たせ ゐ である。  . 

ステ ファン . マラルメ は 佛國の 抒情詩 を 溺らす 「雄 辯」 を 排斥した。 彼 は 散文で は 現 はされ な 

いもの だけ を 詩の 素 村と すべき だと 考 へた。 さう して 「ホ— マ ー のお かげで 詩は撗 道に 迷 込んで 
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しまった。 ホ ー マ ー 以前の オル フ イズム こそ 正し い 詩の 道 だ」 と 云った さう である。 

この 所 說の當 否は别 問題と して、 この 人の 云 ふ 意味での 正し い 詩の 典型と なる ベ きものが 日本 

の 和歌 や 俳句で あらう。 雄 辯な 饒 さは 散文に 任して 眞に 詩ら しい 詩 を 求めたい とい ふ、 さう いふ 

精神に 適合す る ものが 正に かう した 短詩 形で あらう。 この 意味で 叉 日本 各地の 民謠 など もこの 所 

謂 オルフ イズム の 圈內に 入り込む ものである かもしれ な い。 

詩形が 短 かい、 言葉 數の 少ない 結果と して その 中に 含まれた 言葉の 感覺の 強度が 強められる。 

同時に その 言葉の 內容が 特殊な 分化と 限定 を 受ける。 その 分化され 限定され た 內容が 詩形に 附隨 

して 傳統 化し 固定す る 傾向 を もつ の は 自然の 勢で ある。 さらば こそ 萬 葉. fc 今の 語彙 は 大正 昭和の 

今日 それ を 短歌 俳句に 用 ゐても その 內容に 於て 古來の それとの 聯關を 失 はない の である。 叉 それ 

故 に それ 等の 語彙が 民族的 遺傳 とし ての 聯想に 點火 する 能力 を もって ゐ るので ある。 

併し 又 これ 等の 語彙の 意義 內容は 一 方で は 進化し 發展 しつ \ 時代に 適應 する だけの 彈性を もつ 

てゐ る。 「春雨」 は ビルディング 街に 煙り 「秋風」 は 飛行機の 翼を拂 ふだけ の 包容 性 を 失 はない 

ので ある。 

かう 考 へて 來 ると、 和歌と 俳句 は 純粹な 短詩の 精神 を 徹底的に 突きつ めた もので あり、 又 その 
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點で 和歌よりも 俳句の 方が 一 層 極度 迄 突きつ めた もの だとい ふこと になる ので ある。 

俳句に 於け る 季題の 重耍 性と いふ こと も 同じ 立場から おの づ から 明白で あらう。 限定され、 そ 

の 爲に强 度 を 高められた 電氣 火花の 如き 效果を もって 聯想の 燃料に 點火 する 役目 をつ とめる のが 

これ 等の 季題と 稱 する 若干の 語彙で ある。  . 

有限な 語彙の 限定 は 形式の 限定と 同様 往々 俳句と いふ もの 、活動の 天地 を 限定す るかの やうな 

錯覺を 起させる。 近頃 色々 の 無定形 無 李 題 短詩の 試みが あるの は 多く はこの 錯覺 によるの ではな 

いかと 想像され る。 併し 人 問と 化合した 有機的の 「春雨」 「秋風」 は その 言葉の 外形 は不變 であつ 

て も、 その 內容は 人間 社會 と共に 進化の 歩み を 止める こと はない。 人間と その 社會が 新しく なれ 

ば、 一緒に 新しくな つて 行く ものである。 詩形に 就いても 同様の 事が 云 はれる。 人體の 解剖 學的 

構造 は 一 一千 年 前の 先祖と， 殆ど 同じで も 人間の 思想 は 決して 同じ 處に 止まって ゐな いので ある。 そ 

れと 同じ やうに、 詩形 は 固定して ゐても それに 盛らる \ 精神的 內容 は. いくらでも 進化し 得る ので 

ある 

十七 字の パ ー ミュテ ー ショ ン、 コム ビネ— ショ ンが 有限で あるから 俳句の 數に 限りが あると い 

ふやうな こと を 云 ふ 人 も あるが、 それ は 多分 數學と い ふ もの を 習 ひ 損ねた かと 思 はれる やうな 人 
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達の 唱 へる 俗說 である。 少 くも 人間の 思想が 進化し 新しい 觀念ゃ 概念が 絶えす 導 人され， 又 人間 

の 智惠が 進歩して 新しい 事物が 絕 えす 供給され て ゐる間 は 新し い 俳句の 種の 盡 きる 心配 は 決して 

ないで あらう。 

話が 少し 横道に それて しまったが、 玆で云 はんとし たこと は、 俳句が 最短の 詩形で あるが 爲に、 

そ の 語彙 の 中 に 聯想と 暗示 の 極度な 壓 縮が 必要 であると いふ こと、 それから 叉 さう い ふ壓 縮が 可 

能と なる 爲の 基礎 條件 として 日本人の やうな 特異な 自然 觀が 必要で ある こと、 なほ その上に 環境 

條件 として 古来の 短詩 形の 傳習 によって 壓 縮が 完成され、 さう して 出来 上った 語彙の 象 徵的效 力 

がそ れん、 に 分化 限定され たこと、 それ 等の 條 件が 具備して、 そこで はじめて 俳句と いふ 世界に 

類のない 詩が 成立した と いふ ことで ある。 

以上 は 俳句の 內 容に關 する ことであった がその 五 七 五の 定型に 就いても その 成立が 決して 偶然 

でな いこと は 次の 所說 から 理解され ようかと 思 ふ。 

ジュ ー ル. ロマンと いふ 人が、 フランス 人の 作った 所謂 ハイ カイ を 批評した 言葉の 中に 大凡 次 

の やうな 意味の 苦言が ある。 「俳句の 價値は 凡ての 固定 形の 詩の 場合と 同樣に 詩形の 固定して ゐ 

る こと、 形式 を 規定す る 制約の 嚴 重な ことに 存 して ゐる。 かって 佛國に ソン ネット 詩形 を 取 入れ 
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たと き、 多少 この 詩形の 規則 を 外れた やうな もの を 作った もの もあって、 いかもの 极 ひに された 

ことで あつたが、 それでも その 規則 は づれの 自由 さは ほんの 僅かの 程度の ものであった。 然るに 

フランスの ハ イカ ィは 成程 三つの 詩句で 出 來てゐ ると いふ だけ は 日本の に 習って ゐ るが、 一句の 

長さに は 何の 制限 もない し、 三 句の 終りの 語呂の 關係 にも 頓着し ない。 それで は 云 は 多少 氣の 

利いた ノ ー ト . ド. カルネ— (手帳の 覺 書き) 位に はなる かも 知れない が、 伸し 日本 俳句の カ强 

さも、 振動 性 も 擴張性 もない」 とい ふので ある。 外國 人の 所說 として は 面白い ものと 思 はれる。 

實際短 かい 詩に 定型がなかったら 「手帳の 覺書 き」 とれ 區^ はっきに くい。 併し 「古池に 蛙が 

飛込んで 水 音が した」 が 何故 散文で 、「古池 や 蛙 飛込む 水の 音」 が 何故 詩で あるか。 それ は 無定形 

と 定形との 相違で ある。 然 らば 前者の 五、 九、 七 を 一 つの 異なる 定型と して は 何故い けない か。 

この 疑問に 答へ るに は 日本に 於け る 五 七 調の 成立と、 その 必然性と を考 へなければ ならない。 

どうして 日本に 五、 七 或は 七、 五の 律動が 普遍 化した かとい ふこと は 六 かしい 問題で ある。 今 

の處 明白な 說明は 出来さう もない。 私見に よると 恐らく これ は 四拍子の 音 樂的拍 節に 語句 を 配し 

つ \ 語句 と 語句 と の 間に 適當な 休止 を鹽 梅す る 際に 自然に 出來上 つた 口 調から 發生 した もので は 

ないかと 想像され るので あるが、 これに 就いては 刖 の機會 に詳說 する こと、 して、 こ \ では 鬼 も 
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角 さう して 出来た 五 七 又 七五調が 古来の 日本語に 何 かしら 特に 適應 する やうな 樂律的 性質 を內藏 

して ゐる とい ふこ とを假 令演鐸 する こと は 困難で も、 眼前の 事實 から 歸納 する ことが 出来れば そ 

れで少 くも この 場 限りの 目的に は 十分で あらう と 思 はれる。 

古事記な どの 古い 部分に 現 はれた 色々 の 歌で は 未だ 七 五の 形 は 決定して ゐ ないで、 色々 の字數 

の 句が 錯雑して ゐる。 さう して その 錯雜 した 中に 七 五 或は 五 七の 胚芽の やうな ものが 到處 に散點 

して ゐる ことが 認められる C それが 何時と はなしに 自然淘汰の 篩に でも かけられ たかの やうに 色 

色な 異分子が 取 除かれて 五と 七と いふ 字数の 交互 的 連續に 移って 行って ゐる。 かう いふ 現象 は 決 

して 權勢 の 力 ゃ金錢 の 力 で 招致す る ことの 出來な いものであって、 矢 張 進化論 的 の 意味で の 自然 

淘汰、 適者生存の 理 による もので あらう と 思 はれる。 この 七 五、 叉 五 七 は單に 和歌の 形式の 骨豁 

となった のみ ならす 色 々 な歌謠 俗曲 にまで 浸潤し て 行って ありと あらゆる 日本の 詩の 領分 を 征服 

し、 さう して 凡ての 他の 可能なる もの を驅逐 し、 排除して しまって ゐる。 これ は 一 つ の 大きな 

「事 實」 である。 さう だと すれば、 これ だけの 强 勢な 傳播と 感染の 能力 を 享有す る 七 五の 定數に 

は 矢 張 さうな る だけの 內在的 理由が あると 考へ るより 外に 途 はないで あらう と 思 はれる。 

要するに 七 五の 定數律 は 人の こしら へ たもので はなくて、 獨 りで 生まれ 獨 りで 生長して 來 たも 
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の である。 それで 今遽 に人爲 的に これ を 破壞し 棄却しょう としても さう 急速に は 意の ま、 にな 

ないで あらう と考 へられる。 これ は 理窟ではなくて 事實 なので ある。 

次に は 俳句が 七 五 七でなくて 五 七 五で あるの はどうい ふ譯 かとい ふ 疑問が 起こる。 和歌の 上の 

句と 同 刑.； だからと いふの も 一 つの 說 明に はなる が、 それと は獨 立に も 五 七 五の 方が 短詩の 形式と 

して 優れて ゐ ると 思 はれる 理由 もな く はな い C 初 五が 短 かい 爲に その あとで 一 寸 した 休止の 氣味 

があって 內 省と 玩味の 餘 裕を與 へ、 次に 來る もの へ の豫想 を醱陣 させる だけの 猶豫を 可能に する" 

屮七は 初 五で 提出され た 問題の 發展 であり 解答で あるので 長さき 要求す る。 最後の 五 は 結尾で あ 

. つて、 しかも その あとに 餘 韻の 暗示 を與 へ、 又もう 一遍 初 五 を ふり 返へ つてもう 一遍 詠み 直 ほす 

とい ふ 心 持 を 誘致す る爲に は、 短 かい 方が 有效 であるかと 思 はれる。 これ は 或は 多少 牽強 附會の 

說と 昆られ るか も 知れない が^し 鬼に 角 一 應 かう いふ 說も 立て 得られる とい ふこと は事實 であら 

うと 思 はれる。 

次に 一切れ 字」 とい ふ もの 、意義に 就いては 旣に 他の 場所 (本 卷五七 ー頁參 照) で解說 した ことが 

あるから 玆には 略す るが、 これ も 要するに 決して 偶然な もので もな く、 人工的の もので もな く 極 

めて 自然で 必然な 短詩の 制約の 一 つと して 見るべき ものである。 
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以上 私 は 俳句の 形式の 必然性に 就いて 可也く ど/ \ しく 述べ て來 たやう であるが、 さう したわ 

け は 私の 考 では 俳句の 精神と 云った やうな もの は 俳句の この 形式 を 離れて は 存立し 難い ものと 考 

へる からで ある。 その 精神と は どんな もの か、 それに 就いては 章 を 改めて 述べて 見たい と 思 ふ。 

二 俳句の 精神と をの 修得の 反應 

この 講座の 編輯 者から 私 は 「俳句の 精神 一 とい ふ 課題 を 授けられた C この 精神と は 何 を 意味す 

るか 私に はよ く 分らない。 多分 一 わび」 とか 「さびし をり. 一 とか 「風流」 とかい ふことの 解說を 

要求され てゐる ことかと も 思 はれた。 併し、 さう いふ 題目に ついては 從來 多くの 先輩の 各方 面 か 

らの 所論 や 說述が あり、 私自身に も旣に 色々 な 場所で 繰返して 私見 を 述べ て來 たこと であるから、 

今更に 又 同じ こと を 繰返したくない やうな 氣 がする。 それで 玆 では 寧ろ 少しち がった 角度から こ 

の 問題 を考へ て 見たい と 思 ふ。 

前に 述べた やうに 俳句と いふ もの \ 成立の 基礎 條件 になる もの が 日本人 固有 の 自然 觀 の 特異性 

であると すると、 俳句の 精神と いふの も 畢竟 はこの 特異な 自然 觀の 詩的 表現 以外の 何物で も あり 

得ない かと 思 はれて 來る。  . 
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日本人の 自然 觀は 同時に 又 日本人の 人世 觀 であると いふ こと も旣に 述べ た 通りで ある。 「春雨」 

一秋 虱 一は 日本人に は 直ちに 叉 人生の ー斷 面であって、 それ は 又 一方で 不易で あると 同時に、 又 

一方で は 流行 0 諸相で も ある。 「實」 であると 同時に 「虚. 一 である。 一春 雨 や 蜂の 巢 つた ふ屋ね 

の 禱」 を 例に とって 見よう。 これ は 表面上 は 純粹な 客觀的 事象の 記述に 過ぎない" 併し 少 くも 俳 

句を择 する 日本人に とって は、 この 句 は 非常に 肉感的で ある。 吾々 の 心の 皮膚 は 可也 鋭い 冷濕の 

觸感を 感じ、 吾々 の 心の 鼻 は 黴 や 煤の 臭氣に 咽せ る。 その やうな 官能の 刺戟 を 通じて、 吾々 祖先 

以来の あらゆる 佬 しく 淋しい 生活の：^ 族 的 記憶が 喚び 醒 されて 来る C 同時に 又 一般的な 「春雨」 

の 何 處か華 かに 明るく 又媚 めかし ぃ雾圍 氣と對 照され てこの 雨 漏の 侘し さが 一 層强 調され る。 一 

方で は 又 この 「蜂の 巢」 の 雨に 濡れ そぼち た 姿が はっきりした 注意の 焦點 をな して 全 句の 感じ を 

強調して ゐ る。 この 句 を 詠んだ i 巴蕉は 人間で あると 同時に、 叉 この 蜂の 巢の 主の 蜂で もあった の 

である。 

この J!- うに 自然と 人間との 交涉を 通じて 自然 を 自己 の內 部に 投射し、 又 自己 を 自然 の 表面に 映 

寫 して、 さう して 更にち がった 一 段 高い 自己の 眼で その 關係 を靜觀 する ので ある。 

かう いふ ことが 出來 ると いふの が 日本人な ので ある。 
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かう いふ 風な 立場から 見れば 「花鳥 諷 詠」 とか 「實 相觀 人」 とか r 寫生」 とか 「眞實 一 とかい 

ふやうな 色々 なモ ッ ト— も 皆 一 つ のことの 色々 な 面 を 云 ひ 現 はす 言葉の やうに 思 はれて 來 るので 

ある。 

短歌 も 矢 張 日本人の 短詩で ある 以上 その 中には 俳句に 於け る 如き 自然と 人間の 有機的 結合から 

生じた 象徵 的な 諷 詠の 要素 を 多分に 含んだ もの も 甚だ 多い ので あるが、 ^し 俳句と 比較す ると、 

和歌の 方に はどうしても 象徵 的で あるより もより 多く 直接法な 主觀的 情緒の 表現が 鮮明に 濃厚に 

露出して ゐる ものが 多い こと は 否定し 難い 事實 である。 さう した 短歌の 中の 主 觀の主 は卽ち 作者 

自身であって、 作者 は その 作の 中に その 全人格 を沒 人した 觀が あるの が 普通で ある。 併し 俳句が 

短歌と ちが ふと 思 はれる 點は、 上に も 述べた やうに 花鳥風月と 合體 した 作者 自身 をもう 一 段 高い 

地位に 立った 第一 一の 自分が 客觀し 認識して ゐる やうな ところが ある。 「山路 來て 何やら ゆかし 董 

草」 でも、 董と 人と が 互に ゆかしが つて ゐ るの を 傍から もう 一人の 自分が 靜に 眺めて ゐる やうな 

趣が 自分に は 感ぜられる。 

短歌と 俳句との 精神と い ふか 或は 態度と い ふか、 兎に角 その 內容 に對 する 作者 自己の 關 係の 兩 

者 に 於け る 相違 を强 ひて 求^て 見る と、 その 相違が 主として 上記の 點に係 はって ゐる樣 に 思 はれ 
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る。 この 様な 差別の 起った 一つの 原因 は、 俳句の 詩形が 極度に 短 かくな つた 爲に、 もし 直接な 主 

觀を 盛らう とすると、 その 爲に 象徵 的な 景物の 人れ 場が なくなって しま ふので、 その 方 を 割愛し 

て象徵 的な ものに 席 を讓る やうに なり、 從っ て 作者の 人間 は 象徵の 中に 押し込まれ 自然と 有機的 

に 結合した 姿で 表現され るより 外に 仕方がなくなる。 其 結果と して 諷詠 者と しての 作者 は、 寧ろ 

讀 者と 同 水準に 立って、 その 象徵の 中に 含まれた 作者 自身 を 高所から 眺める やうな 形になる。 さ 

う 云った やうな 譯 ではない かと 思 はれる ので ある。 

この 事と 聯關 して 一寸 面白い 話が ある。 私の 知って ゐる或 歌人の 話で は その 知人の 歌人 中で 自 

殺した 人の 數が 可な り 大きな 百分率 を 示して ゐる。 俳人の 方 を 聞いて 見る と a 殺 者 は 極めて 稀 だ 

とい ふ。 勿論 これ は 僅少な 材料に ついての 統計で あるから、 一般に 適用され る 事 かどう か は 分ら 

ない が、 上述の 如き 和歌と 俳句との 自己に 對 する 關 係の 相 遂を考 へ 合 はして 見る と 面白い 事實で 

あらう かと 思 はれる。 如何なる 悲痛な 境遇で も それ を客觀 した 瞬間に は 最早 自分の 悲しみで はな 

い 0 

歌人と 俳人と では 或は 先天的に 體質、 從 つて それによ つて 支配され る 精神的 素質が ちがって ゐ 

るので はない かとい ふ 想像 さへ 起こし 得られる。 近頃 流行の 言葉 を 使へば、 體內 各種の ホルモン 


624 


祌 精の 句 俳 


の 分泌の バ ラ ン ス 如何が 俳人と 歌人と を 決定す るので はない かとい ふ氣 もす る。 これ は 然るべき 

生理 學 者の 研究題目 になり 得る ので はない かと 思 はれる。  " 

それ は いづれ にしても、 上述の.^ き 俳句に 於け る 作者の 自己の 特殊な 立場 は 必然の 結果と して 

俳句に 內省的 自己 批評 的 或は 哲學 的な 匂 ひを附 加す る。 「風流， 一 と 云 ひ 「さび 一 とい ふの も 畢竟 

は 自己 を 反省し 批評す る ことによって のみ 獲得し 得られる 「心の 自由」 があって、 はじめて 達し 

得られる 境地で あらう と 思 はれる。 

風流と かさび とかい ふ 言葉が 通例 消極的な 遁世 的な 意味に のみ 解釋 され、 使用され て來 た。 こ 

れ には感 史的に さうな るべ き 理由が あった。 卽ち佛 敎傳來 以後 今日 迄 日本 國 民の 間に 浸潤した 無 

常觀が 自然の 勢で 俳句の 中に も 浸透した からで ある。 併し 自分の 見る ところでは、 これ は 偶然の 

ことで あつ て 決して 俳句の 精神と 本質的に 聯關 して ゐる ものと は 思 はれない。 佛敎 的な 無常 觀か 

ら 解放され た 現代人に とって は、 積極的な 「風流/能動的な 「さび」 はいくら でも 可能で あると 

思 はれる。 日常 劇務に 忙殺される 社會 人が、 週末の 休暇に 凡て を 忘却して 高山に 登る 心の 自由 は 

風流で ある。 營 利に 急なる 財界の 闘士が、 早朝 忘我の 一 時間 を 菊の 手入れに 費やす は 一 種の 「さ 

び， 一 でない と は 云 はれない。 日常生活の 拘束から 吾々 の 心 を 自由の 竞 地に 解放して、 その 閒 にと 
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もす. れば 望ましき 內 省の 餘裕 を享樂 する の が 風流で あり、 飽く處 を 知ら ぬ 慾 望 を 節制し て 足る を 

知り 分に 安ん する こと を敎へ る 自己批判が さびの 眞髓 では あるまい. か。 

俳句 を 修業 するとい ふこと は、 以上の 見地から 考へ ると、 退嬰的な 無常 觀 への 逃避で もな けれ 

ば、 消極的な 諦ら めの 哲學の 演習で もな く、 又獨 りよが りの 自慰 的 御座 敷藝 でもない。 それ どこ 

ろか、 動もすれば 吾々 の 中の さもしい 小我の 爲に失 はれん とする 心の 自由 を 見失 はない やうに 監 

親 を 怠らな い 吾々 の 心の 眼の 鋭 さ を 訓練 するとい ふ 效果を もつ こと も 不可能で はな い。 

俳：？ の 修業 は その 過程と して 先づ 自然に 對 する 觐察 力の 練磨 を 要求す る。 俳句 を はじめる 迄 は 

さつば り氣 付かす に 居た 自然界の 美し さが 一 日 一 俳句に 人 門す ると 丸で 暗闇から 一 度に 飛 出して 

も來 たかの やうに 眼前に 展開され る。 今迄 どうして これに 氣が 付かなかった か 不思議に 思 はれる 

ので ある。 これが 修業の 第一課で ある。 併し 自然の 美し さを觀 察し 自覺 した だけで は 句 は 出來な 

い。 次に は その 眼前 の 景物 の 中から その 焦點 となり 象徵 となる ベ きも の を 選擇し 抽出す る ことが 

必要で ある。 これ は 最早 外側に 向けた 眼 だけで は 出来ない 仕事で ある。 自己と 外界との 有機的 關 

係を內 省す る ことによ つ て 始めて 可能になる。 

句の 表現 法 は、 言葉 やて に はの 問題ば かりでなくて 矢 張 自然 對 自己の 關 係の 如何なる 面 を 抽出 
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する かとい ふ選擇 法に 係 はる ものである。 

この やうな 選擇 過程 は 勿論 作者が 必 しも 意識して 遂行す る譯 ではない が、 併し さう いふ 選擇の 

能力 は 俳句の 修業に よって 次第に 熟達す る ことの 出来る 一 種 不思議な 批判と 認識の 能力で ある。 

かう いふ 能力の 獲得が 一 人の 人間の 精神的 所得と して、 さう 安直な 無價 値な もので あらう と は 思 

はれない ので ある。 

一 般 的に 云つ て 俳句で 苦勞 した 人の 文章に は 無駄が 少ない とい ふ 傾向が ある やうに 見える。 こ 

れは 普通 字句の 簡潔と か 用語の 選 擇の妥 當性 による ものと 解釋 される やうで あるが、 併し それよ 

り も 根本的な こと は、 書く 事の- r: 容の 取捨 選擇に 就いて 積まれた 修業の 效果 によるの ではな いか 

と 田 心 はれる。 俳句 を 作る 場合の 主なる 仕事 は 不用な もの を es: り 捨て 切り詰める こと だからで ある." 

かう いふ 風に 考 へて 來 ると、 俳句と いふ もの、 修業が、 決して 花が るた や 麻雀の 如き 遊戲 では 

なくて より 重大な 精神的 意義 を もつ ものであると いふ ことが 朧氣 ながら も 分かつ て來 る。 それと 

同時に 作 句と いふ ことが 決して さう 生易し い 仕事で はない ことが 想像され るで あらう と 思 はれる G 

徘 句の 修業 は 又 一 面に 於て は 日本人 固有の 民族的 精神の 智得 である。 本篇の 初めに 述べた やう 

に 俳句と いふ 特異な 詩形の 內容と 形式の 中に 日本 民族の 過去の 精神 生活の 殆ど 全部が コ ンデ ン ス 


627 


さ^ エキストラ クト されて ゐる。 これが 外國 人に 俳句の 分らない 理由で あると 同時に 日本 だけに 

俳句が 存在し 义 存在し なければ ならなかった 理由で ある。 同じ 理由から 俳句 を 研究す る こと は 日 

,p 人 を 研究す る ことで あり、 俳句 を 修業す る こと は 日本人ら しい 日本人になる 爲に、 必要で ない 

まで も 最も 有 效な敎 程で あり方 法で ある。 これ は 一 見 誇大な 言明の やうで あるが 實は必 しも 過言 

でない こと はこの 言葉の 意味 を 深く 玩味され る讀 者に は 自ら 明で あらう と 思 はれる。 

かう いふ 意味で 自分 は、 俳句の 亡びな い 限り 日本 は 亡びない と 思 ふ ものである。 

附  ^一一 一口 

以_ 上 は 自分の 自己流の 俳句 觀 である。 現代 俳壇の 亂 鬪場裡 に馳驅 して ゐられ る やうに 見える 闘 

士の卞 々が 俳句の 精神 を 如何なる ものと 考へ て 居られる か は 自分の 知らん と 欲して 未だよ く 失り 

悉す ことの 出来ない 處 である。 從 つて 上記の 如き は 俳壇の 諸家の 一 祭 を 博す るに も 足りない もの 

であらう が、 ^し 全然 畑 違 ひの デ ィ レツ タ ントの 放言 も 時に 何 かの 參考 になる こと も あらう かと 

思って、 唯 心の 赴く ま、 を 誌して 見た 次第で ある。 多忙と 微恙に 煩 はされ て 甚だ 纏まりの 惡ぃ隨 

筆に なって しまったの はせ 退憾 である。 (昭和 十 年 十 =-、 俳句 作法 講座- 
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歌の 口調が い 、とか 惡 いと かいふ 事の 標準が 普遍的に 定め 得られる もの かどう か、 此れ は 六 か 

し い 問題で ある。 此の 標準 は 時に より 人に より 隨分 まち/ \ であって 其の 中から 何等かの 方 則と 

云った やうな もの を 柚き 出す の は 容易な 事と は 思 はれない G 

； W し 個人的に は、 假令 それ は自覺 されない にしても、 何 かしら 自ら 一 定の 標準 を もって 吾て、 

それに 當 嵌めて 口調の 善し 惡し を區 別して 居る 事 だけ は 否定し 難い 事實 である。 

それで 若し 各個 人の 標準 を 分析 的に 研究して、 何等かの 形で 其の 要素と いった やうな もの を 柚 

出す る 事が 出来れば、 次に は 色々 の 個人の 要素 を 綜合して、 歸納 的に 稍 普遍な 方 則 を 求める 事が 

出来さう にも 思 はれる。 

口調と いふ もの、 最も 主要な 耍 素の 一 つ は 時間 的の リズムで あるが、 和歌 や 俳句の やうな もの 


では、 此れ は 形式 上の 約束から 旣に 或る 範圍內 に 規定され て 居る。 勿論 其 範圍內 でも、 例へば 七、 

五の 「七」 を 三と 四に 分ける か 一 一と 五に 分ける かとい ふやうな 自由が あるので 其 等の コ ム ビネ— 

ショ ン、 パ ー ミュ テ ー ショ ンで 可也 複雜 な變 化が 可能になる。 

併し、 此の 要素 は 最も 純粹 な音樂 的の 要素であって 此れ を 研究す るに は 勢 ひ 廣く音 樂ゃ又 あら 

ゆる 詩形 全體に 亙って 考 へる 事が 必要になる。 此れ は 中々 容易な 仕事で はない。 

次に 重要な 要素 は 何と 云っても 母音の 排列で ある。 勿論 子音の 排列 分布 も 可也 大切で は あるが、 

日本語の 特質の 上から どうしても 子音の 役割 は 母音 程 重大と は考 へられない。 此れが 露西亞 語と 

か獨逸 語と かであって 見れば 事柄 は餘 程ち がって 來 るが、 それでも 一 度び 歌謠 となって 現 はれる 

際に はどうしても 母音の 方の 重みが 勝つ。 況んゃ 日本語と なると 子音の 役目 は 餘程輕 くなる と 云 

つても 差しつ かへ はない。 

母音の 重要な とい ふ 事に は 根本的な 理由が ある。 一 體 口調の 惹起す 快感 情緒と いった やうな も 

の は何處 から 來 るかと いふと、 一 寸考 へた 處 では 音と なって 耳から 這 入る 韻感の 刺戟が 直接に 原 

因と なるやう に 思 はれる が、 實 は 音 を 出す 方の 口の 器官 の 運動 に 伴 ふ 筋肉 の 感覺を 通じ て 生す る 

ものである。 立 人った 理論 はぬ きにして、 試に 或る 一 つの 歌 を 一 遍聲を 立て \、 讀み 下した 後に、 
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調 口の 歌 


今後 は 口 をむ つと 力を入れて つぶって 默讀 して 見る とい、。 或は もっと 面白 いのは 口 を 思 ひ 切つ 

て あんと 開いて 默唱 して 見る とい、。 すると 折角の 歌の 口調が 消えて しまって r ム、、 、、一と 

か I ァ 、、、、一 とかい ふ 妙な ものに なって しま ふ。 そこで 今度 は聲を 立てないで 口 を 自由に 且 

つ 充分に 動かして 讀む眞 似 をして 見る と、 其の 歌の 口調の あらゆる 特徵が 驚く 程 鮮明に 頭に 響い 

て來 るので ある。 其 際 に 於け る 口の ま はりの 運動の 仕事の 大部分が 何 に 使 はれ るかと 思って 見る 

と、 それ は 各種の 母音に 適應 する やうに 口腔の 形と 大さ を變 化させる 爲に使 はれて 居る ので ある。 

そして かう いふ 聲を 出さす に 口 だけ 動かす 讀方 では 子音 を發 する に 必要な 細かい 調節 は餘程 省略 

されて 居る。 云ひ換 へて 見る と、 唯 母音 だけ を 出す 眞似を すれば 歌の 口調の 特徵が 可也よ く 分る 

ので ある。  • 

それで 若し 各種 母音に 相當 する 口腔の 形狀 大小 を 規定す る 若干の 數 量が 定められ X ば、 歌の 口 

調と いふ もの は此 等の 量 を 時間の 函數 として 與 へる 數 個の 方程式で 與 へられる ことになるので、 

從 つて 口調と いふ もの 、科學 的 研究が 鬼に 角 も 可能になる 譯 である。 

かう いふ 事 を 完全に 仕遂げる 事 は 中々 容易な 事で はない が、 さう いふ 方向へ の 第 一 歩と して、 

私 は 試に 次の やうな 事を考 へて 見た。 
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先 づ從來 の 例に ならって 母音 をィ ェ ァ ォゥの 順に 並べ る。 そして ィ から ゥに 至る 間に 脣は 順に 

前方に 突き出て 行く ものと する。 又脣の 開き はィ から ァ迄 增しァ から ゥ へ 向って 又 減す ると 假定 

する。 

今脣の 前後の 方向の 位置 を ェで表 はし、 脣の 開き を Y で 表 はすと すると、 イエ ァォゥ と 順に 發 

音す る 場合に xr で 表 はされ る 直角 坐 標圖の 上の 曲線 は ざっと 半圓 形の やうな ものになる。 次に 

xt^ の 面に 垂直な Z 軸の 方向に 時間 を 取る。 さう すると 色々 の 母音 を 順々 に發 音す る 狀況は 一 つ 

の { 全 間 直線と して 表 はされ る。 その 曲線 は 前に 云った 半 圓形を 基と した 半圓 筒の 面の 上 を あち こ 

ち 動きながら Z の 方向に 延びて 行く ので ある。 

實際 にかう い ふ空間曲線を作る事は：£^介 であるから、 其の 代りに 此の 曲線 を 面と rNl 面に 

投射した ものと 一 一つ を畫 いて 調べ る 外 はない ので ある。 

こんな やうな 考 へから、 私 は いつぞや 先づ 此の 面の 射影、 卽ち脣 の 出方の いろくと 變る 

方 だけ を 一 一三 十 首の 歌に つ いて 畫 いて 見た 事が ある。 手近な 歌集の 中から 口調の い、 と 思 ふのと、 

惡 いと 思 ふのと を 選り分けて、 各々 に相當 する 曲線 を畫 いて 見て： ゆ 者の 間に 何 か 著し い 特徴が 線 

の 上から 見える かと 思って 調べ て 見た。 何しろ 僅少な 材料で あるから 何事 も 確な 事 は 云 はれな い 
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Mii の默 


が、 唯 一 つ 二つ 氣の 付いた 事が ある。 

此の 曲線 は 上ったり 下ったり、 不規則な 波 狀を畫 いて 居る が、 此の 波の 一 つの 峯 から 次の 峯ま 

での 文字 數が 可也 廣ぃ範 圍內で 色々 に變 つて 居る。 此の やうな 波の 長さの 長いの が 多ければ 峯の 

數が少 く、 波が 短 かければ 峯の數 が 多くなる の は 勿論で ある。 

先づ 此の 波の 峯の 數を數 へて 見る と、 此の 數の餘 り 多い の ゃ餘り 少な いのは どうも 口調が 餘り 

よくな いらし く 田 心 はれる-り 

それから 波の 長さが 餘り 一 樣 なの もい けな いらし い。 

私の 調べた 中で ti 調の い、 と 思った の に は、 初めに 長い 波が つ ビ いて 終に 短い のが あるか 或は 

其の 反對 のが 多い やうであった" 

もっと 澤 山の 材料に つ いて 調べ て 見たい と 思った 切りで 其の儘に なって ゐ る。 

そしてもう 一 方 rNi 曲線の 方 は 丸で 手 をつ けないで しまったの である G 

もし 出来るならば、 多數の 歌人が 銘々 に 口調の い、 と 思 ふ 歌 を 百 首位 づ 、も 選んで、 其 等の 村 

料 を 一 纏めに して 統計的に 前述の 波數ゃ 波長の 分配 を 調べ て 見たら 何 かしら 多少 ものに なるやう 

な 結果が 得られ はしない かと 考へ るので ある。 
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比の やうな 研究 は 或は 實驗 心理 學 上の 一 つの 題目に ならない 事 もな ささう に 思 はれる。 或は も 

う 誰か 試みた 人が あるか も 知れない と 思 はれる。 

尤も 此ぅ いふ 研究が 假 に出來 上った とした 處で 多くの 歌人に は 何の 與味 もな い 事で は あるか も 

知れな いが、 併し 歌人に して 同時に 科學 者で ある やうな 人に 取って は少 くも 消閑の 仕事と して こ 

んな事 をつ 、 いて 見る の も 存外 面白い かも 知れな い。 

口調が よくても い 、歌と は 限らす、 口調が 惡 くても 其の 爲に 却って 妙味の ある 歌 も あるか も 知 

れな いが、 歌の 音樂的 要素 を 無視し ない 限り 口調の 研究 は 一 般の 歌人に も 無駄な 事で はないで あ 

らうと 田； 3 ふ。 

U 上 は 口調と い ふ 一 寸 つかま へ 處 のない やうな もの を 何とかして 系統的に 研究しょう とする 方 

法の 第一 歩 を 暗示す る もの だとして 見て 貰 はれ 、ば 仕 合せで ある。 (大正 十 一 年 三月、 朝の 光) 
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宇都 野さん の 歌 


或る 一 人の 歌人の lij^ を、 つ t けて 一 一三 十 も 讀んで 居る と、 自然に 其 作者の 顔が 浮んで 來 る。 併 

し 作者に よって その 顏が 非常に はっきり 出て 來 るのと、 さう でない のとが ある。 云 は 5 ^作者の， 

の 濃い と 薄い とが ある。 

作者の 本 當の顏 を 知って 居る 場合に は、 歌に よって 呼び出される 作者の 心像の 顏は 無論ち やん 

と 始めから 與 へられた ものである ，0 それに も拘ら す、 作者に よって は 其の 心像の 顔が 非常に 近く 

明瞭に 浮ぶ のと、 なんだか 遠い 處に ぼんやり 霞 を 隔て 、見る やうに 思 はれる と ある やうに 田； 3 ふ G 

場合によって その 作者の 顔が 出て 来ないで、 百 人 一 首の 中の 畫 像が 出て 來 たり 西洋の 詩人の 顏が 

出て 来たりす る 事 も ある。 どうかす ると 一 人の 作者の 顏が 男に なったり 女に なったり する 事 さへ 

も ある。  V 
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-: チ都 野さん の 歌に よって 私の 頭に 呼び出される 宇都 野さん の顏の 輪郭 は 非常に はっきりして 居 

る。 さう して 私の 眼前 五 尺と は 離れぬ 處に 見えて 居る やうな 氣 がする。 さう して それが 紛れ もな 

い 私の 知って 居る 宇都 野さん の 額で ある。 それで 私は此 人の 歌 を 讀んで 居る 時には、 作者と 對き 

合つ て 其聲を 聞いて 居る 時と 全く 同じ 心 持になる。 

影の 濃い とい ふの は、 ヴァイタリティ^ 强 いと 云 ふ 事 を 意味 するとす ると、 字 都 野さん の 歌に 

は强 い. ヴァ ィ タリ ティが 表現され て 居る ものと 思 はれる。 そして それ は餘 所から 借りて 來 たもの 

でなくて、 矢 張 作者 自身から 自然に 歌の 中に 流れ込ん だもの - やうに 見える C 

歌人に 病人が 多い のか 或は 病人に 歌 をよ む 人が 多い のか どうか、 事實は 分らない が、 私の 此れ 

迄 讀んだ 色々 の 歌人の 歌に よって 想像され る 作者の 健康 は 平均す ると 中 以下に なり さうな 氣 がす 

る。 し 宇都 野さん の 歌から 見た 作者 は、 どうしても 健康な 身體と 神經を もって 居る 人と しか 思 

はれな い。 さう 思 はせ る 或る ものが 此 作者の 歌の 何處 かに ある。 

歌から 見た 宇都 野さん はどう 見ても 世 を 捨てた 歌よ み專 門の 歌人でなくて、 此の 實社會 に 立ち 

働いて 戰 つて 居る 人の やうに 見える。 そして 負けじ魂と 强ぃ 腕の 乃で 波風 をし のいで 居る 人の や 

うに 見える。 强ぃ 人に も ゆ、 き 悲しみ 悶え は ある。 ^しそれ は 弱い もの、 それと は何處 かちが つた 
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駄 のん さ 野 都 宇 


シ ある。 

宇都 野さん の 歌の 昔 調に は 矢張自 からな 特徵が ある。 それ は 如何なる 點に存 する か 明白に 自覺 

し 得ない が、 矢 張子 音 母音の 反復 律動に 一種の 獨自の 方式が ある 爲と思 はれる。 鬼 も 角 も その 效 

果は此 作者の 歌に 特殊の 重味 をつ ける C どうかす ると 餘 りに 重く 堅 過ぎる やうに 私に は 思 はれる 

事 も あるが、 考 へて 見る と、 それ を 取り去って は 矢 張 作者の 影が 稀薄になる かと 思 ふ。 

宇都 野さん の 歌 はどう 見ても 大宮人の 歌で はな い、 何處 かしら 東夷と でも 云 ひ 度い やうな 處が 

あると 私 は 思 ふ。 其 點を私 は 面白い と 思 ふ。 そして さう いふ 處を もっと 出して 貰 ひ 度い やうな 氣 

がする G 

凡ての 歌人の 取材の 範圍ゃ 其れに 對 する 觀 照の 態度 は、 誰でも 年 を 追つ て 自然の 變遷を 經るも 

の、 やうに 見える。 併し さう いふ ものが どんなに 變 つても、 同じ 作者の 「顏」 は 存外 變らぬ もの 

の やうに 思 はれる。 歌 を專門 的に 研究して 居る 人達の 分析 的な 細かい 批評眼で 見た 時には 可也に 

著しい 變 化と 思 はれる やうな 場合で もさう いふ 細かい 處を 見ないで 唯 ー顏ー だけ 見て 居る 門外漢 

に は、 矢 張 同じ 顏 しか 見えない もので はない かと 思 はれる。 從 つて 私 は 若しも 歌人が 自分の 顏を 

氣 にして それ を 色々 に變へ ようとす る やうな 事が あると すれば、 それ は 大して 努力す る だけの 意 
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義の ある 事で はない やうに 思 ふ。  _ 

それで 私 は 凡て の 歌人に 望む やうに 宇都 野さん の 場合に も、 どうか 餘 りに 頭の い 、自己 批評 か 一 

ら 作歌の 上に 拘束 を 加へ て、 鮮明な 自然の 顔の 輪郭が 多少で も-: 朋 される やうな 事の ないやう に 祈- 

り 度い  と 思  ふ。 

もう 一 つ 特に 私が 宇都 野さん に 望む 所 は、 時々 はもう 少し 不用意な、 讀 みつ 放しの 云 は もっ- 

と そつの ある 歌 を よんで 見せて 頂き 度い と 思 ふ 事で ある。  此れ は 無理 かも 知れない が、 唯 私 だけ： 

の 希望で ある。  一 

最後に 私 は 宇都 野さん の 歌集が 近き 將來に 世に 現 はれる 事 を 希望す る。 その 歌集 は 恐らく 今の 

歌壇に 一 つの 異彩 を 放つ ばかりでなく、 現代 世相の 一面の 活 きた 記 錄 としても 意義の ある ものに 一 

なる だら うと S つて 居る。 (大正 十二 年 三 H: 、朝の 光)  一 
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形 詩の 欲 短 


短歌の 詩形 


ょ較^^^^らし い 地質時代に 日本と 亞細亞 大陸と は陸績 きになって 居て、 象 や 犀の 先祖が 大陸 か 

らの 徒歩 旅行の 果に、 東端の 日本の 土地に 到着し、 現在の 吾々 の 住って 居る 此處ら あたり をう ろ 

つ いて 居た とい ふこと は 地質 學 者の 研究に よって 明かと なった 事實 である。 併し 其 頃旣に 人間の 

先祖が 象と 一 緖に 歩いて 居た かどう か はよ く 分らな い。 

それ は 鬼に 角、 日本が 大陸から 千切れて 島國 になっても、 船と いふ もの を 造る ことに 成效 した 

人間 は、 永い 間に、 何遍と なくさう して 色々 な 方面から 日本の 國に 渡って 来たで あらう。 そ.， と 

同時に 多種多様な 民族の 色々 な 文化の 流れが 此の 極東の 細長い 島 環國の 中に 合流し 集注した であ 

らう" 從 つて 我等の 國 語に は あらゆる 民族の 言語が 混淆し 融合して しまって、 今と なって は 容易 

に 分析す る ことが 出来ない やうに なって しまって 居る やうに 思 はれる。 我等の 同胞の 顔貌の 中に i 


は叉ぁらゅる人種の定型がそれ，^ に標本的に洩れなく代表されて居るゃぅでぁる。 

日本人が 眞に 日本の 土の 中から 生れ、 日本の 言語が 全く 獨 立に 發 生した と考 へる の は、 孑孑が 

水から 發生 すると 考へ るよりも 一 層 非科學 的で ある. - 同様に 例へば 日本の 短歌の 詩形が 日本で 始 

めて 發 生した ものと 速斷 する の も 所 由の な いこと であらう と 思 ふ。 

五 七 五 七 七と いふ 音數律 その ま 、の もの は 勿論 現在で は 日本 特有の もので あらう が、 此の 詩形 

の 遠い 先祖と なるべき ものが 必 す何處 かにあった であらう と 想像し、 其の 同じ 先祖から 出た 他の 

家族が 何處 かに あり はしなかった かと 想像す るの は それ 程 唐突な さ 想と は 思 はれな い。 

古事記に 現 はれた 色々 の歌謠 の音數 排列 を 調べ て 見る と 可也 複雜な ものが あって 到底 容易に は 

簡單な 方 則 を 見つける わけに 行かない。 九、 十、 十一、 十二、 十四 等の 音から 成る 詩句が 色々 に 

重疊 して 居る とい ふだけ しか 分り かねる。 唯 かう いふ ものから 段々 に 現在の 短歌 型式が 發 生して 

來た であらう とい ふこと は、 此 等の 詩の 中で 五 及 七の 音數 から 成る ものが 著しく 多數 である こと 

から 想像され る.) 併し 此れ も 本當の 統計的 研究 をした 上で なければ 確な 事 は 云 はれない。 今此處 

で 問題に しょうと いふの は、 古事記の 中の 古い 歌謠 から 現在の 短歌へ の 進化の 經路を 追跡しょう 

とい ふので はなくて、 • 反 對に此 等の 古い 歌謠と 先祖 を 同じく する 遠い 親類の やうな ものが 何處か 
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形 詩の 歌 短 


大陸に あり はしな いかと いふ ことで ある。 

かう いふ 問題に 對 して 自分 は 到底 喙を 容れる 資格の な いもので あるが、 唯 手近な 貧し い 材料 だ 

けに 就いて 少しば かり 考へ て 見る。 

漢詩の 五 言、 七 言の 連績 も、 何 かしら 或る 遠い 關係を 思 はせ る。 例へば 李 白の 詩 を 見ても、 一 

つの 長 詩の 中に 七 言が 鑌く 中に 五 言が 交り、 どうかす ると、 六 言 八 言九言 の 交る こと も ある。 四 

言 詩の 中に 五 言 1 ハ 言 の 句の 混 人す る こと も あるので ある G 

中央 亞細亞 東 トル キス タン 邊の 歌謠を 見る と 勿論 色々 な 型式が あるが、 中には 八、 五、 八、 五 

の 型式が ある。 例へば 

(サ フ ル) (ワク ズチ) (ダ) (チル )( ラ) (ガ) (レ )0 

(チア) (ク) (ラズ )( ャク) (シ )0 

(ク) (シ ャク) (ク) (シ ュプ) (ィ X グ ラ )( ガ X レ )0 

(力) (リン )( グシ X ャク) (シ )0 

括弧の 中が 一 シラブル である。 此等は 少しの 讀み 方で 七五調に 讀 めば 讀 まれな く はない G 

サ ン スク リトの 詩句に も 色々 の 定型が ある やうで あるが、 十六 緩 音 を 一句と する もの 、連績 が 


643 


甚だ 多い らしい。 それ を 少し 我儘な 日本 流に 艇 して 讀 むと 十七、 十四、 十七、 ト四、 とつ まりぎ ま 

歌の 連績の やうに 讀む 事が 可能で ある。 例へば 

(サル )( ヮ) (力—) (マ) (サ) (ムリ )( ダ )(、 ンァ) (了 シュ) (ヮ) (メ) (ダ) (シァ )( ャト スフ ァ) (ラ 

ム)。 

(タト) (ファ )( ラム) (ラ) (バ )( テ) (サ) (ミア グ) (ラ) (クシ) (テ) (シァ )( ラ) (T) (ガ )( テ)。 

アラビアの 詩に も 十五 種 程 も、、、 1 やの 種類が あるら しいが、 其 中で も 十五、 十五 S 績或は 

八、 八、 八、 八の 連績 など は亂 暴に 讀 めば 短歌 風に 讀 まれな く はない 。前者の 例 は 

(カル X ビ ー ) (ッ) (ハ ト )( ヂ )( ッ )( ビ ー X ビ )( 了 ン )( ナ) (力) (ムト )( リ) (フィ )。 

. (ル —ズヒ ー) (フィ )( ダ ー) (力) (ァ) (ラフ) (タ) (アム) (ラム) (タフ) (リ )( フィ) し  ) 

ギ リシ ァ の H ピグラ ム の 一 一行 詩 は 形の 上で は 何と 云っても 一 番 よく 和歌に 似て 居る し 此れ も 例 

へば 長 母音 を 勝手に 二 音に 數 へたり、 重母音 を 自己流に 分けたり 合したり すると 短歌と 同じ 口.，" 

に讀 める ものが 多數 にある。 此の 場合 は 第二 句の 方が 短 かいから なほ さら 都合が よいので ある。 

ぺ ズ 

(ヒッ )( ボン X ヒュ X ボ X スコ X メ) (ノス) (モイ) (ォ) (リ H ム) (ピ) (ォス )( ェ) (ガ) (ゲン) (ゥ) 


形 詩の 跃短 


( ラ ン )0 

( へ ス )( ォ) (ソ) (ゴ )( ドラ) (ネ) (ォ— ン) (ヒッ X ポ ス X ァ )( ベ )( タレ )( マ) (ト )0 

など は 十二、 五、 七、 七と 切って 讀ん でも さしつ かへ はなさ さう である。 

「オリ ュ ン ボスが 馬 を 一-匹 くれる 害で あつたが、 馬の 代りに 尻尾 を 一本 くれた。 其の 尻尾の 端 

に は 最後の 息をして 居る 馬が ぶら 下って 居た 二 とい ふので 馬鹿 氣て 居る が、 何處 かしら 古代 日本 

人の ュ — モ ァと ウイ ッ トを想 はせ る ものが あると 思 ふ。 以上の やうな 讀み方 をす るの は ァカデ ミ 

ッ クな 言語 學 者から 見れば 言語 道 斷な亂 暴な 所業で あるに 相違な い. - 併し 古代の 人間 は 文法 も 音 

韻 方 則 も 何も 知らなかった。 明治の 日本人が ス テン ショ とか ォ— フル コ —ト とか 稱 した こと を考 

へ、 昭和の 吾々 が ビル ヂ ング とか ブデ ン とか 云って 居る こと を考 へれば 此れ 位 は ゆるして 貰って 

もい \ であらう C 

此の様に 類似な 詩形が 諸 所に あるの は 偶然の 一 致 かも 知れない C 人間の 一 と 息に 歌 ひ 得る 緩 音 

の數 は、 息の 長さ を 一 綴 音の 平均の 長さで 割れば 得られる C それで、 一 緩 音 を 明瞭に 發 音す るに 

必要な 時間に 一 定の 制限が あると すれば、 事柄 は 略々 決定して しま ふ 害で ある C 

併し 又 一 方で 此 等の 民族の 間に 昔から 交通の あった 事 は事實 である。 希臘 人と 中央 亞細亞 並に 
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印度人と 交涉 のあった こと は 確で あり、 後者と 支那 人、 支那人と日本人とそれ/^ の交通のぁっ 

たこと も 間 達 ひな いとすれば、 歌謠の 如き ものが 全く 相互 沒交涉 に 別々 に發 達した と斷定 する の 

も 少し 危險 なやうな 氣 がする ので ある。 それ かと 云って 此 等の 關係を 本式に 研究す るの は 中々 容 

易なら ぬ 難事業で、 多数の 専門家が 永い 年月 を 費して 始めて いくらか でも 明かに し 得る 性質の も 

ので あらう と 思 はれる。 

或はもう 疾 にかう いふ 研究に 着手して 居られる 方が あるか も 知れない が、 自分 は 未だ さう いふ 

方面に 關 する 面白い 發見 等の 話 を 聞いた ことがない" それで 此の 甚だ 杜撰な 比較が 萬 一 此の方 面 

の 専門家 の 眞 面目な 研究 のヒ ント にで もなら ばと 思って、 思 ひ 付いた ま、 を 誌して みた 次第で あ 

る。 潜 越の 罪は宥 して 貰 ひ 度い。 (昭和 七 年  一 、勁 草) 
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事 返 御 


御 返事 (石 原 純 君へ) 


御手 紙 を 難 有う。 「立像 I の 新 短歌に ついて 何 か 思った こと を 書け との 御沙汰でした から 手近 

にあった 第三 號を あけて はじめから 歌 だけ 拾って 讀んで 行きました。 讀 んでゐ るう ちに ふと 昨夜 

見た 夢 を 想 ひ 出した のです。 

見知らぬ 廣ぃ 屋敷の 庭に 大きな 池が ある。 大きな 船が 浮んで ゐる。 それが 船の やうで も あり 座 

敷の やうで も ある。 天井がない。 今に 雨が 降り出す と 困る がと 思って ゐ ると、 自分が いつの 間に 

かその 船に 乘 つて 天幕 を 張らう として ゐる。 それが 自分の やうで も あり、 友人の やうで も ある。 

非常に 淋しい 氣 がした C 池が 消えて 夜の 街の 廣 場が 現 はれる. - さに 一本 水平に 綱が 張って ある そ 

の 上 を 玩具の 馬の やうな ものが 渡って 行く。 か ちゃんと 落つ こって バラく に 毀れ た。 それ を 又 

袓 立て \ 綱 度り をさせる のが 自分の 責任 だが どうし たらよ いかと 思 ひ 惑って ゐ ると、 周圍の ラウ 6 


ベ ンコ ロニ  —の靑 い 小屋から ドイツ人の 男女が ぞ ろく 出て 來た。 

なんだか こんな 風な 夢であった のです が、 今 この 新 短歌 を讀 んでゐ ると、 不思議に この 夢 を 想 

ひ 出し、 さう して これらの 詩の 中に 私の 夢の どうしても 想 ひ 出されな いかけら が隱 れてゐ るので 

はない かとい ふ氣 がする のです。 

一— 立像」 の 詩 は 恐らく さう いふ 風な、 常套の 一一 百 葉で 現 はしに くいもの を 表現し ようと 狙って ゐ 

るので はない かとい ふ氣 がしました。 

唯、 見馴れない 吾々 に はどう も餘 りひね り 過ぎた と 思 はれる やうな、 或は 無用に 誇張した と 思 

はれる やうな 辭 句が 目に 立って、 却って 感興 を そがれる やうな 氣 のす るの も ありました。 ー體に 

もう 少し 修辭法 を 練る 餘 地が あるので はな いかと 思 はれました。 

日本の 從來の 「短歌」 と は 形式ば かりで なく 內容 的に も 大分ち がった 別物と は 思 ひます が、 か 

うい ふ 新ら し い 詩形に 固有な 新ら し い 詩の 世界 を 創造して. 行く の は 面白い こと だら うと 思 はれま 

す。 それに はもう 少し 誰に も 分かりやすい 言葉で 誰の 頭に も ひんと 響く やうな もの を 捕へ て來る 

のが 捷徑 ではない かとい ふ氣 がします が 如何で しょうか。 

思 ひつく 儘 を きました。 門外漢の 妄語と して 御 聞き捨て を 願 ひます。 (昭和 九 年 七月、 立像) 
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本卷は 俳諧 及 俳諧 論と 題した が、 更に 少數の 漢詩 . 新體詩 . 和歌 . 歌論 等 を も 併せて 收錄 した。 

すな はち 此の 一 卷は總 ての 韻文 及び それに 關 する 文章 を 網羅した ものである。 

俳句 は 「日本」 「ホ トト ギス」 ris 柿」 其 他に 發 表された ものの ほか、 未發 表の ノ ー ト、 ia. 稿 等 

に 書かれて ゐる もの 及び 日記. 書簡 等に ある もの を總 て輯錄 した。 未發 表の もの は 其の 年代 を 推 

定 して 年代順に 配列し、 別に 季題 別の 配列 を も 添へ た。 

「夏 目淑 石へ 接り たる 句 稿」 と 題した もの は 著者が 熊 本 高等 學 校に 在 學當時 液 石に 添削 を 乞う 

た 句 稿で あり、 漱 石が 筆 を 加へ て 「日本」 r ホトト ギス」 等に 掲載され たもの も 含まれて ゐ る。 漱 

後 石が 添削した もの は それに 依って 此 處に牧 め、 著者の 原句 を 傍註した。 漱 石の 評語 も總て 保存せ 

f しめた。 


明治 三十 一— 三年の 俳句の 下に 〔落穗 集〕 と 註した ものが あり、 また 明治 三十 三年の 處に 「『落 

德集』 より 七十 句」 として 收錄 して ある。 此の 「落德 集」 とい ふの は當 時の 著者の 自撰 句集と 思 

はれる ものであって、 此の 中には 夫 以前の 句 稿の 中に ある 俳句が かなり 澤山 見出される。 從 つて 

此處 では 「落穗 集」 そのままの 形で 收錄 せす、 旣 出の ものに は 其の 句の 下に 〔落穗 集〕 の 文字 を 

註し、 「落穗 集」 に 於て 初めて 見られる もの を 「『落 穗集』 より 七十 句」 として 集めた ので ある。 

發 表された もの は 掲載され た 新聞 雜 誌の 名 を 句の 下に 註し、 更に 句集. 單行本 等に 收 めら れた 

もの は 其の 書名 を も 併せて 記して おいた」 

乖題別 俳句に 於て は總て 前書 を 省き、 これに * 印を附 けて おいた。 また、 季語 二つ 又は 二つ 以 

上 を 含む 句 は その 中の 主要なる 季語 を 採り、 斯様な 句に は その 下に . を附 けて おいた。 

歌仙 は 未完の ものの ほか は總て 「^柿」 に發 表された ものである。 

「その他の 連句」 として 收め たもの は、 歌仙 以外の 種々 の 形式の 連句であって、 主に 「^柿」 

に揭 載され たもので ある. - 


「連句： k -々」 は 未完成の 連句の 斷片 である。 

「紀行」 として 收 めた 「羽 越 紀行 J は 寅 日子の 名 を 以て 昭和 三年 五月 「溢 柿」 第 一 六 九 號に發 

表され、 r 繽冬彥 集」 に牧 む。 

漢詩 は 明治 三十 一 ー 一 一年 頃の 作と 思 はれる。 

新體 詩のう ち 初めの 「曉」 「草枕」 「秋の 蜻蛉」 「亂 調」 の 四篇は g 紙 十 數葉を 綴ぢて 表に 「忍 草」 

と 書かれて ゐる 文集の 末に 記されて あり、 明治 三十 年 秋の 日附が ある。 

新體 詩のう ち もと P 1 マ 字 を 以て 發 表された もの は 本 全集 P 1 マ 字の 卷に旣 に收錄 されて ゐる 

が、 漢字 假名 交りに 書き改めて 此の 卷 にも 牧錄 した。 

和歌 は 「漉 柿」 「ァ ララ ギ」 等に 發 表された ものの ほか、 從 來未發 表の 雜 記帳- スケッチブック 

後 等に 記されて ゐる もの を輯錄 した。 未發 表の もの は 推定した 年代 を それぞれ 記して おいた。 

S  P 1 マ 字 を 以て 發 表された 歌 も 矢張り 漢字 假名 交り を 以て 此の 卷に 再出した C 
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俳諧に 關 する 文章 は 「俳諧 論」 として 此處 に輯錄 した。 

「伊吹山の 句に 就て」 は 本名 を 以て 大正 十三 年 一 一月 「潮音」 第十卷 第一 一 號に發 表された。 

「夏 目先 生の 俳句と 漢詩」. は 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 三年 五月 「漱石 全集 第 十 卷附錄 月報」 第 

三 猇に發 表された。 

「連句 雜俎」 は 本名 を 以て 昭和 六 年 三月から 十二月まで 「漉 柿」 に 連績揭 載され たもので ある" 

その 號數は 第二 〇 三號 から 二  一  ニ號 にわた つて ゐる。 「蒸發 皿」 に收 む。 

「天文と 俳句」 は 本名 を 以て 昭和 七 年 八月 改造 社 「俳句 講座」 第 七 卷に發 表され、 「蒸發 皿」 に 

收む。 

「俳諧の 本質的 概論」 は 本名 を 以て 昭和 七 年 十 一 月 同 講座 第三 卷に發 表され、 「蒸發 皿」 に收 む- 

「俳諧 琪談」 の 一 及び 一 一は 本名 を 以て 昭和 八 年 十 一 月 「漉 柿」 第一 一三 五號 に、 三から 九まで は 

吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 九 年 三月 「俳句 研究」 第一 卷 第一 號に發 表され、 「觸媒 J に收 む。 

「俳句の 型式と 其 進化」 は 本名 を 以て 昭和 九 年 十 一 月 「俳句 研究」 第 一 卷第九 號に發 表され、 

「螢光 板」 に收 む。 

「俳句の 精神」 は 本名 を 以て 昭和 十 年 十月 改造 社 「俳句 作法 講座」 第一 一 卷に發 表された。 


記 後 


歌に 關 する 文章 四篇は 「歌論 一 と， して 輯錄 した。 

「歌の 口調」 は 本名 を 以て 大正 十 一 年 三月 「朝の 光」 第三 卷 第三 號に發 表され、 「物質と 言葉」 

に收 む。 

「宇都 野さん の 歌」 は 寺 田藪柑 子の 名 を 以て 大正 十一 一年 三月 同誌 第四卷 第三 號に發 表された。 

「短歌の 詩形」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 八 年 一 月 「勁 草」 第五 卷 第一 號に發 表され、 「物質 

と 言葉」 に收 む。 

「御 返事」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 九 年 七月 「立像.」 第五 號に發 表され、 「觸 媒， 一 に收 む。 

編輯 者 
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